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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　0.00　〝かっこう〟vs殲せん滅めつ班〝墓守〟







『〝火巫女ヒミコ〟さん、〝兜かぶと〟さん、〝さくら〟さん、〝疫やく神がみ〟さん、〝四よツ葉ば〟さん──』


　緊きん張ちようした女性の声が響ひびいた。スピーカを通しているのか、音声にノイズが混じっている。


　完全な暗くら闇やみに、包まれていた。


　嚙かみしめた奥歯が軋きしむ感かん触しよくと、全身を貫つらぬく苦痛。そんな残された感覚すらも呑のみ込もうとする虚きよ無む感が心に染しみ渡わたっていく。


　眠ねむ気けにも似た喪そう失しつ感に満たされ、薬くすり屋や大だい助すけはゆっくりとまぶたを閉じようとしていた。


　だが唐とう突とつに、一筋の光明が網もう膜まくを刺し激げきした。


『目標を確かく認にん次し第だい、制圧にとりかかってください』


　暗闇で閉ざされていた空間に、ぽっかりと長方形の入り口が生まれていた。


　眩まぶしい明かりを背に、五つの人ひと影かげが佇たたずんでいた。


『決して、気を抜ぬかないように。相手は──』


　闇の中から、獣けものの咆ほう哮こうが轟とどろいた。


　赤く燃える双そう眸ぼうが暗闇に浮うかび上がり、緑色の輝かがやきが解き放たれる。


　燐りん光こうを纏まとった獣が、佇む五人に向かって地を蹴けった。


「配置につけ」


　ツナギを着た少女が前に出た。


　大きなゴーグルで顔を隠かくした少女が持つハンドハンマーには、金属光こう沢たくを放つ昆こん虫ちゆう──サクラコガネがとまっていた。髪かみにつけたキューブを外し、放ほうり上げる。


　少女がハンマーをふりかぶり、空中でキューブを打ちつけた。


　次の瞬しゆん間かん、キューブが大きな網あみに形を変えた。獣に向かって網が覆おおい被かぶさろうとする。


　獣が咆哮した。急角度のステップを踏ふんで網をかわし、五人に向かって突つっ込む。


「初撃フアースト・アタツクでダメージを与あたえられないと、勝ち目は薄うすいぞ」


　冷静な声とともに進み出たのは、漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだ少年だった。背後に現れた巨きよ大だいなツノカブトが翅はねを羽ばたかせ、轟ごう風ふうで獣の動きを止める。


　吹ふき荒あれる風に乗って跳ちよう躍やくし、二つの人影が獣の前に着地した。


「うん。心地良い風だ」


「毒々キック！」


　ボロボロに錆さびたゴーグルを装着した少年が、獣に向かって腕うでを伸のばす。少年の腕から噴ふき出した灰色の影かげが鋭するどい形となり、獣に刃はを突き立てようとする。


　さらに灰色の少年と連れん携けいのとれた動きで、背中に赤い十じゆう字じ架かのマークを背負った少女が身体からだを回転させた。鋭い後ろ回し蹴りを浴びせかける。


　だが両者の攻こう撃げきは、空を切った。


　獣が身を仰のけ反らせるようにして跳躍し、攻撃をかわしたのだ。


『今です、〝火巫女〟さん！』


　後方に控ひかえていた長ちよう髪はつの少女が、顔を上げた。宙高く跳とび上がった獣に向かって、人差し指と親指を立ててピストルの形にした腕を持ち上げる。


　だが唇くちびるを嚙み、少女の動きがピタリと止まった。


　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが、獣に反撃を許した。天てん井じようを蹴る轟音が響いた直後、緑色の輝きが流星のように一直線にツノカブトのもとへ舞まい降りる。


「ぐおあっ……！」


　少年の苦鳴が響いた。


　獣の数倍はあろうかというツノカブトの巨きよ軀くが、一撃で後方へ弾はじき飛ばされた。分厚い甲こう殻かくを粉ふん砕さいされたツノカブトが宿主の少年を突き飛ばし、さらに灰色の少年と十字架の少女までも巻き込んで数十メートルの距きよ離りを吹っ飛んでいく。


　ツノカブトが壁かべに激げき突とつし、大きく跳はね返った。反動で地響きが起きる。


『〝兜〟さん、〝疫神〟さん、〝四ツ葉〟さん！』


　ツノカブトの下で、十字架の少女が動いた。


「そ、蘇そ生せいパンチ……！　救急パンチ……！　癒いやしパンチ！」


　白い光に包まれるツノカブトに向かって、獣がさらに襲おそいかかる。


　だが白光が消えると同時に、三人の戦せん闘とう員いんが勢いよく立ち上がった。傷を修復されたツノカブトとともに散開し、獣から飛び退のく。


　獣が唸うなり声を上げながら、己おのれを取り囲む者たちをぐるりと見回す。


「〝火巫女〟……この馬ば鹿か者がっ！　これで私たちは──」


　ツナギの少女、〝さくら〟が背負っていた折り畳たたみ式のキックボードを床ゆかに降ろした。ハンドハンマーを片手に構えたまま、キックボードの上に飛び乗る。


「本気を出すしかなくなったぞ！」


「もとより手加減して勝てる相手ではなかったがな」


　冷静に言う〝兜〟の背後で、ツノカブトの躰からだがさらに膨ぼう張ちようした。


「こりゃあ〝障さわ〟り甲が斐いがありそうだ」


　自然体で佇たたずむ〝疫神〟の周囲に、灰色の鎌かまが浮かび上がった。無数の鎌たちが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交かい、鋭えい利りな切っ先を振ふり回す。


「敵も味方も怪け我がも病気も、まとめてぶっ飛ばすよ！　ポジティヴにいこう！」


　赤十字の少女、〝四ツ葉〟が両の拳こぶしを胸の前で打ちつけた。何かの拳けん法ぽうだろうか、ゆっくりと独特の構えをとる少女の拳が、白と黒の靄もやで包まれる。


　だが戦場に立つ者たちの中で、長髪の少女〝火巫女〟だけが唇を嚙かんだまま動かない。


「この場にいるのが辛つらいか？　目の前の敵が恐こわいか？　それとも悲しいか？」


　キックボードに乗った〝さくら〟が、低い声で言い放った。


「そんな時、どうするべきか……お前は教わっているはずだ」


「……はい」


　苦しげに頷うなずき、〝火巫女〟が両腕を持ち上げた。ピストルのジェスチャーをした指先が真しん紅くに輝き、足元から大量の火の粉が噴き上がった。


「──戦います」


　闇の中で、獣が吠ほえた。


　五人の戦闘員たちが、いっせいに獣に向かって駆かける。


　衝しよう撃げきと震しん動どう、怒ど号ごうと悲鳴。


　獣けのもが視界に捉とらえるのも困難な速度で動き回り、緑色に輝く模様を浮かべた腕を振り回す。


　そのたびに誰だれかが弾き飛ばされ、別の人間がサポートに入る。傷ついた者を〝四ツ葉〟が治ち癒ゆするが、獣の動きや破は壊かい力は五人のそれをはるかに凌りよう駕がしていた。


　──……。


　薬屋大助は、彼らの戦いを別の世界の出来事のように傍ぼう観かんしていた。


　身体は熱いのに、心はひどく冷めきっている。


　否いな──何も感じなくなっていた。


　獣と五人の戦いを見届けることなく、ゆっくりとまぶたが閉じていこうとする。


『……ああっ！』


　スピーカーから響ひびいた声によって、彼の意識がかろうじて繫つなぎ止められた。


　獣が咆ほう哮こうとともに、異形の巨きよ大だいな顎あぎとと化した右みぎ腕うでを持ち上げていた。真っ赤な複眼を輝かがやかせた顎の奥で、猛もう回転する弾だん丸がんが業ごう火かを撒まき散らす。


『あれを撃うたれたら、こんなシェルターなんか一撃で吹ふっ飛んでしまいます！　皆みなさん、すぐに待たい避ひをして……ああっ、で、でも、どこに逃にげれば──』


「好機だ」


　口から流れる血をツナギの袖そでで拭ぬぐい、〝さくら〟がハンドハンマーを握にぎり直した。


「私が受け流す。お前たちはヤツが撃った直後を狙ねらえ」


『ええっ？　む、無茶です！　いくら〝さくら〟さんでも……！』


「この時のために我々、〝あさぎ〟の教え子たちを呼び寄せたんだろう。施し設せつの修しゆう繕ぜんなどと何かと理由をつけてな。こんな化け物、我々以外では敵かなうまい」


『で、でもっ……！』


　女性の声が、大だい音おん響きようの砲ほう撃げき音おんにかき消された。


　同時に〝さくら〟が、指先で金属のキューブを弾き飛ばした。サクラコガネがとまったハンドハンマーを振りかぶり、弾丸と直撃する瞬間にキューブを打ちつける。


「うおぉおっ！」


　ツナギの少女の眼前で、キューブが目ま映ばゆい輝きを放った。


　獣が放った炎ほのおの塊かたまりとハンドハンマーが、真っ向から衝しよう突とつした。


　空気が弾はじけ、膨ぼう大だいな光量が暗くら闇やみを引き裂さく。


　人間の可か聴ちよう域を超こえた爆ばく音おんが、シェルター全体をシェイクするかのように揺ゆるがす。


　燃え盛る弾丸に込こめられたエネルギーが、キューブを通して周囲へ分散した。八方に吹き荒すさぶ衝しよう撃げき波はが床に波は紋もんを生み、一いつ瞬しゆんで足元が粉々に打ち砕くだかれていく。


　無音と誤解するほどの破壊音と衝撃の嵐あらしに逆らい、素す早ばやく動く者たちがいた。


「──っ」


　怪かい物ぶつの顎と化した獣の腕に、ツノカブトが発射した太いツノが突つき刺ささっていた。


　ピクリ、と大助は顔をしかめた。


　獣が怯ひるんだ隙すきを、灰色の少年は見み逃のがさなかった。降り注ぐ瓦が礫れきをものともせずに急接近し、鎌をまとわりつかせた腕で獣に触ふれる。


　大助はまた、顔をしかめる。


「がぁぁっ！」


　獣がはじめて、苦しげな声を漏もらした。


　灰色の少年が触れた場所に、実体のない鎌が次々と突き刺さった。──かと思うと、鞭むちのようにしなる紐ひもが鎖くさりから縦横無尽に伸のびた。


　否、紐ではない。何十本、何百本という数の鎖だ。


　鎖くさり鎌がまに締しめつけられる獣に、さらに赤十字の少女が背後から近づいた。


　だが獣が、とっさに反応した。強ごう引いんに鎖を引きちぎった腕が、少女の胸を打ちつける。


　呻うめき声とともに、少女の身体からだがくの字に折れた。


「……」


　大助は、はっきりと顔を歪ゆがめる。


　戦いを傍観していたはずの彼の腕に、少女の肋ろつ骨こつが砕ける感かん触しよくが伝わっていた。


　しかし──。


「劇毒……パンチ──」


　口から大量の血の塊を吐はきながらも、赤十字の少女が腕を持ち上げた。トンッ、と黒ずんだ拳こぶしで獣の腕を軽く叩たたく。


「っっ！」


　少女の拳を包んでいた毒々しい靄もやが、獣に伝染した。全身に浮うかび上がっていた緑色の模様が、黒色の斑はん点てんに毒されていく。


〝火巫女〟──土は師じ千せん莉りは今度こそ、己おのれの役割を放ほう棄きしなかった。獣に向かって指を向け、声を張り上げる。


「……発射シユート！」


　爆ばく炎えんの柱が、獣を包み込んだ。


　視界が真っ赤に染まり、大助の五感が現実へ引き戻もどされていく。


　身を焦こがされる熱を感じながら、元の形を取り戻していく右腕を見下ろす。


　ああ、そうだった──。


　ぼんやりと顔を上げると、五人の戦せん闘とう員いんたちが彼を見つめていた。


　この化け物は、俺だったのか。それとも──。


　獣から人間へと戻る安心感とともに、大助は床ゆかの上に倒たおれ込んだ。


　俺自身、ずっと前からとっくに化け物になっていたのか──。


「……」


　炎が消えた後も、大助はうつ伏ぶせに倒れたまま、指一本すら動かせずにいた。


　横を向いた大助の視界を、火傷やけどを負った小さな昆こん虫ちゆうが横切っていく。


　緑色のかっこう虫だ。


　自我を取り戻した大助には、それがただの昆虫ではないことが分かる。


〝虫ムシ〟──。


　十数年ほど前に突とつ如じよとしてこの国に現れたそれらは、外見が昆虫に似ていることからそう呼ばれていた。発生源や生態などは、現在に至るまで謎なぞに包まれている。


〝虫〟は思春期の少年や少女に取り憑つき、こうなりたい、こうありたい、といういわゆる夢や希望を喰くらうとされている。〝虫〟に寄生され、夢を代だい償しように超ちよう自然的な力を行使出来るようになった者たちは、虫憑きと呼ばれていた。


　ただし政府は〝虫〟は実在しないものとしている。目もく撃げき情報や被ひ害がい報告が多発しているにもかかわらず、〝虫〟の実態が明らかにされていない一因は、メディアや一いつ般ぱん人じんに対して厳しい情報統制が行われているからだ。


　それを行っているのが、特とく別べつ環かん境きよう保ほ全ぜん事じ務む局きよくという政府機関である。


〝虫〟、ひいては虫憑きを監かん視しし、捕ほ獲かくし、隠いん蔽ぺいするために存在する機関──特とつ環かんと略りやく称しようされる彼らは、軍事力を用いてすら手を焼く虫憑きたちに対たい抗こうする術すべを考え出した。


　捕とらえた虫憑きを訓練し、統制することで新たな虫憑きを捕獲するのである。


「……まだ生きてるのか、俺も──お前も」


　薄うす目めを開けた状態で、大助はポツリと呟つぶやいた。彼に取り憑いた〝虫〟であるかっこう虫が、不ふ機き嫌げんそうに傷ついた躰からだを揺らす。


　かっこう虫からすれば、あと一息で彼の夢を喰らい尽つくすチャンスだったのだろう。


〝虫〟に夢を喰らい尽くされた虫憑きは死ぬ。


　宿主の死とともに〝虫〟も息絶えるが、ごく稀まれに成虫化という現象を引き起こす。


　束そく縛ばくから解放された〝虫〟が強力な力を得、凶きよう暴ぼう化かするのだ。


「彼が動けないうちに怪け我が人にんを治ち療りよう室へ！　あ、〝疫神〟さんには直接触れないように──」


　特別環境保全事務局、東中央支部の隔かく離り施し設せつである地下シェルターは騒そう然ぜんとしていた。


　指揮しているのはスピーカーで話していた声の主、五ご郎ろう丸まる柊とう子こだ。東中央支部の支部長代理という地位にあるにもかかわらず、今日も寝ね癖ぐせのついた髪かみのせいで威い厳げんのカケラもない。


　柊子が引き連れてきた局員らが、傷ついた五人の戦闘員のもとへ駆かけ寄る。


　力を使い果たして床に倒れ込んだ土師千莉は、まだ良いほうだった。


　肋骨を折った〝四ツ葉〟は意識を失い、呼吸器をつけさせられている。〝疫神〟は瓦が礫れきによって重傷を負い、〝兜〟はツノカブトともども仲間たちの盾たてとなり、すでに気絶している。


　凄せい惨さんな光景の中、哀あわれみの目で大助を見下ろしたのは、ツナギを着た〝さくら〟だった。


「惨みじめだな……これが最強の虫憑きの末路か」


　柊子がぎょっとして、そばに駆け寄る。


「さ、〝さくら〟さん、貴女あなたも早く救護室へ！　大切な両りよう腕うでが……！」


　大助の弾だん丸がんを防いだ反動で、〝さくら〟の両腕は直視に耐たえないほどに引き裂さかれていた。だが彼女は「いざとなったらハンマーくらい口で使うこともできる」と顔色を変えない。


「成虫化の兆候で、この有様だ。……本格的に成虫化が始まる前に、一思いにここで〝虫〟を殺し、欠落者にしてやるのが本人のためでもあるんじゃないのか？」


　柊子が一いつ瞬しゆん、ギクリと表情を動かした。


「そ、それは……」


　眼め鏡がねのズレを直しながら、いつもの愛あい想そ笑いを浮かべた。


「──それは、できません」


　曖あい昧まいな笑えみとは裏腹に、はっきりと言う。


「彼は私たちにとって、まだ必要な人間です」


「外げ道どうだな、貴様」


　吐はき捨て、〝さくら〟が身を翻ひるがえした。


「あ、あの、あとで良いいので、このシェルターの修しゆう繕ぜんを──」


　声をかける柊子を、〝さくら〟は振ふり向きもしない。


「嫌きらわれちゃったみたいですね、たはは……」


　柊子が腰こしを下ろし、ピクリとも動かない大助の身体からだに指先で触ふれる。


「傷だらけですね、大助さん。痛いですか？　痛いに決まってますよね、たはは。何言ってるんだろう、私……ごめんなさい、すぐにでもここから出してあげたいんですけど──」


　大助と二人きりになったことで、柊子の声が急に弱々しくなっていた。


　彼女が言いたいことは、嫌いやというほど分かっていた。


　ずっと、大助はこの状態なのだ。


　大助の生まれ故郷である紫し央おう市で〝大おお喰ぐい〟と戦った直後からである。


　姉を救うという目的は果たしたものの、その代償は大きかった。紫央市へ辿たどり着くまでに力を浪ろう費ひし続け、虫憑きを生む〝始まりの三匹びき〟の一体──〝大喰い〟を撃退するために、己おのれの力を限界まで使いきった。


　そして──東中央支部に帰き還かんすると同時に、己の〝虫〟が暴走を始めたのだ。


　命令違い反はんに対する懲ちよう罰ばつという名目でこの地下隔離施設に収容されてから、どれくらいの月日が経たったのかも分からない。


「……本当は、とっくに限界だったんですか？」


　柊子の声が、震ふるえていた。こみ上げる嗚お咽えつを、必死にこらえているのが分かった。


「……」


　大助は弱々しく、唇くちびるの端はしを持ち上げた。


　限界など──とっくに超こえていた。


　思えば、去年のクリスマス。


　虫憑つきによるレジスタンス、〝むしばね〟のリーダーだったレイディーバード──立たち花ばな利り菜なとの戦いで、すでに成虫化の兆候は顕あらわれていた。成虫化した利菜の〝虫〟を倒たおすことができたのは、彼の〝虫〟もまた成虫化しかけていたからにすぎない。


　以来、彼は自らの力を抑おさえ、できるかぎり全力は出さずにいた。


　だが紫央市で戦った〝大喰い〟は、力を温存して勝てる相手ではなかった。力を振り絞しぼり、かろうじて一時的に追い払はらうのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　これまで隠かくし続けてきた〝大喰い〟の能力──虫憑きどうしの戦いに発展しかねない秘密が明かされてしまったのも、影えい響きようしたのかもしれない。今は柊子によって〝霞かす王おう〟や〝Ｃ〟たちに箝かん口こう令れいを敷しいてもらっているが、いずれは誰だれもが知ることになるだろう。


　旧来の戦友が殉じゆん死ししたことも、聞かされた。獅し子し堂どう戌いぬ子こという戦士は、彼がともに訓練を受けていた同期の最後の一人だった。


　それら全すべてが重なって──。


　再び立ち上がろうとする彼の脚あしに、力が入らないのかもしれない。


「でも、それでも……誰よりも強くなるって言ったじゃないですかあ」


　柊子がとうとう、泣き声を洩もらす。倒れたままの彼の目の前に、水すい滴てきが落ちる。


「大助さんがいないと、私たちは勝てないんです……」


　ピクリ、と彼の肩かたが動いた。


「大助さん……！」


　大助の動きに気づき、柊子が表情を輝かがやかせた。


　しかし──。


「……うんざりだ……」


　上司の表情が凍こおりついた。


　このシェルターに幽ゆう閉へいされてから、苦痛と虚きよ無む感しか味わっていない。


〝虫〟の暴走が始まって何日が経過しただろうか？　一カ月？　二カ月？


　十六歳の少年が耐えられる限界を超えていた。いや、どんな人間だって耐えられないはずだ。


　すでに身体も心も、衰すい弱じやくしきっていた。


　いつ自我を失うか分からないため、シェルターから一歩たりとも外に出ることは許されない。


　目に見えるものは暗くら闇やみばかりで、五感は何の意味もなさない。〝虫〟に喰われる恐きよう怖ふと苦痛に、ひたすら孤こ独どくに耐えるだけの日々だ。


「これ以上、俺に何をさせようっていうんだ……」


　虚うつろな笑みを浮うかべ、呻うめく。


　柊子が必要としているのは、〝虫〟の力を使って戦う〝かっこう〟という虫憑きである。


　ただもがき苦しむだけの、今の薬屋大助を必要とする人間など一人もいない──。


「……殺せよ……」


　柊子が息を呑のんだのが、気配で分かった。


「〝虫〟でも俺でも、どっちでもいい……」


「じ──」


　五郎丸柊子がひきつった声を上げた。


「冗じよう談だん……です、よね？　大助さんが、そんなこと言うはず──」


「……有あ夏か月つきは……どこにいる……俺を恨うらんでるアイツなら、俺を殺してくれる……」


　柊子が黙だまり込んだ。言葉を失ったといったほうが正しいかもしれない。


「もう、いいだろ……」


　ずっと暗闇に閉じ込められているうちに、幻げん覚かくを見るようになった。


　立花利菜をはじめ、今までに彼が踏ふみにじってきた虫憑きたちが、彼をさらなる暗がりへ引き込もうと纏まつわりつくのだ。


　戦い、傷つけ、他者の夢を犠ぎ牲せいにして生きてきた。


　長く、生きすぎた。


「ダメです──」


　大助は目を見開いた。


　眼球だけを動かして見上げると、柊子が半ば呆ぼう然ぜんとしたまま、彼を見下ろしていた。


「貴方あなたは、ここで立ち止まってはいけないんです」


　ぞくり、と大助の背筋を恐怖が貫つらぬいた。


　柊子がしゃがみ込み、彼の身体からだに触ふれた。カチャカチャと音を立てて何かをしている。


　いったい何をしているのか──そのことに気づいて、さらに寒気をおぼえた。


　彼の拳けん銃じゆうを、腰こしのホルダーに戻もどしているのだ。


　こんな状態の大助にさえ、五郎丸柊子は戦うことを強しいようとしている──。


「今の大助さんはきっと……疲つかれて弱気になっているだけです」


　柊子が立ち上がり、くるりと身体の向きを変えた。わずかによろめいたようにも見えたが、冷たい床ゆかの上に投げ出された彼を振ふり向くことなく遠ざかっていく。


　上司が通り抜ぬけると、再びシェルターの出入り口が閉ざされた。


　暗闇を凝ぎよう視ししながら、大助は確信した。


　このままここに居たら、自分は間ま違ちがいなく殺される。


　いや──。


　殺されるなどという、生やさしいものではない。


　苦しみ抜き、暴走の兆候が顕れるたびに動けなくなるまで痛めつけられた挙げ句、味方だったはずの五郎丸柊子によって、死ぬまで戦うことを強いられる。


「はあっ……はあっ……」


　恐怖のためか、息苦しくなってきた。


　ここに居るかぎり、死ぬことすら許されない──。


「……！」


　唐とう突とつに何かが崩くずれる音がした。


　身を竦すくませながらも、音がしたほうを振り向く。


　闇やみの向こうで床の一部が崩ほう壊かいしているのが、かすかに見えた。頑がん強きように造られたシェルターとはいえ、先ほどの戦せん闘とうには耐たえられなかったのだろう。


「う──」


　完かん璧ぺきな密閉空間に生まれた、ほんのわずかな隙すき間ま──。


　今の大助にとって、それは奇き跡せきに近い産物だった。


　シェルターを管理しているセキュリティシステムは、先ほどの戦闘の影えい響きようで一時的に麻ま痺ひしているのだろう。今はまだ施し設せつの損傷を感知していないようだが、いずれは──いや、ほんの数秒後には回復したシステムが発見し、修復されてしまうかもしれない。


「うぅ……！　うぐっ……！」


　疲ひ弊へいした身体を引きずり、床に空いた穴に向かって進む。


　伸のばした腕うでが、硬かたい感かん触しよくに触れた。


　彼のゴーグルだ。


　心を強く保つことが出来るように──そんな理由で、拳銃と同様にシェルターに放ほうり込まれたものだ。幾いく度どもの戦闘の被ひ害がいを受けたせいで、すでに機能が停止しているのが分かった。


　今の彼には無用のものだが、手にひっかかったものを取り去る余よ裕ゆうもなかった。


　ゴーグルを摑つかんだまま床の上を這はいずり、崩壊した穴の縁ふちに出る。


　ケーブル用の通路のようだ。太さも様々な電線が敷しき詰つめられた狭せまい道が見えた。


「ん……ぐ、あっ！」


　身を投げ出すようにして、狭い通路へ飛び込む。


　逃にげよう──。


　その一心だった。


　拷ごう問もんのように苦痛に満ちた日々が、大助を支えてきた強さを打ち砕くだいていた。


　ここから逃げないと、俺は──。


　死ぬまで、利用され続ける。


　死ぬことも許されない、地じ獄ごくの日々へ連れ戻される。


　最強の虫憑つきという烙らく印いんを捺おされたという、たったそれだけの理由で。


「……っ！」


　頭上から、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。


　鼓こ膜まくが破れるほどの大だい音おん響きように顔をしかめながら、匍ほ匐ふく前進をして狭い通路を進む。


「はあっ……！　はあっ……！」


　通路を抜けると、垂直方向にぽっかりと空いた広い空間へ出た。正方形の壁かべ際ぎわを無数のケーブルが伝い、上下に太いワイヤーが吊つるされている。


　息を整える彼の視界に、眼下からせり上がってくる箱が見えた。


　エレベータだ。


　考えるよりも先に、身体が動いていた。


「うっ！」


　タイミングを見計らい、箱の上に飛び降りる。両者が衝しよう突とつする音が反はん響きようしたが、エレベータが停止することはなかった。運良く、誰だれも乗っていないようだ。


　当たり前だが無人のエレベータは、乗客を乗せるために停止する。


　停止すると同時に、彼は身体に鞭むち打って移動を始めた。


　飛び込んだのは、やはり狭いケーブル通路だった。各階に数え切れないほど設置されたそれらの中の一つに、強ごう引いんに体を押し込んでいく。


「はあっ！　はあっ！」


　彼自身、東中央支部の局員だ。今いる施設の構造は熟知している。


　それゆえに──逃げ場がないことも、分かっていた。


　人が通るための通路には、必ず監かん視しカメラが備え付けられている。施設の外部へつながる出入り口には厳重な警備が敷かれていることも知っていた。


　それでも彼は、逃げずにはいられなかった。


　両腕で自らの身体を引きずって前進する彼の前に、ケーブルの分ぶん岐き点が現れた。


　細いケーブルが延びている先のカバーを、蹴けり開ける。


　眩まぶしさに目を細める彼の耳に、水が流れる音が聞こえた。


　下水道だ。


　地下からポンプで汲くみ上げた下水を、地上へ排はい水すいしているのだろう。ここまでたどってきたのは、通路を照らす照明用のケーブルだったようだ。


　ここなら、もしかしたら──。


　シェルターからここに至るまで、他ほかのケーブル用の通路を含ふくめて数百通りの道筋がある。それも監視カメラのない箇か所しよを選んでやってきたのだ。大助の逃とう走そう経路を断定するまでは、それなりの時間を要することだろう。追っ手を振ふり払はらう体力のない今の自分には、与あたえられたわずかな時間にすがるしかなかった。


　そこからは、がむしゃらな逃とう避ひ行こうが続いた。


　悪あく臭しゆうの漂ただよう下水道は狭い上に多た岐きに分岐し、出口が見あたらなかった。たびたび疲ひ労ろうで気を失っては、汚お水すいに頭から突つっ込んで目を覚ます。


　迷路のような下水道を、丸一日は歩き続けただろうか。もしかしたら数日の間は歩きつめたかもしれない。まだ桜おう架か市にいるのかどうかも疑わしかった。


　そのため、実にひさしぶりの日ひ射ざしを浴びた時は、頭が真っ白になった。


　いつの間にか彼は、下水道の出口に立ち尽つくしていた。


　大きな川の分流に空いた穴から見える景色は、橙だいだい色いろに染まっていた。


「は……はは……」


　笑っているのか、泣いているのか、自分でも分からない。頭に思い浮うかんだのは、去年まで偽いつわりとはいえクラスメートだった少女の描かいた夕日の画だった。


「利菜が見ていた景色も……こんな感じだったのかな……」


　呟つぶやく彼の身体からだが、ぐらりと傾かたむいた。下水から川かわ縁べりへと転げ落ちる。


　土手へ這い上がろうと腕うでを伸のばしたところで、自分が摑んでいたものに気づく。


　特とつ環かんの装備であるゴーグルを、まだ持っていたようだ。自分自身、なぜこれをまだ持っているのかも分からない。手放すタイミングを失っただけともいえる。


　ふらつきながらも、雑草の茂しげった土手を歩く。身に纏まとった服は汚水まみれで、元の色も分からない。もちろん金銭など持っているはずもない。


「……」


　どさり、と草の上に倒たおれる。


　苦痛と恐きよう怖ふに耐たえかねて逃げ出したものの、行くあても体力もない。


　助けを求める相手も、思い当たらない。


　頭に浮かんだのは、苦しい時に自分を助けてくれたことのある人物たちだった。


　土は師じ圭けい吾ごという年上の青年は、意識不明の重体からまだ回復していないはずだ。戦友だった獅子堂戌子は死んでしまったし、かつて悩なやむ彼を何度となく笑って叩たたいた槍やり使いの少女は──もし今ここにいたとしても、こんな自分の姿など見られたくなかった。


　だが土師圭吾のことを思い出し、彼がいつか冗じよう談だん混じりに言った台詞せりふが脳のう裏りに蘇よみがえった。


　──面おも白しろい子と会ったよ。キミがもし困った時は、頼たよってみるのも良いかもね。


　例の薄うす笑わらいを浮かべて言う圭吾に対し、大助は何と言ったのだったか。


　──余計なお世話だ、かい？


　言おうとした言葉を先に言われ、ふてくされて無視したのだった。


　あの男はいつだって、先の先を読んでいた。決して頭の良いほうではない彼にとって、青年の先見に長たけた知ち恵えはもはや予言じみていた。


　土師圭吾は、今の大助の姿さえ予見していたのだろうか？


　噓うそ吐つきでつかみどころがないのに、矛む盾じゆんするようだが、信しん頼らいできる人物だった。あの男が言うならば、本当にそういう人間がいるのだろう。


「……」


　ムクリと立ち上がり、歩き出す。


　このまま行動せずに倒れていたら、東中央支部の追っ手に見つかってしまう。


　だがおそらく中央本部や他の勢力は、彼がまだ東中央支部にいると思っているはずだ。今ならば東中央支部の捜そう索さく網もうを抜ぬければ、逃にげ切ることができるかもしれない。


　土師に教えられた場所を思い出し、顔を上げる。


　たしかあれは、桜架市を流れる川の下流にある街だったはずだ。


　疲労のせいで、身体が思うように前に進まなかった。両足に何人もの人間がしがみついているかのようだ。もしそうならば、彼が今までに傷つけてきた人々に違ちがいない。


　それでも大助は本流まで茂みの中を歩いていき、川縁で水面を見つめた。


　汚水で汚よごれ、衰すい弱じやくしきって瘦やせた顔が映っている。


「……まともな方法で、特環の追っ手から逃げられるわけないしな……」


　走って逃げても、たとえ飛んで逃げても、発見されてしまうだろう。ならば──。


　大助が川に落ちる音が、鉄橋を走る電車の音にかき消された。


　ゆるやかな流れに、一人の少年が流されていく。


　傍はた目めに見たら、ただのボロ切れが浮かんでいるようにしか見えなかっただろう。


　夕日が落ち、空に星空が浮かぶ。


　夜の川に響ひびく虫の鳴き声が、耳に残った。


　やがて東の空が白んできて、明るい太陽が昇のぼっていく。


　水面に突き出した岩にボロ切れがひっかかったのは、西日が赤く染まり始めた頃ころだった。


　わずかに方向修正しただけで、再び流されそうになり──やにわに一本の腕が岩を摑つかんだ。


「……ぶはっ」


　彼は水面へ顔を出した。激しく咳せきをしながら、岩にしがみつく。


　ずいぶんと水深が浅くなっていた。立ち上がるなり、笑えみがこみ上げる。


「まだ生きてるのか、俺は……」


　丸一日、気を失っていたようだ。


　バシャバシャと音を立てて川を出て、遠方に見える車道を見上げる。道路標識を見て、目的の街が近いことが分かった。


「二丁目……だったっけか……」


　うなだれる彼の首にかけたゴーグルから、水すい滴てきが滴したたっていた。砂じや利りの上を歩いていく。


　だが自分以外の砂利を踏ふみしめる音を聞いて、顔を上げる。


「……」


　真っ赤な夕日を背にしたその人物を見て、大助は眉まゆをひそめた。


　英語のロゴで埋うめ尽くされたジーンズをはいている足は長く、並んで立ったら頭半分は大助よりも長身だろう。同様に英語ずくめのＴシャツを着た身体つきは細い。また両の肘ひじと手首の部分に黒い紐ひもを巻きつけ、手て錠じようのように拘こう束そくしている。


　何よりも大助の目を引いたのは、頭からかぶっているマスクだ。


　フランケンシュタイン──その化け物は、確かそんな名前だったはずだ。ツギハギの肉体を持つモンスターの顔をしたそれは、人を驚おどろかせるための玩具おもちや、パーティマスクである。


「──ぐう、う……こいつが、〝かっこう〟なんだな……？」


　マスクの下から、苦しげな呻うめき声が聞こえた。周囲に人ひと影かげは見えないが、かといって大助に向かって語りかけているとは思えない。


「だから……俺をここまで、連れて──」


　若い少年の声だ。肩かたを震ふるわせながら、搔かきむしるようにしてマスクを手で覆おおっている。


「……誰だれだ、お前……」


　顔を歪ゆがめる大助の肩に、緑色のかっこう虫がとまった。


「名前……俺は名前なんて、もう──いや、俺は殲せん滅めつ班……〝墓はか守もり〟──」
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　外見だけでも異常だが、マスクの人物の言動はそれ以上に不気味だった。ガクガクと身体からだを揺ゆらしながら、何かに怯おびえるようにして呟つぶやいた。


　殲滅班──その言葉で、思い出した。


　自分を追いかけているのは、東中央支部だけではなかった。


　同化型の虫憑つきを危険視し、密ひそかに暗殺を企くわだてている中央本部の極ごく秘ひ部隊、殲滅班。かつて何度か衝しよう突とつしたことのある虫憑きたちだ。


「……ふははっ」


　マスクの下から、くぐもった笑みが聞こえた。ひどく自じ虐ぎやく的で皮肉っぽい──しかし、捜さがし求めていたものをようやく見つけた歓かん喜きが混じっている。


「こいつを倒たおせば、いいんだな……？　そういう、契けい約やくだ……」


　自らの身体を抱だきしめて震える男の周囲に、黒い何かが充じゆう満まんしていく。


　大助は目を見開いた。男が放つ、黒い霧きりのようなものに見覚えがあったのだ。


　障気とも言うべきそれを、見み間ま違ちがえるはずもない。


　かつて大助が自分の手で一度は倒したはずの原虫指定──〝浸シン父プ〟が放っていたものと、まったく同質のものだ。


「よせ……」


　呆ぼう然ぜんと首を横に振ふる大助の肩で、かっこう虫が弾はじけるようにして変形する。


　直後、周囲の空間が歪み、黒い障気に包まれていく。


　地じ響ひびきとともに、足元から何本もの石柱がせり上がった。表面に文字が刻まれたそれらはまるで、無数に並び立つ墓石のようだ。さらにマスクの人物の背中から、障気をかき分けて何かの影かげが姿を現そうとしていた。


　現実世界が切り取られ──まったく異質の空間へと置き換かえられていく。


　敵に反応したかっこう虫の触しよく手しゆが大助の皮ひ膚ふに突つき刺ささり、緑色の模様となった。


　マスクの男、殲滅班〝墓守〟がとうとう堪たえきれなくなったように絶ぜつ叫きようした。


「──力を貸せ、ディオレストォォォイ！」


　マスクの少年が、穢けがれた障気を纏まとっていく。


「こいつを殺して、俺が〝王〟になってやるっ！」


　別の空間へ移り変わっていく川辺で、二匹ひきの獣けものが向かい合った。




0.01　The others




　壊こわれたゴーグルを片手に、彼は静まりかえった雑居群の中を歩いていた。


　陽ひはすでに落ち、周囲は薄うす暗ぐらい。衣服はボロボロに擦すり切れ、裂れつ傷しようが露あらわになった脚あしをひきずる音だけが空き家だらけの路地に響ひびいていた。


「かはっ……！」


　力尽つき、硬かたいコンクリートに膝ひざをつく。吐はき出した血の唾つばが、乾かわいた地面を染めた。


「なん……なんんだ……あいつは……」


　漏もれる吐と息いきも、鉄臭くさい血の匂においがした。


「本当に虫憑きだったのか……？　いや、あんなのは……違う……」


　獣。


　あるいは──化け物。


　陳ちん腐ぷだが、そんな表現しか思い浮うかばなかった。


　塀へいによりかかり、夜空を見上げて皮肉な笑えみを浮かべる。心身ともに、限界だった。


「俺は、まだ……一応は人間だったってことか……」


　川辺で戦った相手との戦せん闘とうは、すぐに決着した。


　自分でも抑おさえられないほどの力を振るう彼が、まるで子供扱あつかいだった。かろうじて奇き跡せきに近い一いち撃げきを喰くらわせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　相手に生じた刹せつ那なの隙すきをつき、彼は反撃に──転じたりはしなかった。


「……この俺が、逃にげるので精一杯だなんて……」


　転じたのは、身体の向き。


　彼は絶好のチャンスを利用して、全力でその場から逃げ出したのだ。


「ちっ……」


　力なく握にぎりしめた拳こぶしに、夜の闇やみとは異なる黒い何かがまとわりついていた。


　この黒い物体──障気とでもいうべき、気味の悪い煙けむりのようなものがヤバい。気を抜ぬくと取り込まれ、心を穢され、意識が乗っ取られそうになるのだ。


「……悔くやしがる必要なんて、ないか……」


　弱々しい笑みを浮かべ、手を振り払はらう。黒い障気が分散し、虚こ空くうに消えた。


「どっちにしろ俺は、もう戦う必要なんてないんだからな……」


　自分を拘こう束そくする、特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局という組織から逃げ出した。


　自らに課せられた使命から、逃げ出した。


　暴走しつつある自分自身からも、逃げようとしている。


「……」


　強くなるはずだった。


　強くならなければならないはずだった。


　誰だれよりも、何よりも強くなって、すべきことがあったはずだったのに──。


　大切なもの、何よりも大事な夢があったはずなのに──。


　それがいったい何だったのかさえ、思い出せなくなっていく──。


「──俺は」


　ここにいるのは、空っぽの一匹ぴきの獣だけだ。


　あらゆるものから逃げ出した、臆おく病びようでちっぽけな虫憑つきでしかない。


「──ここで、死ぬのか」


　漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふが、心の奥に拡がっていく。


　嫌いやだ。


　ここは寒い。誰もいない。


　こんなところで、死にたくはない。


　せめて、もう少しだけ時間を──。


　いつか抱いだいた夢を、もう一度だけ思い出せるだけの時間を──。


　力の入らない拳を、握りしめた時だった。


「──でね、それが大事なの。身辺調査なんて、こうグッとターゲットに近づいて、でも尾び行こうを気づかれないようにしつつ、バッと終わらせばいーわけ」


　声が、聞こえた。


　途と絶だえかけていた彼の意識が、かろうじて現実に引き戻もどされた。とっさの癖くせで、接近しつつある声の気配を探さぐる。


「きらりんはこう、グッとくるところが足りないってゆーか。もちろん、下調べも重要だけどね。ようはセンスってことだゼッ！」


　声は彼と同年代くらい、つまりは十代半ばの少女のようだ。〝ゼッ〟の部分にアクセントをおく独特の言葉遣づかいで行われる会話は──彼が消しよう耗もうしきっているせいか、解読不能だ。


　最初は携けい帯たい電話か何かで、誰かと話しているのかと思った。


「聞いてる、きらりん？　あ、ダメだ。歩きながらすでにゆらゆらってるゼッ」


　しかし彼の耳は声の主とは別の、小さな足音も拾っていた。


　二人の人物が、肩かたを並べて歩いているようだ。


「……あっ？」


　少女の驚おどろいた声が聞こえた。駆かけ足の音が、彼に近づいてくる。


「……」


　すぐ横でピタリと止まった足音の主を、ぼんやりと見上げる。


　電灯に照らされ、個性的な服装をした少女が彼を見下ろしていた。


　まず視界を彩いろどったのは、上半身に纏まとったピンク色のジャージだ。ミニスカートのベルト部分には、西部劇のガンマンのように小さなケースをぶら下げている。頭にかぶっているのは、奇き妙みようなデザインをした学がく帽ぼうだ。


「んー？　んんー？」


　少女が身を屈かがめ、まじまじと彼の顔を覗のぞき込む。短めの髪かみは色素が薄うすく、涼すずしげな首元が露あらわにされる。幼さが残る顔立ちは可愛かわいらしいのだが、頰ほおにペイントした〝ｍｏｍｏ〟のスペルの意味が理解しかねた。


　彼を見定めているらしい。犬か猫ねこか、それともただのゴミに見えたのかもしれない。


　だが思いついたように、腰こしのケースから何かを取り出した。


　マーカーだ。


　俗ぞくに白紙の紙などに文字やイラストを描かくための、細いペンである。


「このままでも、すごくキレーなんだけどな。現実を一部分だけ切り取って生まれた非現実、みたいな」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら、やにわに少女が彼にマーカーを向けた。


　彼の額に、冷たいペン先の感かん触しよくが当たった。取り憑かれたように真しん剣けんな眼まな差ざしで、少女が彼のおでこにマーカーを走らせる。


　額を撫なでる感触で、描かれたものの図ず柄がらは分かった。


「……」


　一本の長い矢印と交差するように、二本の線を描いただけの、シンプルなマークだ。


　その記号が一体、何を意味しているものなのかは分からない。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　作業を終えた少女が、満足そうな笑えみとともに唱えた。


　なんだか不思議な──温かい感情が、胸の奥に生まれた気がした。


　だが、それだけだ。


　夜の静せい寂じやくが、ひっそりと住宅街の一角を包み込む。


　やたらと楽しげな、少女の笑顔。


　あっけにとられて、呆ぼう然ぜんとそれを見上げる彼。


　これが彼と、田た央なか萌も々もの出会いだった。


　緊きん張ちよう感も胸が躍おどる高こう揚ようも何もない、白けた沈ちん黙もく。


　もし二人のどちらかでも予知能力のようなものを備えていれば、こんな瞬しゆん間かんでも、あの陳ちん腐ぷな呼び方をしたかもしれない。


　運命──。


　どうしようもなく古ふる臭くさい表現で、聞いただけで笑ってしまうような表現だ。


　実際、二人は後に笑い合うことになる。


「……〝コアトルヘッド〟のおまじないも、さすがにこの状じよう況きようまでは助けてくれないか」


　少女の笑みが、引きつった。


　彼は少女の行動の意味が、さっぱり理解できない。


「きらりん、きらりん。怪け我が人にんがいるよ、手当てしたげて」


　奇き怪かいな行動をとるだけとって、少女がようやく常識的な判断をした。


　助けを求める声を聞いた途と端たん、静かだった足音が素す早ばやく動いた。離はなれた位置をゆらゆらしていた人ひと影かげが、滑すべるように彼のそばへ駆け寄る。


　またもや若い少女だった。スリムな身体からだをどこかの高校の制服らしきシャツに包んでいる。左から右にかけて斜ななめに切り揃そろえた前まえ髪がみに、星形のヘアピンをつけていた。


　きらりんと呼ばれた少女の動きは、手慣れたものだった。傷つき汚よごれきった彼を前にしても動じず、脈をはかり、取り出したペンライトで傷を照らしていく。


　だが急に、ハッとした様子で顔を上げた。周囲をきょろきょろと見回す。


　マーカーを持った少女が、ぱたぱたと手を振ふった。


「いや、ナース服とかないから。コスプレってる状況じゃないゼッ」


　きらりんという人物が少し淋さびしげに俯うつむき、応急手当てに戻もどる。


「警察？　救急車？　フンパツして両方？」


　ジャージ姿の少女が携帯電話を取り出すのを見て、彼は身を起こそうとした。


　やめろ──。


　公共の機関に通報されるのは、まずい。だが制止の声すら、喉のどから出なかった。


「動かないで」


　はじめて、きらりんが喋しやべった。聞く者に安心感を与あたえるしっかりとした声こわ音ねだ。


「無理に動くとショック状態に──」


　言いかけ、彼が握にぎりしめたゴーグルを見て目を見開く。


「あなた……」


　あらためて彼の顔を凝ぎよう視しし、思いがけない言葉を投げかける。


「もしかして──薬屋大助さん？」


　今度は彼が両目を見開く番だった。


　眼前の少女が何者であるか、可能性のある組織の名前が次々と頭に思い浮うかぶ。


「そうだと言ったら……どうする？」


　かろうじて、掠かすれた声が喉の奥から漏もれた。


「きらりん、知り合い？」


「知り合いの知り合い──ううん、ちょっと違ちがう」


　きらりんと呼ばれる少女が、ニコリと微ほほ笑えんだ。


「昔の依い頼らいの続き……かな」


　シャツの少女が、自分の胸に手を当てた。傷ついた彼を歓かん迎げいする意思表示だろうか、静かな動作で軽く会え釈しやくする。


「ようこそ、〝便べん利り屋やきらり☆〟へ」


　頭を下げた時、少女の胸ポケットの中から小さな金属音がした。


「迅じん速そく確実をモットーに、私があなたをお助けします」


　電灯を反射し、少女の胸ポケットの中で輝かがやくものがあった。


　鮮あざやかに煌きらめく金色のリングを吊つるした、一本のネックレスだ。


　田央萌々との出会いが奇き跡せきだとしたら、その不思議な便利屋がこの場に居合わせたことは、必然だったのかもしれない。


　五い十か里り野のきらり。


　虫憑つきと虫憑きではない者をつなぐその少女は、自らの力に怯おびえる同化型の虫憑きの最さい期ごを見届けるにふさわしい人物だった。




1.00　きらりと萌々




「よろしくお願いします」


　黄たそ昏がれ時という時間帯は、嫌きらいではない。


　朝に通った道を、今日一日で積み重ねた色々なものを背負って戻っていく。


　積み重ねるものは様々だ。


　学生であれば一日分の勉強とスポーツ、あるいは恋こいや友情といったものを経験し、朝よりも少しだけ大きくなった姿で通りすぎていく。


　会社員だったら、その日の業績や成果、疲つかれやストレス、そして一日を乗り切った達成感を胸に家庭へ戻っていく。それとも今から、遊びに繰くり出すのだろうか。


「よろしくお願いします」


　通りすぎていく人々を、五十里野きらりは羨うらやましいと思う。


　将来を夢見ながら学校へ通うことも、ある一つの職業に就ついて自らの才能を活いかすことも、彼女自身には有り得ないことだから。


　閉ざされた未来しか持たない自分は一生、彼らに憧あこがれながら生きていくのだろう。


「よろしくお願いします」


　駅に近い大通りの歩道で、きらりは通行人にポケットティッシュを配っていた。


　左から右へ斜めに切り揃えた前髪に、星形のピン。袖そでをまくったシャツと巻きスカートつきのボンデージパンツという外見は街の風景に溶とけ込んでいた。美容院の店員と勘かん違ちがいしたらしい若い世代が、たまにティッシュを受け取ってくれる。


「あっ」


　並んで歩いていた年配のサラリーマンに突つき飛ばされ、反動で中年女性のグループに突っ込んでしまった。女性らは、きらりが持っていたティッシュを見るなり「あら」とひったくる。


　きらりはすぐにハッとして、それを取り返した。女性らが顔つきを変える。


「す、すみません。その、それ、印刷ミスがあって……こちらをどうぞ」


　慌あわてて別のティッシュを差し出す。


　──〝便利屋きらり☆〟　不要品の処分、リフォーム、調査等、困りごとを即そく時じ解決！


　主婦らしき女性らが持つティッシュに挟はさんだ広告紙には、そう書き込まれていた。


　一方、きらりが奪うばい返したものには、さらに別の一文が加えられていた。


　──特別な〝虫〟に関するトラブル、承うけたまわります。


　きらりはペコリと一礼する。


「よろしくお願いします」


　ティッシュを受け取った主婦らが、「便利屋ってなあに？」「さあ」と顔を見合わせた。


「便利屋っていうのは、その、いわゆる何でも屋っていうか、雑用の手伝いやサポートをさせていただいている会社です。他ほかにも探たん偵てい業と同種の仕事も承っていて……」


　探偵という言葉を口にすると、主婦らが眉まゆをひそめた。胡う散さん臭くさそうに彼女の顔をジロジロと見て、「若い子がそんなことしてちゃダメよ」と言い残して去っていく。


　主婦らの後ろ姿を見て、きらりは嘆たん息そくした。あの手のグループは主婦同士で集まると、きらりのような職種の人間を嫌けん悪おするものだ。しかしそれは表向きで、実は持ち込まれるトラブルのトップは、主婦からの家庭事情に関する依い頼らいなのである。


「よろしくお願いしま──」


　再びティッシュ配りに戻もどろうとした矢先だった。


　ティッシュの在庫を入れておいた段ボールが、蹴けり飛ばされた。


　ビニルに入ったティッシュが飛び散り、背後の排はい水すい溝こうへ落ちてしまう。


「──」


　黒いスーツに身を包んだ屈くつ強きような男が二人、きらりを挟むように左右に立った。段ボールを蹴ったのは、そのうちの一人である。スーツにつけたエムブレムは、彼らがある企き業ぎようグループの一員であるということを示していた。


　赤あか瀬せ川がわグループという名を、経済界で知らない者はいないだろう。


　一代で財産を築き上げた創始者は、数年前に謎なぞの変死を遂とげている。現在は創始者の孫である年若い少女が会長を務め、今なお影えい響きよう力りよくを増している財団である。


「……」


　突とつ然ぜんの暴挙に対し、きらりは抗こう議ぎをしたりはしなかった。無言で身を屈かがめ、通行人の視線が集まる中、排水溝に落ちたティッシュを拾い上げていく。


　ヘドロにまみれたティッシュを詰つめ込んだ段ボールを持ち上げ、その場を後にする。


　男たちはにやついた顔で見送るだけで、追いかけては来ない。


「おい、キミ……」


　陰いん鬱うつな声と同時に、何者かに肩かたを摑つかまれた。


　暗くなり始めた空を背に、長身の女性がきらりを見つめていた。髪かみに銀色のメッシュを入れた美人で、モデルのように手足が長い。肌はだが浅黒いのは、純じゆん粋すいな日本人ではないからだろう。


　女性が着ているのは、変わった素材のスーツだった。夕日を反射して照り輝かがやいている表面は革かわ製というより──ビニルに近い。かなり奇き抜ばつな嗜し好こうをしているようだ。


「事情は知らないが、不当な嫌いやがらせを受けているのなら警察に通報したほうが良い……」


　女性が鬱うつ々うつとした口調で言い、じろりとスーツの男たちを睨にらんだ。


　無意識に、きらりは女性の職業を思い浮うかべた。見た目からするとミュージシャンや芸能人にも見えるが、それにしては雰ふん囲い気きが暗すぎる。口くち振ぶりからすると弁護士や検察官、あるいは──教師といった聖職に就いているのかもしれない。


「余計なお世話だったか？」


　うっすらと隈くまが浮いた目で、女性がきらりを見た。やけにのろのろとした動作が不気味なようでいて、妖よう艶えんにも見える。愛想という言葉とは、無む縁えんのようだ。


「いえ、ありがとうございます」


　笑えみを浮かべ、一礼する。せっかくの忠告だったが、受け入れずに足早に立ち去る。


　良いい人なのだろう。強面こわもての男たちを前に、赤の他人に助け船を出してくれる人間は珍めずらしい。


　それだけに、きらりの個人的なトラブルに巻き込みたくはなかった。


　ちらりと後方を振ふり向く。男たちに睨まれながらも、女性が素知らぬ顔で遠ざかっていくところだった。足をズルズルと引きずる歩き方は、ホラー映画に出てくるゾンビのようだ。


　ほっと胸をなで下ろしながら、帰路につく。


「今月……乗り切れるかな」


　ティッシュと広告用のチラシの制作費も、バカにはならない。ただでさえ赤字続きな上に、今はアルバイトに払はらう給料や、予定外の居い候そうろうの生活費もある。


　今まではかろうじて乗り切ってきたが、いよいよとなれば覚かく悟ごが要いるかもしれない。


「コアトル・コアトル──」


　すれ違ちがった女子中学生たちが談だん笑しようしながら、呪じゆ文もんのような言葉を唱えた。


　振り向くと、ペンを持った女の子がふざけて友人の手に何かを描かいているところだった。


　斜ななめ下を向いた一本の長い矢印に二本の直線を交差させたマーク。


　なんでも叶かなう、神様のおまじない。


「……」


　女の子たちの表情は明るく、深刻な悩なやみを抱かかえている様子は見えない。


　笑顔で描かれるそのマークを見て、気持ちが沈しずみかけていたきらりの胸が温かくなる。


　微び笑しようし、再び帰り道を歩き出そうとした。


「ね、ねえ……！」


　今日はよく人に呼び止められる。


「ずおあっ！」


　振り向いたきらりの視線が、下を向く。


　よほど慌あわてていたのか、彼女を呼び止めた人物が盛大に地面の上に転てん倒とうしていた。顔面に擦すり傷をつくり、「ぺっ、ぺっ、苦っ！　砂って苦っ！　プチ発見！」と騒さわいでいる。


「このティッシュ拾ったんだけど！　これさ、キミが配ってたよね？」


　きらりが手を貸すまでもなく、少年が飛び起きた。やたらと各部位にファスナのついたブレザーを着ている。眼め鏡がねで前髪を押し上げてオールバックにした顔は小こ綺ぎ麗れいだが、砂がついているせいで台無しだ。大きな革かわ袋ぶくろのようなバッグをひっさげている。


「ちょっと訊きいていい？　これ、どういうこと？　ここね、ここ！」


　十六、七歳ほどに見える少年が、きらりの鼻先にティッシュを掲かかげて指さす。


　──特別な〝虫〟に関するトラブル、承うけたまわります。


　泥どろにまみれたティッシュには、そう書き込まれていた。


「どういうこと……と申しますと？」


　きらりは首を傾かしげつつ、注意深く少年を観察した。訊き返された少年はギクリとした様子で肩を震ふるわせ、さらに落ち着きを失った。視線をそらし、そわそわと靴くつ先さきで地面を叩たたく。


「いやあ、ほら、〝虫〟って言っても、色々あるよねえ！　シロアリとか蜂はちの巣とか……いわゆる害虫ってやつ？　いや、彼らも生きるのに必死なんだろうけどね！　でも、他ほかにもあるじゃん、〝虫〟って。……ほら、あれ、ね？　知ってるかなあ。あくまで噂うわさなんだけど、なにやら奇き妙みような〝虫〟ってのがいるらしいじゃん？　あはは、ぼくは信じてないんだけどさ！」


　話している最さ中なかにも、少年の靴先が奏かなでる地面とのステップが、ますます速まっていた。


「……虫憑つき」


　きらりがポツリと呟つぶやくと、少年の動きがピタリと停止した。額に大量の冷や汗あせが流れる。


「う、うーん、確か、そんな感じだったかな？　あは、あはは、まったくヘンな話だよね。夢を喰くう〝虫〟だなんて。で、でも、ぼくが──じゃなくて、ぼくの知り合いが、そういったものに関かかわっちゃったみたいでさ！　でも、〝虫〟なんて、ねえ？　純情なぼくをからかうなよって！　いくら友達でも怒おこるぞってね！　こらー！」


「……」


「でも、ま、腐くさっても友達だし？　放ほうっておくのも、無視するのもねえ？　〝虫〟だけに無視かよってね！　あはは！」


「……」


「あ、違った！　友達の友達だ！　うん、ぼくとは全然カンケーないんだけど──うん、スミマセンっした！　今のナシ！　忘れてください、そんじゃ！」


　無言のきらりを見て、心の中で何かが挫くじけたらしい。少年がくるりと身体からだの向きを変えた。


　多少、変わったところがあるものの、危険な人物ではなさそうだ。微笑し、呼び止める。


「もしかしたら、ご相談に乗れるかもしれません。その方について、詳くわしく事情を──」


「あ、知りたい？　仕方ないなあ！」


　再び身体を反転させ、少年がきらりのもとへ戻もどってくる。


「あくまで、友達の友達のことなんだけどね！　そいつ、趣しゆ味みでなんでも扱あつかう商売人をやってるらしくてさあ！　やっかいなものを手に入れちゃったらしいんだよね！」


「近い、顔、近いです……」


「なんか虫憑きのことを記録した映像らしくてさあ！　アマチュア衛星の通信に割り込んできた映像だとか……まあ、どうせ特とく撮さつなんだろうけど、レアものには違いないしね！　って軽い気持ちで仕入れたら、これがまあ……大当たりだったみたい！　手に入れた途と端たん、仕入れ先は消息不明！　ぼく──じゃなくて、仕入れたヤツのところにも特とつ環かんってのが押しかけてきて、慌てて逃にげるしかなかったわけで！」


「声、大きいです。耳、痛い……」


「ヘンなコート着た虫憑きに殺されかけるわ、必死こいてため込んだ貯金を凍とう結けつされちゃうわ……どうすりゃいいわけ？　泣けるよねってハナシ？　ホント、もう……」


　急に声のトーンを落とし、少年が顔を手で覆おおった。指の間に見える瞳ひとみに、涙なみだが浮うかぶ。


　少年が言っていることは、理解できた。


　偶ぐう然ぜんにも〝虫〟に関するトラブルに巻き込まれ、困り果てているということなのだろう。


「そのデータというのは、どのような内容ですか？」


「企き業ぎよう秘密にしたいところだけど、そうも言ってらんねーよね。ええと、とにかくたくさん虫憑きが出てきて……でも普ふ通つうの虫憑きも出てきて……最後は特にめちゃでっかい〝虫〟が映ってたな。〝魔ま王おう〟のインタビューも──」


「魔王？　それも虫憑き？」


「たぶん、普通の人。いや普通か、あれ？　あとは、とにかく怖こわい虫憑きと、優やさしい虫憑きと……それに、怖い普通の人がいたっけか。インタビューがたくさんあって──」


　落ち着きのない少年の説明は支し離り滅めつ裂れつで、いまいちイメージが湧わかなかった。


「どこで撮さつ影えいされたか、分かりますか？　本当に特撮ではない、本物？」


「ぼくの鑑かん定てい眼にかけて、本物だね。あんな映像、作れるわけないし。──どこなのかは、分からないな。ただ撮影してる人の音声も入ってて、自分を〝記録者〟って言ってたな」


「……〝記録者〟？」


　その異名を持つ人物を、きらりは知っていた。


　自じ称しよう、天才ジャーナリスト、南風はえ森もり愛あ恋こ──。


　単なる偶然だとは思うが、あとで連れん絡らくをとってみる必要があるかもしれない。


「そのデータを、捨てるわけにはいかないんですか？」


「いやあ、でもレアものだしなあ。もったいねーよねえ」


「……」


「レアすぎて……最後の一つだったら、困るでしょ？」


　少年が革かわ袋ぶくろを抱かかえ、笑った。


「しかもこれ、虫憑きと普通の人間、どっちが本当に怖いのか分からなくなるっていうか……せめてその答えを出せる人間に売ってあげなきゃでしょ！」


「命のほうが大事だと思いますけど……」


「ホントにね！　言ってるそばから、すっごい怖くなってきた！　めっちゃ捨てたい！　でも捨てたくない！　どうしよう！　足、震えてきた！　ぼくのことじゃないのに！」


　きらりは嘆たん息そくしながらも、微び笑しようした。


　少年は臆おく病びようなくせに、妙みようなこだわりを持っているようだ。そういう人種は頑がんとして、そう、たとえ死を前にしても己おのれの信念を曲げることはない。


「もし、あなたが──」


「違ちがう違う。ぼくじゃないよ。そこ、重要だからね。アンダーライン引いといて」


「もしその人が、行く場所がなくて、特環から逃げたいのなら」


　懐ふところから出した手帳に番号を書き、ページを切り取って少年に渡わたす。


「電話番号？」


「そこに連絡をとってください。〝むしばね〟という人たちが力になってくれると思います」


「赤の他人のぼく……じゃなくて、まったく知らない人間でも？」


「便利屋の紹しよう介かい、とだけ言ってください。虫憑つきや、普通の人たちの集まりです」


「もしかして、物ぶつ騒そうな人たち……とか？」


「戦っている人もいますが、戦いたくない人も助けてくれるはずです。表面上は普通の生活に戻ることも、もしかしたら可能かも」


　じっと紙切れを凝ぎよう視ししている少年に向かって言い、ぺこりと頭を下げる。


「ご利用、ありがとうございました」


「ち、ちょっと待って！　お礼っていうか……紹介料みたいなものは？」


　いわゆる〝虫〟に関する依い頼らいは、きらりが好きでやっているだけの副業にすぎない。通常の依頼とは異なり、金銭を得うるという目的はなかった。


「報ほう酬しゆうなら──」


　きらりは笑え顔がおで、少年に向かって人差し指を持ち上げる。


　指先で宙に描かいたのは、一本の矢印と、それに交差する二本の線。


　なんでも叶かなう、神様のおまじない。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　呪じゆ文もんを唱える彼女に対し、少年が眉まゆをひそめた。


「それって……？　たしか──」


「このおまじないを、ひろめてあげてください。……できるだけ、大勢の人に」


「そんなことで、いいわけ？　ホントに？」


　問いかける少年に対し、コクリと頷うなずく。


　彼にしてみれば、まったく意味の分からないお願いだろう。だがきらりにとっては、おまじないを広めることは何事にも代えがたい報酬である。


「あ、ありがとう」


　狐きつねにつままれたような顔で礼を言い、少年が革袋を背負い直した。


「──言われた通りにするけど、やっぱ納なつ得とくいかねー。いつか、ちゃんと報酬を支し払はらうから」


　ポツリと言い残して去っていく少年を、きらりは笑顔で見送る。


　少年が不幸な状じよう況きようにいることは間ま違ちがいない。


　虫憑きと関かかわってしまい、トラブルに巻き込まれてしまったのも、本人にとっては理り不ふ尽じんきわまりない出来事なのだろう。


　だが、まだ救いはある。


　きらりが思い浮かべたのは、この街で生まれたある虫憑きのことだった。


「たくさんの人に……おまじないを広めてあげて」


　去っていく少年の後ろ姿に向かって、ポツリと繰くり返す。


　この街で生まれた虫憑き──。


　どうしようもない運命を背負っていたその虫憑きは、もうこの世に存在しない。


　存在を消されるしか、他ほかに道がなかったのだ。


　理不尽に生み出され、否いや応おうなく墓標の下に眠ねむらざるをえなかった。その瞬しゆん間かんの光景を思い出すと、きらりは痛いほどに胸が締しめつけられる。


「……」


　辛つらい回想を振ふり払はらうように、きらりはクルリと踵きびすを返した。


　あの日、消えてしまった虫憑きのことを知っているのは、ほんの一ひと握にぎりの人間しかいない。


　この街には、あいもかわらず平和な時間が流れている。


　これまで通り、これからも平へい凡ぼんな日常が続いていく。


　きらりは穏おだやかな日々を送り続けるために、自分にできる最大限のことをするだけだ。


「……」


　彼女の事務所は駅前通りの果て、人通りやネオンがまばらになる奥地にあった。


　空き室だらけの雑居ビルは壁かべにヒビが入り、エレベータも稼か動どうしていない。階段に備えつけられた照明は頼たよりなく点てん滅めつし、どこにいてもカビと埃ほこりの匂においが絶えない。


　ビルの入り口にある郵便受けを開くと、大きな封ふう筒とうが入っていた。送り主はビルの所有者、つまり彼女が事務所を借りている家主からだ。


　封ふうを開けて中身を見ると、滞たい納のうしている家賃の督とく促そく状が入っていた。加えて立ち退のきに関する内容証明まで入っている。


「……」


　無言で封筒を段ボールの中に隠かくす。


　階段を昇のぼる足が、いつもより重かった。疲つかれているだけだと自分に言い聞かせる。


　錆さびついた事務所のドアには、『便利屋きらり☆　ＯＰＥＮ』のプレートがかかっていた。


　出かける時にはＣＬＯＳＥにしておいたはずだ。ノブに手をかけると、鍵かぎも開いている。


　ドアをくぐると、靴くつを脱ぬぐスペースがある。すぐ目の前には曇くもりガラスで仕切られた扉とびらがあり、横の台にはクラシックな呼び鈴りんが置かれていた。


　きらりはガラスのドアを開け、通路を進んでいく。


「？」


　リビングルームに出るや、奇き妙みような光景が繰り広げられていた。


　来客用のソファとテーブル、書類を入れた棚たながあるのはいつも通りだ。依頼者の第一印象というものは大事なもので、無理をしてこの部屋だけは高価な調度品を揃そろえている。


　リビングには、二人の人間がいた。


　一人は見慣れたアルバイトの少女だ。鮮あざやかな原色のジャージが似合っているのだが、バンザイをするように両手を上げたままピクリとも動かない。


　もう一人は、包帯男だ。頭と顔半分、首や手足に至るまで全身が包帯だらけの少年である。


「あ、えっと……おかえり」


　ハッとした様子で、ソファに座っていた少年がきらりを振り向いた。重傷を負っているとは思えないほど、口調がはっきりとしている。もともと身体からだが丈じよう夫ぶなのだろう。


「もう起きて大だい丈じよう夫ぶなの、ダイスケさん？」


　きらりが訊たずねると、薬屋大助が苦笑いを浮うかべた。


「じっとしてると、落ち着かないんだ」


「そう」


　偶ぐう然ぜん──いや、必然的な事情によって瀕ひん死しだった彼を助けたものの、詳くわしい事情はまだ訊きいていない。詮せん索さくするのは、彼の怪け我がの調子が落ち着いてからで良いいだろう。


　二人はそれきり、黙だまり込んだ。自然と両者の視線が、金かな縛しばりにあっている少女へ向く。


「〝車に轢ひかれたカエル〟？」


　きらりは少し考えた後、少女を指さして言った。


　少女は動かない。


「〝マングースのスカイダイビング〟……！」


　真しん剣けんな顔で、きらりはテーマを挙げていく。


「ち、違ちがうかな。じゃあ……〝威い嚇かくするアメリカン・カール〟！」


「〝プロレスラーの真似まねをしているワラビー〟……？」


　薬屋大助も乗っかってきた。きらりと二人で次々と予想をしていく。


「〝目の前で餌えさをとられたダックスフンド〟！」


「惜おしいワン！　……って、違う！　なんか小動物ばっかだし！」


　少女が唐とう突とつに動いた。手にしていたバンソウコウを、ぺしんと音を立てて床ゆかに叩たたきつける。


　どうやら硬こう直ちよくする前は、大助の介かい抱ほうをしてくれていたらしい。


「信じられないゼッ！」


　大助とケンカでもしたのだろうか？


　少女が憤ふん慨がいした様子で叫さけび、テーブルに置いてあった新聞を摑つかんだ。腰こしのポーチからビニルテープを取り出し、新聞紙を壁に貼はりつけていく。


「な、なんだ……？」


「気にしないで。彼女、時々こうなるから」


　抱かかえていた段ボールを部屋の隅すみへ隠し、きらりは寝しん室しつへ入った。


　狭せまい部屋にはベッドとパソコン、そしてスタンドミラーがあるだけだ。窓の外は、数十センチの間かん隔かくだけを空けて隣となりのビルがあるため、星空など見えない。


　クローゼットを開けると、中には大量の衣服が吊つるされていた。きらりは白い衣い装しようを引っ張り出して着き替がえ、再びリビングに出る。


　ジャージの少女は、別人のように真剣な顔つきで新聞紙と格かく闘とうしていた。テープを縦じゆう横おう無む尽じんに走らせたそれで、壁一面を埋うめ尽つくしていく。


「ん」


　きらりはソファの前に膝ひざをつき、少年の包帯の取り替かえ作業を始めた。


　大助が戸と惑まどいの表情を浮かべる。


「あのさ──」


「ん？」


「あの子も何してるのか分からないけど……きらりも、どうしてすぐに、その……」


　大助が言いづらそうに、きらりの服装をチラチラと見ていた。わずかに頰ほおが赤くなっているのは、思春期の男の子特有の気き恥はずかしさからだろうか？


「そういう服、着るんだよ……」


　言われ、きらりは自分が身につけている衣装──ナース服を見る。


「他ほかの服のほうが良かった？　で、でも、看護するならやっぱりこれが最適かなって……普ふ通つうに学生服とかのほうが良いいなら、それもあるけど──」


「そういう意味じゃなくて……いや、やっぱり、いいよ。そのままで」


　きらりはホッと胸をなで下ろし、少年の腕うでに包帯を巻いていく。


「いったい何なんだ、ここは……」


　ポツリと少年が呟つぶやいた。


　看護服で包帯を操あやつるきらりと、壁かべを新聞紙で埋め尽くす作業に熱中する少女。


　二人に挟はさまれた薬屋大助はなぜか、ソワソワとして居心地が悪そうだ。


「〝便利屋きらり☆〟。依い頼らいされれば何でもやる、雑務の下した請うけ会社。私が所長で……彼女は以前に請うけた依頼がきっかけで知り合って以来、アルバイトをしてくれてるの」


　薬屋大助は昨日まで、ベッドから動けなかった。目を覚ましてもすぐにまた眠ねむってしまったため、あらたまって説明するのは初めてだった。


「便利屋……」


　顔を見なくても、大助が眉まゆをひそめているのが分かった。


　この時勢、何でも屋やトラブルシューターと呼ばれる業種は少なくない。だが十七歳の少女が所長を務めているところは珍めずらしいだろう。実際、事務所に訪おとずれたものの、若い少女が所長と分かっただけで去っていく依頼者もいた。


「失敗ばっかりの、小さな会社だけどね」


「その便利屋が──」


　少年の声こわ音ねが、急に低くなった。介抱の手を止め、大助の顔を見る。


「どうして、俺のことを知ってたんだ？」


　刺さすような鋭するどい目つきが、きらりを射い貫ぬいた。口調すら豹ひよう変へんしている。


　きらりは、ニコリと微ほほ笑えんだ。


「貴方あなたのことは、話に聞いていたから……」


「誰だれに？」


「土師圭吾さん。知っているでしょう？」


　その名前を聞いた大助が一いつ瞬しゆん、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。


　てっきり知り合いと思っていたが、大助の反応は思いの外、薄うすかった。それとも、きらりと土師が知人であることが、よほど意外だったのだろうか？


「本人は貴方の友人って言っていたけれど。上司とも言ってたかな」


「ああ、土師ね。そうか、あいつが……」


　ようやく納なつ得とくした様子で、大助がぶつぶつと呟く。
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「ずっと前にトラブルに巻き込まれた時に、お世話になったの。その見返りじゃないけれど、もし貴方が頼たよってくることがあれば助けてあげてくれって」


「助けて……？」


「正確には〝万が一彼と出会ったら、その時のキミができる範はん囲いで彼の望みを叶かなえてあげてくれ〟だったかな」


　──とはいえ、彼は素す直なおじゃないところがあるからね。


　そう言って薄うす笑わらいを浮うかべた土師の顔は、今でもはっきりと覚えている。


　──出会ったとしても、正直に望みを言うかどうか。何も言わなければ、助けてやらなくて良いよ。つまりはその程度の〝保険〟さ。


　眼め鏡がねのズレを直すクセを持つ青年は、行き場を失なくしていた自分に便利屋という道を与あたえてくれた恩人でもある。今の事務所を探してくれたのも土師圭吾だ。


「俺の望み……」


　大助が考え込んだ。


「もう少し──せめて傷が治るまで、ここに居させてくれないかな？」


　素直ではないと聞いていた割には、意外とすんなりと希望を口にしてくれた。


　人間である以上、弱った時くらいは素直になるのだろう。大助の申し出は、元よりそうするつもりだったために問題はない。


　時間なら、有り余るほどある。


　かつて突とつ如じよとして街に現出した脅きよう威い──生まれてはいけなかった虫憑つきの誕生という危機は、とうに去った後だ。


　二度と乱されることのない日常で、ゆっくりと傷を癒いやせば良いいと思う。


「もちろん、それは構わないけれど……それだけで良いの？」


「寝ねるところはソファでも床ゆかでも良いよ。ベッドをいつまでも占せん領りようしてるのも悪いし」


　急に申し訳なさそうな顔をする大助を見て、きらりは表情を緩ゆるませる。


「土師さんに聞いてた通り。〝黒いゴーグル〟で顔を隠かくしている時以外は、どこにでもいる男の子だって。二重人格なんじゃないかって心配していたわ」


「べ、べつに、俺は二重人格なんかじゃ……」


　そっぽを向き、大助が複雑そうな表情をした。


「俺自身、本当の俺なんて、とっくに分からなくなってるだけで……」


　薬屋大助という一人の人間。


　それに加え、彼には別の肩かた書がきもあるのだろう。本人が望んだのか、それともそうならざるを得なかったのか、きらりには分からない。


　彼が最終的にどちらの自分を選ぶのか、いつか目にする時が来るのだろうか──。


　そんなことを考えた。


「ヘイ、ユー！」


　突とつ然ぜんに響ひびいた大声に、きらりと大助が顔を上げた。


「プリーズ・リッスン・トゥ・ミー！　……ノー、ノー、えーと、見る、だからシー？　ウォッチ？　ウォッチ・ミー？　あれ？　こ、こらっ、気の毒そうな目で見ない！　英語は苦手なんだから、仕方ないゼッ！」


　顔にポスターカラーの飛ひ沫まつを付着させた少女が、奇き妙みような記号を背にしていた。


　壁かべ一面に貼はった新聞紙に、巨きよ大だいなマークが描かかれていた。黒のポスターカラーによって施ほどこされたマーキングは、一つの芸術作品とも言えるだろう。


　斜ななめ下を向いた一本の長い矢印に、二本の線を交差させた不思議なマーク。


　アスタリスクという記号にも似ているが、微び妙みように違ちがっていた。


「イッツ、〝コアトルヘッド〟！」


　自分の身長よりも大きいマークを叩たたき、少女が胸を張った。直接その手でマーキングをしたのだろう、両手からは赤いポスターカラーが滴したたっている。


　少女の名前は、田央萌々。


　地元にある芸術系の高校に入学したばかりの学生で、きらりの親友でもある少女だ。


　二面性があるといえば、萌々がまさにそれだった。何かに集中している時の彼女は、催さい眠みん状態に入ったかのように別人に豹ひよう変へんする。


　呆ぼう然ぜんとしていた大助が、躊躇ためらいがちに口を開いた。


「コアトル……ヘッド？」


「オー、ノー！」


　萌々がこの世の終わりとばかりに仰のけ反った。そのポーズ──先ほども見た〝目の前で餌えさをとられたダックスフンド〟の意味は、どうやら大助が〝コアトルヘッド〟を知らなかったことに驚きよう愕がくしたためだったようだ。


「ホントに知らない？　コアトルヘッド！　幸せを呼ぶマーク！　神様のマーキングだゼッ」


　なぜか半泣きになり、壁を激しく叩く萌々。新聞紙に赤い手形が次々と生まれていく。


　大助が助けを求めるように、きらりを見た。


「えっと──」


「待って、きらりん！　この男には直々に説明してやれと今まさに天てん啓けいが！」


　真っ赤に染まった両手を天てん井じように向かって掲かかげながら、萌々が言った。


「〝コアトルヘッド〟っていうのは今、巷ちまたで大ブームになりつつあるマーキング行こう為いです！　特に悩なやみの多い思春期の間で流行はやっていて、悩みや恋れん愛あいに関する問題など、ありとあらゆるトラブルを解決してくれるおまじないなのです！」


　怒ど濤とうのような説明を受けても、大助は困こん惑わくしたままだ。きらりは「萌々ちゃんも今、ハマってるの」とフォローを入れておく。


「おまじないの方法は簡単です！　場所や媒ばい体たいは問いません！　この記号を描き、思いを込めて唱えましょう！」


　萌々が壁一面に描いた記号に向かって、胸の前で両手を組んだ。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　祈いのるような仕草で呪じゆ文もんを唱える萌々の表情が、途と端たんに和やわらいでいった。


「そうすると、ほら……胸のあたりがほわーっとして、シアワセな気分になるっしょ？」


　こちらを振ふり向いた少女は、確かに満ち足りた様子だった。


「いや、別に……つーか、ただのヘンなヤツにしか見えないけど」


　正直な感想を口にする大助の横顔に、赤いポスターカラーが付着した。


　絵の具が入った瓶びんを振り下ろした体勢で、萌々がにっこりと微ほほ笑えんだ。


「天てん誅ちゆうだゼッ？」


　顔半分を染めた絵の具を手で拭ふいて確かく認にんし、大助もまたにっこりと微笑んだ。


「……何すんだよ、お前！」


「お前じゃありませんー、萌々ちゃんですぅー。様をつけるとなお良しですぅー。きらりん、こんな罰ばち当あたり、窓からポイ捨てしちゃおうよ！　最初に見つけたとき、ちょっと綺き麗れいだなって思ったのが勘かん違ちがいだったゼッ！」


　ポスターカラーの入ったガラス瓶の投げ合いに発展する二人のケンカを横目に、きらりは雑ぞう巾きんを探しに洗面所へ向かった。








1.01　The others




　刹せつ那な、窓の外をツバメが横切った。


　初夏の風を切り、青空に向かって吸い込まれていく姿が網もう膜まくに焼きつく。


「ふむ……」


　考え、耶や麻ま本もとラウはキャンバスに向き直った。完成間近だった画の上から、インスピレーションにまかせて加筆をする。


　紙パレットから色とりどりの絵の具を拾っては、イメージを筆先に乗せて表現していく。


　油絵を描かくのは、いつ以来だろう。


　最近は生徒たちの見本で、ポスターカラーを使ってのデザインの基本を描くとか、立体構成の授業で各種の素材をいじり回すとか、その程度のものしか手がけていなかった。


　今度こそ、もう少しで完成というところまでこぎつけた頃ころだった。


　ガラリと戸の開く音とともに、明るい声が押し寄せた。


　国内でも珍めずらしい美術系の専門クラスがある高等学校という環かん境きようだけあって、次々と姿を現す生徒たちは皆みな、個性的な格好をしていた。全員が白い作業衣を着ているものの、奇き抜ばつな髪かみ型がたや規則違い反はんのアクセサリを付けていたりと、注意をするのが馬ば鹿からしくなるほどだ。


　特に四月に入学したばかりのヴィジュアルデザイン科一年生──通つう称しようＶＤ１の生徒たちは、教師たちがうんざりするほどの問題児揃ぞろいである。


「あはん、耶麻本センセ、なに描いてるてるの？」


　実習室に現れるなり、問題児代表がラウとキャンバスの間に頭を割り込ませた。


　作業を中断させられ、ラウは眉まゆをひそめる。


「てるてる……？」


「てるてる坊ぼう主ず？　ノン、なに描いてるてるの？」


　ＶＤ１出席番号二十八番、田央萌々。彼女の言動は時々、理解不能だ。しかし不幸なことにＶＤ１の生徒は一人残らず理解不能なため、今さら気にはならない。


「うわあ、すっごい本格的って感じ。魂たましいを感じるゼッ」


　自分で訊たずねておきながら、おとなしく答えを聞くつもりはないらしい。〝ゼッ〟の部分にアクセントを置く独特の口調で言い、萌々がキャンバスにしがみつく。


　十五歳という若々しい首筋が、ピンク色のジャージを着た襟えり元もとに垣かい間ま見えた。張りのある頰ほおには〝ｍｏｍｏ〟というフェイスペイントが施ほどこされている。


「これ、女の人？　ううん、男の人かな？　あれ、遠くから見ると……動物？　ていうかこれ、もっと遠くから見ると、翼つばさの模様みたいな……」


　ラウは仕上げを諦あきらめ、筆を油ゆ壺つぼにつっこんだ。嘆たん息そく混じりに、道具の片付けを始める。


「駄だ作さくだ……つまらない騙だまし絵」


「えー、そんなことないよ。じゅーぶん気持ち悪いって、これ」


「お前の中では、騙し絵イコール気持ち悪い、なのか……あながち外れてはいない」


　陰いん気き臭くさい喋しやべり方だ、と我ながらいつも思う。機械的に声帯を震ふるわせるだけならばまだしも、聞く者の生気を吸いとるかのように重く沈しずんでいる。


「チャイムまでに、作業衣を着てこい……さもないとこの授業、評価をつけてやらんぞ」


「ぶー、このままでいいよ。テーマは現代の教育現場、自由とファッションの融ゆう合ごうだゼッ」


　ラウは萌々の頭を鷲わしづかみにし、強ごう引いんにキャンバスから遠ざける。


「二度は言わないぞ……」


　この手の生徒は、一度でも甘い顔をすると必ずつけあがる。こんな学校でこそ個性を尊重すべきだが、規律と協調性を教えるのも教師の務めだ。


　特に田央萌々は、前科があった。入学式の当日に他ほかの生徒らを扇せん動どうし、入学祝いのカーネーションを持ち寄って職員室前の廊ろう下かを一面の花道に仕立てたのだ。本人はフラワー・アートと言い張ったが、影えい響きよう力のある生徒は野放しにするだけ歯止めがきかなくなる。


「センセがそんなこと言っても、説得力ないゼッ」


　だが萌々は引き下がらない。壁かべ際ぎわに置かれた石せつ膏こう像ぞうと肩かたを組み、声こわ色いろを変える。


「キミの言う通りさ、萌々。彼女の美しい姿は朝日のように眩まぶしく、目もあてられない」


　目もあてられない、という言葉の使い方が間違っている。


　指し摘てきするのも馬鹿らしいが、そこまで言われるとさすがに気になった。瓶びんに入った油の残量を確かめるフリをして、ガラスの表面に映る自身の容姿を確認する。


　肌はだの色が濃こいのは、東南アジア系の出身であるためで変えようもない。メッシュを入れた髪は、黒色と銀色で縞しま模も様ようを描いている。白い作業衣の下に着ているのは、大だい胆たんに胸むな元もとが開いているとはいえ、れっきとしたスーツだ。ただし素材はビニルで出来ているが。


「ザ・女教師！　……って感じ？　思春期の高校生には目に毒だゼッ」


　大おお袈げ裟さに言い、自分ではなく石膏像の両目を手でふさぐ萌々。


　相手にするのも、面めん倒どうになった。無視して油絵の道具を片づけているうちに、不満そうな顔をしながらも萌々が作業衣を取りに教室から出ていく。


　間もなくチャイムが鳴り、授業が開始された。


「今日のテーマはモダンテクニックを用いた表現の方法だ……ドリッピング、スタンピング、マースキングなど様々な技法があるが──」


　二十三歳の耶麻本ラウは新任教師であり、当然のごとく担任するクラスを持たない。


　だが表現想像演習やデザイン史、造形論や芸術療りよう法ほう論ろんなど、受け持つ授業は多い。手間のかかる生徒に囲まれているせいもあり、教師として多た忙ぼうな日々を送っている。


「──と、それぞれの手法に特色がある。ただしここで大切なのは、これらはただの技術にすぎないということだ……何を表現するのか、どう描くかまで型にハマる必要はない」


　ただ生徒に知識を与あたえるだけでなく、自分の考えで授業を進めることも憶おぼえた。


「型にハマらないように、と簡単に言ってはみたものの、これがとても難しい。人間であるかぎり、誰だれしもが先入観というものを持ち合わせているからな。だから、そう──」


　椅い子すに座った生徒たちの一人を見て、ラウは目を細めた。


「自分が人間であることを忘れるのも、良いいかもしれんな……」


　実じつ践せんに入るのを目を輝かがやかせて待つ生徒たちの中で、田央萌々だけが教きよう壇だんを見ていなかった。スタンピング用の絵の具に指を埋うめ、楽しげに自分の作業衣に何かを描いている。


　一本の矢印に二本の直線を交差させた、不思議な記号。


　そのマークには、見覚えがあった。


　たしか今、巷ちまたで流行している、おまじないの一種だったはずだ。


　マークを見たラウの気持ちが、また鬱うつ々うつとしていく。ただの記号にすぎないが、ある事情によって、ラウはそれを見るたびに馬鹿にされている気がしてならない。


「型にハマるということは、可能性を殺すということだ。一度でも、その枠わくを取り払はらってみれば、今まで見えなかったものが見えることもある──」


　とはいえ、早めに講義を切り上げないと、萌々の自由な態度が伝染しそうだった。


　他の生徒たちまで絵の具をいじり始めたのを見て、ラウはため息をついた。








　耶麻本ラウがこの学校に赴ふ任にんしてきたのはつい最近、ほんの一カ月ほど前だ。


　陰いん気きな性格と派手な外見のせいで、教師の間での評判はすこぶる悪い。教務室にいると態度や服装を一時間に一度は注意されるため、持ち場の実習室に引きこもっているくらいである。


　授業は淡たん々たんと、テキストをこなす。多少は自分なりにアレンジするものの、教科書以外の味付けは、元気の有り余った生徒たちが引き起こすトラブルだけでじゅうぶんだ。


　学校に通う子供たちは、鬱うつ陶とうしいの一言に尽つきた。どいつもこいつも非合理的かつ非生産的な行動しかとらない。やることなすこと、無む駄だが多い。そして彼らと同じ空間にいるラウも、無駄な体力と気力を消しよう耗もうするのである。


　教師の特権として一日に一人でいいから、気に入らない生徒を殺して良いいという法律を作ってくれないだろうか、と真しん剣けんに考えている。この学校だけのローカルルールでも良い。


　そんなラウだが──自分で言うのもなんだが、生徒たちには人気があるらしい。


　他の教師たちと比べて、歳としが近いせいだろうか。それともあれこれと注意する教師らの中で唯ゆい一いつ、放任主義の彼女に、天あまの邪じや鬼くな子供たちが近寄ってくるだけかもしれない。


　授業の時以外で生徒の相手をするなど、血ち反へ吐どを吐はく思いだ。かといって教職にある以上、たまに実習室に訪おとずれる彼らの相談を聞かざるを得ない。


　相談の内容は、授業に関する質問や進路の問題だけではなかった。時には恋れん愛あいや交友関係についての悩なやみなどに及および、中には親などに話さざるを得ない深刻なものもあった。


　ラウとしてはさっさと片づけたいために、機械的に現実的な解決策を提示するだけだった。現在のところ、大たい抵ていの問題はそれで解決した。ようはトラブルに直面して正常な判断力を失った未熟な子供たちが、簡単な解決策すら思い浮うかばずに悩んでいるだけなのだ。あるいは解決に向かって足を踏ふみ出す勇気がないか、である。


　嫌いや々いやながらも律りち儀ぎに相談を聞き、解決をしていく。──それを繰くり返すうちに、相談相手となる大人がいない生徒たちが自然と集まってくるようになっていた。


「クラスメートから……嫌いやがらせを受けているのか」


　その日も放課後に、彼女のもとへ一人の生徒が訪れた。


　同級生との交友関係で問題を抱かかえているらしい。よくある相談事の一つである。


「いじめ、とは違ちがうのか？」


　そのくらい自分でなんとかしろ、と心中で毒づくも、今回ばかりは小さな違い和わ感があった。


「そういうのとは違うと思います」


　はっきりとした口調で答えたのは、ＶＤ１に所属する女子生徒だった。


　ツノのような形に盛り上がった帽ぼう子しと、セピア色に染めた髪は、どちらも校則違い反はんだ。それだけに平均的なＶＤ１らしい外見ともいえるこの小こ柄がらな少女は、見た目そのまま同級生に〝セピアさん〟と呼ばれているのを知っている。腰こしにマーカーケースをぶら下げているのも特とく徴ちようだった。


　その少女のことは、教師たちの間でも知れ渡わたっていた。


　ごく稀まれに入学する、突とつ出しゆつした才能の持ち主──いわゆる天才肌はだの生徒として、である。


「ストーカーされているということか？」


「そういうわけでもなくて……それにあの子、女の子だし」


　世間は広い。女が女を追い回すこともあるだろうが、そのことは言わなかった。


「月並みだが、はっきりと拒きよ絶ぜつしたほうが良い……それとも相手が恐こわくて、できない？」


「もうやめてって言いました。でも彼女、怒おこったみたいで、そのあともしつこく……」


　まったくもって、面めん倒どうくさい。ラウは一息ついてから、言った。


「分かった。近いうちにその子にそれとなく話を聞いてみよう……」


　ラウの印象ではセピアは他人に妬ねたまれる才能はあれど、誰かに虐しいたげられるほど弱くはない。


　それに嫌がらせをする少女のことも、ラウは知っている。彼女の持つ印象では、そのような陰いん湿しつなことをする人物とは思えなかった。


　違和感があるといっても、その程度だ。相手からも話を聞けば、すぐに解決するだろう。


「ありがとうございます」


　自分もそれなりのものだが、セピアの言動もだいぶ無感情だった。笑え顔がおの欠片かけらも見せずに頭を下げ、実習室を去ろうとする。動いた拍ひよう子しに、腰のマーカーケースがカチャリと鳴った。


　どうでも良いことが気になり、呼び止める。


「変わったマーカーだな……」


「え？」


「腰のものだ……外国産か？」


　振ふり向いたセピアが、自らの腰に下げたケースを見た。


「別の高校の受験で赤あか牧まき市に行った時、大きな画材店で見つけて……衝しよう動どう買がいしちゃいました」


「そうか……」


　また、違和感があった。ラウの知るかぎり、同じようなマーカーケースを所持している人間はもう一人いるのだが──。


　生徒同士のくだらない問題に、必要以上に首を突つっ込むこともないだろう。


　そう自分に言い聞かせ、辛しん気きくさい顔で少女を見送る。


「気をつけてな……」


「はい？」


「最近はこの街も物ぶつ騒そうだからな。気をつけて帰れという意味だ」


「はあ、物騒……でしたっけ？」


「町外れの変電所跡あとであった爆ばく発はつ事故も、原因がまだ判明していないらしいしな……あれは人じん為い的な事件だという噂うわさもあるらしい」


「ああ、〝コアトル・ホット〟……でもあれ、けっこう前のことですよね」


　無表情のまま呟つぶやくセピアに対し、ラウは首を傾かしげた。


「コアトル……？」


「でも確かにそうかもですね。この前も河原で何かの爆ばく発はつ痕あとが残ってたらしいし」


「河原？　ああ、あれは──いや、それよりもコアトル……なんだって？」


　セピアがガンマンのように、腰のケースからマーカーを引き抜ぬいた。横にあった黒板に白い線で、ある記号を描かく。


　誰だれがクレンジングすると思っているんだチョークを使え殺すぞ。──陰いん気きな顔をさらに暗くするラウを振り返り、セピアが呪じゆ文もんのようなものを唱える。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　黒板に描かれていたのは、ラウを意気消しよう沈ちんさせる、例のおまじないのマークだった。


「……？」


「キーワードは──〝コアトルヘッド〟」


　コアトルヘッド。


　おまじないの名前だろうか？　聞いたことがあるような、ないような単語だった。


「センセはもう少し、流行とかニュースを気にしたほうが良いと思いますよ」


　マイペースに言う少女に対し、ラウは嘆たん息そくする。


「一度は警告で済ませる主義だから言うが……次からは、チョークを使え」


「すみませんでした」


　謝るセピアは反省どころか、小こ馬ば鹿かにしているようにしか見えない。用は済んだとばかりに踵きびすを返し、セピア色の髪かみを揺ゆらしながら実習室から出て行く。


　都合良くＶＤ１の教室に爆ばく弾だんを仕し掛かけてくれるテロリストはいないものだろうか、とどうでも良いことが頭に浮かんだ。


　動き出す気力を回復するまでの間、机に座ってぼんやりと窓から見える校庭を眺ながめる。


　時刻はすでに黄たそ昏がれ時だ。部活動に励はげむ生徒たちが見えた。


　今日はＶＤ１の実習があったせいか、特に疲つかれた。型にハマるなと教えるまでもなく、生徒らは必要以上にやりたい放題やってくれた。ケント紙をはみ出し、ついには実習室丸ごと塗ぬり尽つくそうとした田央萌々には特に手を焼いたものだ。


　そもそもラウは、子供が大だい嫌きらいなのだ。無知で考えなしな上に、他人に迷めい惑わくをかけることしか知らない。それなのにいつだって、根こん拠きよのない希望や夢が彼らを輝かがやかせている。


　自分一人では叶かなえることもできない夢を手助けしてやるのが、教師の務めらしい。


　頭にぽっと浮うかんだのは、筆を折って困っていた生徒のことだった。ナイーブなのか、違ちがう筆だと調子が出ないと言い、実際にその生徒の作品は評価を落とさざるを得なかった。


「道具を選ぶほど、偉えらくもなかろうに……」


　古い画材屋ならば、生徒が使っていたマイナーなメーカー製の筆を置いているかもしれない。帰り道からは遠回りになってしまうが、立ち寄っていくことにしよう。面めん倒どうだが、成績が悪いのをいつまでも筆のせいにされるのは、考えただけでも鬱うつ陶とうしい。


　彼らと同じ年とし頃ごろの自分は、どうだったろうか？


　思春期の自身のことが、フラッシュバックのように脳のう裏りをよぎった。


　希望と夢に輝いていたのは──この国へやって来た瞬しゆん間かんが、最後だったような気がする。


　それからは怒いかり、苦痛、絶望、そして、血。


　野望が夢を上うわ塗ぬりしてしまったあの時、今の自分の姿は決定していたのかもしれない。


　夢を手助けするのが、教師──。


　まったく、どうしようもなく、笑える。


「びりっ」


　実習室の扉とびらが開く音とともに、制服姿の女子生徒が現れた。


　先ほどまでいたセピアと同学年であることが、タイの色で分かった。ギザギザの黄色いマーク──雷かみなりを模した飾かざりをつけた長い髪の毛先が、やはりギザギザに折れ曲がっている。


「びーりびりぃー。びーりびりぃー」


　何か良いことがあったのだろうか。女子生徒が意味不明なリズムを口ずさみながら、下手くそなスキップを始めた。実習室の主であるラウを無視し、室内を周回する。


「びーりびりぃー。びーりびりぃー」


「……声を抑おさえろ。誰かに聞かれる」


「びーりびりぃー」


「机の上を跳はねるな。教材が──たった今壊こわれたエアスプレーのことは許してやるから、もう動くな、〝びりびり〟。照明にぶら下がるのを止やめろ……」


　窓に反射して映る少女に向かって注意していると、また一人の人物が実習室に現れた。


　制服姿の男子生徒だ。ひょろ長い身長と鋭するどい目つきは、バスケットボール部に所属していればそれなりの選手に見えるだろう。


「ドアを閉めろ、〝あしまき〟」


　振ふり返って問いかけたラウに対し、少年が答えようと口を開き──。


「ぐおあっ」


　呻うめき声とともに、口の中から無数の触しよく手しゆを吐はいた。──およそ現実離ばなれした光景だが、実際に少年の口からは細長い物体が溢あふれ出し、床ゆかの上で音をたてて跳ね回っていた。


　よく見ると、少年の舌の上に、一匹ぴきの異様な生き物が張りついているのが見えた。ボールのように丸い躰からだの表面が、青と赤の光で点てん滅めつしている。触手は、その生き物の脚あしだった。


「迂う闊かつに〝虫〟を出すな……」


　じろり、と少女と少年を睨にらむラウが着たスーツが、風船のように膨ぼう張ちようした。膨ふくらんだ服が変形し、あっという間に足元まで覆おおう漆しつ黒こくのベンチコートに変へん貌ぼうする。


「警告は一度までだ。誰にも見られていない状じよう況きようといえど、気を抜いて〝虫〟の制せい御ぎよを怠おこたるようならば……処分するぞ」


　陰いん鬱うつなラウの視線を受け、〝びりびり〟と〝あしまき〟がビクリと表情を強こわばらせた。


　ギザギザマークの少女が姿勢を正し、〝あしまき〟が細長い足を瞬時に口の中に収める。


「よし……」


　嘆息するラウのベンチコートが、再び元のスーツ姿に戻もどる。


　耶麻本ラウの正体──特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局の中央本部、魅み車ぐるま八や重え子こ副本部長直属部隊、殲せん滅めつ班班長〝しぇら〟としての素す顔がおを見せるのも、実に久しぶりのことだった。


　以前に暗殺者としての任務をこなしたのは、そう──この街に教師として潜せん伏ぷくする直前、誰だれも知らないような田舎いなか町で、ジャーナリストを自じ称しようする少女を抹まつ殺さつしたのが最後だ。


　この街にも、ある任務を負って送り込まれた。


　だが毎日、平和そのものだ。


　仮の姿である美術教師としての仕事のほうが、よほど苦難に満ちているほどである。


　虫憑つきに関する情報は、思春期の少年少女たちの間で広まりやすい。そのため任務の時は、情報収集のために教師として高等学校に潜せん入にゆうするようになったのだが──この街、この学校に関してだけは、大失敗のようだった。


「何か、変化はあったか？」


「びりっ」


「いえ」


　二人の部下が揃そろって、首を振る。


　彼らはラウとともに送り込まれた、殲滅班に所属する虫憑きである。この学校の制服を着ているだけで、実際の生徒ではない。


　ラウはまた、重いため息をついた。


　自分の中で膨らみつつあった予感が、現実味を帯びてきていた。


　私が街にいる意味は、もうないのではないか……？


　全すべては終わっているのではないか──そう考えざるを得ない状況だった。


　ラウが街に潜伏してから今日まで、目的のものに関する手がかりがまったく摑つかめていないのだ。


「〝変電所跡あとの虫憑き〟、か……」


　スーツの内側から、携けい帯たい電話を装よそおった記録装置を取り出す。


　指先で操作した端たん末まつの液えき晶しよう画面に映し出されたのは、デジタル写真だった。


　錆さびた鉄てつ塔とう、ところどころ切れた太い電線、ヒビの入ったアスファルトの地面と、何かの爆ばく発はつ痕あとらしき大穴、そして──ペンキで描かかれた、〝コアトルヘッド〟のマーク。


　ラウがこの街へ送り込まれるきっかけとなった出来事が、そこに映っていた。


　街の郊こう外がいにある、打ち棄すてられた変電所跡──。


　ある日、そこで爆ばく発はつ事故が発生した。


　世間的には、原因不明とされている。不ふ発はつ弾だんの爆発とか、放置していた変圧器の漏ろう電でん事故だったなどと適当な理由をつけ、すでに人々から忘れ去られようとしていた。


　もともと変電所は別の場所にある最新型の地中式変電所に機能を譲ゆずっていたのだ。人的被ひ害がいもないため、メディア的にも話題性がない事故だったのだ。


　ただし特別環境保全事務局が把は握あくしている事の真相は、まったく異なるものだった。


　この街で、一人の虫憑きが生まれた。


　生まれたばかりの虫憑きは精神的に安定せず、暴走しやすい。


　案の定、変電所跡で生まれた虫憑きは暴走した。すぐに地元の特とつ環かん支部に発見され、数人の局員が捕ほ獲かく任務に送り込まれた。


　──と、思われる。


「それらしき虫憑きの目もく撃げき情報はあいかわらず、ないわけだな……」


「びりっ」


「ありません」


　思われる。つまり、推測だ。


　断定できない理由は、特環の局員が一人残らず返り討うちに遭あってしまったからだ。欠落者となって記き憶おくと感情を失った彼らからは、一いつ切さいの情報が得られない。


　変電所跡で生まれた虫憑きは、強力だったのだろう。捕獲に向かった局員が敗北することは稀まれにあるものの、残された痕こん跡せき──今ラウが目にしている、警察機関から徴ちよう収しゆうした現場の証しよう拠こ写真がそのことを如によ実じつに物語っていた。


　ところどころに刻まれた亀き裂れつや破は壊かいされた施し設せつ、そして地面に空いた大穴。その規模から、よほど強い力を持っていたことが予想される。


　写真の中には、どうでも良いいものも残っていた。


　大穴のそばに大きく描かれているのは、若い世代で流行はやっているらしいマーキングだ。


　コアトルヘッド。


　先ほどのセピアの話からすると、そういう名前があるらしい。つまるところ、変電所跡をたまり場にでもしていた若者たちが、落書きしたのだろう。


「〝あしまき〟。虫憑きが現れた反応は、やはり感知していないんだな？」


「びりっ」


「お前には聞いていない」


「はい。数日前の、例の件以外では……」


　ラウが端末を操作すると、写真から動画に切り替かわった。


〝変電所跡の虫憑き〟を捕獲に向かい、交戦した局員が装備していたゴーグルに残されていた記録映像だ。他ほかの局員のものは損傷が酷ひどく、唯ゆい一いつ、回収できた映像でもある。


　否いな、映像というのは、正しくない。


　映し出されているのはノイズだらけで、音声しか残されていないのだ。


〝変電所跡の虫憑き〟か別の何者かが、証拠を隠いん滅めつしようとしたのだろう。ゴーグルが人じん為い的な損傷を受けていたのは、それに記録機能があることを知っていたからと思われる。


　残された音声も、持ち主の局員の叫さけび声が記録されているだけだった。


　やはりノイズ混じりで、そのままでは聞き取ることができない。


　だが特環の技術力で音声を解かい析せきし、ようやく何を叫んでいたのかが判明したのだ。


「……」


　短い、叫び声。


　たった一言だ。


　その言葉が、中央本部を動かした。


　外部に事件の情報が漏もれないよう徹てつ底てい的に地元の支部を封ふう鎖さし、殲せん滅めつ班班長であるラウが街に送り込まれた。


〝変電所跡の虫憑つき〟が強力な虫憑きだったことは、分かっている。


　だがその叫び声さえなければ、ラウが直々に投入されることはなかったはずだ。


　もし、欠落者になった局員の断末魔まが、真実だったとしたら──。


　その虫憑きは、決して存在の許されない虫憑きだということになる。


　発見次し第だい、この世から抹まつ殺さつする必要さえ生じるだろう。


　だが──。


「〝変電所跡の虫憑き〟……本当に、そんなものが存在するのか？」


　部下たちには聞こえないよう、口の中で呟つぶやく。


　事件発生直後から、変電所跡で生まれたと思われる虫憑きは忽こつ然ぜんと姿を消した。


　一度、特環に見つかった虫憑きが存在を隠かくすことは、至難の業わざと言っていい。逃とう亡ぼうしようものなら国中に張り巡めぐらされた捜そう査さ網もうに引っかかり、身を隠すにしても虫憑きになったことで生じる世間とのズレが必ず現れる。


　長い期間、ここまで完かん璧ぺきに気配を消し続けることが可能なのだろうか？


　あるいは捕獲に向かった局員と相討ちになり、跡あと形かたもなく吹ふっ飛んだのではないか？


　誰だれにも知られないところまで逃にげたものの、力を使い果たして息絶えたのでは？


　あらゆる可能性を考こう慮りよした結果、ラウは結論を出しつつあった。


「〝変電所跡の虫憑き〟は、もういない。──少なくとも今、この街には存在しない」


　ぶつぶつと、一人で呟き続ける。


　あと数日。


　件くだんの虫憑きの気配が摑つかめなければ、魅車八重子副本部長にそう報告するつもりだった。


　だがここにきて、別の問題が発生したのである。


「それなのに……なぜ今、この街へやってきた？　〝かっこう〟──」


　ラウの押し殺した声を聞き、〝びりびり〟と〝あしまき〟がビクリと肩かたを震ふるわせた。


　東中央支部所属、火種一号局員〝かっこう〟。


　その最強の悪魔の名を聞いただけで、怯おびえる虫憑きは少なくない。今の部下二人がそうだ。


「数日前に、近辺の川で感知したという反応は……〝墓守〟で間ま違ちがいないんだな？」


「強力な反応が、ほぼ同時に二つ──本部の情報によると、〝墓守〟が〝かっこう〟を殲滅しに向かった場所と一いつ致ちするため、おそらくはそうであると」


　殲滅班〝墓守〟。


　殲滅班の班長であるラウはもちろん、その虫憑きのことは知っていた。


　ある実験で生き残った唯一の虫憑きであるものの、正常な思考能力を失ってしまった素体だ。実験の結果としての戦せん闘とう力を計る機会だけを待っていた、失敗作でもある。


　その機会とは、つまり──〝かっこう〟の殲滅である。


　強力すぎる力を持つ〝かっこう〟を、本部は前々から危険視していた。失敗作の〝墓守〟が〝かっこう〟を暗殺できたなら良し、もし返り討うちに遭あったとして実験結果として得られた戦闘力のデータを採取することができる。


「〝墓守〟に植えたディオレストイの欠片かけらは、〝王〟とやらの居場所を知ることができる……その上でヤツには、〝かっこう〟が東中央支部を離はなれたところを狙ねらうよう命令を入力していたはずだ。その〝墓守〟がいた以上、〝かっこう〟もそこにいたことは間違いない……」


　第三者が聞いても意味の分からないことを、ぶつぶつと呟くラウ。


「反応が消えたのは、ほぼ同時です」


「本部にある欠片の共鳴反応で居場所をたどれなくなった以上、〝墓守〟は消されたと考える他ほかあるまい。──それとも〝墓守〟が完全に欠片を抑おさえ込んだか……？　いや、それができなかったからこそ、失敗作なのだ……」


　不完全なディオレストイの欠片どうしは、共鳴し合う。──分割された原虫指定が互たがいに引き合うという現象の根こん拠きよは、まだ確かではない。だがその特性によって、〝墓守〟が生きているのであれば、その居場所は特定できるはずだった。


「〝かっこう〟は、〝虫〟を隠しただけとも考えられます」


「あるいは相討ちになったか。まあ、あの悪魔に関しては、生きていることを前提にして動いたほうが良さそうだな……」


　ラウは銀色のメッシュが入った髪かみをかき上げ、顔を上げた。


「〝かっこう〟が現れたということは……まさか東中央支部が〝変電所跡あとの虫憑き〟の存在に気づいたのか？」


　有り得ないことではない。ただし、確率は低いように思えた。


　情報封ふう鎖さは完璧だった。〝かっこう〟は他の任務の途と中ちゆうで、偶ぐう然ぜんにもこの街を通過しようとしていただけにすぎないのかもしれない。


「ふん……〝変電所跡の虫憑き〟が見つからなかった時、代わりに〝かっこう〟を抹殺して帰るのも良いいかもな」


〝かっこう〟とは、いずれ戦うことになっていただろう。


　あの男が本当の意味で特とつ環かんに反逆することがあれば、〝かっこう〟殲せん滅めつの命を受けるのは、確実にそれをこなせる自分しかいないだろう。──表面上は同じ殲滅班に所属していることになっているハルキヨは、〝かっこう〟と本気で戦うことはないとラウは見ている。


　たとえ一号指定の虫憑つきといえど、ラウならば勝つことができる。そう断言できるだけの力と、ある能力を彼女は持っていた。


「引き続き、〝変電所跡の虫憑き〟捜そう索さくにかかれ。……〝かっこう〟の捜索もな」


　頷うなずいて去っていく部下たちを見送り、ラウは再び窓の外を見た。


　拡がっているのは、あまりにも平和な光景だった。


　穏おだやかだった昨日と同じ、ゆっくりとした時間が流れている。


「滑こつ稽けいだな……亡ぼう霊れいを捜さがしているようだ」


　今、この街に何が潜ひそんでいて、実は何が消え去っているのか──その判断すら、つかない。


　自分が何をすべきかだけが、分かっている。


〝変電所の虫憑き〟。


　あるいは、〝かっこう〟。


　本当にいるのならば、発見次し第だい、ラウ自らが首を搔かき切ってみせる。


　この国を危険に陥おとしいれかねない存在を、慈じ悲ひなく抹まつ殺さつする。


　それが、己おのれの夢を叶かなえる唯ゆい一いつの道──。


　夢を助ける教師という役、そして殲滅班班長という肩かた書がきすらも、ラウにとってはそれを実現するために利用している仮面の一つにすぎない。


「画材屋……もう閉まってしまっただろうな」


　暗くなり出した空を見上げ、耶麻本ラウは疲つかれた顔で嘆たん息そくした。








1.02　獣けものと萌々　Part. 1




　どうやら、妙みようなところに転がり込んでしまったようだ。


〝便利屋きらり☆〟の事務所のソファに座ったまま、ぼんやりとテレビを眺ながめる。全身に巻いていた包帯の八割はとれたものの、まだ安静を強しいられている。


　事務所の所長は、朝早くに出かけていった。仕事が入っているらしい。


　五十里野きらりという少女が、複雑な事情を抱かかえていることくらいは分かった。十七歳という若さで事務所を構えていること自体、普ふ通つうではない。いくら知り合いからの頼たのみといえ、彼のような不ふ審しん人物を受け入れたこともそうだ。彼が虫憑きであることも、承知の上だろう。


　五十里野きらりとは、何者か──。


　しばらくはその正体を摑つかめないまま、戸と惑まどう日々が続きそうだ。


『中高生など若い世代でブームとなりつつある、ある現象をご存じでしょうか？　キーワードは〝コアトルヘッド〟です！　ちょっと街の人に聞いてみましょう！』


　平日の昼間からワイドショーを見るなど、いつ以来だろうか？


　液えき晶しよう画面の中では、女性レポーターが街頭インタビューを行っていた。老ろう若にやく男なん女によを問わずにつかまえては、『〝コアトルヘッド〟というものをご存じですか？』と問いかけている。


　何人か『知らない』という回答が続いた後、茶ちや髪ぱつの少女たちがようやく答えを知っていた。


『知ってる、知ってる！　うちらもやってるもんね』


　少女たちがはしゃぎながら、腕うでや服に描かいたマーク、あるいはアクセサリを見せた。


「ふうん、ホントに流行はやってるのか……」


　ポツリ、と彼は呟つぶやいた。


　ズームアップされたマークは先日、田央萌々という少女に見せられたのと同じものだ。


『コアトル・コアトル・パラ・エミレ』


　少女たちが示し合わせたように、呪じゆ文もんを唱えた。


『ご覧のように、〝コアトルヘッド〟とは　このマークを描いて呪文を唱えれば悩なやみが解決。あるいは気になる異性との恋こいも実るという、万ばん能のうのおまじないなのです！　このマーキングブームは現在も増ぞう殖しよくし続けています！』


　田央萌々の顔を思い浮うかべ、顔をしかめる。彼が動けないことを良いことに、萌々はやりたい放題だった。怪け我がが癒いえてきたことで、下手くそな包帯巻きからやっと解放されそうだ。


「またここに来るんだろうな、あのバカ女」


　助手だかアルバイトだか知らないが、あの少女は苦手だった。何を考えているのか、一秒後に何をするのか、まったく予想がつかない。


「我が慢まんするしかないか……今の俺に、他ほかの選せん択たく肢しはないしな」


　ため息をつけるようになっただけ、余よ裕ゆうができたと思うべきだろうか。


　そんなことを考えたのは、気が緩ゆるんでいたせいかもしれない。


「うっ」


　唐とう突とつに、視界がブレた。


「──ぐっ……！　うあ……あぁあ……！」


　ソファから転げ落ち、床ゆかの上で激しく身み悶もだえる。


　全身に激痛が走っていた。傷による痛みではない。身体からだの内側のもっと奥──自分の中で別の生き物が暴れ回り、彼の身体を食い破ろうとしているかのようだ。


　皮ひ膚ふの下を大量の芋いも虫むしが這はいずるかのような不快感が、身体の枠わくを超こえ、精神までも蝕むしばんでいた。視界が暗転し、激しい耳鳴りが襲おそう。


　カーペットにしがみつく指先が、血の気を失っていた。


「がっ……あああっ！」


　心身が引き裂さかれそうな苦痛との戦いは、やがて決着した。


「はあっ！　はあっ！　はあっ……！」


　赤ん坊ぼうのように丸めた彼の身体が、小刻みに震ふるえる。


　なんとか痛みを乗り越こえ、荒あら々あらしい呼吸を繰くり返す。


「ふっ……ははっ……」


　動どう悸きが収まるにつれ、笑いがこみ上げた。


「……抑おさえが効かなくなるのも……もう、時間の問題だな……」


　今いま頃ごろ、特とつ環かんからの追っ手が各地を捜さがし回っているかもしれない。それでも見つからずに済んでいるのは、五十里野きらりにかくまわれ、じっと息を潜ひそめているからだ。


　だが彼を乗っ取ろうとしている暴走の兆候からは、決して逃のがれられない。


　そして、おそらくはあの化け物──河原で戦った虫憑きからも逃にげられないだろう。奇き跡せき的に一度は逃げ延のびたものの、あれとはまた相見あいまみえる予感がしていた。


　あの虫憑きこそ、自分のために用意された死に場所なのだろうか？


　何度も死にかけ、そのたびに生き延びてきた。その果てに、たった一度きり遭そう遇ぐうしただけの化け物によって、ゴミのように殺される──。


　最後の最後で心が挫くじけ、逃げ出した自分にはお似合いの結末かもしれない。


『〝コアトルヘッド〟？　ああ、あれね。つーか、なにコレ、テレビ？　全国ネット？　生放送？　いやっほう、オレってばテレビ映り良いいっしょ？　スカウトとかも大だい歓かん迎げいよ？』


　カーペットの上で寝ね転ころがったまま動かない彼の耳に、頭の悪そうな声が聞こえた。


　インタビューをする人選を誤ったようだ。マイペースに喋しやべりまくる少年に対し、レポーターが戸惑っている様子が見えた。


『いやあ、じっちゃんの遺ゆい言ごんでテレビだけには出るなって言われてたんだけど、うん。ここは涙なみだをのんでハリウッドデビューの道を選ぶしか──』


　やけに使い込んだホッケースティックを背負っているからには、少年はホッケーの選手なのだろう。ホッケー選手以外にそれを扱あつかう人種を、彼は知らない。軽けい薄はくな言動とは裏腹に、しっかりとした体つきを見ても優ゆう秀しゆうな選手だと分かる。


『……ひはっ』


　少年がふいにあさっての方角を見て、奇き妙みような笑えみを浮かべた。歪ゆがんでいる、とも違ちがう。壊こわれかけている──そう表現するのが的確な、不自然な笑い方だった。


「うっ……？」


　ほんの一いつ瞬しゆん、自分の中で何かがざわめいた気がした。


　戦せん慄りつというべきか、恐きよう怖ふにも似ている。己おのれに巣くうものが天敵を見つけたような──彼自身には分からない、曖あい昧まいな感覚だった。


　インタビューをした少年が急に走り去っていくのを見て、レポーターが慌あわてて取り繕つくろう。


『し、しかし一方で、住民からはマーキングブームに対する批判の声も上がっています。なぜなら流行の勢いと比例して、商店街のシャッターや公共の路地にまで落書きが増加して──』


　テレビの音声に、軽かろやかな鈴すずの音が重なった。


　彼は最初、無視した。だが重ねて数度、鳴り響ひびくにつれ、のそりと身を起こす。


　少し動くだけで、全身に鈍どん痛つうが走った。錆さびついたブリキの玩具おもちやのような動きで、ようやくガラスの扉とびらを開ける。


「はい」


　パジャマ姿のまま応対した彼を見て、来訪者は意表を突つかれたようだった。


「きゃっ」


　長い前まえ髪がみと眼め鏡がねで顔を隠かくした少女だ。自分と同世代くらいに見える。スリムな長身を地味なワンピースに包んでいた。


「ご、ごめんなさいっ。あの、ＣＬＯＳＥのプレートがかかってたんですけど、ちょっとお話だけでもと思って……」


「い、いえ、こっちこそ、すみません。依い頼らいですか？」


「あっ、は、はい。あ、いえ、依頼はもうしてあるんですけど──」


　少女がコクリと頷うなずき、外に置いてあった大きなトランクケースを持ち上げた。だが段差にひっかけてしまい、ケースの中身が床にばらまかれてしまう。


「えっ──」


　思わず、おかしな声を出してしまった。


　クラシックな造形をした革かわ製せいのトランクケースから放ほうり出されたのは、樹木や建造物、人形といった小さな玩具たちだった。


　それだけではない。人形に混じって床ゆかにぶちまけられたのは──大量の札束だった。


「ごっ、ごめんなさいっ」


　少女が慌てて中身を拾い始めた。いたって地味な外見は、これだけの大金を持ち歩くような身分には、とても見えない。


　つられて彼も、人形や紙し幣へいの束を拾うことになった。床の上に這はいつくばった状態で顔を上げると、ふいに少女と目が合った。


「優やさしいですね」


　ぞくり、と得体の知れない悪お寒かんに襲おそわれた。


　前髪と眼鏡の奥に、深い深い海の底のように黒い瞳ひとみが隠されていた。吸い込まれ、呼吸を封ふうじられ、弄もてあそばれてしまいそうな視線──それを彼は、以前にもどこかで見た気がする。


「そ、それに……有夏月くんと同じくらい、その……カッコいい……かも……」


　俯うつむき、ブツブツと呟つぶやきながら、回収作業に戻もどる少女。


「あ、ありがとう。ご、ごめんね、手伝わせちゃって……」


　ケースの中身を拾い終えると、少女の口調が急に馴なれ馴なれしくなっていた。


　な……なんだ、こいつ──。


　不可解な瞳の呪じゆ縛ばくから解き放たれた後も、彼の中では警報が鳴り響き続けていた。


　目の前にいる少女と関かかわってはいけない。そんな予感が彼を急せき立てる。


「所長さん、いるかな？　私、お仕事を頼たのんでるんだけど……」


「すみません、所長は今、不在で……夜には帰ってくると思いますけど」


「そっか……連れん絡らくがないってことは、まだ見つけてくれてないのかなぁ」


　少女が顔を上げ、彼の肩かた越ごしに通路の奥を見た。


　視線を追いかけて振ふり向くと、つけっぱなしにしてあったテレビがあった。


『このマーキングブーム、〝コアトルヘッド〟はいつまで、そしてどこまで拡大していくのでしょうか！　我々は今後も流行の最前線を追いかけ──』


　眼鏡の少女が微ほほ笑えんだ。腕うでを持ち上げ、人差し指を彼の胸に突きつける。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　じっと彼の目を見つめたまま、少女の口が饒じよう舌ぜつに語り出す。


「マーキングはつまり象しよう徴ちよう。古くから人は自らの手に負えない大きな存在を象徴化し崇すう拝はいすることで、その力を封ふう印いん、もしくは力の一部を借りることができると信じてきたの。心理的にもマーキングという行こう為いは支配、隠いん蔽ぺい、そして新たな力の出現を意味している……」


　少女の深海のような瞳に射い貫ぬかれ、彼は身動きがとれなかった。


「〝コアトルヘッド〟はメキシコ神話における、明けの明みよう星じよう……復活の神様。そのマーキングの下に隠された力は、いつまでも曝あばかれないほうが幸せなのかもね？」


　くすり、と微笑み、少女が彼から身を遠ざけた。


「所長のきらりさんに、よろしく伝えてください」


　身体からだ半分を出口に向け、少女が囁ささやいた。


「私の〝埋葬式バリアル・メソツド〟は最高の効果を発揮したはず……貴女あなたも最高の仕事で応こたえてくれることを願っています、と」


　言い残し、少女が事務所のドアをくぐって去っていった。


　謎なぞの少女の姿が見えなくなり、ようやく彼は脱だつ力りよくした。不気味な来客の相手をしただけで、ようやく回復しつつあった体力や気力が全すべて持って行かれた気がする。


「なんだったんだ、今のは……」


　毒づきながらリビングに戻ろうとしたところで、また呼び鈴りんがなった。


　どいつもこいつも、ＣＬＯＳＥのプレートが目に入らないのだろうか？


　苛いら立だちをおぼえたものの、仕方なく通路を引き返す。


　ガラスの扉を開けると、一人の少女がビニル袋ぶくろに入ったパンを掲かかげて胸を張っていた。


「優しい萌々様が、購こう買ばいで人気のフルーツカスタードパイを持ってきてきてやったゼッ！　昼休みに学校を抜け出すのにどれだけ苦労したか、語るも涙なみだ、聞くも涙──」


「……」


「ああっ！　閉めんな、こらっ！　居い候そうろうのくせに！　ねえっ、こらっ！　先生、急きゆう患かんです！　工場長ーっ！」


　怪け我がが治るよりも前に、ストレスに殺されるかもしれない──。


　リビングのソファに倒たおれ込みながら、彼は小さな危機感をおぼえていた。








　駅に近い四つ角の交差点は、大勢の通行人で賑にぎわっていた。大きな広こう告こく塔とうが見下ろす信号が色を変えるたびに、人や自動車が雪崩なだれのように移動を開始する。


　広告塔に設置された大型ビジョンに、巨きよ大だいなマークが浮うかび上がった。


〝コアトルヘッド〟──。


　そのマーキングブームは確実に全国に拡がっているようだ。ビジョンに映し出されたのは、流行に便乗して発売されたポップスの宣伝だった。歌詞の内容はありふれたラヴソングだが、テレビなどのメディアを見るかぎり、それなりに売れているようだ。


　広告塔だけではない。


「コアトル・コアトル──」


　すれ違ちがった中学生くらいの女の子が、マークの入ったリングに向かって呟いていた。真しん剣けんな顔でおまじないを唱えた彼女は一体、どんな思いをそのマークに詰つめ込んだのだろう？


　書店にはマーキングブームを特集した雑誌が並んでいた。また電柱にはマークの落書きがされていて、中には願いごとらしき文章を添そえているものもある。


「ダイスケ」


　田央萌々が自分を呼ぶときの名前は、なんとなくカタカナっぽい。


　交差点の前でぼんやりとしていた彼は、顔を上げた。


「今の見た？　ビジョンに映ってたっしょ？　〝恋こいのおまじない　コアトルヘッド〟の宣伝！　最高の曲だから、今度聴きいてみてよ。あたしなんか一日三十回は聴いてるゼッ」


　ピョンピョンと飛び跳はねるという無む駄だな動きをしながら、萌々がビジョンを指さしていた。


　そんなタイトルだったのか……。


　一秒で自分には合わないだろうと予想がついた。


「ただ難点は〝コアトルヘッド〟を甘く見てるってことかな？　このマークは恋どころか何でも解決してくれるんだゼッ！」


　今日の田央萌々は、いつものジャージ姿ではなかった。休日ということもあり、カジュアルなシャツとスカート姿である。──ただしシャツは左右で生き地じとデザインが異なり、スカートは見るからに機能していないベルトがぶら下がっていたりと、豊かな個性が滲にじみ出ていた。


「ふうん……」


　彼はまったく興味のない話題を、そっけなく聞き流す。


　怪我も癒いえてきたとはいえ、完治にはほど遠い。しばらく事務所で安静にしていたかったのだが、結局は萌々によって強ごう引いんに外へ連れ出されてしまった。


　きらりから借りたＴシャツとカーゴパンツは、多少袖そでや裾すそが短いだけで問題なく着ることができた。腕や顔に貼はったガーゼやバンソウコウも、それほど目立ちはしないだろう。


「映画もやってるゼッ。引き裂さかれた悲運の恋こい人びとたちを〝コアトルヘッド〟が再び巡めぐり合わせるラヴ・ロマンス。あたしは三回観みたけど、どうしても観たいなら今から──」


「いや、別に観たくないかな……」


「こっちの道を行くと、あたしが通ってる学校があるの。今はまだ授業中だろうけど、行ってみる？　職員室に飾かざられてるトーテムポールのデザインが気に入らないのよね。あたし色に染めるなら、センセたちが授業に出で払はらってる今しかないゼッ」


「部外者の俺が行ったら迷めい惑わくだろうし、いいよ……」


「それなら、何か食べに行く？　美味おいしいラーメン屋が──」


「腹減ってないし……金も持ってないから」


「じゃあ、どこへ行けば良いいのさっ！」


　ぺしん、と萌々が持っていた紙を地面に叩たたきつけた。映画のチケットだった。


「ずっと事務所にヒキコモリンだとカビちゃうと思って、学校をサボってまで連れ出してあげたのに！　嬉うれしそうな顔くらいするもんだゼッ！」


「カビるかっ！　俺は今日も留守番してるつもりだったんだよ！　それを勝手にお前がひきずってきたんだろ！　人がまだ思うように動けないことを良いことに！」


　通行人の行き交かう歩道の真ん中で、二人が睨にらみ合う。


「そんなに留守番がしたいわけ？　留守番マニア？　留守番と結けつ婚こんすれば？」


「ああ、結婚してやるよ！　留守番大好き！　留守番と俺の仲に文句つけるなよ！」


「できませんー、留守番と結婚なんかできませんー。それに、きらりんからお金もらってるの知ってるてるもんねー。持ってないフリして驕おごってもらうつもりなのが見え見えだゼッ」


「世話になってばかりなんだし、留守番くらいしなきゃ悪いだろ」


　彼は目をそらし、頭を搔かく。


「金だって……事務所に余よ裕ゆうがないことくらい分かるっての。ほいほい使えないだろ」


　加えて言うならば、きらりが萌々にアルバイト代を払はらうところも見ていた。皺しわだらけの紙し幣へいと細かい小銭が混ざったそれが、事務所が支し払はらえる精せい一いつ杯ぱいの金額だと分かった。


「……」


　萌々が無言で、拾いあげたチケットをポケットに入れた。「ツケにしとくゼッ」とアルバイト代を受け取るのを拒きよ否ひしたのは、彼女自身だ。


「まあまあ、立ち話もなんですから。歩きましょうか」


「……ん」


　うながす萌々と頷うなずく彼。二人は肩かたを並べ、人通りの多い歩道を歩き出した。


　五十里野きらりは、今日も朝早くから「用事」と称しようして事務所を出て行った。毎日のように外出しては、夜遅おそくに帰ってくる日々が続いている。


　視線に気づき、顔を上げる。


「……？」


　萌々が、じっと彼の顔を凝ぎよう視ししていた。


　普ふ段だんの彼女とは異なる、完全に外界から隔かく絶ぜつされた目つきだ。これまでに何度となくそんな彼女を見たが、そのたびに彼は漠ばく然ぜんとした寒気を感じていた。


　田央萌々が見ている世界はきっと、彼が見ているそれとはまったく異質なのだろう。


「ダイスケってさ」


　言葉を発した時には、少女の顔つきは普段の明るい表情に戻もどっていた。


「親のどっちか、外国人？」


「いや──」


　彼は少女から目をそらした。


「そんなこと、ないよ」


「でも目の色、ちょっと薄うすいよね。骨格も純じゆん粋すいな日本人よりもちょっと鋭えい角かく的だしだし。マルスみたいに個性的なハンサムさんだゼッ」


「マルス？」


「デッサンに使う石せつ膏こう像の人気者。──ねえ、女の子にモテたっしょ？」


「べ、べつに……」


「隠かくさなくたっていーじゃん。あ、それともアレ？　実はダイスケって逃とう亡ぼう者しや？　街へ出るのを嫌いやがったのも、顔を誰だれかに見られるとマズイとか？　ワケありっぽいゼッ」


「いや、そんなことは──」


　彼の素す顔がおを知っている人間など、ごく少数だ。虫憑つきとしての力を使わないかぎり、多少の外出くらいならば追っ手に見つかることはないだろう。


「どうせこの街には、俺の顔を知ってるヤツなんていないし……」


　顔を上げ、視線だけで街を見回す。


　この街だけではない。


　どこへ行ったとしても、彼の〝素顔〟を知っている人間など一人もいないだろう。


「──その横顔も、キライじゃないゼッ」


　萌々の声と同時に、自分の頰ほおに何かが触ふれた。


「でも、ザンネン。あたしときらりんが、ダイスケのことを知ってますぅー」


　少女がマーカーで、彼の頰に何かを書き込んだ。驚おどろいて避よけるヒマがないほどの早はや業わざだ。


「なっ……？」


「〝Ｄａｉｓｕｋｅ〟。あたしとお揃そろいだね」


「うわっ、これ、油性だろ！　き、消えないぞ！」


「君の名前は薬屋大助。これであたしたち以外にもすぐに分かるゼッ」


　マーカーを持ったまま、グッと親指を立てる萌々。


　彼は消すのを諦あきらめ、嘆たん息そくした。どうせ、ありふれた名前だ。それに特とつ環かんのコードネームでもない、彼の本名を知る者もまたこの街にいるはずもない。


「これじゃ、おかしなカップルみたいだ……」


「カッ……？　そ、そんなつもりじゃない……ゼッ」


　なにげない彼の呟つぶやきを聞いた萌々が、頰を染めて俯うつむいた。


　二人は混雑する歩道を、あてもなく歩いていく。


　どれくらい時間が経たっただろうか。古着屋の前に飾かざられた服を見ながら、萌々が口を開いた。


「きらりんは、さ。優やさしすぎるんだよ」


　彼は黙だまっていた。


「たまに来る依い頼らい者しやにも、怒おこられっぱなしだよ。だって、そうだよね。迷子の猫ねこ探さがしを依頼されても、探し出した猫が野の良ら猫ねこと家族作っちゃってるのを見て逃にがしちゃうんだもん。浮うわ気き調査で浮気現場を押さえても、依頼者にナイショで話し合いをさせて解決しちゃうし。それで浮気をなかったことにして夫婦円満、こっちは何もなかったから依頼料はちょっぴり」


　例を挙げたら、キリがないのだろう。萌々が指折り数えていく。


「不法投とう棄きされたゴミの片付けを依頼されても、ボランティアでよその地区までやって余計な時間をかけた挙げ句、期限切れで依頼料もナシ。イベント会場の設営でも、主しゆ催さい者しやの泣き落としにあっさり引っかかって報ほう酬しゆう半減。エトセトラ、エトセトラ……」


「重じゆう症しようだな……」


「それに時々、どっかに雲くも隠がくれしては、疲つかれたり怪け我がしたりして帰ってくるの。あれ、きっと特別な依頼を請うけてるんだと思う。しかも多分、報酬ナシで」


「特別な依頼？」


　聞き返す彼を見て、萌々がニヤリと笑った。人差し指を口に当て、小声で囁ささやく。


「特別な〝虫〟に関する依頼、お引き受けします──」


「……」


「それが〝便利屋きらり☆〟の秘密の宣伝文句。ダイスケも……そうなんでしょ？」


　萌々と見つめ合ったまま、彼は答えなかった。


「驚かないゼッ。あたし、一人だけ虫憑きと会ったことがあるもんね」


　彼を怖こわがらないということは、出会ったのが悪い虫憑きではなかったからだろう。もし出会ったのが虫憑きとしての彼だったら、萌々は虫憑きを許容できなくなっていたはずだ。


「俺は──」


　虫憑きかと問われ、答えられなかった。警けい戒かいしたからというより、イエスかノーで答えることができなかった。


「虫憑きだった……って言ったほうが良いいのかもしれない」


「だった？」


「もう、力は使えないんだ……使ったらきっと、二度と元に戻れないから」


　発ほつ作さともいうべき暴走の兆候は、日を追うごとに激しくなっていた。きらりには何度か、苦しみ悶もだえる彼の姿を見られている。


　己おのれの中の力を制せい御ぎよできなくなるのも、時間の問題だ。


「今までいた場所は、力がないと役に立たないから……俺はそこに戻るのが嫌で、逃げ出したんだ……他ほかに居場所なんて、どこにもないのに」


　不思議と、すらすらと言葉が口をついて出た。


　自らに課せられた使命や、己の夢──その全すべてから逃げ出し、こうして生き恥はじを晒さらしているのだ。今さら誰だれに情けない姿を見られたところで、気にするはずもない。


　萌々は、じっと彼の横顔を見つめていた。何を考えているのか、どんな世界を見つめているのか、まったく分からない。


　少女が腕うでを伸のばし、指先を彼の胸にあてた。


　ゆっくりと描かいたマークは目に見えないけれど、その形は彼の目にはっきりと映っていた。


〝コアトルヘッド〟。


　全ての願いが叶かなう、神様のおまじない。


「見捨てないゼッ」


　力強く、凜りんとした声で萌々が言った。


　わずかに目を見開く彼を見つめ、少女が微ほほ笑えむ。


「きらりんはどこまでも優しいから、一度助けたダイスケを絶対に見捨てない」


「……」


「あたしは、見捨てるかもしれないけどね」


　萌々が満面の笑えみで、冷たいことを言い放つ。


「あたしは優しくないから。今のアルバイトも、優しいきらりんが依頼者に騙だまされないよう、きっちり依頼料を徴ちよう収しゆうするのが役目だし。きらりんを守るためなら、容よう赦しやしないゼッ」


　彼は苦く笑しようした。


「それってきらりから見たら、本人以上に優しいんじゃないのか？」


「優しくないですぅー。極ごく悪あく非道ですぅー」


「うわ、照れてるし」


「て、照れてないゼッ！　じゃあ、いいよ。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって優しいことにしてあげる」


「なんだよ、それ……」


「ダイスケも優やさしくして欲しかったら、せいぜいあたしに気に入られるんだね。もし気に入ったら、ちょっとくらい──他の人に冷たくするぶん、優しくしてあげるゼッ」


　誰に対しても優しい、五十里野きらり。


　たった一人のために百人を敵に回すことができる、田央萌々。


　違ちがった形の優しさを持つ二人は、良いコンビなのかもしれない。


「でもそんな性格で、きらりはよく便利屋なんてやってるよな」


　再び歩き出しながら、彼は言った。


　素す直なおな感想だった。優しいだけではやっていけない職業だろう。年ねん齢れい的にも事務所を構えるには若すぎる。ありふれた飲食店のアルバイトでもやったほうが、よほど稼かせげそうだ。


　萌々の横顔が、途と端たんに不ふ機き嫌げんになった。


「赤瀬川グループのせいだゼッ」


「……赤瀬川グループ？」


　そんな名前の財団があったことを思い出す。今は亡なき創立者が一代で政財界を牛ぎゆう耳じるほどに勢力を伸ばしたと聞いている。


「あいつらが、きらりんに嫌いやがらせをするの。きらりんが学校に行けないのも、普ふ通つうの仕事に就つけないのも全部、ヤツらが妨ぼう害がいするからだゼッ」


「なんで、そんなことに……」


「それ以上は、聞いても詳くわしく教えてくれないの。今のグループの会長と昔、なんかあったらしいけど……きらりんは何をされても全然抵てい抗こうしないし、そんなのおかしいゼッ」


　萌々が前を歩く通行人の背中に向かって、右、左と拳こぶしを繰くり出す。


「……」


　人にはそれぞれの過去があり、現在がある。


　きらりもまた、今の彼女に至るまでのストーリーがあったのだろう。それは今の彼には口出しできるものではないし、力になれるとも思えなかった。


「あっ──」


　ふいに、萌々が表情を変えた。


「ごめん、ちょっと待っててくれる？」


　知り合いでも見つけたのか、前方に向かって走り出す。


　萌々が向かったのは、歩道の先にあるＣＤショップだった。自動ドアをくぐり、店内にいた一人の少女へ声をかけているのが見えた。


　萌々に引けを取らず個性的な服装──ツノのついた帽ぼう子しをかぶった、小こ柄がらな女の子だ。萌々と同じようなマーカーケースを腰こしにさげている。


　遠目にはよく見えないが、声をかけた萌々に対し、ツノの少女は不快感を露あらわにしていた。つられたように萌々も怒おこった顔をしている。だがやがてツノの少女が萌々を振ふり切るようにして、ショップを飛び出した。セピア色の髪かみを揺ゆらし、こちらへと駆かけてくる。


　少女と目が合った。


　一いつ瞬しゆん、言いようのない嫌な感覚がした。はじめて会った相手なのは間違いない。それなのになぜか、百年来の敵を見つけたような嫌けん悪おが胸にこみ上げる。


　少女のほうも、彼を見て嫌悪感を剝むき出しにした。ジロジロと見ているのが気に入らなかったのか、顔をしかめている。


　彼とツノの少女。


　理由の分からない、奇き妙みような敵対感を抱いだいた二人がすれ違う──。


「萌々……？」


　ツノの少女から顔をそむけ、ショップで立ち尽つくしている萌々のもとへ駆けつける。


「どうしたんだよ？」


　声をかけ、思わず息を呑のむ。


「別に──なんでも──」


　俯うつむいた萌々の目め尻じりに、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいた。


「今のヤツに……何かされたのか？」


　じわり、とどす黒い怒ど気きがこみ上げた。明るい少女の涙を見ただけだというのに、先ほどすれ違った少女に対する憎ぞう悪おが膨ふくらんでいく。


「そんな顔しないで」


　萌々が顔を上げ、彼を見た。潤うるんだ瞳ひとみに映った自分の顔を見て、ハッとする。


「だいじょうぶ……ちょっと、友達とケンカしてるだけだから……」


　何もできずに佇たたずむ彼の前で、萌々が唇くちびるを嚙かんでいた。








1.03　The others




　駅近くの喫きつ茶さ店てん内で、きらりは受け取った茶ちや封ぶう筒とうの中身を確かく認にんした。


　数枚の紙し幣へいを確認し、代わりに領収書を渡わたして頭を下げる。


「ご利用、ありがとうございました」


　テーブルの向かい側に座った男が、「いやいや、助かったよ」と笑った。くたびれたスーツと白しら髪が交じりの頭が、中間管理職の公務員という肩かた書がきに似つかわしい。


「どこぞのお偉えらいさんの講演会か知らんが、急に会場の変へん更こうを頼たのまれてもねぇ。設営やら備品の確保やらで人手を確保するだけでも大変だ。便利屋さんに手伝ってもらわなきゃ、開かい催さい日びに間に合わないところだったよ。本当にもう、上は勝手に命令するだけで──」


　ホットコーヒーを飲みながら、中年男が愚ぐ痴ちをこぼす。「恐おそれ入ります」と頭を下げるきらりの前に置かれたコップには、氷の入った水が注がれていた。


「ホント、報むくわれない仕事だよ。上からも下からも、突つっつかれて……」


　総務課の係長を務める眼前の男性からは、これまでにも何度か依い頼らいを請うけ負っていた。役所からの仕事は報ほう酬しゆうこそ少ないものの、支し払はらいが確実なためにとても助かっている。


　ただし決まって、長続きしないことも分かっていた。


「それでねぇ。言いにくいんだけど……今度、頼むはずだった地元商店街のイベントの手伝いなんだけど、あれ、キャンセルできないかな？」


　だから男性がそう切り出した時も、驚おどろかなかった。


「……かしこまりました。また必要になりましたら、ご利用ください」


　きらりは理由も訊きかずに、素す直なおに頭を下げる。男性が身を乗り出し、小声で囁ささやいた。


「便利屋さん。あんた、赤瀬川グループに何かしたの？」


「……」


「ここだけの話、圧力受けちゃってねぇ。いきなりあんな大だい企き業ぎようからプレッシャー受けちゃって、うちの上司も震ふるえてるわけよ。心当たり、ある？」


「いえ……ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありません」


　きらりはまた、頭を下げた。


　心当たりなら、あった。だが過去の出来事であることに加え、愚痴ったところで彼に迷惑をかけるだけである。


「まあ、ほとぼりが冷めたら、またこっそりお願いするからさ」


　そう言って人の好よい笑えみを浮かべる男性は、なるほど出世に向いていないように見えた。


　善意につけこむようで気が咎とがめたが、きらりは質問を投げかける。


「ちょっと、お聞きしてよろしいですか？」


「うん？」


「先日に起きた、変電所跡あとの爆ばく発はつ事故のことなのですが……あの件は公的には今、どういう扱あつかいを受けているんでしょうか？」


「ああ、あれ……どうして、そんなことを？」


「私事で申し訳ないのですが、別件でちょっと……もちろん、ご迷惑なようでしたらこれ以上はお聞きしません」


「うーん。あれねぇ、そういや防災方面の連中が、こぼしてたっけかな。被ひ害がい者しやが出たわけでもないのに、警察や胡う散さん臭くさい輩やからが資料を強ごう引いんに掘ほり起こして持っていっちまったとか──」


　口が軽い公務員は、曖あい昧まいながらもいくつかの情報を提供してくれた。


　一通り聞き終えたところで、きらりは礼を言って席を立った。


「ああ、あれあれ。おまじないだか何だか知らないけど、落書きが増えて困ってるんだ。その処理も、お願いしようとしてたんだけど……」


　立ち去ろうとした彼女の背後で、男性が言った。窓の外を眺ながめる男の視線の先には、電柱にマーカーで奇妙な記号を落書きしている少女たちの姿があった。


　斜ななめ下を向いた矢印と、それに交差させた二本の線。


　そのマークはなんでも叶かなう、神様のおまじない。


「〝コアトルヘッド〟です」


　微び笑しようし、きらりは言った。


「お子さんがいるのでしたら、きっと知っていると思いますよ」


「訊いてみるか……ひさしぶりの親子の会話ってやつの、話題くらいにはなるかな」


　頰ほお杖づえをついた男性の表情に、少し嬉うれしげな笑みが浮かんだ。


　今夜あたり、彼の言う親子の会話というものが交かわされ──そして、子供は明日、そのことを友人に話すのだろう。


　そうして、拡がっていくのだ。


　どこまでも、どこまでも、このマーキングブームは拡大していく──。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　店を出て、電柱に向かって唱える少女らの横を通りすぎる。茶封筒を持ったまま、道路の向かいにあるコンビニエンスストアに向かおうとした。


　だが思いとどまり、立ち止まる。


　たまっている公共料金を支払ってしまえば、もらったばかりの報酬など吹ふき飛んでしまうだろう。少々、支払いが遅おくれてしまうが、別の使い道に費ついやすことを思いついた。──別件で素行調査の依頼も受けていたために、公共料金の支払いはそちらで補うことにする。


　今日くらいは少し贅ぜい沢たくをして、栄養のつく食べ物を買って帰ろう。怪け我が人にんの薬屋大助のためでもあり、仕事を終えたばかりですっかり空腹の自分に対するささやかなご褒ほう美びでもあった。


　夜の帳とばりがおち、ネオンが瞬またたき始めた街の中を歩いていると、携けい帯たい電話が鳴った。


「はい、〝便利屋きらり☆〟です」


　液えき晶しよう画面に非通知を表示された相手は、知人からのものだった。


「宗むな方かたさん……どうも、ご無ぶ沙さ汰たしています」


　宗方槐かい路じ。虫憑つきを中心としたレジスタンス〝むしばね〟のパトロンをしている人物だ。企き業ぎよう家かとして、世間では知る人ぞ知る男である。


「はい、はい。間ま違ちがいないです……オールバックの男の子ですよね。たしかに私が紹しよう介かいしました。ええ……そうですか。がんばってくださいとお伝えください。──南風森愛恋さんのことは、何か分かっ──そう、ですか……いえ、ありがとうございます。え？　スノウ・フライさんが？　いえ、挨あい拶さつだなんて……私は、そんな大したものじゃ──」


〝虫〟と、虫憑き。


　きらりがそれら特別な存在と関かかわるようになったのは、ずっと昔のことのように思えた。


　昔とはいっても、実際はほんの数年前にすぎない。


　だがその少ない年月で、きらりは数多くの虫憑きと出会ってきた。今では彼ら虫憑きと関わりすぎたせいで、あらゆるコミュニティとの人脈ができてしまっている。


　全すべては中学生の頃ころ、一人の虫憑きと出会ったことで始まったのだ。


「すみません、〝むしばね〟も今は大変な時期なのに。はい、はい……宗方さん、身体からだの調子は……そう、ですか」


　エンジン音に気づき、携帯電話を耳に当てたまま、道路を見やる。


　異様に長い車体をした、真っ白なリムジンがきらりの横に停車した。車から降りた黒服の男が、きらりの腕うでを摑つかむ。


「お大事にしてください。はい、それでは──」


　きらりは動じず、会話をしていた相手に別れを告げ、通話を終えた。


「お送りします。どうぞ」


　有無を言わさず、きらりは車内へ放ほうり込まれた。


　バタンと音を立ててドアが閉じられると同時に、リムジンが発車する。


　拉ら致ちまがいの手段で連れ込まれた車内は、自動車の中とは思えないほどに広かった。車体の左右に長い座席が伸のび、中央にはテーブルが置かれている。防音ガラスを隔へだてた前方には運転手と、きらりをリムジンを乗せた男の姿があった。


　きらりは車内に立ち込めるアルコールの匂においに、顔を歪ゆがめた。


「やはっ。ひさしぶりぃ、きらり」


　防音ガラスの向こうを除けば、車内にいたのはきらりと同世代の少女が一人だけだった。


　パーティドレスを着ているのはそのまま、パーティの帰り道だからなのかもしれない。長い髪かみを彩いろどる大きな髪かみ飾かざりと、上気した頰ほおの色が同じだった。とろんとした目つきで椅い子すにもたれた足元には、アルファベットの〝Ｊ〟の文字を逆さにしたようなステッキが置かれている。


　テーブルにあるボトル。そして少女が手にしているグラスに満たされているのは、高価そうな赤ワインだった。──未成年の飲酒は違い法ほうだが、警察が少女を逮たい捕ほできるとも思えない。
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　床ゆかに落ちていたワインオープナーを蹴けり飛ばしながら、けらけらと少女が笑った。


「あいかわらず、貧びん乏ぼうしてるぅ？」


　赤瀬川七なな那な。


　数々の企き業ぎようを傘さん下かに置いている財団、赤瀬川グループの会長を務めている少女である。


「……」


　運転席側に座る七那に対し、きらりは反対側の後部寄りのシートに座った。


　広いリムジンの中、対角線上に座る二人。──その距きよ離りは、かつて親友だった二人の変わり果てた関係を如によ実じつに表していた。


「元気そうね、七那」


　上品な衣い装しようで着飾った七那に向かって、安物の服で身を包んだきらりが笑いかける。


「絶好調バリバリ、景気が良すぎて困っちゃうわ」


「そう」


「そっちはいつにも増して、景気悪そうな顔ね。仕事でキャンセルでも入っちゃったの？」


「……」


「やははっ。なに、そのヘンな顔。笑ってんの？　泣いてんの？」


　複雑な表情をしたきらりを見て、手を叩たたいて楽しげに笑う七那。


「ま、アタシが邪じや魔ましたんだけどね」


「……」


「これでも、アタシなりにルールは守ってんのよ？　直接、怪我をさせたりはしないし、生きていけないほどに仕事の妨ぼう害がいはしない。きらりのこと、大事に思ってるからよ？　親友だもんね、アタシたち」


　そう、親友だ。


　きらりが中学校の卒業証書すら受け取れず、高校に入学することもできず、どんな職業にも就つけず、無む認にん可かの便利屋をせざるを得なかったのが、七那による妨害のせいでも。


　あらゆる未来を奪うばわれたのが、七那という存在のせいでも。


「うん、そうね」


　きらりは微び笑しようした。


　七那とは今でも、親友と思っている。──たとえ七那が口にする〝親友〟という言葉が、もはや偽いつわりにすぎないと分かっていても。


「やはははっ」


　ひとしきり手足をばたつかせて笑った後、涙なみだの滲にじんだ目で七那がきらりを見た。


「バッカじゃないの？」


「……」


「〝優やさしい魔ま法ほう使つかい〟さんの居場所さえ教えてくれれば、今でも親友でいてあげたのに」


　昔、きらりがまだ中学生だった頃──。


　一人の虫憑きがいた。


　きらりよりも年上で、他人と五感や精神を交こう換かんする能力を持つ虫憑きだった。


　その虫憑つきは自らの能力を、まったくの赤の他人を助けるためだけに使い続けていた。いつだって誰だれかしらの痛みを引き受けていたせいで、会うたびに全身が怪け我がだらけだった。もちろん無む償しようで、傷を引き受けてもらった側の人間はそのことに気づきもしない。


　本人は、それが自分にできる唯ゆい一いつのことだと言っていた。


　他ほかには何もできない。


　そう気づかせてくれたのが、赤瀬川七那という少女だと言っていた。


　だからその虫憑きは七那を陰かげながら助けていたし、七那もまたその虫憑きを〝優しい魔法使い〟と呼んで慕したっていた。


「……」


　その虫憑きを慕っていたのは、七那だけではなかった。


　きらりもまた、〝優しい魔法使い〟を尊敬していた。


　共感していた、と言ったほうが正しいかもしれない。あらゆる点で──口下手で、生き方が上手うまくないところまで、自分とその虫憑きはそっくりだった。


　その虫憑きは、きらりに様々なことを教えてくれた。


　教わったものの中でも格かく闘とう術や、アンダーグラウンドな知識──たとえば解かい錠じよう術じゆつやハッキング技術などは、何でも屋をしている今でも役立っている。


　それだけではない。虫憑きと戦う方法や、精神攻こう撃げきに対する抵てい抗こう法ほうなどは、これまで何度もきらりを窮きゆう地ちから救ってくれている。


「ねえ、もうそろそろギブアップじゃない？　顔色、悪いもんね？　ちゃんとしたもの、食べてないんじゃないの？」


〝優しい魔法使い〟はその呼び名通り、とても優しく、強い虫憑きだった。


　見知らぬ他人のために、そして恩人である七那のために身を捧ささげていた。


　だが、たった一度だけ──過あやまちを犯おかした。


　その悲運の結末を、きらりは知っている。


〝優しい魔法使い〟自身も、己おのれの運命を悟さとっていたのかもしれない。だからこそ、きらりに自分の全すべてを教え込んだのだ。


　ある日、忽こつ然ぜんと姿を消した〝優しい魔法使い〟──。


「……」


　その理由を知っているきらりは、しかし決して七那にそのことを語らない。


　七那はそのことに怒おこった。


　裏切られた友情は、憎ぞう悪おへと変わった。


　そして、きらりは──親友と自らの未来を、同時に失ったのだ。


「アンタがこっそり虫憑きのことを助けてること……知らないとでも思う？」


　七那が顔つきを変えた。頑かたくなに口を閉ざすきらりに対し、攻せめ方を変えるつもりらしい。


「……」


　両親を知らないきらりが生活していた施し設せつも、援えん助じよ団体からの支援を妨害されて閉へい鎖さした。


　全てを失って途と方ほうに暮れたきらりを助けたのは、〝優やさしい魔法使い〟から教わった違い法ほうの手段の数々だった。窃せつ盗とうをすることで生き延びては、偶ぐう然ぜんにも虫憑きと出会い、成り行きで彼らを助けたりしていた。


　だが特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局に見つかり──土師圭吾という人物と出会った。


　薄うす笑わらいを浮うかべた青年はきらりを見て、何かを企たくらんだようだった。多くを語らず、きらりに生活基き盤ばんを与あたえてくれた。どういう手段を用いたのか、七那でさえそれを妨害することはできなかったようだ。当時の七那が悔くやしげだったのを憶おぼえている。


　以来、きらりは便利屋として日々の糧かてを得うる一方で、助けを求める虫憑きを見つけてはサポートをしている。今では幅はば広ひろい人脈ネットワークに加え、噂うわさを聞いた虫憑きがきらりを頼たよってくることもあるくらいだ。


　あるいは──〝優しい魔法使い〟と出会いさえしなければ、今でも普ふ通つうの少女として生きていられたのかもしれない。


　虫憑きこそ、きらりの未来を奪うばった諸悪の根源ともいえる。


　それなのに虫憑きを助け続けているのは──。


　どうしようもない、たった一つの理由によるからなのだろう。


「どうせ今も、虫憑きのことで困ってるんじゃない？」


　かつての親友が、意地の悪い笑えみとともに言った。


「変電所跡あとで起きた事故のことを、気にしてるらしいじゃない？　もしかしたら、それも虫憑きが関係してる、とか──」


　ギクリ、ときらりの心臓が跳はねた。


　迂う闊かつにも、表情に出てしまったようだ。ニヤリと七那が笑む。


「やはっ。やっぱりね。〝優しい魔法使い〟さんの居場所を言えば、助けてあげるわよ？」


　きらりの脳のう裏りに、この街で生まれたある虫憑きのことがよぎった。


　これまでで出会った中でも、比べものにならないほどの問題を抱かかえた虫憑き。


　それは、そう──生まれてはいけない虫憑きだった。


　そのような存在と出会ってしまった自分の運命を、今回ばかりは恨うらんだ。


　自分ごときでは対処のしようがない、どうしようもない出来事だった。だが──。


「……」


「何が、おかしいの？」


　きらりが浮かべた微び笑しようを見て、七那が顔を歪ゆがめた。


　もう、全ては終わった後だ。


　生まれてはいけない運命を背負ったその虫憑きは、もういない。


　何なん人びとたりとも、その墓標を曝あばくことはできない。


　この世から消えることで、その虫憑きは救われたといって良い──。


「バカみたい。赤の他人、それも虫憑きを助けるなんて……アンタなんて、そのうち虫憑きに殺されて死んじゃうのよ」


　憎にく々にくしげに罵ののしる七那。


　確かに、その通りだ。


　虫憑きを助けたところで、自分には何の得もない。だから言葉に出して、肯こう定ていする。


「うん、バカだよね」


「そうよ、バカよ。バーカ、バーカ。やははっ。バカきらり！」


　酔よっぱらった勢いのまま、七那が手足を振ふり回して笑い声を上げる。


「私はバカすぎて、バカなフリもできないよ。……七那と違ちがって」


　はしゃいでいた七那の動きが、ピタリと止まった。──まだ若い七那が野望渦うず巻まく経済界で生き抜ぬくためには、一ひと筋すじ縄なわではいかないことくらいは知っている。


　何も得るものがないと分かっていても。


　我ながら馬ば鹿かだと分かっていても。


　きらりが虫憑つきを助け続けているのは、きっと──眼前にいる親友と同じ理由なのだろう。


　それは自分では、どうしようもない理由。


　ごく単純な、たった一つの感情によるものにすぎなかった。


「ねえ、七那」


　きらりは微笑とともに、問いかける。


「虫憑きのこと、嫌きらい？」


　七那が──あらゆる妨ぼう害がいを画策しながらも、虫憑きに関かかわることだけは決して邪じや魔まをしたことがない少女が、振り向いた。笑いすぎたせいか、その目め尻じりには大おお粒つぶの涙なみだを浮かべていた。


　きらりと同じ──虫憑きが大好きになってしまった少女が、掠かすれた声で言った。


「──大だい嫌きらいよ、虫憑きなんて」


　リムジンが停車したのは、きらりの事務所に近い道どう路ろ脇わきだった。


　きらりが降りるとすぐにリムジンは走り去っていった。


「……」


　真っ白な車を見送りながらも、きらりはある危き惧ぐを抱いだいていた。


　七那の前では強がってみたものの、悪い予感は消えなかった。


　総務課の係長から聞いた話では、変電所跡の爆ばく発はつ事故を調べている者がいるのは明白だ。


「〝変電所跡の虫憑き〟を見つけ出そうとしている人がいる……」


　ポツリと呟つぶやき、道路から見える街並みを眺ながめる。


　輝かがやくネオンに混じり、あちらこちらに蛍けい光こう色で描かかれたマークが浮うかび上がっていた。


　なんでも叶かなうおまじない、〝コアトルヘッド〟──。


　きらりが警けい戒かいしているのは、昨日今日に始まったわけではない。変電所跡での事件があってから今日まで、一日たりとも注意を怠おこたったことはなかった。


　その上で、きらりは確信していた。


「それも、複数……少なくとも二つ以上の勢力が、今もこの街に潜ひそんでる──」


　姿の見えない捜そう索さく者しやたちの存在を、きらりは確かに感じ取っていた。


　そのどちらもが、恐おそろしく慎しん重ちようで狡こう猾かつな者たちなのだろう。


「もういない虫憑きのことを捜さがして、どうしようというの……」


　この街で生まれてしまった虫憑きは、もういない。


　それでも封ふう印いんされた墓を曝あばこうとする者がいるのならば──きらりは、隠かくし通してみせる。


　そう、永遠に。


　何人たりとも、その墓標に触ふれさせはしない──。


「……？」


　事務所へと帰ってきたきらりは、首を傾かしげた。


　夜空の下もと、きらりを待ち構えるように、一つの人ひと影かげが佇たたずんでいた。


　事務所のあるビルの下で、きらりを待つ。


　その行こう為いの意味することを、彼女は知っている。


「ご依い頼らいですか？」


　ニコリと微ほほ笑えみ、五十里野きらりはその人物を受け入れた。




2.00　獣けものと萌々　Part. 2




　立ち入りが禁止されたその区画は、重苦しい静せい寂じやくに包まれていた。


　せめてもの救いは、夜空に丸い月が浮かんでいることだった。唯ゆい一いつの光源である月明かりがなければ、すぐに硬かたい鉄柱に激げき突とつしてしまうだろう。


　鉄てつ塔とうの森──。


　そんな比ひ喩ゆが、頭に浮かんだ。


　アスファルトで固められた広い敷しき地ち内は、錆さびついた鉄製の柱が整然と並んでいた。


　鉄塔から鉄塔へ張り巡めぐらされたケーブルは、まるで蜘蛛くもの巣のようだ。網あみ目めのようなそれらの下でもがく彼は、さしずめ捕とらえられた虫けらと言えるかもしれない。


「はあっ……はあっ……」


　街外れの変電所跡あとは、空気までも停てい滞たいしているかのようだった。


　鉄柱に隠れて荒あらい息をつく彼は、ひさかたぶりの来客だったのかもしれない。鉄の匂においしかしない敷地には、人が活動していた名残なごりすら感じられなかった。


『無理をしないで、ダイスケさん。まだ傷が完治していないのに……』


　彼が着たジャージのポケットから、きらりの声が響ひびいた。無線機を取り出し、口にあてる。


「俺よりも先に萌々が突つっ込んだんだ……萌々？　応答してくれ」


　大声を出すと、標的に気づかれる恐れがあった。彼は小声で繰くり返す。


「萌々！」


『無事でいてくれることを願うしか……ダイスケさんは、自分のことだけを考えて動いて』


　彼は顔を歪ゆがめた。一いつ般ぱん人じんに心配されるほど弱くなった自分自身が、むしょうに悔くやしかった。


「この俺が、あんな雑魚ざこに手こずるなんて……」


　彼がいる場所は、屋外型の変電所跡の一区画だった。フェンスの向こうから延びた太い送電線を無数の鉄塔に振ふり分け、ここからさらに街中へと配電されていたのだろう。


　遠方に見える古ふる臭くさい建物は、配電盤ばんの収容施し設せつだ。閉じられたドアの下に生えた草の影かげが、月明かりによって地面に伸びている。


　この変電所は、現在は使用されていないらしい。きらりと萌々に聞いた話では、数年前に駅近くの地下式変電所が完成し、送電設備としての働きをそちらへ譲ゆずっているという。


「気配がしない……どこに隠れやがった」


　足音を殺しながら、となりの鉄塔へ移動する。さらに次々と鉄塔を渡わたり歩いていく。


「いったい、どこにいる……？」


　敷地は広いが、鉄塔の森そのものは限られた空間でしかない。


　動く影があれば、気づかないはずはない──その考えに及および、彼はハッと顔を上げた。


「──上か！」


　気づくのが少しでも遅おくれたら、攻こう撃げきを避よけられなかったかもしれない。


　鉄塔を猛もうスピードで駆かけ下りた影が、彼に向かって飛びついた。


「……！」


　寸前でかわした彼を、地面に降り立ったそれが振り返る。


　闇やみ夜よに光る二つの眼めが彼を睨にらみつけたのは、一いつ瞬しゆんだった。すぐに彼に背を向け、素す早ばやい動きで走り去っていく。


「逃にがすか！」


　次も奇き襲しゆうを回かい避ひできるという保証はない。見失わないよう、彼は全速力で追いかける。


　だが鉄塔と送電線で囲まれたフィールドは、明らかに相手に有利だった。大おお怪け我がが完治していない彼に対し、敵のフットワークは異様に軽い。両者の距きよ離りが、広がっていく。


「ぐっ！」


　鉄塔に肩かたをぶつけ、地面に倒たおれ込む。だがすぐに立ち上がり、再び追走する。


「くそっ……！」


　追いつけない──。


　鉄塔に囲まれた区画の出口に近づき、諦あきらめかけた時だった。


「──ロック・オン！」


　最後の鉄塔を横切る人影があった。


「アタック！」


　彼が追いかけていた標的に、真横から何者かが飛びついた。


　田央萌々だ。


　区画の外で、待ち構えていたらしい。萌々と標的の影が重なり、勢い余って地面の上を勢いよく転がっていく。


「萌々！」


　彼は顔色を変え、鉄塔の森から飛び出した。


　直後、目を見開く。


「なっ……」


　地面が──なかった。


　排はい水すい溝こうと配電盤があるだけの平地に、ぽっかりと大穴が空いていたのだ。


「うわっ……うわあああ！」


　地面がないとはいえ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきというわけではなかった。急に立ち止まることのできなかった彼は、ボウルのような盆ぼん地ちになった坂をゴロゴロと転がっていく。


「きゃん！」


　衝しよう撃げきと、子犬のような鳴き声。


「うぅ……」


　目が回ってふらつく頭を抱かかえながら、目を開く。


　すると二対ついの眼が、彼をじっと見上げていた。


「にひっ」


　頰ほおに〝ｍｏｍｏ〟の文字を描かいた少女、田央萌々がニンマリと笑った。


「依い頼らい達成だゼッ！」


　萌々と並んで彼を見つめていた眼の正体は、先ほどまで追いかけていた強敵──。


　栗くり毛げのフェレットだった。


「痛いてっ」


　小さくてもれっきとした肉食獣じゆうであるフェレットが、彼の鼻先をひっかいた。なぜか自分を捕とらえた萌々ではなく、彼に向かって牙きばを剝むき出しにしている。


「ダイスケのこと怖こわがってるね。きっと天敵と思ってるんだゼッ」


　萌々が笑いながら、フェレットの身体からだを左右に揺ゆらす。後ろ脚あしをぶらりと揺らしながら、夜行性の獣けものの眼が光の軌き跡せきを描いた。


　──近きん隣りん住民に迷めい惑わくをかけているフェレットを駆く除じよすること。


　それが先日、〝便利屋きらり☆〟に舞まい込んだ依頼の内容だった。


　ペットとして飼っていたものを、飼い主が捨てたのだろう。野良になったフェレットは住宅に忍しのび込んでは、鳥とり籠かごの鳥を食べてしまったり、キッチンを荒あらしたりしていたようだ。


「うるさいな……昔から、動物とは相あい性しよう悪いんだ」


「……」


「痛っ！　だからそいつ、こっちに向けるなって！」


「ダイスケのほうから離はなれてくれないと、動きようがない……ゼッ」


　萌々がフェレットで表情を隠かくしながら、彼を上うわ目め遣づかいで見つめる。


　その時になってようやく彼は、盆地の底で自分が萌々を押し倒していることに気づいた。


　目が回っていたために、上下の感覚が麻ま痺ひしていたらしい。彼は慌あわてて横へ移動する。


「ご、ごめん」


「どっちが獣か分からないゼッ」


　もう一匹ぴきの獣、フェレットはなぜか萌々に対しては怯おびえていないようだ。一人と一匹分の冷たい視線が、彼を突つき刺さす。


　彼は頭を搔かきながら立ち上がろうとして、鈍どん痛つうに顔を歪ゆがめた。


「うっ」


　盆地を転がった時に、脚を挫くじいてしまったようだ。


「しかも、鈍どんくさい……ゼッ」


　思いの外、身体がなまっていたようだ。情けなさと恥はずかしさで顔が上気した。


「こんな場所があるなんて、普ふ通つうは思わないだろ。なんなんだよ、ここ……！」


「ダイスケは街の外から来たんだっけ。じゃあ、知らないか。ニュースにもなったんだけど」


「ニュース？」


「爆ばく発はつ事故があったんだよ、ここで。原因不明、ナゾの事故現場だゼッ」


　眉まゆをひそめ、彼は盆地を見み渡わたした。


　こそぎ取られた地面の広さは、サッカーのグラウンドほどもある。


　傾けい斜しやになった表面は土か砂じや利りになっているかと思いきや、違ちがった。とほうもない高温によって溶とけたように、アスファルトでコーティングされている。


　本当に爆発があったとしたら、かなり大規模だったのだろう。変電所内の漏ろう電でん事故だとして、果たしてこれほどの被ひ害がいが出るものなのだろうか？


「ちょっと前のことだよ。もう使ってない場所だから、このまま迷宮入りって感じ？」


「ふうん……でも俺がこっちにフェレットを追い込むって、よく分かったよな？」


　萌々がニヤリと笑った。フェレットを抱えたまま立ち上がり、坂を登っていく。


「いざ行かん。汝なんじの求める答えが、姿を現すであろうー」


「なんだよ、それ……」


　挫いた脚をひきずりながら、やっとの思いで盆地の縁ふちに辿たどり着く。


「──」


　彼は目の前に現れた光景に、言葉を失った。


　盆地の周囲は、広い平地になっていた。雑草が生えたアスファルトのそこかしこが、隕いん石せきでも降ってきたかのように破は壊かいされている。


　だが目を引いたのは、二人がいる盆地の正面、綺き麗れいなまま残された地面の上だった。


　そこに大きなマークが描かれていた。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　萌々の呪じゆ文もんが、夜の静せい寂じやくに響ひびき渡わたった。


　白いペンキで描かかれたそれの名前を、彼はもう何度も耳にしている。


〝コアトルヘッド〟──。


　全すべてを叶かなえる、神様のマーキング。


「ダイスケもきっと、このマークのもとへ来ると思ってたゼッ」


　呆ぼう然ぜんとする彼の横で、萌々が最高の笑え顔がおを浮うかべた。


　白いマークが月明かりを反射し、キラキラと輝かがやいている。


「爆発事故があったのが、ちょうど〝コアトルヘッド〟が流行はやり始めた頃ころ……もしかしたら、このマークがブームが始まるきっかけだったのかもね」


「……」


「そう思った地元の人たちは、このマークのことを〝コアトルヘッド〟とは別の名前で呼んでるの。熱い衝しよう撃げきと同時に生まれた、最初のマーキング──」


　萌々が目を細めた。その横顔は大切なものを見つめるような──しかし、どこか淋さびしげな表情だった。


「〝コアトル・ホット〟」


　変電所跡あとに現れた、白いマーク。


　今や全国に広がりつつあるマーキングブームの、文字通りの火付け役。


　たかがペンキで描いた線にすぎないのに、眼前にあるそれは──あまりにも堂々とした姿で、存在感を誇こ示じしていた。


　立ち尽つくす彼を、萌々が振ふり向いた。


「もう動かないほうがいいゼッ。すぐにきらりんが、応急処置してくれるはずだから……」


　彼は頷うなずき、疲つかれ切った身体からだを本能のままに地面に投げ出した。


　大の字に寝ねころんだ彼を見て、萌々が笑んだ。フェレットを胸に抱だきかかえ、すぐとなりに横になる。


「ちょっとは信じても良いい気分かな……〝コアトルヘッド〟」


「ちょっとじゃダメだゼッ。がっつり信じるべし！」


　マーキングブームの、最初の一つ。


〝コアトル・ホット〟の上に寝そべり、二人は夜空を見上げる。


　まだフェレットを追いかけていると思っているのか、きらりはすぐにやって来なかった。


　無線機の存在を忘れたわけではないが、それを使う気にはなれなかった。


「……」


　時間がゆっくりと流れている気がした。


　今、こうしている間にも、いつ自分の中の力が暴れ出すとも分からない。


　いずれ訪おとずれる苦痛は、想像しただけでも恐おそろしかった。


　だが痛みも辛つらさも忘れ去ることができそうな、今なら──〝虫〟に身を捧ささげ、自分は消えてしまっても良いかもしれないと思った。


　そう、このまま心地よい眠ねむりに身を委ゆだねてしまえば、楽になれそうな──。


「ダメだゼッ」


　萌々が星空を見上げたまま、ポツリと言った。


「寝ちゃダメ。手当てして……自分の脚あしで帰るんだから」


　自分の脚で、帰る。


　少女の呟つぶやいた言葉は、今の彼にはとてつもなく困難なことのように聞こえた。


　胸が締しめつけられ、唇くちびるを嚙かみしめる。


「疲れた……」


　それは隠かくしようのない、本音だった。


「甘えちゃダメだゼッ」


　彼の心中を知ってか知らずか、萌々が気楽な口調で言った。


「もう、いいだろ……」


「まだまだ、いけるっしょ」


「無理だよ……」


「そんなこと言わないでってば」


「自分に言い聞かせてただけなんだ……ただ強がって、まだ生きていけるって……」


「知ってるよ。見たまんまじゃん」


　萌々が伸のばした手が──彼の頰ほおを伝う温かい感かん触しよくを拭ぬぐった。


「これ以上、俺に何をしろっていうんだ……」


「だから、帰るんだってば」


「そんな時間も、力も、今の俺には……」


「しょうがないなぁ。手のかかるヤツだゼッ」


　萌々が顔を傾かたむけ、彼を見た。


「それじゃあ、あたしが連れて帰ってあげる」


「……」


「その代わり……あたしの秘密を、ダイスケに持って帰ってもらうゼッ」


「……秘密？」


「あたし、この爆ばく発はつ事故の原因を知ってる」


　萌々が再び夜空を見上げた。前まえ脚あしで鼻をこすっているフェレットを撫なでる。


「ここで消えちゃったんだ……この場所で、一人の虫憑つきがいなくなっちゃったの。身体中に綺麗な模様を浮かべた虫憑き」


「……」


「すごく恐こわがりで、弱っちくて……虫憑きなんて向いてない普ふ通つうのコだった。でもいなくなっちゃった……トランクケースを持った女の人にやっつけられちゃったの。その虫憑きは──生まれちゃいけない虫憑きだったんだって」


「……」


「ここの穴と、このマーク……〝コアトル・ホット〟は、その虫憑きのお墓なの」


　萌々の声は静かで、淡たん々たんとしていた。


「きらりんにも言ってないんだから、秘密だゼッ？」


　彼はしばし、黙だまっていた。


　虫憑きとしての力も使えず、疲れ切った今の彼は──皮肉なほどに、適任者に思えた。


　萌々の秘密を、誰だれにも知られずに死に場所へ持って帰ってみせる。


「分かった」


　何も出来ない彼には、秘密を誰かに喋しやべることすら出来ないだろう。


「誰にも言わない。その墓を……俺も守るよ」


「約束だゼッ」


　月明かりで輝かがやく白いマーク。


〝コアトル・ホット〟の上に寝そべった二人が、そっと小指を絡からめ合った。








2.01　萌々とラウ




　ヴィジュアルデザイン科の教室は、普ふ通つう科かのそれとは一味違ちがっていた。


　黒板はなぜか花で飾かざられ、後方の壁かべはスケッチブックの切れ端はしや授業で作った制作物の博覧会場になっている。各自のロッカーからは用よう途と不明の何かがはみ出し、掃そう除じ用具入れはホウキの代わりにイーゼルが入っている。


「単純に色といっても、様々な属性や特とく徴ちように分けて表現される……まず一つの表現法がトーンと色相を用いる方法だ。トーンには、鮮やかなヴイヴイツド、強ストロングい、明るいブライト、暗いダークなどがあり……」


　教きよう壇だんでは、教師の耶麻本ラウが授業をすすめていた。いつも通りの陰いん気きな喋り方と、うっすらと目の下に浮ういた隈くまのせいで、せっかくの美人が台無しである。


　授業の内容は、〝色しき彩さい〟についてだった。


　窓まど際ぎわの席に座った田央萌々は、教科書ではなくスケッチブックを開いていた。頰ほお杖づえをつき、ぼんやりと紙面にマーカーを走らせる。


「色の名めい称しようはこれらを用いた系統色名……鮮あざやかな青、うすい紫むらさき、くすんだ黄色などと表記する場合と、藍あい色いろ、桃もも色いろ、肌はだ色いろ、さらに納なん戸ど色いろ、江え戸ど紫むらさきなどイメージによる固有色名の二つがある。次に色による効果だが……暖色系は膨ぼう張ちよう、大きく色が進出して見えるのに対し、寒色系は後退して見える縮小という効果があることは以前に話したが、これも──」


　膨張と、縮小。


　萌々の心臓は今まさに、それを繰くり返している真っ最中だった。


　スケッチブックに描かいた輪りん郭かく──ありふれた住宅街に倒たおれた、一人の少年の画を見つめていると、胸が締しめつけられたように苦しくなる。


「また色は、人間の心理とも深く関かかわっている。色を見て好きと嫌きらい、嬉うれしいとか悲しいなどといった感情が表現されるわけだ……これを感情効果という。この部分は線を引いておけ」


　教室中から蛍けい光こうペンを走らせる、キュッという音が響ひびいた。


　萌々だけはマーカーを、教科書ではなくスケッチブックの上で滑すべらせた。


〝コアトルヘッド〟。


　描いたマークは、しかし自分に起きている変化の正体を教えてはくれない。


「……」


　顔を上げ、教室の反対側を見る。


　幼い頃ころから、何かあれば必ず相談していた少女が座っていた。


　授業中ということもあり、トレードマークのツノ付き帽ぼう子しはかぶっていない。セピア色に染めた髪かみは今の授業に照らし合わせるならば、ごく暗い黄ダーク・グレイツシユ・イエロ、もしくは煤すす竹たけ茶である。


　そのままセピアさんと呼ばれる同級生は、萌々の幼なじみである。同じ学校に入学するくらい仲が良かったはずなのに、最近になってセピアが萌々を避さけるようになっていた。


　思い当たる理由はあるものの、彼女はそのことを話し合うチャンスすらくれないのだ。


「……はあ」


　友人は他ほかにもたくさんいるが、セピア以外の誰かに相談する気にはなれなかった。


　自分のアルバイト先に、謎なぞめいた居い候そうろうが現れたこと。


　その少年と昨夜、力を合わせて仕事をやり遂とげたこと。


　そして──自分は今、少年のことばかりを考え、妙みように落ち着かない気分になっていること。


　話したいことだらけなのに、セピアは今日も彼女と目を合わせようとしない。


「今日はこのくらいにしておこう……」


　ラウが授業を締めると同時に、チャイムが鳴り響いた。


「田央萌々」


　教師の陰気な視線が、自分を見た。


「一秒たりとも授業を聞かず、お絵かきか……放課後、準備室に来い」


　うるさい、今の自分はそれどころじゃあない──。


　実際に声に出してそう言うわけにもいかず、萌々は口を尖とがらせて顔をそむけた。


　一日中、そわそわとしているうちに、すぐに放課後が訪おとずれた。


「あのさ──」


　教室を出ようとしたセピアに、声をかける。


　だがセピアは彼女を一いち瞥べつしただけで、小走りに立ち去ってしまった。


　何度、声をかけても同じ態度だ。いつもの萌々なら怒おこるか、また次の日に希望を託たくすところだったが、今日はひどく傷ついた。


　話したいことがあるのに、親友は聞いてもくれない。


　教室で涙なみだを流すのは、耐たえられなかった。涙を滲にじませ、鞄かばんを持って足早に教室を出る。


　教師の耶麻本ラウとすれ違った。充じゆう血けつした目を見られないよう、ペコリと頭を下げる。


「先生、さようなら」


「堂々と呼び出しをサボろうとするな」


　肩かたを摑つかまれ、立ち止まる。準備室に来るように言われていたことを思い出す。


「……まあ、茶くらいは出してやる」


　自分は今、どんな顔をしていたのだろう。


　ラウのいつもより少しだけ柔やわらかな声を聞いて、そんなことを考えた。


「──すみませんでしたぁー。次はちゃんと授業に集中しますぅー」


　筆洗い用のカップに注つがれた緑茶は、やけに苦かった。


「反省してますぅー」


　準備室の椅い子すに座り、身体からだを左右に揺ゆらす萌々。一刻も早くアルバイト先に行きたかった。


　教壇代わりのテーブルについたラウが、マグカップを手に辛しん気きくさいため息をつく。


「お前……どこまでも学校をナメているだろう」


「そんなことないですぅー。センセのこととか、こんもり尊敬してますぅー」


「お前は授業の進行を邪じや魔まするか、授業を聞かないか、そのどちらかしかないのか……私も自分の授業に自信があれば、ここで思い切り叱しかれるんだがな」


「……すみませんでした」


　ラウの授業がつまらないわけでは、決してなかった。それどころか他の教師よりも生徒の視点を理解してくれているのが分かるため、萌々はようやく素す直なおに頭を下げた。


「他の先生方も不思議がっていた……田央萌々がおとなしい、とね」


「おとなしいだけで……どんな暴君と思われてるんですか、あたし……」


「何か、悩なやみ事でもあるのか？」


　なにげない口調で、しかし単刀直入に訊きかれた。萌々は口ごもる。


「よく分かんないゼッ……悩み事、なのかも」


「ずいぶんと、あやふやな言い方だな……何かあったのか？」


「センセ、生徒のカウンセリングもしてるの？」


「馬ば鹿かを言え……今日の授業でもやったろう。いつもは明るい色ブライトのくせに、急に薄い色ベールになられたら、人は不安になるというだけだ」


「ふうん」


「スケッチブックには、何を描かいてたんだ？」


「……なんにも描いてないゼッ」


　カップを両手で握にぎりしめ、萌々は噓うそをついた。窓の外を向いた頰ほおが、熱くなるのを感じる。


「──ああ、なんだ」


　そんな萌々の様子を見て、ラウが拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。


「お前、好きなヤツでもできたのか」


　緑茶を口に運ぼうとした手が、ピタリと止まった。ロボットのような動きでラウを見る。


「……パードゥン？」


「だから、好きな男ができたんだろう？」


「いや、そんな、ちが……え？」


「何を慌あわてているんだ？」


　ラウが不思議そうな顔をした。空になったマグカップを持ち、立ち上がる。


「どんな相手か知らんが……せいぜいがんばれ。授業中に妄もう想そうにふけるのも、ほどほどにな」


　原因を確かめて満足したのか、ラウが実に投げやりな応おう援えんの言葉を投げかけた。生徒の恋れん愛あいなどには欠片かけらも興味がないのか、眠ねむたげに銀色のメッシュが入った髪かみをかき上げる。


　萌々は無言で、ラウのスーツを摑んだ。ビニル独特の冷たい感かん触しよくが指先に伝わる。


「どうした？」


「……」


「びっくりした顔をするな……それとも私は、見当外れのことを言ったか？」


　首を傾かしげるラウに対し、萌々は口をぱくぱくとさせるだけで何も言葉が出ない。


　教師の指し摘てきが正しいのか、違ちがうのか──その判断をつけることも、できなかった。


「落ち着け。……いや、今の落ち着かないお前も、異常なわけじゃない。普ふ通つうのことだ」


「ふ、普通……？」


「お前くらいの年代なら、当たり前のことだ。恋こいなんて、誰だれだってするもんだ」


「こ、こ、こ」


「恋とは言っても、そんなのはただの呼び名にすぎないがな。ただの錯さつ覚かくだったり、ただの独どく占せん欲よくだったり……ただの同情や、憧あこがれにすぎない時もある」


「……」


「それらの間で揺れ動いて、自問自答をして、幸福感を得たり、傷ついたりするのも、誰にでもあることだ」


　スーツを摑んだままの萌々を、じろりとラウの隈くまが浮ういた目が見つめ返した。


「心配するな。お前は、正常だ……」


　正常。


　せめて、平へい凡ぼんと言って欲しかった。


　そんな感想を抱いだけるほどに──萌々の中で渦うず巻まいていた不安が溶とけて消えていた。


「無理に答えを急ぐ必要すら、ない……焦あせっても、ろくなことはないからな」


「センセ……」


「お前たちは、まだ若い。答えが出るまで、ゆっくり悩めばいい……」


　急いで答えを出す必要はない。


　今は、生まれてはじめて感じる不思議な感情を、ゆっくりと育てていこう──。


　耶麻本ラウという教師に向かって、萌々はいつもの明るい笑えみを浮かべた。


「センセって、良いいセンセだゼッ」


　すると今度は、ラウがギクリとした。この女教師が動どう揺ようするのも珍めずらしい。


「い、いや、私は──」


「ん？」


「お前が同級生の誰かと、うまくいってないのかと思って……生徒らの抱かかえている問題を聞くのも、教師の義務だから……まあ──」


　さらにラウが、レアな表情を見せた。


　唇くちびるの片かた端はしをわずかに持ち上げたのは、困っているようで──苦く笑しようしているようにも見えた。


「ただの、仕事だ」


　照れ隠かくしなのだろう、と萌々は判断した。


「うん……友達とも今、ケンカ中なんだけど」


「そうか」


「そっちは、友達が許してくれるのを待つゼッ。あたしが何をしたのかも分からないけど、きっといつか話してくれるはずだし」


「少し……距きよ離りを置いてみるのも、良いと思うぞ」


　言うラウを見て、萌々は直感した。


　もしかしたら萌々とセピアの仲を気にした誰かが、事前にラウに相談していたのかもしれない。萌々を呼び出した理由も、本当はそのことを話すのが目的だったのだろう。


「ねえ、センセ。センセが生まれたのって、どこの国なのなの？」


　笑顔で問いかけると、ラウが眉まゆをひそめた。


「なんだ、いきなり……」


「センセって、外国人さんだよね？　センセの国の言葉で、ありがとうって何て言うの？」


　銀メッシュの女教師が一いつ瞬しゆん、動きを止めた。考えを巡めぐらせるように──あるいは懐なつかしいものを思い出すように、視線を虚こ空くうへ泳がせる。


「さあ……もう、忘れてしまった」


「ぶぅー。それなら普通に日本語で。──ありがと、センセ」


「母国語は正しく使え。ありがとうございます、だ……」


　萌々は礼を言い、カップをラウに手て渡わたした。準備室を出て行こうとして、振ふり返る。


「もし恋のことで悩なやんだら、相談しに来るね。センセは美人だから、経験豊富そうだゼッ」


　ラウは肩かたをすくめただけだった。カップを持ってのろのろと水道口へ歩いていく教師の背中を見届け、萌々は準備室を出る。


　学校を出て街へ飛び出す足取りは、教室を出た時よりもだいぶ軽かった。


　駅前の四つ角を経由して、一直線に事務所に向かう。


　古びたビルはいつも通り、カビと埃ほこりの臭においがした。


　壁かべがひび割れた階段を一気に上り、錆さびついたドアの前に立つ。


〝便利屋きらり☆　ＯＰＥＮ〟──。


　ドアを開け、呼び鈴りんの横を通り抜ぬけ、ガラスの扉とびらを開ける。通路を進んでいくと、無理をして高級な調度品を揃そろえたリビングに出た。


「ひゃっ」


　真っ先に萌々に飛びついたのは、一匹ぴきのフェレットだった。


　昨夜の依い頼らい内容は〝害がい獣じゆうの駆く除じよ〟である。だが優やさしいきらりが、駆除ではなく管理という形で許して貰もらえるよう依頼主に頼たのみ込んだのだ。


　かくしてまた、報ほう酬しゆう半減である。


　保健所に連れていったと噓うそをつけば良いのに、正直に頼んだ結果だった。それが五十里野きらりという少女なのだ。


「せぴあ。良い子にしてた？　……してないね」


　命名者、田央萌々。せぴあと名づけたフェレットを抱えて、荒あれ果てたリビングを眺ながめる。


　書類は引き裂さかれ、壁には爪つめ痕あとがついていた。


　天敵と同じ部屋にいたのが、いけなかったのかもしれない。フェレットよりも先に拾ったもう一人の獣けものが、ソファで寝ね息いきを立てていた。


「仲良くしなきゃダメだゼッ」


　萌々は膝ひざをつき、薬屋大助の寝ね顔がおを見つめる。せぴあとの格かく闘とうの痕あとだろう、少年の顔には生傷が増えていた。


　大助の怪け我がは、順調に回復しているようだった。


　ただ──日が経たつごとに顔色が悪くなっていくのが、気になっていた。本人は平気だと言い張っているが、見ているほうは不安でたまらない。


　もしかしたらこのまま、生きながらにして枯かれてしまうのではないか──。


　ゾッとするような想像が頭をよぎり、唇を嚙かみしめる。


「はやく元気になると良いいね、ダイスケ」


　ポツリと呟つぶやき、萌々は腰こしのマーカーケースに手を伸のばす。フェレットを片手で抱だきしめながら、緑色のマーカーを大助の額に走らせる。


　授業でやっていた。


　緑とは、安定や生命力を表現するのに用いられる色だ。


　描かいたのはもちろん、例のマークである。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　笑え顔がおでそっと唱える萌々。


　額に〝コアトルヘッド〟を描かれた大助の表情が、少しだけ和やわらいだ。








2.02　殲せん滅めつ班〝しぇら〟vs殲滅班〝びりびり〟




　田央萌々が去った後、耶麻本ラウは実習室の戸と締じまりをして廊ろう下かへと出た。


　窓から夕日が差し込む廊下を、ズルズルと足をひきずって歩いていく。


　足をひきずる癖くせがいつからのものか、思い出すことはできない。数え切れないほどの人間を殺し続けているうちに、足首くらいまでは地じ獄ごくに浸つかってしまったのかもしれなかった。


　もしそうでなければ、肉体の限界が近づいているだけだろう。


　──センセが生まれたのって、どこの国なのなの？


　つい先ほど、不出来な生徒に投げかけられたばかりの問いかけが、耳に残っていた。


　ラウの祖国。


　長い間、忘れかけていた光景が脳のう裏りをよぎる。


　焼き煉れん瓦がを積み重ねた家屋と、布を纏まとっただけの瘦やせた子供たち。畑が焼ける煙けむりと、土色の河を渡わたる野生動物。そしてほんの一区画だけ整備された、かろうじて都市と呼べる地域──。


　そんな貧しい国で生まれたラウが、留学という名目でこの国へやって来たのはいくつの時だったろうか？


　この国に足を踏ふみ入れてすぐに、ラウは虫憑つきになった。


　かれこれ七年以上が経つだろうか。虫憑きとしては最年長に近いはずだ。


　実に様々なことがあった。特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局に捕ほ獲かくされ、局員としての訓練を受け──四年近く前に生まれた〝ふゆほたる〟の殲滅任務にあたり、半死半生に陥おちいったこともあった。


　だがラウは生き延び、少しずつ、少しずつ、自らの能力を研けん磨ましてきた。


　全すべては、この国にやって来たときに抱いだいた夢のため──。


　特別環境保全事務局から見た不ふ穏おん分子を抹まつ殺さつする暗殺者に身を堕おとしても、自らの夢だけは忘れなかった。魅車八重子の目にとまり殲滅班の長となったのも、ひたすら己おのれの力を磨みがき抜いてきたからだ。──かつては歯が立たなかった〝ふゆほたる〟でさえ、今では五分、いや勝つ自信さえあった。


　それでもまだ、ラウ自身の目的を達成するにはほど遠い。


　自らに課した使命を全うするまでは、ラウは殲滅班班長〝しぇら〟として生き続ける。


　この国を脅おびやかす可能性のある危険分子を、一人残らず暗殺し続ける。


　今はまだ、早いのだ。


　何なん人ぴとたりとも、まだこの国を揺ゆさぶらせるわけにはいかない──。


「先生、さよーならー」


　部活動を終えた生徒たちだろう。すれ違ちがい様に、ジャージ姿の女子生徒たちが頭を下げた。


「……」


　ラウは陰いん気きな顔で、わずかに顎あごを引いた。


「さようなら、先生」


「せんせー、じゃあねー」


　ゾンビのように歩くラウに向かって、笑顔で挨あい拶さつをしては帰宅していく生徒たち。


「バイバイ、先生」


　彼らが頭を下げているのは、耶麻本ラウという美術教師ではない。


　情報収集のために潜せん伏ぷくしているだけの、暗殺者〝しぇら〟だ。殲滅班としての任務のために、ひいては己の野望のために、生徒たちと同年代の標的でさえ何人も手にかけてきた。


　──センセって、良いセンセだゼッ。


　また田央萌々の言葉が、脳裏に蘇よみがえった。


「……」


　虫憑きに関する情報は、中高生の間で伝わりやすい。ラウの年ねん齢れいでは教師という仮面を被かぶるのが最も都合が良いのだが──そもそもこの職を選んだことが、失敗だったようだ。


　自分に教師は、向いていない。


　毎日のように手を焼かせる子供たちの相手だけで、神経を消しよう耗もうしてしまう。本気で殺してやろうかと思うことなど、ざらである。


　今もまた廊下の先から駆かけてくる男子生徒たちを見て、殺意がこみ上げた。


　アルミホイルや針金など、金属質なものを折り曲げて作った奇き妙みような覆ふく面めんを被かぶっている。──こんな格好で校内を駆け回っているのは、ヴィジュアルデザイン科の生徒と決まっていた。


「あっ、先生！　これ、どうスか？　今度の制作発表用なんスけど！」


　あっという間に鉄仮面どもに囲まれてしまった。完成直後でハイテンションになっているのか、集団でラウを挑ちよう発はつするように不思議なダンスを踊おどり始める。


　教師をからかうな頭を吹ふっ飛ばしてボウリングの球に据すえ替かえてやろうか殺すぞ。


　心中で毒づきながらも、思い出す。


　この街で姿を消した〝墓守〟──。


　一時とはいえ殲滅班の部下でもあった虫憑きは、やけに顔を隠かくしたがる男だった。実験のせいでろくに記き憶おくも残っていなかったくせに、なにか顔を隠さなければならない事情でもあったのだろうか？


　班長のラウでさえ、数度しか素す顔がおを見たことがない。


　だがそんな奇妙な部下も、もしかしたらこの街にいるかもしれない〝かっこう〟ともども、まだ行ゆく方えは摑つかめていない。


「今ここで評価してやる……Ｃだ」


　鉄仮面を押し退のけ、ズルズルと足を引きずりながら包ほう囲い網もうを通り抜ぬける。


「ええっ？　そりゃないっしょ！　力作スよ？」


「型にハマりすぎだ……提出までに、もう一工夫しろ」


　背後から、生徒らの不満そうな声が聞こえた。


　ラウの芸術に関する知識は、以前から持ち合わせていたものだった。虫憑きとしての力を磨くことと暗殺任務しかこなしてこなかった自分の、唯ゆい一いつの嗜し好こうといえるかもしれない。


　もう少し若い頃ころは、絵画はラウにとって自らの感情を閉じこめる檻おりだった。


　墓ぼ碑ひと言っても良い。


　暗殺者として生きる上で不要な、楽しみや喜び。そして人殺しを続けていくうちに積もっていく悲しみや苦く悩のう──それらを筆に込こめ、キャンバスに封ふう印いんするのだ。


　だがいつしか、その必要もなくなった。


　絵画に込めるべき感情は、もうラウの中からは枯かれ果てている──。


「センセ、さようなら」


　校舎を出たラウと鉢はち合あわせしたのは、ツノ付きの帽ぼう子しをかぶった少女だった。


　セピアだ。布をかぶせた大きな板を抱かかえている。──そういえば市の展覧会に受賞して美術館に飾かざっていた作品を、彼女に返したばかりだった。歩くたびに腰こしのマーカーケースが板に当たり、カチャカチャと音を立てている。


「……」


　セピアに以前、相談を受けた件について、少し話をしてみようか。


　そんなことを考えて、ふと別のことを思い出す。


　──キーワードは、〝コアトルヘッド〟。


　変電所跡あとの事件についてそれとなく訊たずねた時、セピアが言った言葉だ。


　ラウは陰いん鬱うつな顔を持ち上げ、敷しき地ちの外を見た。繁はん華か街がいのすぐ近くに建てられた学校は、坂を下れば大きな国道と商店街に出る。


　時刻はすでに黄たそ昏がれ時で、駅へと向かう人々の行進で坂道が埋うまっていた。


　通行人がつけた、アクセサリ。


　電柱。


　貸しビルの窓に貼はられたシール。


　注意して見ると、ありとあらゆる場所に、マーキングが施ほどこされていた。


「コアトル……ヘッド」


　ポツリ、と口の中で呟つぶやく。


　今、世間で爆ばく発はつ的に流行しているおまじないだ。


　変電所跡にも、同じマーキングが描かき残されていた。ラウは地元の若者が描いた、ただの落書きにすぎないだろうと眼中に入れることすらなかった。


　だがセピアの後ろ姿を眺ながめているうちに、なんともいえない嫌いやな予感がこみ上げた。


〝変電所跡の虫憑つき〟は──もし魅車副本部長や自分が危き惧ぐしている通りだとすれば、決して見み逃のがすことのできない虫憑きだ。


　だがどれだけ時間をかけても、〝変電所跡の虫憑き〟の影かげすら見つからなかった。


〝変電所跡の虫憑き〟は、もうこの世に存在しない──。


　そう判断する、一歩手前だった。


　想定外の乱入者、〝かっこう〟という無視できない存在が視界にちらつかなければ、今いま頃ごろは中央本部へ撤てつ収しゆうしていたかもしれないくらいだ。


　しかし、もしかしたら──。


　自分はまるで、見当違ちがいのことをしていたのかもしれない。


　否いな、今まで行ってきた捜そう索さくは、型にハマりすぎていたのではないだろうか？


「セピア」


　気がつくと、小こ柄がらな女子生徒を呼び止めていた。


　振ふり向いたツノ帽子の少女は、あいかわらずの無表情だった。


「センセまで、あだ名で呼ぶんですね」


「……以前、変電所跡の爆発事故の話をしたことをおぼえているか？」


　板を支えてやる振りをして、セピアに近づく。


　少女が首を傾かしげた。


「〝センセはもう少し、流行とかニュースを気にしたほうが良いいと思いますよ〟──」


「ああ……あれが、どうかしましたか？」


「お前はあの話をした時に、〝コアトルヘッド〟ともう一つ……似たような単語を口にしていたな。もう一度、教えてくれないか」


「……」


「実はあれ以来、気になって一いつ睡すいもしていない」


　堂々と面おも白しろくもないウソをつくと、セピアに「何日経たったと思ってるんですか」と冷静に返された。少女の表情が少し崩くずれたところを見ると、一応は受けたらしい。


「〝コアトル・ホット〟」


「コアトル……ホット……」


「地元の学校にいる人たちなら、知ってる人は知ってると思いますよ。──熱い衝しよう撃げきとともに刻まれた、最初の〝コアトルヘッド〟」


「最初の……？」


「爆発事故の時にいっしょに見つかったマーキングらしいです。ちょうどその頃から〝コアトルヘッド〟が流行はやり出したから……皆みな、面白がってそう呼んでます」


　言われて、思い出す。


　ラウも最初は、気になっていたのだ。あの奇き妙みようなマーキングが。


　だが間もなく〝コアトルヘッド〟が流行り出して……「ああ、なんだ。ただのおまじないに乗じた落書きか」と納なつ得とくして頭から消し去ってしまった。──だからこそいつまでも頭を悩なやませている自分を、くだらないマークごときにからかわれている気がしていたのだ。


「逆……だったのか？」


　我知らず呟いたラウに対し、セピアが首を傾げた。


　順番が逆だったことに、今さら気づいた。


　ラウが見つけた〝コアトル・ホット〟は、マーキングブームの延長線上で生まれたのではなかった。むしろマーキングブームの前に、〝コアトル・ホット〟が生まれていたのだ。


「どうかしましたか？」


「なんでもない……いや、とても参考になった。ありがとう」


　ラウはすぐに平静を取り戻もどし、「気をつけて帰れ」とセピアを送り出す。


　自分の勘かん違ちがいに気づいたとはいえ、所しよ詮せんはただの流行だ。


　虫憑きが関かかわっているかどうかはもちろん、ラウが捜さがし求める〝変電所跡の虫憑き〟に関するヒントが得られたとは、到とう底てい思えない。


　だからこそ──ひっかかった。


　ここまで完かん璧ぺきなまでに〝変電所跡あとの虫憑き〟の存在が消え去ったのは、何者かによって隠いん蔽ぺいされているという線も疑っていた。


　もしそれが、隠かくしている側の思おも惑わく通りだとしたら。


　まさに芸術だ。


　一人の虫憑きを消し去った手しゆ腕わんは、Ａ評価をくれてやっても良い。


「少し、発想を変えてみるか……」


　坂道を上り、駅とは反対側へと向かう。


　丘おかをカーブしていく道路から逸それ、竹たけ藪やぶに面した細道へと入った。


　風ふう靡びな竹の佇たたずまいも、嫌でも視界に入る電線のせいで台無しだ。──そう思うのはラウだけで、学校の生徒たちならばそのギャップさえ柔じゆう軟なんな感性で受け入れるかもしれないが。


　細い道の先には、長身の少年が佇んでいた。ラウは近づき、少年の前で立ち止まる。


「〝あしまき〟。定時報告」


「ぐるぁっ」


　ラウの部下、殲せん滅めつ班〝あしまき〟の口から、〝虫〟の脚あしがこぼれた。だがすぐにそれを引っ込めると、機械的に語り出す。


「〝変電所跡の虫憑き〟らしき気配は依い然ぜんとしてナシ。〝墓守〟の気配もナシ。〝かっこう〟らしき反応もナシ。近辺に〝虫〟が現れた反応もナシ。以上です」


「進展なし、か……〝びりびり〟はどうした？」


「午後になってから、連れん絡らくがとれません」


「なんだと……？」


　ラウが目つきを鋭するどくした直後だった。


　噂うわさをすれば、なんとやら。細道の向こうから上じよう機き嫌げんな声が聞こえた。


「びーりびりぃー。びーりびりぃー」


　振ふり向くと、見慣れたギザギザの黄色い髪かみ留どめが目についた。毛先までもギザギザにした髪を揺ゆらしながら、〝びりびり〟が下手くそなスキップを踏ふみながら近づいてくる。


「びーりびりぃー」


「貴様……連絡を途と絶だえていたそうだな──」


　ラウが陰いん気きな顔で嘆たん息そくし、詰つめ寄った時だった。


「びりっ？」


　可愛かわいらしく首を傾げ、ギザギザマークの少女が両りよう腕うでを前に突つき出した。


「っっ！」


　ラウの視界が、金色の放電現象で埋うめ尽つくされた。


　ああ、綺き麗れいだ──。


　竹藪の中へもの凄すごい勢いで吹ふっ飛ばされながら、刹せつ那なに見えた火花を網もう膜まくに焼きつける。


　ラウの身体からだが無数の竹を砕くだき、地面をバウンドする。


　そして空中で一回転し、地中からせり出した岩の塊かたまりの上に着地した時には──ラウの身体を覆おおっていたスーツが、漆しつ黒こくのベンチコートに変形していた。


「〝びりびり〟、貴様──」


　フードの奥から、はるか遠方に遠のいた細道を睨にらみつける。


　視力は良いいほうだ。ラウとは反対側の竹藪の中で悶もだえる、〝あしまき〟の姿が見えた。ラウとは異なり、予想外の奇き襲しゆうに対処できなかったようだ。


　日ひ頃ごろから身を守っているスーツで攻こう撃げきを相そう殺さいしたラウを、先に仕留めるつもりらしい。地面を蹴けり、〝びりびり〟が猛もう然ぜんとこちらに向かって駆かける。


「操あやつられているな──」


　普ふ段だんから正常とは言い難い〝びりびり〟だが、その瞳ひとみがいつにも増して濁にごっていた。


「びりっ」


　少女のギザギザに折れ曲がった髪に、金色の放電現象が迸ほとばしった。空中で生まれた火花が形を成なし、実体のない小さな昆こん虫ちゆう──カミナリハムシを生み出す。


「びりびりっ」


　少女が両腕を持ち上げた途と端たん。


　地面が、盛り上がった。


　地じ響ひびきと竹の音が引きちぎれる音、そして大量の水みず飛沫しぶきとともに、太い水道管が地中深くから飛び出した。見えない手によって持ち上げられたように、空中に静止する。


〝びりびり〟が手の中で虚こ空くうを握にぎると、宙に浮うかんだ水道管が絞しぼられるようにして一本の巨きよ大だいな槍やりと化していく。


「びーりぃ──」


　さらに次の瞬しゆん間かん、何十トンもの重量を凝ぎよう縮しゆくした槍が、金色の電流に包まれた。


「びりっ！」


　サッカーのスローインをするように、〝びりびり〟が両腕を前方に振り下ろした。


　高圧の雷かみなりを纏まとった槍が、弾だん丸がんのごとき速度でラウの足元に突き刺ささった。


　岩の塊が砕け、衝しよう撃げきによって地面に大穴が空く。生じた高電圧の嵐あらしによって、半径十メートルほどの範はん囲いにある竹が一瞬にして蒸発した。


　電磁使い、〝びりびり〟。


　似たような能力の持ち主で電気を操あやつる〝Ｃ〟、そして磁力を操る〝あさぎ〟という虫憑つきがいるが、〝びりびり〟はそれらに力は及およばないものの、両方の特性を持つ戦せん闘とう員いんである。


「いや、これは……操られているというのは、違ちがう」


　直前で跳とび退すさって攻撃を避さけたラウは、注意深く〝びりびり〟を観察する。


「無理矢理に暴走させられているのか……声をかけたのがスイッチになったか？」


　状じよう況きようを冷れい徹てつに分ぶん析せきしつつ、片腕を〝びりびり〟に向かって突き出す。


　ベンチコートの袖そでが、弾はじかれたように伸のびた。無数の針となって少女に襲おそいかかる。


「びりりっ」


　不安定な笑えみを浮かべた少女を中心に。金色の光が吹き荒あれた。


　生じた熱で針を焼き尽くし、さらには遠方を囲っていた鉄製のフェンスを包み込む。


「びりびりぃー」


「……」


　ラウは表情を険しくさせる。


　少女の能力の影えい響きようを受けたフェンスやスティール製の電柱、さらに電気が流れた電線が少女のもとへ呼び寄せられていた。再び地中から浮かび上がった槍と一体となり、家ほどの大きさもある鉄と電気の塊が頭上に浮かんだ。


　どうやら、暴走しているだけではなさそうだ。


　元から強力だった〝びりびり〟の能力が、さらに増ぞう幅ふくされている。


「ただでさえディオレストイの欠片かけらの影響を受けている〝びりびり〟に……さらにまた欠片を影響させたかのようだな──」


　中央本部の極ごく秘ひ事じ項こうを、無意識に洩もらす。


　電磁使いの少女は、まだまだ頭上の塊の威い力りよくを増幅させるつもりのようだ。迸る電光と衝撃は、あたかもすぐ真上に太陽が現れたかのようだった。


　直撃を受ければ、ラウなど跡あと形かたも残らないだろう。


「びーりびりぃ！」


　少女が天に向かってかざしていた両腕を、勢いよく振り下ろした。


　隕いん石せきのような衝撃の塊が、ラウのもとへ墜つい落らくする。


「正気に戻もどすのは、困難だと判断した」


　だが同時に、ラウが身に纏ったベンチコートがさらに変形していた。
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　風船のように膨ぼう張ちようしたかと思うと、急激に収縮する。黒光りするビニルがラウの肢し体たいに張りつき、首から顔、さらには脳天までもすっぽりと包み込んでいく。


　一秒と経たたず、ラウの全身が漆黒のボディスーツに包まれていた。


　つま先から指の先、そして顔面や頭部までも完全に密みつ封ぷうされ、ラウの細長い身体からだのラインが浮かび上がる。


「貴様はもういらん」


　冷れい淡たんに言い放ち、迫せまり来る隕石に向かって無造作に片腕を振ふり払はらう。


　たったそれだけの動作で、音のない爆ばく風ふうが竹林を呑のみ込んだ。


　先ほど〝びりびり〟が引き起こした震しん動どうの数倍、数十倍という規模の破は壊かいの嵐が一瞬にして立ち並ぶ竹を吹ふき飛ばす。


　隕石を木っ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだくと同時に、ラウは動いていた。


「びりっ──」


　立ち尽つくした〝びりびり〟の口から、大量の血が溢あふれ出す。


　瞬時に距きよ離りを詰つめたラウの拳こぶしが、少女の胸部にめり込んでいた。


「……──」


　脱だつ力りよくした少女の身体から、紅い何かが噴ふき出した。


　それは空中で煌きらめく女じよ王おう蜂ばちの形を生み──霧む散さんするようにして、消え果てる。


　ラウは乱暴に腕を払い、動かなくなった少女を地面に投げ捨てる。


　その直後には、ラウは地面を蹴けっていた。


　猛もうスピードで藪やぶの中を疾しつ走そうし、邪じや魔まな竹を吹き飛ばし、細道を跳び越こえる。


　反対側の竹藪に突つっ込み、身体を痺しびれさせて倒たおれた〝あしまき〟を強ごう引いんに引き起こす。


「感知しろ、〝あしまき〟」


　顔まで覆おおい尽くしたボディスーツのせいでくぐもった声で、命令する。外からは視界も塞ふさがっているように見えるが、マジックミラーのように内部から外部の様子はしっかりと見えていた。


「ぐ……！　うぅ……？」


「〝びりびり〟を使って奇き襲しゆうをされた以上、何者かに見られているぞ」


　引きずり出されるようにして、〝あしまき〟の口から〝虫〟の脚あしが飛び出した。少年の舌に張りついた〝虫〟の表面が鮮あざやかに点てん滅めつする。


「感知できない……この近くには、〝虫〟は一匹ぴきも──」


「範囲を広げろ。限界までだ」


　ラウの言葉に従い、〝あしまき〟が苦く悶もんの表情を浮うかべながらも黙だまり込む。


　だがすぐに、少年が目を見開いた。


「か、感知……！　ここから約二十キロ遠方に、微び弱じやくな反応が──」


「座標は」


　少年が殲せん滅めつ班の中で共通の座標指定を口にする。


　聞き終えると同時に、ラウは跳ちよう躍やくしていた。


　竹藪よりも高い中空へ高々と舞まい上がり、重力にまかせるまま家屋の一つへと着地する。


　四つ足で落下した衝しよう撃げきで、家屋の屋根が陥かん没ぼつした。だがラウは気にしない。


　ボディスーツで覆われた顔を上げ、這はいつくばった状態で身体を沈しずませ──。


「──」


　跳躍する。


　竹藪に面した住宅街の屋根という屋根を、高速に飛び移っていく。手も足も関係がなかった。昆こん虫ちゆうのように四し肢しを駆く使しして、薄うす暗ぐらくなり始めた街を突とつ進しんしていく。


　住宅街を抜ぬけ、街に突とつ入にゆうしても、速度はさらに増す一方だった。時にビルの壁かべに張りつき、疾走する自動車の屋根を蹴り、黒い怪かい人じんが街中を突き抜けていく。


　あまりの速度によって生じた気圧で耳鳴りがしたが、気にもとめない。街を行き交かう誰だれ一人として、はっきりとラウの姿を視し認にんできた者はいないだろう。


　道路へ着地し、走る自動車を追い抜き、跳躍する。


　街外れに建てられた大きなオブジェに四肢を張りつかせ、顔を持ち上げる。


〝あしまき〟が示した座標にあったのは、大きな建物だった。


　ラウは反動をつけ、一気に目的の建物へ飛び移る。──竹藪から目的地に到とう着ちやくするまで、数分と経過していない。


「──」


　壁に手足を張りつかせ、解放された窓から内部へと侵しん入にゆうする。関節の動きがぎこちなく人間離ばなれしているのは、能力の特性であるためにどうしようもない。


　そこは病院のようだった。ただし内部は空っぽで、空き家となって久しいことが分かる。


　ラウは地面に手足をついたまま、素す早ばやく建物内部を駆かけ巡めぐる。


「……逃にげられたか」


　一通り探たん索さくしたことで、ようやくラウは二本の足で立ち上がった。


　人の匂においが残っているものの、姿はどこにも見あたらなかった。ラウが迫せまっていることを知って逃げたとすれば──遠えん距きよ離りの出来事を視認できる能力の持ち主がいたのかもしれない。


　いざとなれば建物を丸ごと吹き飛ばすつもりだったが、無む駄だに人目を集めるだけに終わりそうだ。引き際ぎわを心得ている相手のようだし、どこかに隠かくれているということもないだろう。


「〝変電所跡あとの虫憑つき〟か……？　いや、違ちがうな」


　誰だれもいない暗い部屋で、ラウは自問自答する。


「奇襲とはいえ、本気で我々を倒そうとしたようには見えん。その上でこちらに存在を知られるのを承知で、攻こう撃げきを仕し掛かけてくるとは……こちらの戦力を測ろうとしたのか？」


　この街のどこかに潜ひそんでいるかもしれない〝かっこう〟でもないだろう。〝あしまき〟は感知した力を微弱だと言っていた。あの悪あく魔まの力が弱いはずもないし、小細工を駆使するような相手だとも思えない。


　かといって、〝変電所の虫憑き〟を隠している何者かとは考えづらかった。せっかく隠れているのに、それこそ姿を見せる危険を冒おかす理由がない。


「私たちの他ほかに……〝変電所跡の虫憑き〟に近づこうとしている者がいるということか──」


　そう考えるのが、最も納なつ得とくのいく状じよう況きようといえた。


　それは同時に、ラウにある確信をもたらしていた。


「間違いなく、この街では何かが起きている……それはつまり、〝変電所跡の虫憑き〟がまだどこかにいるかもしれないということだ」


　呟つぶやくラウのボディスーツが膨ぼう張ちようし、一いつ瞬しゆんにして漆しつ黒こくのベンチコートに変形した。


　携けい帯たい電話を取り出し、〝あしまき〟に連れん絡らくをとる。


「〝変電所跡の虫憑き〟に関する調査を急ぐぞ」


　学校で抱いだいた違い和わ感を、思い出す。


　今までの調査の仕方は、間違っていたのかもしれない。


　これからは──まったく別の角度から、調べてみることにしよう。


「コアトルヘッド──今、流行はやっているマーキングブームを誰が広めたのか、突き止める」


　まったくの見当外れかもしれない。


　否いな、常識で考えるならば、調べるまでもなく的外れなのだろう。


　だが正せい攻こう法ほうが全すべて空から振ぶりに終わった今、型を破る必要があった。


「たとえ墓の下に眠ねむっていたとしても……その墓標を掘ほり起こす必要がありそうだ」


　陰いん気きに嘆たん息そくする暗殺者のコートが風船のように膨ふくらみ──。


　その姿が、闇やみに溶とけて消えた。








2.03　獣けものと萌々　Part. 3




　マーキングブームは、勢いを増す一方だった。


　見慣れてしまった駅前の四つ角交差点は、３６０度どこを見てもマーキングだらけだ。


　ポップソングはロングヒットとなり、行き交かう自動車のステレオからも響ひびいている。アクセサリや食品などの便乗商品は数知れず、マーカーの消費量が拡大して文ぶん房ぼう具ぐ屋が嬉うれしい悲鳴を上げていると聞いた。


「ねえ、ダイスケ。これ見て、〝コアトルヘッド〟のタトゥだって。シールだけど」


　田央萌々が書店の店先に出された棚たなを指さし、満面の笑えみを浮うかべていた。


　今日も明るい少女の後方、広こう告こく塔とうの大型ビジョンに巨きよ大だいなマークが映し出されていた。


「すごいな……なんでこんなものが、ここまで流行るんだ？」


　事務所から街へ繰くり出すたびに、視界に映るマークが増えているような気がした。


　実際、増えているのだろう。


　それも、この街だけではない。マスメディアはたびたび、全国を網もう羅らしつつあるマーキングブームの特集を組んでは騒さわぎ立てている。


　この国は今まさに、〝コアトルヘッド〟という記号に支配されているのかもしれない。


「ちょあー！」


「あだっ！」


　呆ぼう然ぜんと広告塔を見上げていた彼の額に、萌々の手刀が炸さく裂れつした。


「こんなもの、とは何ごとか！　ちゃんと〝コアトルヘッド〟って呼ぶべし！」


　萌々が憤ふん慨がいした様子で、奇き妙みようなポーズをとった。テレビで観みた格かく闘とう家かの見様見み真ま似ねだろう。


「んなこと、言われても」


　彼は額をさすりながら呻うめく。──五十里野きらりから借りたシャツとボンデージパンツを着た彼の身体からだは、すでに怪け我がが完治しつつあった。数カ所に湿しつ布ぷを貼はっているのと、頰ほおに絆ばん創そう膏こうを貼っているくらいだ。


「お手軽なのに、効果抜ばつ群ぐん！　必要なのはマーカー一本ぽっきり！　貴方あなたのこんな悩なやみやあんな問題をたちどころに一発解決！　この機会にぜひ一家にお一ついかがですか！　安心安全、驚きよう愕がくの効果を発揮します！」


「なんのキャッチフレーズだよ……」


「みんな、悩み事を抱かかえてるんだよ。だから願い事を込こめて、マークを描かくんだゼッ」


「もし叶かなわなかったら？」


「そしたら、また次のマークを描くんだよ。そして唱えるのさっ」


　萌々が広告塔を振ふり向き、胸の前で両手を組む。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　歩道の真ん中で奇妙な呪じゆ文もんを唱える萌々を、通行人は誰だれ一人として振り返らない。


　それがありふれた光景となるほど、マーキングブームが日常に浸しん透とうしているのだ。


　彼は嘆息し、ポツリと呟く。


「ヘンな国……」


　あらためて今、自分が住んでいる国が不思議に思えた。


　他国にはない〝虫〟という脅きよう威いに晒さらされながらも、日常の風景はあまりにも平和だった。


　降って湧わいたような流行が各地を牛ぎゆう耳じり、踊おどらなければ損とばかりにバカ騒ぎになる。


「……」


　彼も虫憑つきにならなければ、目に映る人々のように平へい凡ぼんな日常を送っていたのだろうか？


　どこにでもいる高校生として、萌々のようなクラスメートたちと楽しげにマーキングをしては、はしゃいでいたのだろうか？


　無意味な仮定と分かってはいても、つい夢想してしまう。


　虫憑きにならなかった自分。


　不毛な戦いに傷つくことのない自分。


　まるで──走そう馬ま灯とうだ。


　しかも頭をよぎるのは、虫憑きではない、あり得うるはずのない自分の人生なのだ。


「ダイスケ、落としてるよ？」


　萌々の声で、ハッと我に返る。


　手に持っていたはずの食品を入れたビニル袋ぶくろが、地面に落ちてしまっていた。


　今日は萌々と二人で、事務所に置く消しよう耗もう品ひんや当面の食料を買い出しに来たのだった。一人につき個数限定の安売り品も、二人ならば多めに買える。


「っと」


　彼はビニル袋を拾おうとして──右手がビニル袋の重量を支えきれず、拾い損そこなう。


「ダイスケ……？」


　萌々が眉まゆをひそめていた。


　怪我が癒いえたはずの右手が、血の色を失い真っ青になっていた。思うように力が入らない。


「──次は、せぴあの餌えさか。ドッグフードでいいんだっけ？」


　彼は笑み、右手をポケットに突つっ込んだ。さりげなく左手でビニル袋を拾い直す。


「……」


「ん？　なんだよ、その顔」


「ううん……なんでもないゼッ」


　やっと萌々も笑顔になった。


　二人は肩かたを並べ、人通りの多い歩道を歩いていく。


　交わす会話は、昨日も話したような内容でしかない。


「先にあっちのデパート行かないと、タイムセール逃にがしちゃうかもだゼッ」


「そっか。……なんだかなぁ。俺たち、どっかの主婦みたいだな」


「楽しいから、いーじゃん。きらりんは今日もどっか行っちゃったの？」


「ああ。最近、ちょくちょく出かけてる。訊きいてもただの用事としか言わないけど……怪我をしたりしてるわけじゃないから、あんまり詮せん索さくしないようにしてるよ」


「むむ？　まさか……隠かくれて誰だれかとデートしてるとか！」


「そんな感じでもないけどなぁ。あ、でもナース服とか持ち出してたな」


「びこーん！　デートの可能性が三ポイントアップ！」


「ナース服でアップするか……？」


「男の子はグッと来るらしいじゃん！　そういうダイスケも好きなクセに！　同じ屋根の下で年とし頃ごろの二人、カッコ美少年と美少女カッコ閉じ、が住むなんて破は廉れん恥ちだゼッ！」


「そんなこと今さら言われても。それにきらりはともかく、俺は美少年じゃない」


「またまた。その顔で普ふ通つうなんて言ったら、ホントに普通の人に怒おこられちゃうゼッ」


　特別なところなど一つもない、ありふれた会話をしながら街を回っていく。


　自分のような人間にとって、しかしそれは特別だった。


　笑えみを浮うかべていたのは萌々の話が面白かったのか、それとも普通の風景に溶とけ込んでいる自分を皮肉っていたのか──おそらくは、前者だろう。本来の自分の立場を思い出す必要すら、その時間には必要がなかった。


　少しずつ荷物を増やしながら歩く二人を、振り返る者は誰一人としていない。


　当たり前だ。


　今の彼と田央萌々は、日常という風景の一部でしかない──。


「それは難しい問題だよ、キミ。フレキシブルな思考力によるブレイクスルーが必要なテーマと言えるし、対極となるアンチテーゼをふまえて解決すべきだゼッ」


「俺は今の姿がエポカルなコンセプトにサブジェクトされていると誤解されるのではないかと危き惧ぐしているわけで、あくまでオブジェクティブに──」


　真しん剣けんな口調で語りながら、彼と萌々はデパートから出た。


　歩道を歩いていた通行人が、ぎょっとして彼らを見る。


「すごーい。斬ざん新しんー。超ちようカッコいー。茶ちや深みサマ、あの人たちきっと地底人ですよー。光合成しにデパ地下から出てきたんですよー」


「関かかわり合いになるんじゃねーわ。さっさと行くわよ、ホラ」


　見知らぬ少女たちが彼らを見ながら、遠ざかっていく。


　ひとしきり注目を浴びた後、彼はとなりにいる萌々を見た。


「大好評だゼッ！」


　親指を立てる少女は、拳こぶしほどもある眼めをギラつかせ、頭からダイコンの葉を生やしていた。


「そうは見えないけどな……」


　嘆たん息そくする彼自身の頭から、キャベツの葉で出来た髪かみの毛が地面に落ちた。


　デパートの出入り口で仁に王おう立ちになった異様な二人に、好こう奇きの視線が集まっていた。


　──地下食品売り場でビニル袋を多めにもらった途と端たん、萌々の創作意欲が刺し激げきされたらしい。彼の制止も耳に入れず、耳と目の部分をくり抜ぬき、マーカーで模様を描かき、せっかく買った食材を次々とテープで貼はり付けていった。


　あっという間に、二人分の即そく席せきマスクの出来上がりだ。


「あっ、脱ぬいじゃダメだゼッ。事務所に帰って、きらりんを驚おどろかすんだから。もしくは学校に行ってセンセに評価してもらうとか」


「どっちに行くにしろ、その前に交番に連れていかれるだろ、どう考えても」


　頭からかぶっていたビニル袋をはずし、歩道を歩き出す二人。


「だいじょぶですぅー。地底人は地上の法に縛しばられないんですぅー」


「ははっ」


　買い物を終えてみると、周囲はすっかり暗くなっていた。


　予定よりも時間がかかったのは、萌々がすぐに寄り道をしたがったことと──それを止めなかった自分のせいだろう。


　二人のせいで遅おそくなったぶん、二人できらりに叱しかられる覚かく悟ごは出来ていた。


　だが──。


「……」


　彼はピクリと眉まゆを動かした。


　一いつ瞬しゆん、視界が霞かすんだのは、心臓の音が急に大きくなり始めたせいだ。


「ダイスケ？」


　急に立ち止まった彼を、萌々が振ふり返った。


「悪い、萌々。先に事務所に帰ってて」


「どうしたの？」


「トイレ」


　浮かべた苦笑いは、会心の出来だった。演じるのは慣れている。


「えー？　このへんにコンビニとかあったっけ？　待ってるゼッ」


「行ってていいって、すぐに追いつくから。さっきのデパートなら近いし」


　萌々は「うん……」と呟つぶやいただけだった。彼は踵きびすを返し、歩いてきた歩道を戻もどる。


　数十メートルほど行ったところで、後方を振り返る。


　背中を向けてとぼとぼと歩き出した萌々の姿を確かく認にんしてから、並び立つビルの隙すき間まに飛び込んだ。全速力で駆かけ、大通りの明かりが届かないところまで離はなれる。


「うっ……！」


　足から急に力が抜け、転てん倒とうした。放ほうり出したビニル袋ぶくろの中身が、地面にばらまかれる。


「ぐ──あっ……！」


　倒たおれたまま、彼は胸を押さえて苦く悶もんの表情を浮かべた。


「ああぁああっ！」


　誰だれもいない暗くら闇やみの中で、背中を丸めて身み悶もだえる。


　全身が総毛立った。自分の内側で暴れる何かが、皮ひ膚ふを盛り上げて身体中を駆かけ巡めぐる。


「ぐああぁっ！」


　たまらず天に向かって絶ぜつ叫きようする彼の頰ほおに、皮膚とは異なる色の模様が浮うかんだ。模様は染しみとなり、肌はだが変色していく。


　消しよう耗もうしきった彼を乗っ取ろうとする〝虫〟とのせめぎ合い──。


　発ほつ作さのように訪おとずれるそれは、日に日に強くなっていた。


　だが今までは、一人になって気が緩ゆるんだ時に苦痛に襲おそわれていたのだ。萌々といる時に──しかも街の真ん中で発作に襲われたのは、はじめてのことだった。


〝虫〟が暴れる間かん隔かくが短くなり、苦痛が強さを増しつつあった。


　その意味を、彼は理解している。


「んぎっ！」


　アスファルトを搔かきむしる爪つめが、鋭するどさを増した。腕うでを奪うばい取ろうとするものから逃のがれようと、彼は腕を振り回す。


　轟ごう音おんとともに、殴なぐりつけたビルの壁かべが大きく陥かん没ぼつする。


　このような苦しみ方は、普ふ通つうの虫憑つきでは決して有り得ないことくらいは知っていた。


　分ぶん離り型と特とく殊しゆ型の成虫化の兆候を、見たことがある。そのどちらもが、まるで眠ねむりに入るように自らの〝虫〟に夢を奪われていくというものだった。


　自分には、そのような楽な死に方は許されない。


　自らに巣くっているものは、そんな生やさしいものではなかった。


　生きながらにして、自らの力に身体からだを蝕むしばまれていく。


　いや、彼の場合はもっと恐おそろしい最さい期ごが訪れるに違ちがいない──。


「っああぁあああぁああ！」


　彼の瞳ひとみが、別人へと変へん貌ぼうしつつあった。


　──戦え、と身体の内側で叫さけんでいるものがいる。


　──力を使え、と彼を急せき立てる。


　そういう契けい約やくなのだ。


　力を使うことで、ここまで生き延びてきた。


　今さら何もなかったことにして、日常に戻ることなど出来るはずがない。


「はあっ！　はあっ！　んがあ！」


　此こ処こではない。


　此処でもない。


　その連続で、今日まで生き続けてきた。


　自らの探し求める場所に、辿たどり着こうとしてきただけだ。


　虫憑きになり、戦い、失い、いつしか強くなり──それでもその場所は見つからなかった。


　このまま何も摑つかめないまま、死んでいくのだろうか？


　死すら許されず、自分ではない別の力によって喰くらい尽つくされてしまうのだろうか？


　そんなのは、嫌いやだ──。


「っ……！」


　獣けもののように鋭くなった目つきを、見開く。


　裏道の奥に、何者かが佇たたずんでいた。


「──」


　苦痛も恐きよう怖ふも忘れ、凍こおりつく。


　そいつの顔を忘れるはずもない。


　特とつ環かんを脱だつ走そうした日、河原で戦った化け物だ。


　今の彼に、それと戦う力などあるはずもない。


　俺はここで、殺されるのか──。


　そう、死を覚かく悟ごした直後だった。


「なっ……」


　化け物が何も言わず、身を翻ひるがえした。地面を踏ふみしめる足音を残して、立ち去っていく。


「待て……！」


　去る直前の化け物の表情は、同情に満ちていた。


　殺す価値もない。苦しむ彼を見届ける必要すらない──そういうことなのだろう。


「……」


　敵にすら見捨てられたことで、心の中で何かが折れた。


　どさり、とその場に倒たおれ込む。


　抵てい抗こうする体力も気力も失った彼を、自らに巣くう力はなおも痛めつける。脱だつ力りよくした彼の身体が、皮膚の下を蠢うごめくものによって小刻みに揺ゆれる。


　身体だけでなく夢も喰われていくことで、精神も急速に衰すい弱じやくしていた。


「──」


　自分自身、醜みにくい化け物に成り果てるという最期。


　無様で情けない、自分にはお似合いの終わり方だ。


　無抵抗になった彼の身体が、いよいよ人間としての生気を失っていく。


「──っ」


　ガクン、と身体が揺さぶられた。


　ついに力に乗っ取られた身体が、勝手に動き出したのだろう。


「……スケ！」


　──違った。


「ダイスケ！」


　耳元で聞こえた声は、聞き覚えのあるものだった。


　両の目を見開くと、涙なみだを流した萌々の顔があった。


「ダイスケ！　しっかり……しっかりしてよう！」


「萌──」


　状じよう況きようを理解すると同時に、消え去りかけていた意識が蘇よみがえった。


　考えるよりも先に、身体が動いた。


　萌々を突つき飛ばす。


「きゃあっ！」


「来る……な……！」


　我に返ると、先ほどにも増した苦痛が全身を襲おそった。もう少しで彼の身体を奪うばえるというところで邪じや魔まをされた力が、激しく暴れ出す。


「ぐあっ……！」


「ダイスケ──」


　萌々は一度は事務所に戻もどりかけたものの、結局は彼を待っていたのだろう。戻るのが遅おそい彼を心配し、捜さがしに来たのだと分かる。


　だが彼は、駆かけ寄ろうとした萌々に向かって腕うでを伸のばした。


　今ここで自我を失えば、暴走した彼の最初の標的となるのは萌々だ。化け物になった彼は、萌々のことなど一いつ瞬しゆんで引き裂さいてしまうだろう。


　それだけは、なんとしても──。


「こっちに……来るなっ……！　遠く……へ……」


　萌々の身体を八つ裂ざきにする感かん触しよくを想像し、ぞっとした。妄もう想そうにすぎないその感触は、彼を襲っている苦痛や恐怖よりもはるかに強きよう烈れつだった。


　自分を見る萌々の顔が、恐怖にひきつっていた。


　当然だ。彼女のような一いつ般ぱん人じんが向かい合うには、自分は恐おそろしすぎる。


「逃にげろ……萌々……！」


　萌々のそんな表情を見て、また胸の奥に痛みが走った。


　全身を駆かけ巡めぐる激痛に比べれば、ちっぽけな痛みだ。


　それなのに──どんな痛みよりも、耐たえ難い。


「ダイスケ──」


　萌々が後あと退ずさった。


　そうだ、逃げろ──。


　睨にらみつける彼の腕に、温かい感触が伝わった。


「ダイスケ……」


　萌々の指先が、彼の手に触れていた。


　逃げ出そうとする自分を、必死に押し止とどめるように──。


　今にも離はなれようとする彼との距きよ離りを、引き寄せるように──。


　身体は逃げ出そうとしているのに、少女の手だけは彼を引き寄せていた。


「……」


　そして、萌々の手が彼の腕をつかんだ。


　腕をたぐり寄せ、ゆっくりと彼に近づく。


　金かな縛しばりにあったように動かない彼の上に、萌々が覆おおい被かぶさった。


　彼の上に馬乗りになり、上体を起こした彼の顔を両りよう腕うでで抱だきしめる。


「離はなれろ……」


　離れたくない。


　やわらかな感触と温ぬくもりに顔を埋うずめ、彼はそう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「うん、離れるよ……」


　萌々は離れない。


「離れてくれ……」


「うん……」


「ダメなんだ……離れないと……」


「離れる……離れるよ……」


　萌々の腕はかたくなに彼を抱きしめたまま、動かない。


　少女の細い身体が、震ふるえていた。


　それでも決して、彼から離れようとしない。


「すぐに……離れるから……」


　萌々の震えが消えた。


　そして──彼をさらに強く抱きしめた。


「……」


　彼は、まぶたを閉じる。


　少女の背中にまわした爪つめに力を込こめる。


　全身が粟あわ立だつほどの苦痛が押し寄せているのに、心は不思議なほど平へい穏おんになっていた。


　望み通り、俺の身体はくれてやる──。


　己おのれに巣くうものに向かって、声に出さずに呼びかける。


　でも……今は、ダメだ──。


　苦痛が一瞬、遠のいた。


　次だ。次に力を使った時には……その時は必ず、俺の全すべてをお前にやる──。


「ダイスケ……」


　彼を包み込む少女の背中を、抱き返す。


　変色した彼の腕が、ゆっくりと元の色を取り戻していく。


　だから、今だけは──。


　心の中で懇こん願がんする彼の身体から、潮のように痛みが退ひいていく。


「どうして……」


　元の人間らしい姿に戻った彼は、萌々を強く抱きしめた。


「どうして、離れなかったんだよ……」


「ごめん──」


　彼の髪かみに指を絡からませ、萌々が彼の顔を覗のぞき込んだ。


「離れられなかった……ゼッ」


　泣き笑いの顔が二つ、向かい合った。


「ははっ」


　笑う彼の額に、萌々が指先で何かを描かいていく。


　やり残したことなど、何もない──。


　たくさん戦い、傷つけ、傷つけられ、憎にくみ、憎まれ、夢を踏ふみにじってきた。


　だから──日常の中で死のうと思った。


　昨日と同じ今日を生き、今日と同じ明日に死ぬ。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　この幸福の中でなら、それができると信じられた。








2.04　The others




　古びた雑居ビルの二階、〝便利屋きらり☆　ＣＬＯＳＥ〟というプレートがかかったドアの前には、小さな先客がいた。


　赤い眼め鏡がねが似合う、可愛かわいらしい女の子だ。中学生くらいだろう、髪を二つにしばった頭をこちらへ向ける。優等生の学級委員長というイメージが浮うかんだ。


　姿を現した自分のほうを見て、女の子が何かを言いたげに口を開こうとした。


「キミは……この事務所の関係者？」


　機先を制し、スーツ姿の耶麻本ラウは訊たずねた。陰いん気きな顔で少女を見つめ、足をズルズルとひきずって近づいていく。


　女の子が落らく胆たんした様子で首を横に振ふった。女の子のほうこそ、関係者を待っていたようだ。


「い、いえ、違ちがいます」


「閉まってるのか。ここの所長に用があったんだが……もしかして、キミもか？」


「は、はい」


　躊躇ためらいがちに頷うなずく女の子に対し、ラウは無関心を装よそおって閉じられたドアを見た。


　ラウは当然ながら、依い頼らいがあって便利屋の事務所を訪おとずれたわけではない。


　殲せん滅めつ班〝しぇら〟として〝変電所跡あとの虫憑つき〟を捜さがす日々が、依い然ぜんとして続いていた。


　それらしき気配は、あいかわらず見つからない。


　先日、殲滅班の部下である〝びりびり〟を使って奇き襲しゆうをかけてきた相手も、不明なままだ。


　さらに目的が分からないまでも、この街の付近にいるらしい火種一号〝かっこう〟も息を潜ひそめたまま姿を現さない。──〝かっこう〟に差し向けた刺し客かくである殲滅班〝墓守〟も行ゆく方え不明だが、こちらはもう死んだものと考えて良いだろう。


　今、この街に何が潜んでいるのか。


　そもそもそれらは、本当に実在しているのかどうか。


　何もかもが曖あい昧まいで、ひどく気持ち悪い日々が続いている。


「ふむ……」


　ラウがここ、〝便利屋きらり☆〟を訪れたのは、もちろん理由があった。


　それも相当に、馬ば鹿かげた理由である。


　実在するのかも疑わしい〝変電所跡の虫憑き〟の捜そう索さくで、出来うることは全てやった。それでも見つからないため、方法を変えることにしたのだ。


　変電所跡に残されていたマーク、〝コアトル・ホット〟──。


　今や全国に拡大しているおまじないブームの、最初のマーキングとされているらしい。ラウが調査し直した結果、確かにセピアという生徒に聞いた通りだった。地元の中高生の間では、通常のマーク〝コアトルヘッド〟とは、それだけが区別されているらしい。


　ひっかかりをおぼえたラウは、マーキングブームの由来について調べ回った。


　そして──ある一つの情報が、ラウの耳にとまったのである。


「ここへは、何度か？」


「え？　い、いえ……今日が、はじめてです」


　さりげなく訊ねるラウに対し、女の子がかしこまった様子で答えた。


「そうか……」


〝便利屋きらり☆〟という何でも屋について、ラウはあらゆる手段を用いて調べ抜ぬいた。


　所長を務めているのは、まだ十七歳の少女らしい。


　戸こ籍せき上の名前は、五十里野きらり。


　高校には進学していない。中学校も卒業式は出席しなかったようだ。生活していた施し設せつが閉へい鎖さした後は各地を転々とし、現在は一人で無む認にん可かの事務所を経営している。


　あまり幸福とはいえないプロフィールを送ることになった原因も分かった。


　中学校時代の同級生が、あの大だい企き業ぎよう、赤瀬川グループの会長の孫だったらしい。唯ゆい一いつの肉親だった孫は現在、会長職を引き継ついでいる。


　グループ会長の少女と、何があったのかは分からない。


　だが何かしらの理由で、きらりは会長の機き嫌げんを損そこねたようだ。きらりは執しつ拗ような嫌いやがらせを受け、進学や就職ができない状じよう況きように追い込まれている。


　大企業の会長と、きらり。


　二人の関係には興味がない。過去の出来事を、深く調べるつもりもない。


　ラウが〝便利屋きらり☆〟に足を運んだのは、まったく別の理由によるものだった。


「私もここへ来たのは、はじめてだ。しかし、今日は諦あきらめるしかないか……キミも日を改めたほうがいいだろう。私は明日、また来てみるつもりだが……」


「私は、来週になっちゃうな……」


「平日はムリということか？　もしかして、遠くから来たのか？」


「はい。赤牧市から」


　ラウは眉まゆをひそめた。どこに〝変電所跡の虫憑き〟に関する手がかりが隠かくされているか分からないため、一応、突つっ込んだ質問をしただけのつもりだった。


「そんなところから、どうしてこんな場所に？　言っちゃ悪いが、子供が一人でこんなところを訪れるのは感心しないな……」


　じろりと陰気な目で見つめると、女の子がかしこまった様子で言った。


「こ、この街で、捜さがし物をしていたら……これを拾ったんです」


　女の子が見せたのは、握にぎりしめていたポケットティッシュだった。泥どろで汚よごれているが、ここの便利屋の広告が入っているのが分かった。


「この街のことなら、地元で手伝って貰もらえる人を捜したほうがいいかなと思って」


　女の子に噓うそをついている様子はない。


　私が追っているものとは、無関係のようだな──。


　ラウは眼前の女の子が、偶ぐう然ぜんに居合わせただけの一いつ般ぱん人じんであると判断した。


「今日はもう帰りなさい……今から赤牧市に帰ったら、夜だ。親が心配するぞ」


　なぜこの世代の子供というのは、好んで無茶をするのだろう？　世間知らずで頭が悪いクセに、保護してやっている側のことなど頭にないのだ。ままごとじゃあるまいし、たかが捜し物くらい一人でやれと叱しかりつけたくなる。


「それに──ここにはもう、来ても意味がなくなる」


「え？」


「この便利屋は廃はい業ぎようが決まっている。立ち退のきの期限が近いらしい……」


　噓ではない。これも調査の結果、分かったことだ。


　経営がうまくいっていないようだ。家賃を滞たい納のうし続けた結果、大家と交こう渉しよう決けつ裂れつしたらしい。


「そう……なんですか」


　女の子は落らく胆たんしているようだった。


　しかし、じっとその場に佇たたずんだまま、いっこうに動き出そうとしない。


　さっさと帰れ、と苛いら立だちとともに心中で毒づく。


　ラウは銀色のメッシュを施ほどこした髪かみを、かき上げた。わずかに顔をしかめる。


「余計なお世話なんだろうが──」


　陰いん鬱うつな嘆たん息そくとともに、言う。


　警けい戒かいする必要がないと判断した途と端たん、ラウの教師としての仮面がしゃしゃり出ていた。


「何を捜しているって……？　警察に届けるだけではダメなのか？」


　幸い今日は、ラウの受け持つ授業は少なかった。しかもヴィジュアルデザイン科の実習がなかったため、日ひ頃ごろに比べれば一パーセントくらいは心身の疲ひ労ろうが少ない。


　ここで馬鹿な子供の話を聞く程度ならば、誤差の範はん囲い内だろう。それに馬鹿とはいっても、ＶＤ１の生徒よりは数百倍、まともな神経を持っているに違ちがいない。


「友達がなくした、ネックレスです」


「……」


　ＶＤ１の生徒と同じくらい、馬ば鹿かだった。


　あまりにも子供じみた理由だ。たかがネックレス一つのために赤牧市からやって来て、挙げ句は便利屋を雇やとうつもりだったのだろうか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしいにも程ほどがある。
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　最近のガキは馬鹿しかいないのか見た目で判断した私もまた馬鹿だが畜ちく生しよう──。


　呆あきれ果てて言葉も出ない。胸中で唸うなるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　だが女の子がブツブツと語り出した内容を聞いて、ラウの心境は一変した。


「でも、この街にあるかどうかは、まだ分からなくて……冬のあの時間帯にあの道を通った可能性があるのは、近くの高校の入学試験を受けた人の可能性が高いけど……そうだとすればデザイン科っていう珍めずらしい学科を受けたということで……受験生そのものは少ないし、質屋の人から聞いた制服の特とく徴ちようは、合格者の中学校リストにはなかったから……たぶん不合格だったか、合格したのに別の高校へ進学した人……受験者全員の中学校をやっと調べられて、この街にある中学校にそれっぽい制服が……もしこの近くの高校で、デザイン系の学科があれば……」


　指折りながら呟つぶやく女の子は、ラウがわずかに目を見開いていることに気づいていない。


　なんだ、コイツは──。


　頭が良いいのか、それともＶＤ１の生徒以上の馬鹿か。


　たかだかネックレスごときに、どれだけ執しゆう着ちやくしているのだろう。


　虫憑つきには、決してなって欲しくないタイプである。


　予想もつかないことを実行する行動力とは裏腹に、発想が柔じゆう軟なんで的を射ている。暗殺者にとって、これほど倒たおしにくい敵はいない。


「誰だれが便利屋か分からないな……それとも探たん偵ていか」


「え……い、いやです。そんな安定してない仕事。向いてません」


　そして──運が良い。


　命がけの戦せん闘とうをしたことがある者ならば、その恐おそろしさを知っているだろう。


　何度も戦場を生き残る者は大たい抵てい、噓のような幸運を持っている。そしてまた次の戦場でも生き残るのだ。


「運が良いな……私は、耶麻本といって、地元にある高校のデザイン科で教師をしている」


「……うそ……」


「教師に見られないのは、慣れているがな。……どんなネックレスだ？　生徒で身につけている者がいないか、気をつけてみよう。私も捜し物をしているから、まあ、ついでだ……」


「え、えっと、あの、金色のリングがついてて──」


　女の子は、海え老び名な夕ゆうと名乗った。ラウもまた名乗る。


　興奮した様子の夕から携けい帯たい電話のメールアドレスを聞き、ラウはあらためて今日は帰宅するよう促うながした。


「私、すぐに耶麻本さんが教師なんじゃないかって気づきました」


　眼前の女の子には、驚おどろかされてばかりだった。


「心配の仕方が、先生みたいだったから。それに一目で良い人に見えたから」


「そうか……それはとても、なんていうか──」


　ラウは鬱うつ々うつとした表情で、またため息をついた。


　わずかな動どう揺ようとともに、自分でもよく分からない感情が湧わいた。


　二の句を継つごうとして言葉を選び、結局、妥だ当とうな言葉をもらす。


「──複雑だ」


　すぐに気づいた、と夕は言った。


　しかしラウがここへやって来たのは、暗殺者としてだ。


　それなのに最初から教師に見られていたというのは──それだけ、ラウの教師としての仮面が板についてきているということだろうか？


　板につきすぎて、困る。


　最近は暗殺者としての任務よりも、教師としての仕事に頭を悩なやまされてばかりだ。


　だがそんな鬱うつ陶とうしい仮面も、間もなく捨て去ることができるだろう。


「ありがとうございました！」


　朗ほがらかに一礼して去ろうとする夕を、ラウは呼び止める。


「おい、キミ……少し、聞いて良いか？」


「はい？」


「〝コアトルヘッド〟というものを、知ってるか？」


　夕が一いつ瞬しゆん、きょとんとした。だがすぐに笑え顔がおで宙に指を走らせる。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ──ですよね。もちろん、知ってますよ」


「そうか」


「今、すごいブームじゃないですか。それが、どうかしましたか？」


「いや、生徒に流行を気にしろと言われただけだ……気をつけて帰りなさい」


　元気に「はい！」と頷うなずいて、今度こそ夕の後ろ姿が見えなくなる。


「……そう、今は驚きよう異い的なブームなのだ」


　人目がなくなったことで、ラウが暗殺者としての表情を取り戻もどしていた。


「だが事件当時は、流行などなかった。──なかったはずだ」


　あらためて〝コアトルヘッド〟について調査をした結果、はっきりと裏がとれた。


　セピアという生徒をはじめ、地元の中高生に噂うわさされている通りだ。変電所跡あとに描かかれたマーク、〝コアトル・ホット〟が現れる前までは、そのようなマーキングブームはこの国のどこにも存在しなかった。


「ブームが始まる前に現れた〝コアトル・ホット〟……いったい、誰が描いた？」


　いよいよ不ふ審しんに思い、マーキングブームについて徹てつ底てい的に調べ上げた。


　ブームが起きた、きっかけは？


　誰が広めた？


　流行の発信源というものは、特定することが難しい。


　だが、それでもラウは、ある一つの調査結果に注目した。


　──なんでも叶かなうおまじない、〝コアトルヘッド〟を広めてほしい。


　はっきりとそう頼たのまれた人物を、この街で発見したのだ。


　頼まれたのは、どこにでもいるような女子高生だった。ただし良いいところのお嬢じよう様さまで小こ遣づかいが有り余っているのか、彼氏の浮うわ気き調査を依い頼らいしたらしい。


　その依頼を持ち込んだ先が、この〝便利屋きらり〟だった。依頼は無難にこなされ、女子高生はいくばくかの報ほう酬しゆうを支し払はらった。


　その時、五十里野きらりにブームを広げてくれるよう頼まれたという。


　以来、女子高生はマーキングにはまり、今でも友人に広めまくっているようだ。そのことが幸いして、ラウの捜そう査さ網もうにひっかかったのである。


「五十里野きらり……その時はまだなかったはずのブームを、なぜ知っていた？」


　女子高生がブームを広めるよう頼まれたのは、変電所跡の爆ばく発はつ事故があった直後だ。


　しかも──その女子高生だけではない。


　樹の根のように分ぶん岐きしたブームの発信元をたどっていくうちに、他ほかにも数件、〝便利屋きらり☆〟に辿たどり着いたものがあった。


「……」


　ラウは懐ふところから端たん末まつを取り出した。


　再生したのは、変電所跡で発見した虫憑つきと戦った局員が残した、音声記録。


　以前に実習室でも聞いた、ノイズだらけのものではない。


　徹底的に分ぶん析せきし、壊こわれかけていたデータを抽ちゆう出しゆつしたものだ。


『そ、そんな……ど、ど──』


　戦っている最さ中なかか、それとも攻こう撃げきを受けているのか。


　衝しよう撃げき音おんと、他の局員のものらしき悲鳴に混じって、叫さけび声が聞こえた。


『ど、同化型だ……！』


　この、一言。


　たったこれだけの断末魔まが、殲せん滅めつ班班長〝しぇら〟をこの街に投入させた。


〝変電所跡の虫憑き〟──。


　もしそれが実在するとなれば、新たな同化型の虫憑きの誕生を示していた。


　同化型の虫憑きは、危険すぎる。


　かつて発見された同化型は、〝かっこう〟を含ふくめて何もかもが常識の枠わく外がいにあった。特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局という機関でさえ、制せい御ぎよは困難だといっていい。


　かつて同化型の虫憑きを抹まつ殺さつすることのできた者は、誰だれ一人として存在しない。──最弱とされる〝からす〟でさえ、今もなお特とつ環かんの捜査網をくぐり抜ぬけて生き残っている。


　もし新たな同化型が本当に生まれていて、その力が特別環境保全事務局に敵対することがあれば、この国の安定すらも脅おびやかしかねない。──その能力が判明していない以上、ある意味では〝かっこう〟という存在よりも切せつ迫ぱくした危機と言える。


「〝変電所跡の虫憑き〟……」


　危険と判断されるものは、抹まつ消しようする──。


　それが中央本部、ひいては魅車副本部長の揺ゆるぎない意向である。


　そしてそれは、ラウ個人の目的とも同義だった。


　この国を、守る。


　中央本部の意向が自らの目的と重なっている間は、ラウは殲滅班として暗殺者の仮面を被かぶり続けるだろう。そのために強くなるべく、自らに厳しい訓練を課してきたのだ。


　豊かさで満たされたこの国を、今はまだ傾かたむけるわけにはいかない──。


　ラウが殲滅班に在ざい籍せきしているのは、その能力を見み出いだされたからというだけではない。


　自分自身の意思で、中央本部に居るのだ。


〝虫〟を巡めぐる謎なぞ。


　それはおそらく、特別環境保全事務局という組織の最さい奥おう部──中央本部という中ちゆう核かくの、さらに奥にあると確信している。


　中央本部の奥に一番近い場所は、殲滅班であると言って良い。


　この数年でラウが得た秘密だけでも、〝虫〟という存在を解明するヒントらしきものまでは摑つかめている。


　ラウが本当に追い求めるもの、〝虫〟という謎は、もう少し手を伸のばせば届くところにまで迫せまっている──。


「この国の急所……〝虫〟という致命的クリテイカルな弱点の真相を摑むまでは、誰だれにもこの国を脅おびやかさせるわけにはいかん……」


　己おのれの野望のため。


　抱いだいた夢のため。


　自分以外に国を脅かす相手は、一人残らず抹殺してみせる。


「この街に潜ひそんでいる連中──まとめて、引きずり出す必要があるな……」


〝変電所跡あとの虫憑き〟。


　この街のどこかに隠かくれているかもしれない、〝かっこう〟。


〝びりびり〟を操あやつって攻撃を仕し掛かけてきた、謎の敵。


　ベールに隠されたそれらを全すべて、この手で消しよう滅めつさせてみせる──。


「少々、派手に攻せめるとしよう……」


　陰いん鬱うつに呟つぶやく暗殺者が、足をひきずりながら事務所を後にした。








2.05　獣けものときらり




　ガシャンという硬かたい音が、事務所内に響ひびき渡わたった。


　振ふり向くと、きらりが片づけようとした食器を床ゆかにばらまいていた。


　五十里野きらりの性せい癖へき──食事の準備をするたびにモノトーンの衣い装しよう、メイド服に着き替がえるコスプレ好きも慣れたものだ。茶ちや碗わんを拾おうとするものの、また手を滑すべらせ、オロオロと空中でお手玉をしている。


「どうしたんだよ？　最近、たまに落ち着かないみたいだけど」


「ごめんなさい、ダイスケさん……ちょっと、考えごとしてて」


「考えごと？」


「たいしたことじゃ、ないから……」


　きらりが受け取ろうとした茶碗が、床へ落ちた。


　彼が軽い茶碗を支えきれず、きらりに渡す前に取りこぼしてしまったのだ。


「ははっ。俺も同じだ」


「……」


　無言でじっと彼を見つめるきらりに、今度こそ茶碗を渡す。


　彼ときらりの同居生活も、ずいぶんと長く続いている気がした。実際は短かったのかもしれないが、二人で暮らす時間はとてもゆっくり感じられた。


　最近はペットのフェレットが加わり、二人と一匹ぴきでの生活だ。


　食事係は、きらりだ。少ない材料で工く夫ふうし、毎食作ってくれる。


　掃そう除じや洗せん濯たくは、彼がやる。


　そして仕事は萌々を加え、三人で依い頼らいをこなす。


　昨日と同じ今日が続いていた。


　そして今日と同じ明日がやって来るのだろう。


「──今度、美味おいしいものを食べに行こうね」


　きらりの優やさしい笑えみは、出会った頃ころとちっとも変わらない。


　彼は変わった。きらりに笑い返すことができるようになっていた。


「そんな贅ぜい沢たく、言ってられないだろ。いいよ、今のままで」


「そう」


「もっとたくさん依頼こなさないとな。この調子じゃ事務所、潰つぶれちゃいそうだ」


　彼の冗じよう談だんにも、きらりはいつもと変わらない笑みを浮うかべる。


「ん……そうだね」


　二人で食器をキッチンへ運び、肩かたを並べて洗い物をこなす。


「今日はいつもの用事ってヤツは？」


「たぶん……もう、大だい丈じよう夫ぶかな」


「虫憑つきが関かかわってるんだろ？」


「……ん」


　食器を洗っている最さ中なか、交かわした会話はそれだけだった。


　きらりがどこかで虫憑きを助けているのは、萌々から聞いて知っていた。


　一いつ般ぱん人じんの萌々はもちろんのこと、今の彼が役に立てないことは分かっていた。そのことは、きらりも承知しているのだろう。


　食器を拭ふく作業だけでも、彼は三回以上も茶碗をつかめずに台の上へ落とした。


「着替えてくるね」


　寝しん室しつに戻もどるきらりを見送り、彼はリビングのソファに座った。


「……」


　天てん井じように向かって、両手を掲かかげる。


　握にぎりしめようとするものの、うまく力が入らない。


　彼は目を細めた。──よく今までもったものだと自分を褒ほめたいくらいだ。


　普ふ段だん着ぎに着替えたきらりが、寝室から出てきた。彼は両手を頭の後ろで組む。


　きらりは何も言わず、彼の足元に腰こしを下ろした。床の上に座り、ソファによりかかる。せぴあがここぞとばかりに少女の膝ひざの上に飛び込んだ。


　黙だまって天井を眺ながめる彼と、微ほほ笑えみながらフェレットの頭を撫なでるきらり。


　二人で、依頼が舞まい込むのを待つ。


　たとえ今日、依頼がなくても、明日も同じようにして待つのだろう。


　静かで退たい屈くつな時間。


　時計の針の音だけが響くリビングにいると、心から実感した。


　自分は今、生きている──。


　奇き跡せきの積み重ねで生き延びて、今ここにいる。


　明日も同じように生きていると信じられる、そんな居場所にいる。


「ありがとう」


　彼は言った。きっと自分は今、笑えみを浮かべているのだと思う。


「ん？」


　きらりは短い疑問の声を上げただけだ。


「お礼を言うの、今まで忘れてた」


「たいしたこと、してないよ」


「たくさんしてもらったよ。はじめて会った時から、今までずっと。本当にたくさん……」


　命を救ってもらったことに始まり、きらりには助けられっぱなしだった。


　衣食住の面めん倒どうを見てくれたのはもちろんのこと、発ほつ作さが起きた時は収まるまでずっとそばにいてくれた。苦痛に耐たえきれず、たくさんの愚ぐ痴ちもこぼした。自分でさえ耳を覆おおいたくなるような自じ虐ぎやくを、きらりは黙って聞いていてくれた。


　きらりは、自分が一生のうちで最も弱い部分をさらけ出した相手だと思う。


　強がりで意地っ張りで素す直なおではない自分が、きらりには弱さを剝むき出しにした。それが恥はずかしいと思わないのは、彼女が全すべてを優しい笑みで受け止めてくれたからだ。


　おかげで怪け我がも、すっかり治ったよ」


「そうは見えないけど……」


「これはもう、どうしようもないから」


「……」


「ずっと訊ききたかったこと、訊いていい？」


　きらりが顔を上げ、彼を見た。コクリと小さく頷うなずく。


「なんでそんなに、コスプレが好きなんだ？」


「……」


「学校の制服から、ナース服、ビジネススーツ、婦警、メイド服……それにクローゼットの奥にあったの、あれ宇宙服？　スゴすぎるだろ……」


「どれも私が小さい頃、なりたかったものだから」


　再び下を向き、フェレットの頭をなでるきらり。


「もうなれないもの、って言ってもいいかな」


「……大だい企き業ぎようの会長に嫌いやがらせされてるってヤツか？」


　怒いかりの声を上げる彼とは対照的に、きらりは微び笑しようを浮かべただけだった。


　話したくないのだろうかと思い、それきり彼は黙っていた。


　だがやがて、ポツリときらりが呟つぶやいた。


「中学生の頃、親友が遺産相続に絡からんで命を狙ねらわれていたの……」


　彼は黙っていた。


「それを助けたのが、虫憑きの人だったの。親友が〝優しい魔ま法ほう使つかい〟って呼んで、とても親しくしていた人……そして私に色んなことを教えてくれた人でもあった」


　過去の出来事を語る少女の口調は、あまりにも淡たん々たんとしていた。


「でもね、親友が遺産相続で狙われるようになったのも……本当は、当時の会長をその虫憑きが殺したせいだったの」


「……」


「お金を取り上げられて苦しんでいる、大勢の人たちを助けるためだった。でもそのせいで親友を危険に晒さらしてしまったことを、ひどく悩なやんでた。そして親友の身代わりに自分が死ぬことで、遺産相続の問題に決着をつけた……」


　きらりが微笑を浮うかべた。だが彼には彼女が、今にも泣き出しそうに見えた。


「最さい期ごに会った時に、〝優やさしい魔法使い〟が私に頼たのんだの。──自分が当時の会長を殺したことと……私の親友のために、自分が身代わりになって死んだことを黙っていてくれって。人を殺したことは責められて当然だけれど、身代わりになったことを知れば親友は自分自身を責めてしまうかもしれないからって……」


　泣きそうに見えたのは、目の錯さつ覚かくだったようだ。──そう思ってしまうほど、彼を振ふり返った少女の笑顔は屈くつ託たくのないものだった。


「それが〝便利屋きらり☆〟が引き受けた、最初の依い頼らい」


　彼は目を見開いた。


「親友はそれから会長を継ついだけれど──私のことをずっと憎にくんでるの。大好きだった〝優しい魔法使い〟がいなくなってしまった理由を、私が絶対に言わないから」


「なんだよ……それ……！」


　思わず彼は、きらりの肩かたに摑つかみかかった。だが力が入らないせいで、うまく摑めない。


　そんな馬ば鹿かな話があってたまるものか。


　たった一人の馬鹿な虫憑つきからの依頼を守るために、きらりは自分の人生を犠ぎ牲せいにしているというのだろうか？


「そんな虫憑きの依頼を守ったって、何の意味もないだろ！　そいつはもう死んでるんだし、なんでそんなことのためにきらりが犠牲にならなきゃならないんだよ！　そんなの、おかしいだろうが！」


「ん……」


「なに笑ってんだよ──」


　今度こそ、彼の手がきらりの肩を摑んだ。強ごう引いんにこちらを振り向かせる。


「俺のことだって、そうだろう！　土師から頼まれたのか知らねーけど、こんな胡う散さん臭くさいヤツを受け入れるなんて危ないと思わなかったのか？　金もないのに文句も言わないでずっといっしょに住まわせて……お前、バカじゃないのか？　死んだヤツの依頼なんて、どうでもいいだろうが！　ここにいないヤツの依頼なんて、どうでもいいじゃねーかよ！」


「どうでも良くないよ」


　きらりがニコリと笑った。肩に彼の指が食い込んでいるというのに、顔色一つ変えない。


「絶対に引き継つがなきゃいけないものは、確かにあるから」


「……」


「だから私は……そのことを知ってる、虫憑きっていう人たちが好き」


　彼は奥歯を嚙かみしめた。


「でも、お前は虫憑きのせいで、人生をメチャクチャにされたのに──」


「ううん、逆」


　少女が首を横に振り、目を細めた。


「私は、一番なりたかったものになれたよ」


　これが──。


　今の便利屋という姿が──。


　きらりの望んだものなのだろうか？


　依頼など、たまにしか舞まい込んではこない。


　仕事を解決しても、まともに報ほう酬しゆうを受け取ったこともろくにない。


　今日、依頼が来なければ、明日もまた依頼を待つだけの日になるのだ。


　本当にそれが、きらりの望んだものだというのならば──。


「……っ」


　心の底から、羨うらやましいと思う。


　この短い間、きらりや萌々と過ごした日々は幸福だった。


　明日もまた、今日も同じ日になれば良いいと願ってしまうほどに。


　この場所を──自分が探し求めていた場所かもしれないと思ってしまうほどに。


「俺に──」


　きらりのように優しくない自分には、手の届かないものだ。


　それこそ夢のまた夢の居場所である。


「できること、ないかな……きらりのために……」


　せめて手助けがしたかった。


　どうしようもなく弱い自分でも、何かの力になりたかった。


　自分が間ま違ちがいなくこの場所に居たという、ちっぽけな証あかしを残したかった。


「もう少し、ここに居てくれると嬉うれしいな」


　きらりが言い、空中に向かって指先を動かした。


「それと……このおまじない、広めてあげて？」


〝コアトルヘッド〟──。


　それは何でも叶かなう、夢のおまじない。


　あまりにもささやかな願いを言って、きらりは微ほほ笑えんだ。


　彼は眉まゆをひそめた。


　ここに居てほしいという願いは、まだ分かった。


　彼と萌々の気持ちを、きらりはとっくに知っているのだろう。


　だが〝コアトルヘッド〟を広めてほしいという理由が、分からなかった。


「どうして、〝コアトルヘッド〟を──」


　彼が問いかけようとした時だった。


　事務所の入り口が開く音がして、通路を足早に進む足音が聞こえた。


　バタン、と勢いよく扉とびらを開け、一人の少女がリビングに姿を現した。


　田央萌々だ。


「萌々？」


　少女の様子がいつもと違うことに、すぐに気がついた。


　いつも快活だった萌々が、今にも泣き出しそうな顔をしていた。肩を震ふるわせ、瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべている。


「萌々ちゃん──」


「テレビ、観みて……」


　萌々がポツリと呟つぶやく。


　それでも彼らが呆ぼう然ぜんとしていると、萌々がリモコンに飛びついた。リビングに置いたテレビの電源を入れる。


『またも被ひ害がいが出ているようです。今日確かく認にんされただけで、何件目でしょうか──』


　映し出されたのは、ニュース映像だった。


　どこかの商店街に描かかれた落書きだろう。店のシャッターの上に書き込まれた〝コアトルヘッド〟のマークが、建物の外がい壁へきごと無む惨ざんにも破は壊かいされていた。


『──〝マーク狩がり〟です！』


　画面の中で女性キャスターが叫さけぶ声が、事務所内に反はん響きようした。




3.00　獣けものと萌々　Part. 4




　街の風景が、急変しつつあった。


　表面上は普ふ段だん通りの平和な街並みなのに、ひどく不安定で動どう揺ようしているように見えた。


　その理由を、彼は知っていた。


「〝マーク狩り〟……この街でも起きてるのか」


　萌々に連れられてやってきた駅前の四つ角交差点で、呆然と立ち尽つくす。


　最も目立つのは、広こう告こく塔とうだった。そこには大ヒットを記録した、〝コアトルヘッド〟のポップソングの広告が貼はり付けてあったはずだ。だが今は誰だれがどうやったのか、大きな爪つめ痕あとのような亀き裂れつが刻まれていた。足場を組んで修復工事をしているのが見える。


　傷ついた広告塔を振ふり返る通行人たちにも、あのマークを身につけている者はいない。


　歩道に面した店先からは、きれいに関連商品が姿を消していた。


　電柱や壁かべに落書きされたマークは塗ぬりつぶされ、あるいは削けずり取られていた。


「たった数日間で……こんなに変わるものなのか？」


　この国の急激な変化に、寒気すらおぼえた。


〝コアトルヘッド〟のマークを狙ねらって襲おそいかかる凶きよう悪あく犯はん、通つう称しよう〝マーク狩り〟の報道がされるようになったのが、つい先日のことだ。


　マークを描いた、もしくは所持していた人間が次々と大おお怪け我がを負わされているらしい。さらに被害は人間に止とどまらず、マークを描かれた媒ばい体たいも破壊されているという。


　犯行は、単独犯によるものではなかった。まるで「よーい、ドン」と合図したかのように、全国でいっせいに被害報告が多発したのだ。


　しかも不可解なことに、〝マーク狩り〟の犯人は一人も摘てき発はつされていないらしい。警察に捕つかまるのは〝マーク狩り〟の模も倣ほう犯はん、あるいは便乗して暴れたかっただけの愉ゆ快かい犯はんしかいない。


　犯人が捕まらないことが、さらに話題に拍はく車しやをかけた。


　謎なぞの現象、〝マーク狩り〟──。


　それはマーキングブームが流行した時と同じ勢いで、全国に広がりつつあった。


「……萌々？」


　いっしょにいたはずの少女を振り返る。


　田央萌々は歩道の真ん中に佇たたずみ、きょろきょろと周囲を見回していた。ひどく不安げな顔で、何かを探すかのように視線をめぐらせている。


「なんで……？」


　ポツリと呟いたかと思うと、萌々が急に走り出す。


「萌々！」


　呼び止めても無む駄だだった。彼は少女の後を追いかける。


　萌々が立ち止まったのは、書店だった。店先に置かれた棚たなにあった商品を掘ほり返す。


「──ない……」


　唇くちびるを嚙かみしめ、再び地面を蹴ける萌々。


　次に足を止めたのは、大きなビルの前だった。ダークブルー一色に染められたビルの壁は、ペンキを塗り直したばかりのようだ。


「……ないよ」


「萌々……！」


　またもや走って裏道へと駆かけ込んでいく萌々を、必死に追いかけようとする。だが身体からだから力が抜ぬけ、ガクリと膝ひざが折れそうになった。


「くっ……」


　感覚が消えつつある足に力を込こめ、駆ける。


　萌々は裏道を通りすぎ、さらに小さな坂道を下ったところに居た。古びた空き家の塀へいを見て、静かに立ち尽くしている。


　駆け寄り、萌々と肩かたを並べて塀を見やる。


「……」


　塀が一面、真っ黒なカラースプレーで染め尽くされていた。


　黒い色からはみ出した線を見て、スプレーの下に〝コアトルヘッド〟のマークが隠かくれているのが分かる。誰かがマークを乱暴に塗りつぶしたらしい。


「ダイスケ……」


　ゆっくりと彼のほうを向いた萌々の瞳ひとみには、大おお粒つぶの涙なみだが滲にじんでいた。


「消えちゃう……」


「……萌々？」


「〝コアトルヘッド〟が、どこにもないよ……どんどん消されていっちゃう……」


　一筋の涙が、萌々の頰ほおを伝った。


　上気した少女の顔を見て、彼はハッとした。萌々の額に手を当てる。


「お前、熱が──」


　言い終えるよりも先に、萌々が彼の胸に飛び込んだ。涙を隠すように彼の懐ふところに顔を埋うずめ、両りよう腕うでを背中にまわす。


「あんなにたくさん、あったのに……！　どこを見ても〝コアトルヘッド〟でいっぱいだったのに……！　一つもなくなっちゃうよ……！」


「どうしたんだよ、萌々」


　少女の頭を抱だき返し、訊たずねる。


　萌々がマーキングブームにどっぷりハマっていたのは知っている。


　それにしても萌々の動どう揺ようぶりは、度を超こえていた。熱で冷静さを失っているのだろうか？


「たかがブームだろ？　好きなものがなくなって悲しいのは分かるけど……そんなに泣くことじゃないじゃないか」


　彼の言葉に、萌々は激しく首を横に振ふっただけだった。嗚お咽えつを漏もらし、言葉を語ろうとしない。仕方なく彼は少女の頭を撫なで、落ち着くまで何も言わなかった。


　力の入らない腕で少女を抱きしめていると、奇き妙みような既き視し感をおぼえた。


　なにげなく周りを見回し、ようやく気づく。


「あ？」


　二人分の体重を支えていた脚あしから、とうとう力が抜けてしまった。塀の前で、もつれ合うようにして二人は腰こしから地面に倒たおれ込む。


　だが彼は転てん倒とうした痛みも忘れ、目を見開いた。


「ここは──俺がきらりと……萌々に拾われた場所か？」


　特とつ環かんを脱だつ走そうし、河原で化け物と戦って瀕ひん死しに陥おちいった日のことだ。


　あの時、自分は今のようにこの塀にもたれかかって倒れていた。


　死を覚かく悟ごしていた彼の前に現れたのは、田央萌々だった。重傷を負った彼に見入っていたかと思うと、やにわに額に不思議なマークを描かいて唱えたのだ。


　──コアトル・コアトル・パラ・エミレ。


　その時の彼は〝コアトルヘッド〟など知るはずもなく、ただ呆ぼう然ぜんとしたのを憶おぼえている。


「そっか……あの時は夜だったから、ちっとも気づかなかった」


　結果的に、あの時の萌々のおまじないは最高の効果を発揮したのだろう。


　彼は命を救われ──それ以上に心を救われた。


　あの時に終わろうとしていた人生が、ありふれた日常という続きを手に入れたのだ。


「この後ろのマークは……萌々が？」


　出会った記念として描いたのかとも思ったのだが、違ちがったようだ。彼の腕の中で、萌々が首を横に振った。


　顔も知らない誰だれかが描いた、ただの落書きなのだろう。


　だがきっと、背中にある〝コアトルヘッド〟にもかけがえのない思いが込められている。


「そっか……最初から、俺たちはこのマークに見られてたんだ……」


　不思議なブームだ。


　いや──ブームだった、と過去形になりつつあるのだろう。


　へんてこなマークを描いて願い事をするだけの、簡単なおまじない。


〝コアトルヘッド〟。


　急速に広まったマーキングブームの黄たそ昏がれを、彼は目まの当たりにしているのかもしれない。


　かくも巨きよ大だいな流れが消えていく様は、太陽が西の空に沈しずみゆく眼前の光景と似ている──。


「ダイスケ……」


　彼の腕の中で、萌々が顔を上げた。


　潤うるんだ瞳と上気して朱しゆに染まった頰は、熱のせいだろうか。夕日に照らされてやわらかに光る唇くちびるから、温かい吐と息いきが漏れる。


「はじめて会った時から……好きでした」


　驚おどろきはしなかった。


　ただ、なぜか苦く笑しようが浮うかんだ。


「俺は──」


　何もかもから逃にげ出した自分には、許されないと分かっている。


　残り時間が少ない自分には、過ぎた幸福だと分かっている。


　だが極限まで弱り切った今の自分は、その感情を押し殺す力さえ残っていなかった。


「いつからか、分からないよ……」


　萌々の頭を、弱々しい力で引き寄せる。万ばん感かんの思いを込こめて、残された力全すべてを使ったつもりだった。


　塗ぬりつぶされた〝コアトルヘッド〟の前で、二人の唇がゆっくりと離はなれた。


　どれくらいの時間、黙だまって抱き合っていただろうか。


　周囲が薄うす暗ぐらくなり始めた頃ころ、萌々がポツリと呟つぶやいた。


「どこにも行かないよね、ダイスケ……」


　彼は微び笑しようする。


「今、決めた。ずっとここに居るよ」


　萌々が安心したように微ほほ笑えんだ。


「あのね……」


「ん？」


「前に話した秘密のこと、おぼえてる？」


「変電所跡あとで消えた虫憑つき……」


「そう。でもね、ホントは続きがあるんだ」


「続き？」


「うん。その虫憑きはね、〝コアトルヘッド〟がなくなっちゃうとまた出てくるの……」


　彼は目を見開いた。


　萌々が続ける。


「そうなると、あたしはきっと殺されちゃうの……」


「どうして？」


「分かんない……」


「……」


「その虫憑きはね、絶対に生まれちゃいけない虫憑きなんだって。トランクケースを持った人が、そう言ってた」


　萌々の言うことは曖あい昧まいで、ひどく抽ちゆう象しよう的だった。熱のせいで思考力が鈍にぶっているのか、顔もぼんやりとしている。


「その虫憑きのことを、たくさんの人が怖こわがってるんだって。たぶん、あたしもその中の一人だと思う……すごく、怖いよ」


　彼は萌々の肩かたを抱だき寄せる。


「もし萌々が危ない時は、俺が──」


　助ける──そう言おうとした口を、萌々の唇が塞ふさいだ。


　萌々が顔を離し、いつもの明るい笑えみを浮かべる。


「ダイスケじゃ敵かなわないゼッ。その虫憑きは、すごく強いんだって」


「そっか……そうだよな」


　彼は苦笑いを浮かべた。こうして萌々を支える力が、明日まで残っているかも分からない。


「だから、逃げちゃうのが一番だゼッ」


「どこへ？」


「ダイスケが帰りたいって言ってた場所なんて、どう？」


「俺のことなんて、もう誰もおぼえてないかもしれない……」


「あたしがいるよ。また顔に名前、描かいてあげるゼッ」


「油性はやめてくれ……」


　笑い合い、萌々がもう一度、彼を強く抱きしめた。


「守ってくれなくても、良いいよ」


「……」


「その代わり……その虫憑きがまた出てきたら、いっしょに逃げようゼッ」


「ああ……いっしょに逃げよう」


　いつの間にか、逃げるのは得意になってしまった。


　小さな約束を交かわす二人の頭上で、最初の星が瞬またたいていた。








3.01　萌々とセピア




　ついこの間まで〝コアトルヘッド〟だらけだった帰り道も、〝マーク狩がり〟の影えい響きようで見慣れたマークが姿を消していた。


　一つまた一つとマークが消えていくたびに、得体の知れない不安が押し寄せていた。


〝コアトルヘッド〟は、絶対に消えてはいけないものなのだ。


　これからも増え続けなければならないのだ。


　それなのに──何者かによる妨ぼう害がいのせいで、一つ残らず消え去ろうとしている。


「コアトル・コアトル……」


　おぼつかない足取りで、萌々は街を歩いていた。熱のせいで頭が殴なぐられたように痛かったが、どうしても確かめたいことがあった。


　家に帰ろうとした萌々を、薬屋大助は送ってくれると言った。


　だが萌々は丁てい寧ねいに、そして本心とは裏腹に、彼の申し出を断った。


　本当は家に帰りたくなどなかった。


　ずっと大助のそばに居たかった。


　彼が萌々のことを受け入れてくれたのが、とても嬉うれしかった。次々と〝コアトルヘッド〟が消えていく不安を、大助が取り去ってくれた。


「パラ・エミレ……」


〝コアトルヘッド〟──。


　勇気が出る、おまじない。


　そのマークは紛まぎれもなく勇気をくれた。


　大助と出会わせてくれたことで、彼から勇気をもらった。


　だからこそ萌々は、確かめなければならないことがある。


「はあ……」


　ひどくなる一方の熱と格かく闘とうしながら、萌々は明かりに照らされた街の中心を出た。


　向かったのは、郊こう外がい。


　徒歩でそこに向かうには時間がかかったが、引き返そうとは思わなかった。身体からだは重く、心は漠ばく然ぜんとした不安でいっぱいだったが、立ち止まろうとは思わなかった。


　今日はもう、家に帰らなくていいや──。


　息が上がっていた。


　だが自然と、笑みが浮うかんでいた。


　事務所に行って、ダイスケときらりんに看病してもらおう──。


　二人に世話をかけてしまうが、病気の時くらいは許してもらえるだろう。一つしかないベッドを占せん領りようし、ダイスケにそばにいてもらい、きらりにおかゆを作ってもらうのだ。


　自分は優やさしくないから、迷めい惑わくをかけてもお構いなしだ。


　ここぞとばかりに、めいっぱい二人に甘えてみせる。


　出て行けと言われるくらい手間をかけさせる自信があった。


「はあ……はあ……」


　目的の場所は、錆さびた柵さくに囲まれていた。


　見覚えのあるスクーターが駐とまっていた。本当に来てくれるか心配だったが、萌々が呼び出した人物はちゃんと先に着いていたようだ。


　面めん倒どうくさがりなくせに、中ちゆう途と半はん端ぱなことが大だい嫌きらいなのだ。その性格は何年もそばにいた萌々が、誰だれよりも良く知っていた。


　柵の破れ目から、敷しき地ちの内部へと足を踏ふみ込む。


　うち捨てられた変電所跡あと。


　明かりのないその場所は、注意していないとすぐに何かにぶつかってしまいそうだった。


　以前にダイスケとフェレットを捕つかまえた時とは違ちがい、月は見えなかった。いつの間にか空を覆おおい始めた分厚い雲によって、星さえも見えなくなっていた。


「はあ……はあ……」


　数え切れないほどの鉄てつ塔とうが並んでいた。


　頭上は蜘蛛くもの巣のような送電線で覆われている。


　鉄塔の森を抜ぬけると──巨きよ大だいなクレーターがあった。


　そしてクレーターの横には、地面に描かかれた白いマーク。


　最初の記号にして、ブームの始まりとなった特別なマーク。


〝コアトル・ホット〟。


　熱い衝しよう撃げきとともに現れたそれの上に、一人の少女が佇たたずんでいた。


　大助と別れてすぐに、メールで呼び出したのだ。いつものように返信はなかったが、必ず来てくれると信じていた。


「セピアなら、来てくれると思った……ゼッ」


　萌々は微ほほ笑えむ。


　白いマークの上に立っていたのは、萌々の親友であるセピアだった。ツノ付きの帽ぼう子しをかぶった頭を、こちらへと向けている。


　小こ柄がらなセピアと対比すると、〝コアトル・ホット〟はますます大きく見えた。


　同じマーカーケースを腰こしにさげた少女が二人、間近で見つめ合う。


「セピア……〝コアトルヘッド〟が消えていくよ……」


「……」


「すごく怖こわい……だって、トランクケースを持った人は……」


「……」


「ねえ、どうして黙だまってるの？　セピア！」


　静かに萌々を見つめたまま一言も発しない親友に向かって、とうとう萌々は叫さけんだ。


「あの時──そのクレーターができて、〝コアトル・ホット〟を描いた時、セピアだっていっしょにいたくせに！」


　セピアは黙もくしたままだった。萌々は叫び続ける。


「トランクケースを持った人が、言ってたじゃない！　このマークがあるかぎり、大だい丈じよう夫ぶだって……でもマークが消えてなくなった時は……全部、メチャクチャになるって！」


「……」


「たくさん人が死ぬって！　たくさんの人が殺しに来るって！」


「……」


「セピアのことを、こう言ってたじゃない──」


　視界が潤うるみ、歪ゆがんでいく。


　萌々が見つめる世界が、形を変えていく。


　セピアの輪りん郭かくが、瞳ひとみに浮かべた涙なみだのせいでグニャリと歪んだ。


「生まれちゃいけない虫憑つきだって！」


　今まで、ずっと隠かくし続けてきたのだ。


　セピアは幼なじみで、親友だった。中学校を卒業した時も、セピアは本当は都会の赤牧市にある環かん境きようの良いい高校に合格していたのだ。それでも萌々と同じ学校に通いたいと言って、地元に残ってくれたのだ。


　だから、黙っていた。


　親友が虫憑きであることを。


「セピアだって……自分が怖いって……ずっと、あたしに言って……」


　気き丈じようなセピアが、自分にすがって泣いたこともある。


　その時に親友が流した涙の温ぬくもりも、はっきりと憶おぼえていた。


「逃にげて……」


　萌々はセピアに向かって、言う。


「セピア……大変なことになる前に、逃げたほうが良いよ……」


　きらりにお願いしよう。


　彼女ならきっと、セピアを安全なところまで逃がしてくれる。


「ねえ、セピア──」


「私がここに来たのは、はっきりさせておきたいことがあったから」


　セピアの声が、夜の変電所跡に響ひびいた。


　ずいぶんと久しぶりに親友の声を聞いた気がする。あの時、〝コアトル・ホット〟が描かかれた時から、ずっとセピアは自分を避さけ続けてきたからだ。


　小柄な少女が、ゆっくりと萌々に歩み寄る。


　萌々に向かって、セピアが腕うでを持ち上げた。


「あなた──いい加減、ウザいのよ」


　明らかな敵意を込こめた少女の視線が、呆ぼう然ぜんとする萌々を貫つらぬいた。


　そして、セピアははっきりと──。


「──」


　萌々の耳元で、別れの言葉を囁ささやいた。








3.02　The others




　変電所跡あととは正反対に位置する街外れに、その工場街はあった。


　昼間は大勢の作業員で賑にぎわっている場所も、夜になれば不気味なほど静かだ。しかも工場から離はなれた駐ちゆう車しや場じようとなれば、見回りの警備員も来ない。


　工場に勤務する全作業員が利用している駐車場だけあって、面積は広い。


　夜の駐車場の中央には、大きなマークが描かれていた。


〝コアトルヘッド〟である。


　時たまこの場所でたむろする、地元の若者らが描いたものだ。塗ぬり直す労力が惜おしいのか、マークはずっと放置され続けている。


「……」


　五十里野きらりは工場の陰かげから、静かに駐車場の様子を見守っていた。


　耳につけたイヤホンからは、ノイズしか聞こえない。マークのそばにしかけた無線型の盗とう聴ちよう器きは、周囲を支配している静せい寂じやくを伝えていた。


　街に残されたマークは、数少ない。その中でも駐車場のマークは、特に大きいものだ。


　世間の注目を一気に集めた〝マーク狩がり〟──その正体を摑つかむために、きらりがこの場所に張り込んで数日が経過していた。


「必ず、現れるはず……」


　ポツリと呟つぶやく。


　全国に広がったマークは、数知れない。


　だがきらりには、ここに〝マーク狩り〟が現れるという確信があった。


　なぜなら全国で起きている被ひ害がいは、この街で起きているそれに比べて非常に少ないからだ。


　各地で起きている〝マーク狩り〟は、騒さわぎを起こすこと自体が目的なのだろう。そのため、放置されているマークは多い。


　だがこの街にあるマークは、徹てつ底てい的に破は壊かいされていた。大小も関係ない。神経質なほどに、一つ残らず消し去られようとしている。


「単にブームを消そうとしているようには思えない……」


　きらりの中で、嫌いやな予感が膨ふくらんでいた。


　この街の水面下で動いていた、姿なき捜そう索さく者しや──。


　その足音が、きらりには確かに聞こえていた。


「もしかしたら〝コアトルヘッド〟の持つ意味が、気づかれつつある……？」


　呟きながら、きらりは目を細めた。


　駐車場に描かかれたマークの上に、黒い人ひと影かげが二つ、現れた。


　月が雲に隠かくれてしまったため、シルエットしか見えない。だが現れるまで気配を感じさせなかったことと、隙すきのない佇たたずまいで彼女は確信する。


　──来た。


　きらりが見つめる中、人影の一人が片腕を振ふるった。


　それだけで、地面が震しん動どうした。アスファルトが抉えぐれ、マークが無む惨ざんに引き裂さかれる。


　ノイズが走るイヤホンに、耳を傾かたむける。


『これでこの街からは、ほとんどのマークを消し去ったことになる……』


　女性の声だ。その陰いん気きなハスキーボイスは、どこかで聞き覚えがあるような気がした。


『さて、何が起こる……？』


　小声のため、よく聞き取れなかった。小型の双そう眼がん鏡きようを取り出し、シルエットを見る。


『──客か』


　女の声が、急に鋭するどくなった。何かあったのかと、きらりは双眼鏡の標準を合わせていく。


「……！」


　ハッとして、きらりは双眼鏡を下ろした。


　シルエットの数が、一つしかなくなっていた。先ほどまでは、確かに二つあったはずだ。


　危機感をおぼえ、距きよ離りを置こうとした時にはもう遅おそかった。


「やはり無関係ではなかったか……」


　振り返ると、誰だれもいなかったはずの背後に、ベンチコートを着た人物が立っていた。


「話をきかせてもらうぞ、便利屋」


　前方の駐車場と背後、二人の黒ずくめに挟はさまれてしまった。


　逃にげ場が──ない。


『感知！　一人の虫憑つきが近づ──は、はやい……！』


　イヤホンから緊きん張ちようした声が響ひびいた。


　ベンチコートの女が顔を上げ、つられて彼女も駐車場を振り向く。


　弾だん丸がんのような速度で、遠方から黒い物体が接近しつつあった。


『ごあぁっ！』


　耳みみ障ざわりな声が響いた。駐車場にいた黒ずくめが〝虫〟を舌に張りつかせ、黒い影かげに向かって口から鋭い爪つめを伸のばした。


　襲おそいかかる無数の爪を、しかし空を舞まう影は一いつ瞬しゆんですり抜ぬけていく。あまりの速さに、どういうルートで攻こう撃げきをかいくぐったのかも視し認にんできない。──まるでその黒い何かの周りだけ、時間の流れが早送りされているかのようだ。


　残像を残し、黒い物体が宙高く舞い上がった。弧こを描えがきながら、きらりのもとへ接近する。


　きらりの頭上を、闇やみ色の針が通りすぎた。


　背後に立っていた女が、ベンチコートの一部を針に変形させ、空に向かって放ったのだ。


　飛行する影が針をすり抜け、きりもみしながら地上に降り立った。


　ぶあっ、と吹ふき荒あれた風圧が、きらりの髪かみを舞い上がらせる。


　きらりのそばに着地したのは、頭にターバンを巻いた少女だった。顔や腕うでに黒い模様を浮うかべ、身を包むコートと一体化した翅はねを背中に生やしている。


　きらりの知らない虫憑きだ。敵か味方か、それすらも分からない。


「──ちょっとキツイかもだけど、我が慢まんしてねん？」


　甘ったるい声で言うなり、ターバンの少女がきらりを抱だきかかえた。


　しかし、きらりの身体からだの動きがガクンと止まる。


「……！」


　ベンチコートから伸びた針が生き物のように動き、きらりの脚あしに絡からみついていた。


「逃がさん」


　低い声で呟く女のベンチコートが、瞬しゆん時じに変形した。ぴったりと身体を覆おおうボディスーツとなり、つま先から頭頂部まですっぽりと覆う。長身にして手足の長い女性のボディラインが、ぴったりと浮かび上がる。


「〝びりびり〟を操あやつっていたのは貴様だったか、〝からす〟……死ね」


　漆しつ黒こくの怪かい人じんが、片腕を振り上げた。


　きらりとターバンの少女が、表情を凍こおりつかせた時だった。


『感知！』


　盗とう聴ちよう器きを通じて響いた声が、怪人の動きを止めた。


『変電所の方角……これは、反応が……つ、強すぎる──』


　イヤホンから響いた声は、ボディスーツの女にも聞こえているのだろう。


　動どう揺ようする仲間の声とは裏腹に、怪人の反応は冷静だった。人形のような不気味な動きで、上半身だけを変電所跡あとがある方角へ向ける。


「とうとう現れたか……〝変電所の虫憑き〟め」


　きらりもまた、怪人と同じ方角を振り向いた。


　はるか遠方に、黒雲に覆われた夜空を照らす光が見えた。


　空を突つき刺さす七色の光。


　それはかつて、きらりが絶望とともに見上げたものとまったく同じだった。


　止められなかった──。


　遠くの空を見ながら、きらりは歯は嚙がみする。


〝コアトルヘッド〟がなくなれば、こうなることは分かっていた。


　いいえ、今ならまだ間に合うかもしれない──。


　諦あきらめきれず、きらりが懐ふところからナイフを取り出した時だった。


『か、感知──』


　再び、震ふるえた声がイヤホンから響いた。
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『変電所跡に現れたものと同じくらい強い反応が、新たにもう一つ……！』


　きらりは目を見開く。


『い、いったいこの街はどうなって──』


「いいや、予定通りだ」


　ボディスーツの女は冷静だった。


「邪じや魔まはさせんぞ……〝かっこう〟！」


　陰いん鬱うつだった怪人の声が、鋭するどさを増した。


「なぜ我々以外に、〝変電所跡の虫憑き〟の存在を知る者がいたかは知らんが……危険な同化型のほうから、一堂に集まってくれるのならば好都合だ」


　首から上だけを動かし、スーツで覆われた女の顔がきらりたちを見下ろす。


「今夜、この街で、同化型の虫憑きは一人残らずこの世から消し去ってやる」


「……！」


　きらりがナイフで脚を縛しばる糸を切断したのと、怪人が腕を振ふり下ろしたのは同時だった。


　視界がブラックアウトした。


　爆ばく音おん。


　突とつ風ぷう。


　酩めい酊ていと浮ふ遊ゆう感。


　そして──衝しよう撃げき。


「うぐっ……！」


　一いつ瞬しゆん、気絶していたようだ。


　苦痛によって意識を取り戻もどしたきらりは、土の上を転がっていた。


「このバカ！　トロトロしてんじゃねーわよ！」


　土だらけになって勢いが止まり、ようやく自分が田園の中にいることに気がついた。


　きらりとともに空から墜つい落らくしたのは、ターバンを巻いた少女だった。土に半身を埋うずめ、ぐったりとしている。


　顔を上げると、工場街がはるか遠方に見えた。大きな煙けむりが立ち上っている。


　間かん一いつ髪ぱつ、ターバンの少女がきらりを連れて、敵の前から脱だつ出しゆつしてくれたらしい。


「あたしの能力の影えい響きよう下かにいる時間が長いほど、負担が増えるって言ったでしょーが！」


　きらりたちに駆かけ寄ってきたのは、数人の少女たちだった。


　その中の一人、眼め鏡がねをかけた小こ柄がらな少女が、何かを引っ張るような仕草をした。


　田んぼに突っ込んで動かないターバンの少女から、赤い煙が立ち上った。煙は空中で煌きらめく女じよ王おう蜂ばちとなり、眼鏡の少女のもとへ収束していく。


　ターバンの少女のもとへ「初うぶ季きちゃん！」と、キャスケットをかぶった少女が駆け寄る。


　きらりは朦もう朧ろうとしながらも、顔を上げた。


「あ、〝紅い蜂〟使い……？」


　眼鏡の少女が顔つきを変えた。


「アンタ……私のことを知ってるの？」


「……」


「私を知ってるヤツなんて、もういないはずだけど……まあ、今はいいわ。それよりも先に、聞きたいことがある。こっちは慈じ善ぜん事業でアンタを助けたわけじゃねーのよ」


　眼鏡の少女の背後にいたのも、また別の女の子だった。二つの団子状に髪かみをまとめ、ピンバッジをつけたジャケットを着ている。アイドル歌手のように整った顔立ちをしているが、やけに冷めた目つきで携けい帯たい電話を覗のぞき込んでいた。


「やりなさい、ルーシィ！」


「らじゃー。おーけー。合点承知ー」


　団子頭の少女が、携帯電話の腕うでで指を走らせた。


「このマーキングブームに隠かくされた秘密……教えてもらいますよ」


　きらりはハッと身構えたが、遅おそかった。


　胸の奥を摑つかまれたような感覚に襲おそわれる。そして摑まれた何かがスルリと自分の中から引き抜ぬかれていく──。


　携帯電話から『メールだぜ！』という音声が響ひびいた。着信音のようだ。


「この人、一いつ般ぱん人じんのクセにアンチ精神攻こう撃げきの訓練受けてますねー。文字化けがひどいけど、なんとか受信しましたよー。えーと、なになに──」


　携帯電話の液えき晶しよう画面を見たルーシィが、表情を凍こおりつかせた。


「茶深サマ……これ……」


　茶深と呼ばれた眼鏡の少女もまた、画面を覗き込んで目を見開く。


「なによ、これ──」


　茶深、ルーシィ、初季、そしてキャスケットの少女。


　彼女たちが何者かは、分からない。


　だが彼女らもまた漆しつ黒こくの怪かい人じん同様、変電所で生まれた虫憑つきを捜さがし求めているようだ。


　なぜ〝変電所跡あとの虫憑き〟の存在が見つかったのか。


　どのようにして、マーキングブームが持つ真の意味を知り得たのか。


　それは、きらりには分からない。


「マズイ……マズすぎる……こんなの、一体どーしろってのよ……」


　茶深が呟つぶやき、顔を上げる。


　言われるまでもなく、きらりには分かっていたことだ。


　一度はこの世から消え去った、〝変電所跡の虫憑き〟──。


　その墓標が曝あばかれることがあれば、取り返しのつかないことになる。


「こんな虫憑き……生まれていーわけがねーわ！」


　生まれてはいけない虫憑き。


　そう、だからこそ──生まれなかったことにしようとしたのだ。


「……」


　きらりは変電所跡がある方角に向かって、歩き出そうとして──。


　力ちから尽つき、地面に倒たおれた。








3.03　萌々と〝マーカー使い〟




　暗くら闇やみに包まれた変電所跡で、田央萌々は一人、立ち尽つくしていた。


　遠ざかっていく小さな光点は、スクーターの明かりだろう。


　小さくなっていく光を見る萌々の瞳ひとみは、虚こ空くうを凝ぎよう視ししたまま動かない。


　セピアは。


　萌々の親友は。


「あなた──いい加減、ウザいのよ」


　つい先ほど、萌々に対してそう言った。


「赤の他人なのに、いつもワケの分からないことばかり言って、つきまとって……」


　そして明らかな敵意とともに、はっきりと言い放ったのだ。


「私が虫憑き？　虫憑きなんて、いるわけないじゃない……それとも──」


　──あなたのほうが、虫憑きなんじゃないの？


　それが、別れの言葉だった。


　セピアは萌々の前から立ち去り、変電所跡にはもういない。


　親友の言葉を聞き届けた萌々の頭に、洪こう水ずいのように過去の出来事が蘇よみがえっていた。


　泣き叫さけぶように謝るセピア。


　特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局と名乗り、襲いかかる虫憑き。


　そしてトランクケースを持った少女による〝儀ぎ式しき〟──。


　それら全すべてが──他ほかならぬ萌々に向けられたものだということを、思い出していく。


「思い出した……セピアは、私のことを忘れちゃったんだっけ……」


　それが運命だと言っていた。


　アリア・ヴァレィとなった自分には、仕方のないことだと言っていた。


　萌々にはさっぱりと意味が分からなかったが、それが〝始まりの三匹びき〟の一つなってしまったセピアの罪だと言っていた。


「私のことを忘れちゃうことを、ごめんって言って……泣いていたよね……」


　そしてセピアは、萌々のことを忘れ去ったのだ。


「でも──私も、忘れてたんだ……」


　ゆっくりと顔を動かし、横を見る。


　乾かわいた地面に描かかれたのは、一本の矢印と交差させた二本の線。


〝コアトル・ホット〟──。


　それは萌々にまでも、全てを忘れさせるために生まれたマーク。


　トランクケースを持った少女が、そう仕組んだのだった。


「あたしは──」


　瞳に浮うかべた涙なみだが、頰ほおを伝った。


　萌々の肩かたに、小さな昆こん虫ちゆうが這はい上がった。


　頭部には二本の触しよつ角かくと一対ついの複眼があり、小さな胸部に比べて胴どう体たいは長細い。造形はありふれた甲かぶと虫むしのそれだが、何よりも異い彩さいを放っているのは躰からだの色だった。


　萌々に寄り添そうように頭をもたげたタマムシは、夜の暗闇を切り裂さく輝かがやきを放っていた。


　明かりのない変電所跡が、目ま映ばゆい光で満たされていく。


「あたしは……虫憑きだったんだ」


　七つの色に輝く、ナナイロタマムシ。


　それが親友によって虫憑きにされた少女に取り憑いた、新たな同化型の〝虫〟──。


〝マーカー使い〟田央萌々の復活だった。








3.05　The others




　田央萌々と別れた後、彼は事務所への帰路についた。


　だが萌々とはじめて出会った場所、塗ぬりつぶされた〝コアトルヘッド〟がある場所から数十メートルと離はなれていない路地に、彼は立ち尽くしていた。


　夜空を真っ黒な雲が覆おおい尽くしていた。


　廃はい屋おくだらけの雑居に囲まれた路地を通る者は、誰だれ一人としていない。


　物音一つ、聞こえない。


　この場所は、寒すぎる──。


　以前、死の間ま際ぎわにここへやって来た時、そう思ったのだった。


「もったほうだよな……」


　人形のように佇たたずみ、うなだれる。


　だが彼の顔には、笑えみが浮かんでいた。


　あの時、寒くてたまらなかったこの場所は、今はとても暖かかった。


　萌々が彼を抱だきしめてくれたからだ。


　萌々が彼を生かしてくれたからだ。


　もちろん、五十里野きらりの存在も忘れていない。彼女には結局、口先で礼を言うことしかできなかった。本当はもっと仕事を手伝い、楽をさせてやりたかった。


　二人の少女が、空っぽだった彼を満たしてくれた。


「本当なら、とっくに俺なんていなくなってたはずなんだ……」


　右手をゆっくりと持ち上げ、点てん滅めつする電灯に向かって掲かかげる。


　もう握にぎりしめる力さえ失った手に、ヒビが入っていた。肌はだから血の色が失われていく。


　立ち止まったのは、前に歩く力さえ残っていなかったからだった。


「いや……もしかしたら俺なんて、最初から……」


　自じ虐ぎやく的に笑う彼だが、心は満ち足りていた。


　──ダイスケ。


　萌々の笑顔が、まぶたの裏にしっかりと焼きついている。


　──ダイスケさん。


　自分を救ってくれた少女は、萌々の言うとおりだった。彼を決して見捨てなかった。


　もしこのまま彼が生き続けていれば、明日はどうなっていただろう？


　そんなことは分かり切っている。


　特別なことなど、何一つとしてしようとは思わなかった。


　残された時間にやり残したことなど、何もなかった。


　昨日と同じ今日を生きることができた。


　だから今日と同じ、明日が来るのだ。


　そう夢見ながら──この結末を受け入れられる。


「俺みたいなヤツには、シアワセすぎる終わり方だ……」


　自らの力に、自分を乗っ取られる。


　否いな。


　彼の場合、もっと惨むごい終わり方が待っている。


　無む惨ざんな死を前にしてさえ、今の彼には微み塵じんも恐きよう怖ふがない。


「……」


　ぼんやりと顔を上げる。


　いつの間にか、周囲を黒い人ひと影かげが取り囲んでいた。


　気配を感じさせず、しかし殺気だけは凄すさまじいそれらの正体を、彼は知っている。


　中央本部、魅車副本部長の直属部隊、殲せん滅めつ班。


　ぐるりと見回しただけで、すぐに分かった。


　ハルキヨがいない。あいつは自分の仲間と同様に、一号指定の虫憑つきが関かかわった時にしか出動しないのだから──ここにいなくて当然だ。


　今、自分を取り囲んでいるのは、チームを率いる能力のない襲しゆう撃げきチームだろう。こいつらは理性と能力の制せい御ぎよに欠けているものの、力はとてつもなく強い。虫憑きというよりも、野や獣じゆうや戦車のようなものだ。数が多く、力が強いだけの消しよう耗もう品ひんである。


「東中央支部所属、火種一号局員〝かっこう〟──」


　黒い影かげのうち誰だれかが言った。


　誰が言葉を紡つむごうと、それに意味はない。どうせ魅車副本部長の指示を受け、機械的に暗殺するだけの者たちだ。


「お前を、殲滅する」


　彼は笑んだ。


　皮肉なものだ。彼が待ち構えていたはずの敵は、今ここにはいない──。


「……」


　抵てい抗こうするつもりはなかった。肩かたを落とし、両目を閉じようとする。


　だが──彼の中に巣くうものが、それを許さなかった。


「……！」


　どくん、と心臓が跳はねた。


　目を見開き、遠方の空を見る。


　街の郊こう外がい、ずっと遠くの夜空が七色の輝かがやきに染まっていた。


　鼓こ動どうが速まり、身体からだの内側から激しく胸を叩たたく。


　光の柱が見えるのは、方角や距きよ離りからして、彼の知っている場所に違ちがいなかった。


　以前にフェレット捕ほ獲かくのために訪れた、変電所跡あとである。


「ぐ──」


　顔を歪ゆがめる彼から、黒い煙けむりのようなものが噴ふき出した。


「おおおぉぉおおっ！」


　七色の輝きに共きよう振しんするように。


　強大な力の波動に、怯おびえるように。


　身の内に抑おさえ込んでいたものが、暴れ狂くるう。


「おおぉお……」


　目を見開き、己おのれの身体を抱だきしめる。


　──ここで消えちゃったんだ……この場所で、一人の虫憑きがいなくなっちゃったの。


　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、萌々の震ふるえる声だった。


　──ここの穴と、このマーク……〝コアトル・ホット〟は、その虫憑きのお墓なの。


　今、変電所跡で何が起きているのか。


　彼には、分からない。


　だが、嫌いやな予感がした。


　彼に棲すみついた黒い衝しよう動どうは、とてつもない力の誕生を感じ取っていた。これほどまでに彼の中にいるものが恐怖するものとは、一体何なのか。


　──その虫憑きはね、〝コアトルヘッド〟がなくなっちゃうとまた出てくるの。


　萌々は怯えた表情で、そう言っていた。


　──そうなると、あたしはきっと殺されちゃうの……。


　得体の知れない焦しよう燥そう感が、彼を急せき立てる。


　今すぐに、変電所跡に行かなければならない。


　何かが起きているのは、確実だ。彼はそれを確かめなければならない──。


「……」


　己の内からあふれ出す破は滅めつの衝動を、彼は堪こらえるのを止やめた。


　様子のおかしい彼を警けい戒かいしてか、殲滅班らは距離を置いたまま動かない。──こいつらは頭が悪いくせに、勘かんだけは鋭するどいのだ。


　全身から闇やみを吹ふき散らしながら、彼はゆっくりと顔を上げた。


「〝かっこう〟を殲滅すると言ったな……」


　ぼんやりと遠方の空を見上げながら、彼は呟つぶやいた。


　今ここで死ぬつもりだったが、そうはいかなくなってしまった。一刻も早く変電所跡に向かうために、己の夢の最さい期ごの一ひと滴しずくを──自らに眠ねむる魔ま物ものに売り渡わたす。


「ふはは」


　自じ虐ぎやく的な笑みを浮うかべる彼の周囲が、急激に闇色に染まっていった。


　空き家だらけの路地が、まったく異質の空間へ取り込まれていく。


「残念だったな。俺は、ただの──薬屋大助だ」


〝かっこう〟というコードネームなど、彼には関係がない。


　薬屋大助。


　そう、萌々が呼んだのだ。


　きらりも彼のことを、そう呼んだ。


　他ほかに名前などはない。


　名前などなかった彼に、二人の少女が名前をくれた。


「力を貸せ、ディオレストイ……」


　彼の呟きに応こたえるように、地面から大量の墓ぼ碑ひが飛び出した。




4.00　〝マーカー使い〟vs殲せん滅めつ班〝あしまき〟 Part. 1




　ナナイロタマムシが膨ぼう大だいな光を撒まき散らし、変形した。


　膨ぼう張ちようし、破は裂れつするように無数の触しよく手しゆとなる。


「い──」


　七色に輝く触手が、田央萌々の身体を包み込んだ。


「いやあっ！」


　萌々は必死に逃にげようとするが、ナナイロタマムシは宿主を逃がさなかった。触手が萌々の全身を貫つらぬいていく。


　皮ひ膚ふに突つき刺ささった触手が全身に浸しん透とうし、模様となって浮かび上がっていく。


　身体が燃えるように熱かった。灼しやく熱ねつのマグマが体内を循じゆん環かんしているかのようだ。


「うああっ！」


　模様を浮かべた顔を手で覆おおう。


　自分自身がＦ１カーになってしまったかのようだ。膨大なパワーを秘ひめたエンジンが無理矢理に積み込まれ、今すぐに何百キロという速度で走り出そうとしている。


　だが萌々は、ごく普ふ通つうの女子高生にすぎなかった。


　漲みなぎるエネルギーを制せい御ぎよするブレーキなどない。


　押し寄せる闘とう争そう心しんと恐きよう怖ふを制御するハンドルも、持ち合わせてはいない。


　高出力をもてあましたマシンの操縦席に、何も分からないまま乗せられているだけだった。


「うあああっ！」


　衝動のままに振ふり回した右みぎ腕うでが、何かにぶつかった。


　地じ震しんのような衝しよう撃げきが、変電所跡あとを揺ゆるがした。


　がむしゃらに振り抜ぬいた萌々の腕によって、鉄てつ塔とうが根本から折れ、宙に吹っ飛んだのだ。


　他の鉄塔とつながっていた送電線がちぎれ、地面にこすれて火花を散らす。


「あああ……」


　頰ほおに涙なみだの跡を浮かべ、萌々はガクリと地面に膝ひざをつく。


　あまりにも強大な力を操あやつる身体からだに対し、それを動かすための燃料も萌々にはない。


〝虫〟の力を借りるために消しよう耗もうするもの。


　それは夢という名の精神エネルギー。


　常人離ばなれした力があふれ出す代わりに、萌々の中から大切な何かが急速に失われていく。


「ああ……」


　灼やけつく自分の身体を抱だきしめながら、萌々は少しずつ思い出していた。


　幼なじみだったセピアが、ある日を境に自分と距きよ離りをとり始めた。


　都会の高校の受験に赴おもむいた頃ころだったはずだ。綺き麗れいなリングをぶらさげたネックレスを買ったと言い、萌々にそれを見せてくれた。


　だが間もなく、セピアは彼女を避さけだした。理由をたずねると、


　──アリア・ヴァレィになった私は、萌々にひどいことをするかもしれないから。


　と言った。当然、萌々は意味が理解できずに首を傾かしげた。


　そして高校に入学した頃だろうか。


　萌々は身をもって、セピアの言っていた言葉の意味を知った。


　セピアによって、虫憑つきにされたのだ。


　どういう仕組みでそうなったのか、萌々には分からない。ただ飢うえた顔つきをしたセピアによって、自分の中にあった何かを〝喰くわれた〟のだと感じた。


　そしてセピアはアリア・ヴァレィから解放され──萌々のことを忘れ去った。


　なぜかは分からない。


　きっと、そういうものなのだろう。


　アリア・ヴァレィという不思議な何かは、セピアの中から消え去っていた。


　一方、虫憑きになった萌々は、別の虫憑きに襲おそわれた。奇き妙みようなゴーグルで顔を覆った人々で、自らを特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局と名乗った。


「ん……ああっ！」


　心臓の鼓こ動どうが激しい。身体の中で爆ばく弾だんが破裂しているかのようだ。コントロールの効かない身体が勝手に動き、両腕を地面に叩たたきつける。


　地じ響ひびきとともに、変電所の地面を真っ二つにするほどの巨きよ大だいな亀き裂れつが生まれる。


「ぐう……あ……」


　ちょうど──今と同じような状態だった。


　襲いかかってきた虫憑きを、萌々は衝しよう動どうのままに返り討ちにした。両者の力の差は歴然で、まさに虫けらを振り払はらうくらいに造作もなかった。


　その時にできたのが、変電所の爆ばく発はつ痕あと──大きなクレーターである。


　自分は怪かい物ぶつになってしまったのだと、絶望した。


　日常には二度と戻もどれないと悟さとった。


　だが打ちひしがれる萌々の前に現れた少女が、それを否定したのだ。


　トランクケースを持った少女だった。眼め鏡がねをかけ、前まえ髪がみで顔を隠かくし、地味な格好をしたその人物は、長身というだけが唯ゆい一いつの特とく徴ちようのように見えた。


　唐とう突とつに現れた少女は、怪物となった萌々を見ても、不自然なくらいに平然としていた。


　──あ、あの、私……佐さ藤とう陽よう子こっていいます。


　訊きいてもいないのに、少女は自らをそう名乗った。


　──えっと、貴女あなたを助けますね。そういう約束をしたので。


　世間話のように言う佐藤陽子の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見えた。一いつ片ぺんの輝かがやきもない黒い眼めを見た萌々は、深海へ引きずり込まれるように金かな縛しばりにあったのをおぼえている。


　──これは……私個人の実験でもあるんだけどね。


　クスクスと笑いながらそう付け足し、佐藤陽子が地面に描かかれたマークの前に立った。


　それが〝コアトルヘッド〟との出会いだった。


　ただ地面に描いただけの一つのマークが、萌々の網もう膜まくに焼きついたのだった。


「ううぅ──」


　呻うめきながら、萌々はハッとして顔を上げた。


　萌々自身が感づいたわけではない。彼女と同化している〝虫〟が、生存本能を働かせただけなのだろう。


　悶もだえる萌々の視界を、無数の鋭するどい爪つめが覆い尽つくした。遠えん距きよ離りから伸のびた細い爪が、雨のように萌々の周囲に降り注ぐ。


「ひっ──」


　くぐもった悲鳴を上げ、萌々は爪を避けようとして軽くバックステップをした。


　したつもりだった。


　だが七色の模様を浮うかべた萌々の身体は、一瞬でクレーターを飛び越こしていた。降り注いだ爪をあっという間に置き去りにし、勢いを止められなかった萌々は鉄塔の森へ突つっ込む。


「ああっ！」


　大きな鉄てつ塔とうがひしゃげ、頭上に張り巡めぐらされた送電線が波打った。


　激しく打ちつけた全身の骨が軋きしんだ。涙なみだをにじませ、萌々は顔を上げる。


「き──」


　暗くら闇やみに、巨きよ軀くの〝虫〟の赤く光る眼が浮かんでいた。昆こん虫ちゆうに似ているのは造形だけで、大きさも醜しゆう悪あくさも普ふ通つうのそれとはかけ離はなれていた。ただの怪物だ。


　巨大な〝虫〟が口器を開き、鋭い牙きばを萌々に突き立てようとする。


「きゃああっ！」


　恐きよう怖ふにまかせ、両手で〝虫〟を突き飛ばす。


　何十トンもの鉄球を打ちつけたかのように、襲いかかろうとした〝虫〟が吹ふっ飛んだ。次々と鉄塔を打ち倒たおし、バラバラに砕くだけて空中に放ほうり出される。


「はあっ、はあっ！　……うあ？」


　何が起こっているのか、さっぱり分からなかった。


　自分の身体能力が、異常なほどに高まっていた。


　逆に心が急激に蝕むしばまれ、頭が朦もう朧ろうとしていく。


「うう……ああっ！」


　完全にパニックに陥おちいっていた。何かに襲われているということだけが理解でき、その場から逃にげ去ろうとして脚あしをもつれさせる。


　人間離ばなれした脚きやく力りよくが空回りし、地面に肩かたを打ちつける。それでも勢いは止まらず、硬かたいアスファルトの上を何回もバウンドして鉄塔の森から放り出される。


「うぐっ……うう」


　さっきから意味のない言葉しか、口から漏もれていない。理性を失った獣けものにでもなってしまったかのようだ。


　砂で汚よごれた顔を上げると、萌々は〝コアトル・ホット〟の上に立っていた。


「ああ……」


　黒ずくめの人物たちが、萌々を取り囲んでいた。ゴーグルやマスクで顔を隠している。


　生まれてはいけない虫憑つき──。


　萌々のことをそう呼んだのは、誰だれだったか。


　彼女を包囲している人物たちは、自分を殺そうとしているのが分かった。


「いや──」


　逃げ出そうと地面を蹴ける。


　黒くろ装しよう束ぞくの中の一人が、大きく口を開いた。舌の上に張りつかせた小さな〝虫〟が、ゴムのように太い爪を伸ばした。数え切れないほどの爪の先せん端たんを、萌々に浴びせかける。


「あぐっ！」


　爪が脚を打ちつけ、萌々はまた転てん倒とうする。ゴロゴロと転がっていった先には、別の黒装束が待ち構えていた。


　凶きよう悪あくな形相をした〝虫〟に襲おそいかかられ、萌々は慌あわてて踵きびすを返した。ヒビが入るほどに強く地面を蹴ったおかげで、かろうじて〝虫〟の攻こう撃げきを避よける。


　バランスを崩くずして滑すべり込んだのは、やはり〝コアトル・ホット〟の上だった。


　包ほう囲い網もうから、逃げられない。


　それどころか萌々は、自分の中を流れる熱い衝しよう動どうに耐たえるので精せい一いつ杯ぱいだった。


「うううう……ううぅぅううっ！」


　外からは大勢の殺意に囲まれ、内からは灼やけるような苦痛が責め立てる。


　逃のがれようのない二つの恐怖に顔を歪ゆがめ、自らの身体からだを強く抱だきしめる。


　口の中に〝虫〟を棲すませた男が歩み寄った。


「同化型の虫憑きは危険だ。暴走状態で混乱しでいるうちに、殲せん滅めつずる……」


　生まれてはいけない虫憑きだから、殺されてしまう──。


　トランクケースの少女、佐藤陽子が言っていたのは、そういう意味だったのだろうか？


　萌々自身、何も悪いことはしていない。


　ただ親友によって虫憑きにされたという、たったそれだけの理由で命を奪うばわれてしまうとでもいうのだろうか？


　そんな理り不ふ尽じんなことがあって良いいのだろうか？


「ううう……」


　獣のように唸うなり声を上げ、萌々は黒装束の人々を睨にらみつける。


　逃げよう──。


　萌々の脳のう裏りに、逃とう走そうという選せん択たくが浮うかんだ。


　こんなところで死ぬのは、嫌いやだ。


　でも、今の自分独りでは、とても逃げる勇気などない。


「ダイ……スケ──」


　逃げるという選せん択たく肢しと同時に、あの少年の顔が思い浮かんだ。


　──その代わり……その虫憑きがまた出てきたら、いっしょに逃げようゼッ。


　そう言った自分を、彼は受け入れてくれた。


　──ああ……いっしょに逃げよう。


　笑え顔がおで約束をしてくれた。


　あの少年、薬屋大助とならば、どこまでも逃げられる。


　今の萌々ならば、誰よりも速く走れるはずだ。足りないのは勇気だけである。


　大助といっしょならば、何も怖こわくない──。


「ダイスケ……！」


　人としての言葉を口から発したのは、ずいぶんと久しぶりに感じた。


　地面を蹴り、包囲網を突とつ破ぱしようとする萌々。


　だが再び、無数の爪つめが襲いかかった。それを避けるのに必死になっていると、他ほかの虫憑きたちに先回りされてしまう。


　回かい避ひの仕方も受け身もない。追いかけっこをする幼児のように、ただがむしゃらに覆おおい被かぶさってくる数匹ひきの〝虫〟から逃にげ惑まどう。


「あの男のもどへは、行がせん──」


　口から爪を伸のばしながら、黒装束の男が言った。舌に張りつかせた〝虫〟を操あやつりながら喋しやべるため、声がくぐもって発音が聞き取りにくい。


「貴様とヤツの二人が力を合わせだら、どうなるが……国を滅ほろぼす脅きよう威いとなりがねない」


　地面に描かかれた〝コアトル・ホット〟の上に叩たたきつけられ、萌々は愕がく然ぜんとした。


　国を滅ぼす？


　脅威？


　そんなことは──知ったことじゃない。


　何よりも衝しよう撃げきだったのは、目の前にいる連中が彼女と大助の再会すら阻はばもうとしていることだった。


　何を壊こわそうというわけではない。


　誰を殺そうというわけではない。


　ただ、いっしょに逃げるためだけに、彼女は大助に会いに行くだけだというのに──。


「……ううう──」


　萌々は顔つきを豹ひよう変へんさせた。燃えるような怒いかりを瞳ひとみに浮かべ、黒装束を睨みつける。


　このままでは、逃げられない。


　このままでは、殺される。


　萌々のデタラメな動きなど、もうこいつらにはかすりもしない。


　もっと別の──もっと強力な力が、要いる。


「うああっ……！　んんっ……！　んぐうぅ……！」


　がむしゃらに手を振ふり回す。


　踏ふみつけた地面が震しん動どうし、振り抜ぬいた腕うでが起こした突とつ風ぷうが黒装束たちを遠ざける。


「あううっ！　いああっ！」


　地じ団だん駄だを踏む赤ん坊ぼうのように、動ける動作の全すべてを試みる。


　黒装束たちは近寄ることができず、動どう揺ようしたようだ。だがひたすら手足を動かすだけの萌々を見て、嘲ちよう笑しようする。


「狂くるったが……？」


　奇き妙みようなダンスを踊おどりながら、萌々は顔を歪める。


「ううあっ！」


　違ちがう、こうではない。


　こんな馬ば鹿かみたいな動きではないのだ。


　もっとすごいことができそうな気がしていた。


　体内を駆かけ巡めぐるエネルギーを使って、とんでもないことができそうな予感がするのだ。


「あぐっ！」


　雨のような爪の攻こう撃げきを受け、萌々はまた地面に投げ出される。


　顔を上げる萌々の瞳に、トドメとばかりに覆い被さろうとする〝虫〟たちが映った。


　こいつら──。


　萌々の顔から、表情が消えた。


　殺してやる──。


　一人残らず、この世から消し去ってやる。


　大助との再会を邪じや魔まするヤツらなど、いなくなってしまえば良いい。


　優やさしくない自分は──優しくできる相手がかぎられている自分は、容よう赦しやなどしない。


「ううう──」


　獣けものの唸うなり声を洩もらす萌々の手が、硬かたい何かに触ふれた。


　腰こしにさげたマーカーケースだ。


　目を見開く萌々に、〝虫〟の大群が押し寄せた。


「っ……！」


　大きな〝虫〟どうしがぶつかり合う震動が、変電所跡あとを揺ゆるがした。


「な──」


　口に〝虫〟を棲すまわせた黒くろ装しよう束ぞくが、驚きよう愕がくした。


　萌々が別人のような動きで、〝虫〟たちの攻撃を避よけたのだ。俊しゆん敏びんに〝虫〟たちの体たい殻かくを蹴けり、一ひと際きわ大きな〝虫〟の上へ飛び乗る。


　萌々の意思ではなかった。


　彼女の中にいる〝虫〟が、勝手に身体からだを操ったのだ。


「うう──」


　だがここからは、萌々自身の意思だ。


　身体を起こした時には、一本のマーカーを抜き放っていた。腕から伸びた触しよく手しゆがマーカーと同化し、ペン先が青く輝かがやいている。


　すでに行動は終えた。


　あっという間に終わった。


　そのマークは今までに何回、何十回──何百回と描いてきたのだ。ほんの一いつ瞬しゆんでも隙すきさえあれば、どこにだって描いてみせる。


　足元の〝虫〟に描いたのは、一本の矢印と交差させた二本の線で構成されたマーク。


　マークの色は、明るい灰みの青ヴイヴイツド・グレイツシユ・ブルー──ベイビィブルーだ。


　萌々によって描かれたマークから、〝浄じよう化か〟を意味する青い輝きがあふれ出した。


「な、なんだ……？　逃げ──」


　嫌いやな予感がしたのか、黒装束たちが身を翻ひるがえそうとした。


　だが、もう遅おそい。


　優しくない彼女は、慈じ悲ひなどくれてやらない。


　夜空に向かって、新たに生まれた同化型の虫憑つき──〝マーカー使い〟田央萌々が咆ほう哮こうを上げた。


「〝コアトルヘッド〟ぉっ！」


　光り輝かがやくマークが弾はじけ、化学反応を起こすように〝虫〟の表面が粟あわ立だった。


　全てを浄化する青色の輝きが、変電所跡を貫つらぬいた。








4.01　The others




　あれは春が過ぎ、夏の匂においが近づいてきた頃ころだった。


　五十里野きらりが経営する〝便利屋きらり☆〟は、当時も変わらず困こん窮きゆうしていた。事務所で依い頼らいをじっと待つ日々が続いていた。


　そんなある日、一人の少女が事務所を訪おとずれた。なけなしの資金をはたいて広告を掲けい載さいしてもらった、地元の無料情報誌を見てやって来たという。──一番隅すみの小さな欄らんに、特別な〝虫〟の依頼を引き受けますという一文も加えていた。


　ツノ付きの帽ぼう子しをかぶった少女は、自らを〝セピア〟と名乗った。本名を明かしたがらない顧こ客きやくは稀まれにいたが、こうも露ろ骨こつな偽ぎ名めいを名乗られたのははじめてだった。


〝虫〟や虫憑きに関する依頼は、当時もよく引き受けていた。


　セピアが持ち込んだ依頼もまた〝虫〟についての相談だったが──その内容は、今まで引き受けてきたそれらとは次元が異なっていた。


「これから虫憑きになる親友を、助けてあげてください」


　そう言って、セピアは首にさげていたネックレスを握にぎりしめた。金色のリングがついた高級そうなアクセサリだった。


　虫憑きを助けてくれ、という依頼は何度も引き受けたことがある。


　だが虫憑きになる予定の人物を助けてほしいと言われたのは、はじめてだった。


「私はきっと〝飢うえ〟に耐たえられないから……」


　無表情なセピアが淡たん々たんと語り始めた話は、およそ信じがたい内容だった。


　セピアは己おのれの中に、〝始まりの三匹びき〟の一つを宿していると言った。


　虫憑きを生むとされる原虫指定、〝始まりの三匹〟については、これまで数々の虫憑きと関かかわってきたきらりはもちろん知っていた。


　セピアに宿った〝始まりの三匹〟は、その中でも同化型の虫憑きを生む〝三匹目〟──真の名前をアリア・ヴァレィという存在だと言う。それは他ほかの二匹ひきと異なり実体を持たず、好みの夢を持つ人物のそばにいる人間に取り憑くのだと説明した。


　そしてセピアと一つになったアリア・ヴァレィが引きつけられたのは──幼なじみで親友の田央萌々という少女だった。


「信じてもらえますか？」


　いかにお人好しなきらりといえど、すぐにイエスと答えることができなかった。


　それでも依頼を引き受けたのは──やはり、きらりがお人好しなせいだった。


　騙だまされているなら、それでも良いと思った。


　ただの妄もう想そうに取り憑かれているだけだとしても、セピアは本当に困っているように見えた。


　ただの悪戯いたずら、からかわれているだけだったとしても、きらりは笑って済ませられる。誰だれも虫憑きにならずに平和が続くのならば、それが最も良い結末だった。


　きらりが依頼を受けると、セピアがはじめて笑った。


「ありがとう」


　報ほう酬しゆうは、金色のリングをぶら下げたネックレス──。


　そう契けい約やくを交かわしたきらりが、まず取った行動。


　それは田央萌々という少女を知ることだった。遠方から観察するだけでは限界があったために、聞き取り調査を装よそおって本人に近づいた。アンケートに見せかけた心理テストを持ちかけ、さらに後日、礼を兼かねてまた声をかけ──。


　社交的な性格をした萌々と親交を深めるのに、時間はかからなかった。別の依頼をこなす際に、萌々にアルバイトとして手伝ってもらうようにもなった。


　萌々といっしょにいるのは、きらりにとっても楽しかった。


　二人で過ごす時間は、忘れかけていたごく普ふ通つうの青春を思い出させてくれた。


　もちろん裏ではセピアとも頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをとっていたが、彼女からの依頼は萌々と会う口実でしかなくなっていた。


　セピアからの依頼が虚きよ言げんであれば──。


　このまま何事も起こらなければ──。


　最初は打算によって近づいた関係とはいえ、きらりは萌々のことを親友と呼べるようになるかもしれない──。


　そう思いかけていた、矢先だった。


「でね、そのセピアっていう親友は、天才なの。赤牧市のデザイン高校に受かってたんだけど、あたしに合わせて地元の高校に来ちゃったのがもったいないくらいだゼッ」


　田央萌々はいつも、明るく笑っていた。


「でも、負けないゼッ。セピアよりもすンごい作品を作って、世界中を驚おどろかせてやる予定なの。──ううん、もう決定事じ項こうと言って差し支えありません。あたしの燃え盛る情熱は、誰にも止められないゼッ！」


　笑いながらも、目つきは真しん剣けんだった。


　自ら天才と褒ほめる親友がそばにいることは、彼女にとってそれまでにどれほどの敗北感を与あたえてきたのだろう。嫉しつ妬とと友情の狭はざ間まに苦しんできたのだろう。


　その全すべてを受け入れ、なおライバルを乗り越こえようとする少女が言った。


「いつか、世界中をあたしの芸術で埋うめ尽つくして……世界征せい服ふくしてやるゼッ！」


　ぞくり──と嫌いやな予感が駆かけ巡めぐった。


　田央萌々という少女は、きらりが羨うらやむほどに眩まぶしかった。


　恐おそれるほどに、夢に輝かがやいていた。


　一方、セピアは──日を増すごとに、〝飢え〟によって心身を消しよう耗もうしつつあった。


「すごい、夢だね」


　表面上は微び笑しようを浮うかべながらも、きらりの中で焦しよう燥そうが募つのっていた。


　もしかしたらセピアが言っていることは、全て本当のことなのではないか？


　萌々は虫憑つきになる運命を背負っているのでは？


　それに対して、自分は何一つ、萌々を助ける手段を持っていない──。


「──あ、あの……ちょっと、捜さがしてほしい虫憑きが、いるんですけど」


　きらりはその頃ころ、もう一つ別の悩なやみを抱かかえていた。


　セピアが依い頼らいを持ち込んできたのと同時期、同じ情報雑誌をもとに〝便利屋きらり☆〟を訪おとずれた人物がもう一人いた。


「〝紅い女じよ王おう蜂ばち〟を使う虫憑きを、捜してほしくて……私、その人に返してもらいたいものがあって、どうしてもまた会いたいんです……」


　誰もが羨むような長身とグラマラスな体型を、惜おしみもなく地味な服装で隠かくしきった少女だった。長い前まえ髪がみと野暮な眼め鏡がねで表情を隠し、さらに小声で囁ささやくため、意図的に自らの存在感を消し去ろうとしているのではと思ったほどだ。


　時間がかかっても良いのなら、と軽い気持ちで引き受けたのが、運うんの尽きだった。


「あ、あの、まだ見つからないかな？　……そ、そうだよね？　だってこの前、頼たのんだばかりだもんね？　ごめんね、ゆっくり捜して？」


　二度目の訪問は、わずか数日後だった。前に訪れた時と同じように地味な格好で、クラシックなトランクケースを持っていた。


「ちょっと、調査の進み具合が気になっただけだから。だいじょうぶ、期待はしてないよ？　……そっか。まだ、なんだ。うん、分かってたから、平気……」


　三度目の訪問は、二度目のそれの翌日だった。


　四度目、五度目と、その少女による遠回しなプレッシャーは続いた。


「はあ……あ、違ちがうよ？　今のため息は、ほら、眼鏡を拭ふこうとしただけ。ほらね？　はあー、キュッ、キュッ。調査が進んでないのが悲しかったわけじゃないから。……ああ、調子悪いなぁ。〝紅い蜂〟使いのせいで、あんまり楽しいことができなくて──」


　……タチの悪い妖よう怪かいにでも、居座られてしまった気分だった。


　どこか不気味なその少女、佐藤陽子はことあるごとに事務所を訪れては、応接間で愚ぐ痴ちを漏もらして去っていくという行動を繰くり返した。


　いい加減に精神的な負担がきつくなり、失敗という形で断ることを考えていた時だった。


　またぶらりと現れた佐藤陽子が、いつものように愚痴をこぼした。


「ああ、はやく治らないかなあ、これ。でもなんだか、逆に調子が良くなって来ちゃった気もするの。この前もちょっとした実験で手て応ごたえがあったし……ああ、でもさすがに生むのは無理かなあ。でも、封ふう印いんするのは、理論的にはたぶん、いけると思うんだけどなあ」


　すみません、依頼失敗です。もう帰ってください。


　そう切り出そうとしたきらりだったが、言葉を呑のみ込んだ。


　封印──。


　佐藤陽子の愚痴は自分勝手で、独りよがりで、聞いている者すらも必要としない。内容はまったく理解できないものの、その一言はきらりが求めていたものに限りなく近かった。


「どこかに良い実験台、いないかなあ。できれば正常な思考力がない状態の生まれたて、ほやほやな人……ロキちゃんがいれば、お手軽にインスタントで生み出せたのになあ」


「詳くわしく、話を聞かせていただけませんか……？」


　眼前の少女、佐藤陽子は危険人物だ──。


　虫憑きではないようだが、そんな予感をひしひしと抱いだいていた。だからこそ向かい合っているだけで神経が消耗し、依頼を断る形で関係を絶たとうとした。


　だが、もしかしたら。


　きらりが望んでいたものを、目の前にいる少女は持っているのかもしれない。


　身を乗り出すきらりに対し、佐藤陽子はにっこりと妖よう艶えんに笑えんだ。獲え物ものの匂においを感じとったとばかりに、艶なまめかしく唇くちびるを嘗なめる。


「こちらこそ……詳しい話が、聞きたいな」


　かくして。


　きらりは、イチかバチかの賭かけに出た。


「──うあああああっっ！」


　いよいよ飢うえに堪たえきれなくなったセピアに、変電所跡あとという場所を指定したのはきらりだった。せめて周囲に被ひ害がいが出ない土地を選んだのだ。


　だが想定外のことが起きた。


　よほど飢えに飢えていたのだろう。予定の時間よりもかなり早い時間にセピアが萌々を呼び出し、その夢を喰くらったのだ。


　きらりと陽子が準備を終え、現地に向かった時には、すでに萌々は虫憑きになっていた。


　それどころか光の柱を、街に潜ひそむ局員に気づかれたのだろう。特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局から送り込まれた刺し客かくと、暴走した萌々が戦せん闘とうを繰くり広げていた。


　その光景を見て、きらりは我が目を疑った。


「うあああああっっ！」


　絶ぜつ叫きようしながら、がむしゃらに戦う萌々。強力な虫憑きとは言えない局員たちがなぎ倒たおされていく中、地面の上で気絶しているセピアの姿が見えた。──以前に彼女が言っていたことが本当ならば、もうセピアはアリア・ヴァレィではなく、萌々の記き憶おくも失っているのだろう。


「ああああっ！」


　全身に七色の模様を浮かべた田央萌々は、傷を負っていた。


　そして、傷口から流れているのは──。


「同化型の虫憑きと分かれば、特別環境保全事務局は総出で殺しに来ちゃうね」


　地面にペンキで大きなマークを描かきながら、佐藤陽子が軽い口調で言った。その様子はどこか浮うき浮うきとしているようにも見える。


「私はよく知らないけれど……かつて生まれた槍やり使いや〝ふゆほたる〟を逃にがした虫憑き、それに〝かっこう〟──同化型の虫憑きに振ふり回されるのは、特とつ環かんはもうゴメンだろうし」


「……」


　きらりは全すべてを理解していた。


　理解してしまった。


「でも彼女は、もう……そんなレベルの話じゃなくなってるみたい」


　マークを描き終えた佐藤陽子が、この上なく愉たのしげに笑う。


　一方、きらりの瞳ひとみからは、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出していた。


　こんなことが、あって良いいわけがない。


　こんな虫憑きが、生まれて良いわけがない。


　田央萌々が背負ってしまった宿命は、あまりにも重すぎる──。


「うまくいくといいなあ。失敗したらどうなるかも、興味あるけど。──きらりさん。終わったら、予定通りにお願いね？　セピアさんと萌々さんを回収して……あ、特環の人たちのゴーグルを壊こわすのも、忘れずに。あれ、記録機能があるから、証しよう拠こが残っちゃうしね？」


「……」


「そんなに心配しなくても、だいじょうぶだってば。大事なのは、ここでの出来事を忘れさせること……日常での細かな記憶は、都合が良いように本人が補正するから。人間の心理はそう出来ているのよ」


　立ち尽つくしたまま涙を流し続けるきらりに笑えみを残し、佐藤陽子が萌々へ近づいていく。


　萌々は特環の局員を倒し終え、なお暴走を止められずにいた。
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　次なる獲物を求め、目前に現れた佐藤陽子を睨にらみつける。


　しかし──佐藤陽子が前まえ髪がみの隙すき間まからのぞかせた黒い瞳を見て、金かな縛しばりにあう。


　深海のように深く潤うるんだ双そう眸ぼうが、田央萌々を見えない腕うでで押さえつける。


「あ、あの、私……佐藤陽子っていいます」


　佐藤陽子と萌々は初対面だった。律りち儀ぎに自己紹しよう介かいをする陽子。


「えっと、貴女あなたを助けますね。そういう約束をしたので」


　萌々は動かない。


「──これは……私個人の実験でもあるんだけどね」


　微び笑しようし、佐藤陽子が眼め鏡がねを外した。表情を隠かくしていた前髪をかき上げ、深い海の底のごとき瞳を露あらわにする。襟えり元もとのボタンを外し、大だい胆たんに豊満な胸むな元もとを見せびらかす。


　別人のように豹ひよう変へんした美女が、田央萌々に向かって艶つややかに笑いかけた。


「この場で起きたことは全て……夢が生んだ、ただの夢」


　虫憑きになってしまった、萌々。


　地面に空いた、大穴。


　欠落者になった、特環の局員たち。


　気を失った、セピア。


　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす、きらり。


　まさに悪夢のような光景を見守っているのは、地面に描かれた大きなマーク──。


「全部、ここで消え去るのよ。この墓標、〝コアトルヘッド〟のもとに──」


　厳おごそかな宣言の通り、悪夢は消え去った。


　消しよう滅めつした悪夢が二度と蘇よみがえらないようにするのが、きらりの使命だった。


　そしてきらりは、己おのれの使命を全うする。


〝変電所跡の虫憑き〟──。


　生まれてはいけない宿命を抱いだいたその虫憑きは、何なん人ぴとにも妨さまたげられることのない眠ねむりについたのだ。








　──眠りについたはずだった。


　誰だれも彼もが、あの時に生まれた虫憑きのことを忘れ去ったはずだった。


　田央萌々を虫憑きにした、セピアも。


　虫憑きとなった田央萌々自身でさえも。


　世間では原因不明の爆ばく発はつ事故として忘れ去られ、いずれは特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局による捜そう索さくも打ち切られるはずだった。


　それなのに──。


　剝むき出しの土の上で、五十里野きらりは唇くちびるを嚙かみしめた。


　田園の中央から見える遠方の空に、光の柱が見えていた。


　隠しきれなかった──。


　全すべては計画通りに進んでいたはずだったのに、何が間ま違ちがっていたというのだろう？


「どうして……もういないはずだった虫憑きを、起こそうとするの？」


　かろうじて身を起こし、涙を滲にじませた瞳で少女たちを睨む。


「眠ったままでいさせてあげれば、何もかも平和なままでいられたのに……！」


　全ては終わったこととして忘れ去れば、平和だった昨日と同じ今日が訪おとずれるはずだった。


　今日と同じ明日を送ることができるはずだった。


　萌々自身だけのことではない。


　きらりや他ほかの人々を含ふくめ、誰もが平へい穏おんに生きられるはずだった。


「千ち晴はる──」


　茶深という眼鏡の少女が、リーダーなのだろう。苦々しい顔で舌打ちし、気を失ったままの初季を抱きかかえているキャスケットの少女を振り返る。


「うん。アリアの匂においが急にたどりにくくなったのは……やっぱり、新しい虫憑きを生んじゃったからだったんだ。アリアはまた、眠りについちゃったんだと思うよ」


　千晴の言葉を聞き、茶深が「くそったれ」と毒づいた。


「私たちの目的は、あくまでアリア・ヴァレィよ。──そりゃ新しい同化型がいれば、殲せん滅めつ班よりも先に見つけて、仲間に引き込もうとは考えてたけど」


　茶深が地面の上のきらりを睨み返す。


「それに……〝平和なままでいられた〟ですって？」


「……」


「それは本当に、永遠にこのまま、ずっと平和でいられたっていう意味なの？」


　ぎくり、ときらりは表情を強こわばらせた。無意識に土を強く握にぎりしめる。


「あの虫憑つきが生まれちゃいけねー虫憑きだってことは分かったわ」


　きらりの動どう揺ようが伝わったのだろう。茶深がまた、舌打ちをした。


「でも、いまだに分かんねーのよ。一体どうやって、ここまで完かん璧ぺきに〝変電所跡あとの虫憑き〟を隠し続けられたってわけ？」


　問い詰つめる茶深。


「アンタだけの仕し業わざじゃねーわね。一体、どこのどいつの入れ知ぢ恵えよ……！」


　きらりは真相を語るべきかどうか、逡しゆん巡じゆんした。


　今までずっと、胸中にしまって隠し通してきた秘密だ。


　それはある種の儀ぎ式しきといって良かった。


　あのトランクケースの少女が、一人の虫憑きを封ふう印いんするための墓標を創つくったのだ。


　一方、きらりの使命とは──その墓標を守ることだった。


　誰にも見つからないように。


　誰にも曝あばかれないように。


　たった一つの墓を隠かくすために、無限の数の墓の中に埋うもれさせようとした。


「佐藤陽子という人よ……」


　だが全ては、無む駄だに終わった。


　隠し通すことに、もう意味はない。


「……あの女！」


　茶深が怒ど声せいを上げた。


「警告してやったのに、まだ虫憑きに関かかわろうとしてやがるっての？　破は滅めつしかない道を躊躇ためらいもなく突つっ走りやがって……！」


　佐藤陽子のことを、知っているようだ。半ば予想していた通りでもある。


「〝紅い女じよ王おう蜂ばち〟を使う虫憑き……たぶん、貴女あなたを捜さがしていたわ。最初は自分にかけられた能力を解除してもらうつもりだったらしいけど、途と中ちゆうからは貴女の能力そのものに興味を持ち始めたみたい……」


「冗じよう談だんじゃねーわ！　こっちは元特とつ環かんと元〝むしばね〟、それに元アリア・ヴァレィの面めん倒どうだけで手て一いつ杯ぱいだってのに……元〝魔ま王おう〟まで関わりたくねーわよ！」


　きらりの知らない、彼女たちなりの事情があるのだろう。茶深が乱暴にきらりの肩かたを摑つかむ。


「ヤツに何をさせたのよ！　一体どうやって、あんなとんでもねーヤツを隠してたっての？」


「暗示……佐藤陽子さんは〝埋まい葬そう式しき〟って呼んでいたけれど」


　常人のきらりでは、考えもしなかった理論だった。


　夢とは非常に曖あい昧まいなくせに、人間の深層心理と深く結びついているらしい。噓うそのような話だが、佐藤陽子はそれを利用して虫憑きを生むことにも成功したという。


　ならば一度現れた〝虫〟を封印するには、どうすれば良いいか？


　方法はいくつかあると言った。


　その中でも佐藤陽子は、楽しげにある提案を語った。


　人間心理に詳くわしいらしい陽子が考案したのは、催さい眠みん効果による暗示を用いる方法だった。


「暗示？　暗示って、催眠術みたいな、アレ……？　そんなもんで虫憑きが──」


「とてもとても、強い暗示。継けい続ぞくして効果を発揮するために、常にその催眠を維い持じするためのキーワードがそばになければならないような……」


　その場にいる全員が、言葉を失った。


　茶深はおろか、誰だれかと通話中だったルーシィも彫ちよう像ぞうのように凍こおりついていた。


　彼女たち全員が、同じ結論に達したのだろう。


　同じマークを頭に思い描えがいたのだろう。


「萌々ちゃんは、その暗示で……自分が虫憑きであることを忘れたの」


「──ぶ、ぶっとんでやがるわ……佐藤陽子も、アンタも……」


　かすれた声を絞しぼり出したのは、茶深だった。


　他の少女たちは、声を出すこともできなかったようだ。


「このマーキングブームが……たった一人の虫憑きを隠すためだけにあったっていうの……？」


　催眠をかけ、暗示をかけることには成功した。


　田央萌々は自分が虫憑きになったことを、完全に忘れ去った。


　そしてきらりは、死にものぐるいでマーキングブームを広めた。


　暗示は強力で、この国を丸ごと巻き込み、継続的に効果を発揮し続けた。


　増ぞう殖しよくしていく〝コアトルヘッド〟は、本当の墓標である〝コアトル・ホット〟を隠す意味もあったのだが──。


「一時しのぎにすぎないのは、分かってた……でも他ほかに方法がなかったの」


　茶深に言われた通りだ。


　暗示が効果を発揮していられるのは、永遠ではない。


　流行はあくまで、一時的な現象にすぎない。


　ブームはいずれ消え去る。


　だからそれまでに、本当の意味で萌々を救う手段を探し続けていた。


　だが、間に合わなかった。


　マーキングブームが阻そ害がいされ、萌々が再び覚かく醒せいしてしまった。


　セピアの依い頼らいを果たせなかった。


「確かに……私だって、他に方法なんて思いつかねーわ」


　茶深が悔くやしげに呻うめいた。


「あんな虫憑つき、封印する以外にどうしろってのよ……！」


　そう、〝封印〟するしか手がなかった。居場所を隠すだけではダメだったのだ。


「茶深サマ。一応、助すけっ人とに呼んでおいた〝むしばね〟の戦力が、街に到とう着ちやくしましたけど」


　携けい帯たい電話を操作していたルーシィが、こちらを振ふり向いた。


　応おう援えん到とう着ちやくの報しらせを、茶深が切って捨てる。


「総員撤てつ退たいよ、そんなもん」


「ひどーい。出で戻もどりー。無む駄だ足あしー。──てゆーか、わざわざ参さん謀ぼう役のアタシを利用しなくたって、茶深サマが直々に〝むしばね〟に加われば良いのに。それともハレンシスの妹を死なせちゃったの、気にしてたり？　まだ行ゆく方え不明扱あつかいだし、バレてないから問題ないのに」


　茶深が「……うっせーわ」と呻き、遠方の空を睨にらみつける。


「こうなった以上、もう負けよ。どいつもこいつも、あの虫憑きに関わった連中に勝ちなんてない……」


　その通りだ。


　こうなった以上、誰にも萌々のことを止めることはできない。


　誰だれ一人として、萌々を救うことなどできない。


「それでも、この状じよう況きようを何とかできるとしたら──アイツしかいねーわ」


　茶深が低い声を絞り出す。きらりは目を見開いた。


「さっき、あの殲せん滅めつ班が言ってたわね……アイツが、この街にいるんでしょ？」


　顔を上げたのは、きらりだけではなかった。千晴もまた心配そうに、唇くちびるを嚙かみしめる。


　変電所跡あとの空が、鮮あざやかな青い輝かがやきに染まっていた。


　この街にはもう一人、萌々と似た虫憑きがいたことを思い出す。


　彼ならば、あるいは──。


　いや、もし萌々を救うことができるとしたら、彼以外にはいないだろう。


「同化型をなんとかできるとしたら……同じ、同化型の虫憑きしかいねーわ」


　呻き声とともに目を覚ました初季以外の、その場にいる全員が同じ方角を見つめる。


「本当にいるのなら、さっさと出てきやがれ……〝かっこう〟！」








4.02　〝マーカー使い〟vs殲滅班〝あしまき〟Part. 2




　変電所跡が、真っ青な輝きで包まれた。


　萌々が描かいたマークから噴ふき出した光が、次々と〝虫〟を呑のみ込んでいく。


　浄じよう化かのベイビィブルーに触ふれた〝虫〟の体たい殻かくが削けずれ落ち、分散して消しよう滅めつしていく。


「くっ──」


　ただ一人、黒ずくめたちを率いていた男だけが、光の奔ほん流りゆうを避さけていた。舌に張りつけた〝虫〟が伸のばした爪つめが、青い輝きに触れて塵ちりと化す。


　輝きが消えると、口の中に〝虫〟を飼う男以外の黒ずくめたちは一人残らず、地に臥ふしていた。傷一つないものの、薄うすく開いた瞳ひとみからは生気が失われている。その光景を見て、萌々は〝虫〟が失われた虫憑きは半死半生の生ける屍しかばねになることを悟さとった。


『こ、こぢら、〝あしまき〟……！　こいづ、得体の知れない能力を使う──』


　萌々と対たい峙じした男が、ゴーグルに手を当てて叫さけんだ。何者かと交信しているようだ。


　マーキングによる能力を解放した萌々は、絶ぜつ叫きようする。


「うああああっ！」


　身体からだを巡めぐる熱い衝しよう動どうが、ほんの少しだけ和やわらいだ気がした。


　だが、足りない。


　まだまだ体内のエネルギーを放出しないと、内側から全身が爆ばく発はつしてしまいそうだった。


「ダイスケ……」


　血走る瞳を、街へ向ける。


　いっしょに逃にげると約束した少年のもとへ行かねばならない。


　一刻も早く、一歩でも遠い場所へ逃げなければならない。


「ダイスケ……！」


　ゆらりと身体が傾かたむいた。バランスを欠いた歩き方で、街に向かって脚あしを踏ふみ出す。


　だが──。


「ぐるぁっ！」


〝あしまき〟という黒くろ装しよう束ぞくの男が、口から〝虫〟の爪を伸ばした。


　ゴムのように伸びた爪に弾はじき飛ばされ、鉄てつ塔とうの森へ突つっ込む。輝く模様を浮うかべた萌々の身体が鉄の柱を歪ゆがませ、送電線をちぎっていく。


「──」


　気がついた時には受け身をとり、鉄塔の側面に両りよう脚あしを踏ん張っていた。慣性の法則によって身体を水平に保ったまま、泣き顔を上げる。


「ますます〝かっこう〟ど合流させるわけにはいがん……完全に能力が目覚める前に殺す！」


　言葉など、もう理解できない。


　分かるのは、眼前の黒装束がよほど萌々を殺したがっているということだけだ。彼女が大助に会いに行くことすら、許さないつもりだ。


「あああぁああっ！」


　反動をつけ、萌々は鉄塔を蹴けった。放たれた矢のように〝あしまき〟めがけて飛び込む。


　だがそれは〝あしまき〟にとって、格好の的だった。


「ぐおあっ！」


「……っ！」


〝あしまき〟が後退しながら伸ばした爪によって、あえなく萌々は叩たたき落とされてしまう。


　爆発するように、地面が打ち砕くだかれた。


　萌々の身体がアスファルトの中に沈しずむ。


「……んあああっ！」


　だが萌々はすぐに立ち上がり、瓦が礫れきの中から飛び出した。猛もう然ぜんと〝あしまき〟に向かって走る勢いで、地面にいくつもの亀き裂れつが生じる。


　あっという間に距きよ離りを詰つめた萌々のマーカーが、〝あしまき〟を捉とらえようとした。


　しかしあっさりと見切られ、黒装束に避けられてしまう。


「ぐるああっ！」


　至近距離で爪に打たれ、萌々は後方に弾き飛ばされた。さらに鞭むちのようにしならせた爪が、地面に転がった萌々を頭上から叩きつける。


「うぐっ……！」


　硬かたい地面にめり込みながらも、萌々は手を動かした。


「〝コアトルヘッド〟ぉ！」


　砕けた瓦礫に描かいた青いマークが、輝きを放った。


「無む駄だだ……ぞの能力は、さっぎ見た」


　輝かがやきが触れる直前で、萌々を打ちつけていた爪が退ひいた。太いゴム質の爪が、〝あしまき〟の口の中へ引き戻もどされる。


「うううぅぅっ！」


　無駄と言う言葉さえ、今の萌々には通じなかった。


　全身の痛みを堪こらえて立ち上がり、馬ば鹿かの一つ覚えのように敵に向かって突とつ進しんする。


　当然のごとく、〝あしまき〟が無数の爪で応戦した。上下左右、あらゆる角度から爪が浴びせかけられる。


「うぁっ──」


　回かい避ひの仕方など、分かるはずもなかった。闇やみ雲くもに突き進む萌々が、爪に打ちつけられる。


「──あああぁあっ！」


　だが、萌々の脚は止まらなかった。


　無茶苦茶に腕うでを振ふり回し、攻こう撃げきの雨の中を泳ぐようにして走り続ける。


「こ、これが同化型……本当に人間なのが？」


　ぞっとした様子の〝あしまき〟に接近し、萌々は前転をするように地面に身を投げ出した。


　もう、痛いのは嫌いやだった。


　転がった勢いのまま、青く輝くマーカーを地面に突き立てる。


　こいつの〝虫〟も……吹ふき飛ばしてやるっ！


　あっという間に光り輝かがやくマークが地面に刻まれた。


「〝コアトルヘッド〟っ！」


　浄じよう化かのベイビィブルーが周囲に吹き荒あれた。


「ぢっ……！」


　くぐもった舌打ちとともに、〝あしまき〟が後退する。


　輝きに巻き込まれた爪つめが数本、蒸発するように消し飛んだ。だが、それだけだ。


「っ……！」


　ベイビィブルーの光が消えると同時に、反撃がやってきた。


　爪に殴なぐり飛ばされ、萌々は地面の上を転がっていく。何かが軋きしむ音が聞こえたのは。身体からだのどこかの骨が折れたのかもしれない。


「やっがいな能力だが……輝きに触ふれてがら〝虫〟が消えるまで、タイムラグがある」


　顔を上げると、消しよう滅めつしたはずの爪が根本から再生されていく光景が見えた。〝あしまき〟が口から伸のばした爪を絡からめ合い、一本の槍やりのような形を取る。


「遠えん距きよ離りがらの攻撃で、一本でも貴様を貫つらぬくごとができれば──ぞれで終わりだ」


　萌々は苦痛と悔くやしさで顔を歪める。


「ううう……」


　ベイビィブルーの力も、眼前の敵に見切られてしまった。


　このままでは──大助と再会する前に、殺される。


　そう思うと、言い様のない恐きよう怖ふが押し寄せた。


　もっと別の力を──。


　今の萌々では立ち向かえない。


　もっと強い力が必要だった。


「ダイ……スケ……」


　萌々の握にぎりしめたマーカーの先──。


　青い輝きが、ゆっくりと別の色に変化しつつあった。








4.03　殲せん滅めつ班〝墓守〟vs殲滅班〝しぇら〟




　自分を呼ぶ、萌々の声が聞こえた気がした。


「萌々──」


　静まりかえった路地を歩き出す。


　変電所跡あとがある方角の空は、先ほどから何度も輝きに包まれていた。


　懐ふところで音楽が鳴った。日ひ頃ごろから連れん絡らく用として持たされていた、プリペイド式の携けい帯たい電話だ。


『萌々ちゃんを、助けてあげて……』


　通話ボタンを押すと、すぐに震ふるえる声が聞こえた。きらりだ。


『……自分が虫憑つきだったことを思い出した、萌々ちゃんを……』


　彼はまぶたを閉じ、唇くちびるを嚙かみしめる。


　──ここで消えちゃったんだ……この場所で、一人の虫憑きがいなくなっちゃったの。


　変電所跡の、あのマークの上で。


　始まりにして唯ゆい一いつの〝コアトル・ホット〟の上で。


　並んで寝ねそべって、夜空を見上げながら、萌々は言ったのだ。


　──すごく恐こわがりで、弱っちくて……虫憑きなんて向いてない普ふ通つうのコだった。


　萌々だったのだ。


　あの変電所跡で生まれ、そして一度は消えてしまった虫憑き。


　生まれてはいけなかったという、その虫憑きは他ほかならぬ、萌々自身だったのだ。


『お願い……ダイスケさん』


　きらりがすがるように、彼の名を呼んだ。


　だから名を呼ばれた彼は、静かに頷うなずいた。


「分かってる……」


　微び笑しようとともに言い、通話を切った。もう必要のない、二度と使うことのない携帯電話が地面に転がった。たった数百グラムの重さしかないそれを持つ握あく力りよくすら、彼には残っていない。


　彼は両目を開き、光り輝く遠方の空を見上げた。再び、歩き出す。


　一刻も早く、萌々のもとへ向かわなければならない。彼女はきっと、彼のことを待っているはずだ。


　──その虫憑きがまた出てきたら、いっしょに逃にげようゼッ。


　──ああ……いっしょに逃げよう。


　萌々はきっと、彼を待っている。


　いっしょに逃げるという、二人の約束を果たすために。


　彼を取り囲んでいた殲滅班は、一人残らず倒たおした。薄うす暗ぐらい路地のあちらこちらに、欠落者になった黒ずくめたちが倒れている。


　皮ひ膚ふがひび割れた手の中には、殲滅班を引き裂さいた時にひっかかった黒くろ装しよう束ぞくの切れ端はしを握っていた。無意識につかんだ黒い布を手に、脚あしをひきずって路地を進んでいく。


　背後から、砂じや利りを踏ふみしめる音が聞こえた。


「行かせん……貴様はここで死ぬのだ──〝かっこう〟」


　陰いん鬱うつな女の声が、彼を呼び止める。


　彼は無視した。アスファルトの上に、彼が脚をひきずった跡が残されていく。


「……萌々……」


　この路地で死にかけていた時、萌々が彼を見つけてくれた。


　その後、生きながら死に近づきつつあった彼を、萌々は抱だきしめて離はなさなかった。


　だから今度は、彼が萌々を救う番だった。


　突とつ然ぜんに超ちよう常じようの力を手に入れて混乱しているであろう少女を、この手で抱きしめてやらなければならない。


「まずは貴様を殺し、すぐにもう一人の同化型も殺す」


　萌々を殺す──。


　その台詞せりふが、彼を振ふり返らせた。


　獣けもののような目つきで、路地に佇たたずんでいたベンチコートの女を睨にらみつける。彼の顔からはすでに生気が消え失うせ、肌はだがどす黒く変色していた。


「──」


　ベンチコートのフードの中、女の顔が凍こおりついた。


　彼は女の名前を知っていた。


　殲滅班班長〝しぇら〟。優ゆう秀しゆうな暗殺者にして、他の殲滅班とは異なり、本来の己おのれの能力だけで最強に近い能力を有している女だ。


「き、貴様──」


　常に冷静なはずの〝しぇら〟が、これ以上ないほどに両目を見開いていた。


　彼はゆっくりと女に向き直り、正面から敵を見み据すえる。


「貴様は……いったい、誰だれだ？」


〝かっこう〟──。


　眼前の女は、彼をそう呼んだはずだった。


　だがその本人が、彼の顔を見て愕がく然ぜんとしていた。


　予想していた人物とは、彼の容姿が似ても似つかなかったのだろうか？


　勝手に人ひと違ちがいをしていたのだろうか？


「……」


　無意識に笑えみが浮うかんだ。


　彼のことを知っているはずの〝しぇら〟の反応は、滑こつ稽けいだった。


　いつも顔をマスクで隠かくしていたとはいえ、〝しぇら〟は彼の素す顔がおを知る数少ない者の一人だったはずだ。先ほど自分の前に立ち塞ふさがり、彼を〝かっこう〟と勘かん違ちがいしたまま欠落者になった雑魚ざこどもとは違う。


　それなのにすぐに彼のことを思い出さなかったのは、あまりにも自分の姿が変わり果ててしまったからだろうか？　それとも彼はとっくに、どこかで野垂れ死んでいるものと思い込んでいたのかもしれない。


　手にしていた黒い布を、無造作に顔に巻きつける。──顔を隠したがるのは、この国にやってくる前からの癖くせだった。できるかぎり正体を隠すよう教育を施ほどこされたという理由もある。


　さらに残った布を、肘ひじと手首に巻き付け、口を使って器用に縛しばり付ける。


　身体からだに染しみこんだ戦せん闘とうスタイルを取り戻もどすと、戦いを前にした高こう揚よう感がこみ上げた。どす黒い感情を表すように、彼の身体から穢けがれた障気がにじみ出す。


　その彼の佇たたずまいを見て、ようやく〝しぇら〟は思い出したようだ。


「き、貴様ぁ──」


「ふははっ」


　自じ虐ぎやく的に笑う彼の背後に、白い物体が現れた。空中に飛び散り、急激に膨ぼう張ちようしていく。


　それは白い体たい殻かくをした、スカラベだった。それも六本の脚、頭、胸、胴どう部ぶというパーツに分ぶん裂れつした異形の〝虫〟──彼に宿るにふさわしい、中身のない空っぽの亡なき骸がらである。


　空洞になったスカラベの頭部が、鎧よろいのように彼の頭に覆おおい被かぶさる。自由を封ふうじた両りよう腕うでの代わりに、宙に浮かぶ爪つめが周囲を飛び交かった。


「〝墓守〟かっ！」


〝しぇら〟が叫さけんだ。


　好きな名前で呼べば良いい──彼は心中で冷めた呟つぶやきを漏もらす。


　どうせ彼の名前など、もう意味はない。


「──力を貸せ、ディオレストイ」


　笑えみを消す彼の身体から、黒い障気が噴ふき出した。


　周囲の光景が、まるで塗ぬり替かえられるように全く別のものへと変わっていく。


　明かりが差し込まない夜の暗くら闇やみが拡がっているのは、それまでと同じだった。だが剝むき出しの土の中から突つき出したのは、灰色の石せき碑ひ──無数の墓ぼ碑ひだった。


　領域を拡大し、異空間を造り出す能力。


　それは〝浸しん父ぷ〟が生み出す、〝教会〟という非現実空間と同等のものだ。


　荒あれ果てた墓地へと変わり果てた空間に、〝しぇら〟の陰いん気きな呻うめき声が反はん響きようする。


「〝かっこう〟に殺されたと思っていたが……自我を取り戻していたのか」


　スカラベの空洞化した甲こう殻かくに、黒い障気がまとわりついていく。


「それに、この能力……ディオレストイの欠片かけらを、完全に制せい御ぎよしているというのか？　本部の欠片と共鳴せずに行ゆく方えを消していたのは、そういうわけだったのか……！」


「〝墓守〟……それは数年前にわざと特とつ環かんに捕つかまった虫憑つきのことか……？」


〝しぇら〟の表情が固まった。


「それとも──殲せん滅めつ班に潜もぐり込んだものの、中央本部の実験で被験体にされ、ディオレストイの欠片と融ゆう合ごうした失敗作のことか……？」


「なん……だと？」


「〝かっこう〟を殺すための捨て駒ごまにされたが自我を取り戻し、特環から脱だつ走そうしようとした逃とう亡ぼう者しやのことか？」


「貴様──」


「それとも……この街で薬屋大助と呼ばれていた、俺のことか？」


　彼を虫憑きにした存在、〝大おお喰ぐい〟にしてみれば、ただの気まぐれだったのだろう。


　甘いものばかりを食べていると、たまには別の味も試ためしてみたくなる──人間で言えばその程度の感覚だったのかもしれない。


　ある使命を帯びてこの国へやって来た彼は、すぐに〝大喰い〟に目をつけられた。


　──貴方あなたの夢を訊きかせて？


〝大喰い〟の問いに対する彼の回答は、最初から夢などというものですらなかった。


　ここは寒い……もっと暖かいところが良いんだ──。


　祖国とは違ちがって、この国はどこへ行っても寒すぎた。


　その時、彼はすでに疲つかれ果てていたのだ。


　だから、願った。


　……死に場所を、くれよ──。


　あまりに投げやりで馬ば鹿か馬ば鹿かしい夢だ。


　生きるための居場所は、もういらない。


　心から温まり、恐きよう怖ふも不安もない、幸福な死に場所を望んだ。


　だが〝大喰い〟は、そんな彼のつまらない夢にさえ喰らいついた。


　──ビターな夢も、悪くないわね。


〝大喰い〟によって、彼は虫憑きにされた。


　そして当初の目的通り、適当に選んだ虫憑きに成り変わり、特環への潜せん入にゆうを果たした。


　だが彼は中央本部が極ごく秘ひ裏りに行っている実験によって、あるものを埋うめ込まれた。


　ディオレストイの欠片──自らを分裂させる能力を持つ〝浸父〟の一部とされるそれを、なぜか中央本部は手中にしていた。欠片を用いた実験は、実に多た岐きに渡わたっていた。数々の効果と副作用が確かく認にんされているが、まだ把は握あくしきれていないという。


　彼が被験体となったのは、数ある実験の中でも特に影えい響きようが大きいと予想されるものだった。


　欠片そのものを彼の〝虫〟と反応させ、融合させる──。


　ただの影響によって力を増ぞう幅ふくした、他ほかの殲滅班とは異なる。欠片そのものに利用され、適合せずに消え果てたという〝みんみん〟やセンティピードという脱走者とも異なる。──ましてや、今もどこかを彷徨さまよう〝浸父〟の分身とも異なっていた。


　他の被験体が拒きよ絶ぜつ反応によって息絶えていく中、彼は生き残った。精神が崩ほう壊かい寸前に陥おちいり、巨きよ大だいな力を抑おさえきれずに心身を消しよう耗もうしながらも、生き延びたのだ。


　だが代だい償しようとして、彼は生きながらにして死体へと近づいていく運命を背負うこととなった。


「貴様──いったい、何者だ……！」


〝しぇら〟が再び同じ質問をした。


　馬ば鹿かみたいなやり取りだ。


　彼のことを〝かっこう〟と呼んだ女自身が何者かと訊たずね、〝墓守〟と呼んだと思ったら、また同じ問いかけを繰くり返す。


「元は、あんたと同じだったんだろうな……」


「……？」


「なんとなく、匂においで分かっていた。あんたは外からやって来た人間で……この国に対する忠誠心などない。おそらくは〝虫〟という、この国を左右させる秘密の根幹を探さぐろうとしていたんだろう？」


　凍こおりついたように〝しぇら〟の動きが止まった。


「今や世界が、この国を見ている……俺もお前も、その中の一人にすぎないんだろう」


「……」


「だがそんなことは、もうどうでもいい。今の俺は──」


　実験で彼が生き残ったのは決して、彼が強かったからというわけではない。


　自らと融合したディオレストイの欠片と、契けい約やくを交かわしたのだ。


　──虫憑きの〝王〟になること。


　その言葉の意味は、分からない。王というのが言葉通りの意味を持つのかさえ、理解することはできなかった。


　だがそれは条件の一つとして、現在の〝王〟候補を倒たおすことで達成されるらしい。


　その標的の一つが──〝かっこう〟だった。


　ディオレストイの欠片かけらが〝かっこう〟や〝ふゆほたる〟といった、〝王〟の資格を持つ者たちの居場所を感知できると知ったのは、中央本部でも貴重なデータとして評価された。また不安定な彼の中の欠片と、他のニュートラル状態の欠片が共鳴し合うことも分かった。つまり、彼はどこにいても本部から居場所が感知されてしまうのだ。


　だがそれ以上のデータが得られないと分かり、最終的なテストを行われることになった。


　純じゆん粋すいな殲滅力の測定である。


「今の俺に、名前なんてない……」


　いずれかの〝王〟候補が単独で行動したところを、狙ねらう──。


　その条件を最初に満たしたのが、〝かっこう〟だった。


　即そく座ざに彼は、東中央支部から離はなれた〝かっこう〟を殲せん滅めつするべく投入された。


　そして、敗走したのである。


　彼は欠片の力を制せい御ぎよできずに暴走していたが、〝かっこう〟もまた暴走していた。化け物のような強さの前に為なす術すべがなかったものの、幸運の一いち撃げきが〝かっこう〟を怯ひるませた。あちらもまた衰すい弱じやくしきっていたらしく、自らの〝虫〟を制御しようと必死のようだった。ゴーグルを奪うばい取ったのは、損傷したマスクの代わりを無意識に求めたのかもしれない。


　結果的には痛み分けの状態で戦線を離り脱だつした彼は、正常な思考力を取り戻もどしていた。〝かっこう〟との戦せん闘とうの影響で、ディオレストイの欠片の支配力が弱まったのだ。


　欠片の力を抑えつけ、彼は特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局から逃にげ出した。


　そして、五十里野きらりと田央萌々に拾われたのである。


「いや──」


　五十里野きらりに薬屋大助と問われ、無意識に答えていた。


　──そうだと言ったら、どうする？


　なぜ〝かっこう〟に成り代わろうとしたのかは、自分でもはっきりとは分からない。


　ただ、漠ばく然ぜんとした諦あきらめの気持ちがあった。


〝かっこう〟という化け物の手から逃のがれたはずの彼が迷い込んだのは、また化け物の手の内だった。運命からは逃れられないのかもしれない、と思った。


　ここが自分の死に場所なのかもしれない、と思った。


　諦めてしまうと、別の感情が湧わき起こった。


　名前がある、ということの幸福。


　離れた土地にも、自らの名を知る者がいるということに対する羨せん望ぼう。


　どうせ殺されるならば、せめてそれまでは──。


　お前の名前を、奪ってやる──。


　そんな卑ひ屈くつで醜みにくい嫉しつ妬とから、彼はそいつの名前を名乗ることにした。


「俺は……薬屋大助だ」


　彼が抑え込んだ欠片は、もう〝かっこう〟の居場所を告げてはこなかった。だが〝かっこう〟の知人のもとにいる以上、いずれは見つかるだろう。


　その時こそが、彼の最さい期ごだ。


　だがそれまでは──彼が、薬屋大助である。


　彼をそう呼ぶ少女が、この街にいる。


　他ほかのどの名前で呼ばれていた時よりも、その名で呼ばれていた時が最も自分らしかった。


「誰だれに与あたえられたわけでもない……俺がそう名乗っていたんだからな」


　祖国を追い出され、この国で起きていることの真相を探るために送り込まれた。だが一人、また一人と仲間たちは特別環境保全事務局によって排はい除じよされ、ただ一人生き残った。


　もともと生まれた国から追放された時点で、彼は生きる目的を失っていたのだ。


　せめて幸福に死ねる場所を探したが、彼が行き着く先はどこも苦痛に満ちていた。幼い頃ころにはよく寒さに弱いと笑われた彼を、どこに行っても冷たい風が追い回した。初夏に近づいても寒さが消えなかったのは……彼はもう、心身ともに限界に近づいていたからだろう。


　だが、この街は──。


　この街だけは──。


　温ぬくもりが、あった。


「いいや、少なくとも貴様は〝かっこう〟ではない」


〝しぇら〟が動どう揺ようから立ち直るのは、早かった。身に纏まとったベンチコートが収縮し、スリムで手足の長い体型を覆おおうボディスーツに変形する。のっぺりとした黒い素材が、隈くまを浮うかべた女の顔までも覆い隠かくす。


「だが、危険だ。──危険は残らず、排除する」


　彼に向かって伸のばした腕うでを包むスーツが変形した。弾はじかれたように無数の針が射出される。


「何者であろうとも……今はまだ、この国を誰にも奪わせはしない」


「ディオレストイ……」


　彼はみじろぎもしなかった。スカラベが障気を噴ふき出し、針を呑のみ込む。


　穢けがれた障気に触ふれた針が、腐くさったように朽くち果てた。


　だが針は〝しぇら〟のフェイントだった。土を蹴けったと思った次の瞬しゆん間かんには、障気を迂う回かいして〝しぇら〟が接近していた。


　黒光りするスーツを纏った拳こぶしを、スカラベの空くう洞どう化した脚あしで受け止める。


〝しぇら〟の膂りよ力りよくは、人間離ばなれしていた。あまりの衝しよう撃げきに彼の身体からだが〝虫〟もろとも後方へ吹ふき飛ばされる。墓ぼ碑ひに激げき突とつし、彼を覆っていたスカラベの甲こう殻かくが砕くだけ散った。


「死ね」


　陰いん気きな声は、苦く悶もんの表情で膝ひざをついた彼の背後から聞こえた。


　漆しつ黒こくの怪かい人じんが、人形のような人工的な動きで腕を振ふりかぶっていた。彼が吹っ飛ばされた速度よりも速く、後方へ回り込んでいたようだ。


「……！」


　無防備の彼に攻こう撃げきを仕し掛かけようとした〝しぇら〟が、ハッとして横を振り向いた。


　自分めがけて振り下ろされた白い物体を、間かん一いつ髪ぱつで受け止める。


　先ほどの〝しぇら〟の攻撃にも勝まさる衝撃が、ボディスーツを地中深く埋うめ込んだ。爆ばく発はつするように土が弾はじけ飛び、巨きよ大だいなクレーターが出来上がる。


「むう……！」


〝しぇら〟が受け止めたのは、一度は砕いたはずのスカラベの脚だった。


　彼の〝虫〟に中身はない。甲殻を砕かれたとしても、再び破は片へんが集まり元の形を取り戻すことができる。もとより亡なき骸がらにすぎないスカラベは、消しよう滅めつでもしないかぎり倒たおされはしない。


「──消し飛べ」


　空洞の脚に押し潰つぶされそうになりながらも、〝しぇら〟が手のひらを上に向けた。スーツの中から長方形の物体が浮かび上がる。


「ディオレストイ……」


　彼はスカラベを盾たてにしつつ、生み出した障気を〝しぇら〟に向かって放出する。


　穢れた障気と〝しぇら〟が放った何かが、正面からぶつかり合った。


　大爆発が巻き起こった。


　爆ばく風ふうによって、周囲に刺ささっていた墓碑がいっせいになぎ倒されていく。


「くっ──」


　弾き飛ばされながらも、彼はなんとか土の上に降り立った。バラバラに粉ふん砕さいされたスカラベの胴どう体たいが空中で組み合わさり、元の形を取り戻もどしていく。


　荒あれ果てた墓地に立ち込めた臭においは、火薬のそれだった。


「この量では、まだ足りないか」


　冷静に呟つぶやく〝しぇら〟もまた、無傷ではなかった。障気に触れたボディスーツの一部が腐ふ食しよくし、肌はだが露あらわになっている。


「プラスティック……いや、ビニルか」


　スーツの断面を見て、彼は呟いた。


　殲せん滅めつ班班長〝しぇら〟の能力を見るのは、はじめてだった。頭からつま先まですっぽりと覆うスーツの朽ち果て方は、繊せん維いというよりも固形物に近い。


「〝樹じゆ脂し〟だ。私の特とく殊しゆ型としての能力は、合成樹脂を媒ばい体たいにしている。私の操あやつるプラスティックやビニルは重量の数万倍の重さを受け止め、支えることができる」


　殲滅班の中でも最強の暗殺者は、己おのれの能力を隠そうともしなかった。スーツの他ほかの部分が伸び、削けずり取られた箇か所しよをあっという間に塞ふさいでいく。


　本来の能力が強力な上に、自らの身体を補強することで同化型のような戦い方を可能としているようだ。肉にく弾だん戦が主体になるとはいえ、合理的で死角のない能力の使い方といえる。


　ボディスーツを纏った後の動きが非人間的なのは、筋力で身体を動かしているわけではないせいだろう。今の〝しぇら〟を動かしているのは、全身を覆うスーツそのもののようだ。


「いかに貴様が、分ぶん離り型と特殊型の能力を同時に操ろうと……私には勝てん」


　土を蹴り、〝しぇら〟が彼に迫せまった。


　次々と繰くり出される拳や蹴りに、防ぼう御ぎよするスカラベの甲殻が粉砕されていく。砕かれた部位が再生する余よ裕ゆうがなかった。


　防御する手だてがなくなった彼を、怪人の追撃が襲おそいかかる。


「いいや、お前が特殊型ということだけ分かれば、それで良い」


　黒い障気が吹き荒れた。


「──ちっ」


　舌打ちし、〝しぇら〟が後退した。障気に触れたスーツの一部が、ボロボロと腐っていく。


「この墓地は、俺の領域だ……一度、領域内に引き込んだ特殊型に、新たな媒体は生み出させない。今操っている媒体を破は壊かいし尽つくせば、生身の人間と変わらない」


「貴様が長期戦を望んでいるようには、見えんがな」


〝しぇら〟のスーツが、見る間に修復されていく。──見た目には欠損部位が再生しているように見えるが、全身を覆おおう媒体の密度が少しずつ薄うすくなっているのが分かった。


　冷静な暗殺者の指し摘てきは、正しかった。


「──うぐっ」


　能力を使うたびに、彼の肌がどす黒く変色していた。ディオレストイの欠片かけらを制せい御ぎよ下に置いていられるのも、限界に達していた。自我を奪うばわれるのも時間の問題だろう。


　彼の目的は、萌々のもとに駆かけつけることだ。


　一刻も早く眼前の刺し客かくを倒し、変電所跡あとへ向かわなければならない。


「ディオレストイ……もっと力をよこせ！」


「おおっ！」


　スカラベの爪つめと〝しぇら〟の拳こぶしが、真っ向から激突した。


　圧あつ倒とう的なパワーがぶつかり合った衝撃で、地面が盛り上がり、爆発する。


　墓碑の破片が雨となって降り注ぐ中、彼と〝しぇら〟の戦いは続いた。


　攻撃力は、ほぼ互ご角かく。防御力では彼のほうが劣おとるものの、ここぞという時にディオレストイの能力で〝しぇら〟の攻撃を無効化できるだけ有利だった。


　だが両者の間には、埋められない決定的な差があった。


「ぐうっ……！」


　スカラベの脚あしを粉砕され、彼は膝をついた。急激に体力と精神力を消しよう耗もうし、とうとう自分の体重を支えることさえ困難になっていた。


　怯ひるんだことで、一いつ瞬しゆんの隙すきが生じた。


　疲ひ労ろうした顔を上げると、〝しぇら〟の姿が視界から忽こつ然ぜんと消えていた。


「な……？」


　彼が領域を解除しないかぎり、墓地空間から脱だつ出しゆつすることは不可能なはずだ。


　だが周囲を見回す彼の目には、荒れ果てた墓ぼ碑ひの列しか見えない。


「死ね」


　声は背後から聞こえた。


　振ふり向いた彼が見たのは、一糸纏まとわぬ姿の〝しぇら〟だった。


　裸はだかの女を包んでいるのは、膨ぼう張ちようした透とう明めいの合成樹脂──大きなラックカイガラムシだった。


　樹脂の色を変え、周囲の風景に溶とけ込む能力を隠かくし持っていたらしい。ラックカイガラムシが一瞬で収縮し、再び〝しぇら〟の身体からだを覆うボディスーツとなる。


　彼が構えた時には、暗殺者が投げた小さな塊かたまりが眼前にあった。


「ぐあっっ！」


　とっさにスカラベの甲こう殻かくで防御したが、完全に衝しよう撃げきを殺すことはできなかった。


　巻き起こった大だい爆ばく発はつに、周囲の墓碑もろとも弾はじき飛ばされる。水面をはねる投石のように、彼の身体が土の上を果てしなくバウンドして転がった。


「小型の信管と爆ばく薬やくを合成樹脂で混合した、疑ぎ似じプラスティック爆ばく弾だんだ。──この量を至近距きよ離りで喰くらえば、貴様といえど無傷では済むまい……」


　彼と〝しぇら〟という二人の戦い方は、似ていた。本来ならば弱点となるはずの宿主を能力で守り、なおかつ攻こう撃げきも兼かねる。


　だが〝しぇら〟は、それだけではなかった。


　怪かい力りきを生むボディスーツだけではない。時には鋭えい利りなプラスティックの針を操り、保護色化して姿を消す。さらに隠し持った爆薬と樹じゆ脂しを調合し、通常の兵器としての爆弾を駆く使しする。


　一年や二年の訓練で得た能力ではないだろう。


　これほどまでに己おのれの能力を変へん幻げん自じ在ざいに駆使する型破りな虫憑つきを──彼はかつて目にしたことがない。


「ぐ……うぅっ……！」


　かろうじて立ち上がったものの、彼には自らの〝虫〟を操あやつる力さえ残っていなかった。粉々に砕くだけたスカラベは、再生することなく土の上に散らばったままだ。


「立つだけで精せい一いつ杯ぱいか……ディオレストイの支配力から自我を保つのは、苦しかろう」


　自分に向かって歩み寄る〝しぇら〟を、呆ぼう然ぜんと見つめる。


　萌々……──。


　立ち尽くす彼の脳のう裏りに、田央萌々の顔が思い浮うかんだ。


〝虫〟が自分の夢を喰い漁あさり、記き憶おくが急激に薄れていく。


　夢を食い尽くされる兆候である。


「ふはは──」


　場ば違ちがいに、笑えみが浮かんだ。


　虫憑きは〝虫〟に夢を食い尽つくされる間ま際ぎわ、己の夢に関かかわる記憶を見るという。


　俗ぞくに言う、走そう馬ま灯とうというやつだ。


　だが彼の頭に浮かんでは消えていく光景は、過去の出来事ではなかった。


　萌々がいた。


　きらりもいた。


　三人で昨日と同じ今日を過ごしていた。


　この国に送り込まれた使命を忘れ、殲せん滅めつ班としての任務から逃にげ、自分の名前すら失っていた空っぽの彼にとって──それは幸福の日々だった。


　戦いもない。殺し合う恐きよう怖ふもない。


　そんな今日と同じ明日を生きる自分の姿──。


　あり得うるはずのない未来を生きる自分は、幸せそうに笑っていた。


「ふはは、は……」


　悔くいはない。


　彼が生きていたという証あかしは、萌々やきらりが記憶として持っていく。


　それは、彼を取り囲んでいる幻げん想そうの墓碑などではない。


　三人で過ごした日々を、これからも萌々ときらりが抱いだいて生きていくのだ。


　そのために、彼はここで立ち止まることを怖おそれない。


「〝しぇら〟……」


　人形のように立ち尽くしたまま、彼はポツリと呟つぶやいた。


「ディオレストイ──今も独立してどこかを彷徨さまよっている〝浸しん父ぷ〟の欠片かけらが、何に取り憑いて虫憑きを生んでいるか……お前は知っているか？」


　漆しつ黒こくの怪かい人じんが、ピタリと足を止めた。


「……〝死体〟だ」


　スーツに覆おおわれた表情は見えないものの、〝しぇら〟が動どう揺ようしたのが分かった。


　彼がディオレストイの欠片と交かわした契けい約やくは、単に〝かっこう〟らにとって変わって〝王〟となることだけではなかった。


　欠片は、彼に期限をつけた。


　欠片の能力を行使するかわりに、彼の身体は生きながらに死へと近づいていくのだ。


「俺の身体が死に近づくほど、欠片が本来の姿を取り戻もどしていくんだ……」


　彼がついに欠片に乗っ取られ、生ける屍しかばねと化した時こそ──。


　彼は完全に、ディオレストイの分身となり果てる。


　──生き足あ搔がき、藻も搔がいても叶かなわなかった夢の持ち主こそ、我が器うつわに相応ふさわしい。


　かつて自らを支配されていた時、欠片は彼にそう囁ささやいた。


「お前は俺に、死ねと言ったな。だが、そうじゃない」


　後こう悔かいはない。


　彼は最後の最後で、夢のような生活を生きた。


　己の命をそこへ置いていくだけの価値がある、平へい凡ぼんな日常を得た。


「死ぬのは──俺とお前の二人ともだ」


　この地こそ、彼が探し求めていた場所。


　自分は──。


　名前もなく、空っぽだった自分は──。


　幸福な、死に場所を得た。


「俺の夢をくれてやる……ディオレストォォォォイっ！」


　絶ぜつ叫きようする彼を、穢けがれた障気が包み込んだ。


　荒あれ果てた墓地が、さらに変へん貌ぼうしていく。


　明かりの差し込まない暗くら闇やみが、次々と墓ぼ碑ひを呑のみ込んでいく。


「……！」


〝しぇら〟が星一つない空を見上げた。


　鐘かねの音が響ひびき渡わたった。


　ひび割れた音はひどく耳みみ障ざわりで、鳴るたびに周囲の空気を穢していくかのようだ。上下左右の感覚さえ奪うばわれそうな暗い空間が、粘ねん着ちやく質しつを帯びたように身体からだにまとわりつく。


　見えない雲が、晴れていく。


　月のない空に、明かりが浮うかぶ。


　はるか頭上に少しずつ姿を現したのは──。


「〝浸父〟の……教会か……！」


　ボディスーツの暗殺者が、呆ぼう然ぜんと呻うめいた。


　朽くち果てた教会の像が、空に浮かび上がっていた。


　穢れた鐘の音が、支配した空間にあるもの全てを浸しん食しよくしつつあった。


「──」


　彼は自分の身体が、つま先からゆっくりと死んでいくのが分かった。細さい胞ぼうという細胞が息絶え、血の巡めぐりと感覚を失っていく。


　これで良い。


　自分が完全にディオレストイと成り果てれば、〝しぇら〟にも勝てるだろう。


　萌々を救う手段は、他ほかにない。


　彼は満足のうちに意識を失おうとした。


　だが──。


「これを待っていた」


〝しぇら〟が、陰いん鬱うつな声で言った。昆こん虫ちゆうのように、べたりと四し肢しを地面につける。


「貴様を殺しても、欠片が暴走するだけなのは分かっていた。──欠片を消すには、攻こう撃げきの通じる発動体を具現化させる必要があった」


　反動をつけ、〝しぇら〟が高々と跳ちよう躍やくした。


　空中で一回転した時には、漆黒の怪人が教会を跳とび越こえていた。


「そして出現直後ならば……〝浸父〟の発動体といえど、先制攻撃を防ぐことはできまい」


　暗殺者が両手に爆ばく弾だんを生み出し、教会に叩たたきつける。


　それまでとは桁けた違ちがいの威い力りよくを秘ひめた爆ばく発はつが、朽ち果てた教会を包み込んだ。


　同時に──二人がいた暗闇の空間に、亀き裂れつが生じた。


　ディオレストイの能力によって形成された空間が、音を立てて崩ほう壊かいしていく。


「……」


　どすっ、と彼が両りよう膝ひざをついたのは、砂じや利りが転がるアスファルトの上だった。


　点てん滅めつする街灯の明かりが、力ちから尽つきて硬こう直ちよくする彼の横顔を照らす。


　再び戻ってきた現実の世界には、雨が降っていた。


　人気のない路地の光景が、歪ゆがんでいく。


「──」


　彫ちよう像ぞうのように夜空を見上げた彼からは、表情が消え去っていた。


　もう、苦痛は感じない。


　何も、考えられない。


　容よう赦しやのない雨に打たれる彼のそばに、〝しぇら〟が着地した。


「欠落者になったか……」


　怪かい人じんを覆おおっていたボディスーツが、ベンチコートに変形する。


　なぜか──しばしの沈ちん黙もくが落ちた。


〝しぇら〟が彼をじっと見下ろし、何かを考えていたようだ。


　だがすぐに考えるのを諦あきらめたようだ。


「貴様は、いったい誰だれだったのだ……」


　鬱うつ々うつとした呟つぶやきを残し、冷れい徹てつな暗殺者の足音が遠ざかっていった。








4.04　〝マーカー使い〟vs殲せん滅めつ班〝しぇら〟 Part. 1




「〝コアトルヘッド〟っ！」


　変電所跡あとが、目ま映ばゆい輝かがやきに包まれた。


　輝きの色は鮮やかな赤みの黄ヴイヴイツド・レデイツシユ・イエロ。


　──癒いやしのマリーゴールドである。


「うううっ……！」


　輝きに包まれ、萌々は立ち上がった。涙なみだを浮かべた顔面──額に描かいた〝コアトルヘッド〟のマークから、橙だいだい色いろの光が溢あふれ出す。


　胸の奥にある何かが、またごっそりと抜ぬけ落ちていくのを感じる。代わりに全身の傷が塞ふさがれ、疲ひ労ろうした体力が回復していくのを感じた。


「な──」


　予想もしていなかった光景を目の当たりにし、〝あしまき〟が硬直していた。


「治ち癒ゆ能力を持っでいるのか……？」


　萌々は唇くちびるを嚙かみ、眼前の敵を見上げる。


　まだ足りない。


　自分の中を迸ほとばしる熱い衝しよう動どうは、こんなものでは治まらない。怪け我がを治しただけでは、自分の行く手を阻はばむ黒くろ装しよう束ぞくには敵かなわない。


　このままでは、殺される。


　このままでは、薬屋大助のもとへはたどり着けない──。


「ぐるああっ！」


　焦あせりを感じたのは〝あしまき〟も同じだったようだ。無数の爪つめを絡からめ合わせた槍やりを、萌々に向かって打ち出す。


　萌々は素す早ばやく膝ひざをつき、地面に新たなマークを描いた。


　ベイビィブルーの能力では、槍を完全に消し飛ばす前に萌々は貫つらぬかれてしまうだろう。


　もっと別の効果を秘めた、新たな色が必要だった。


〝あしまき〟が伸のばした槍が、眼前に迫せまる──。


「……〝コアトルヘッド〟ぉぉ！」


　萌々の視界が、真っ白に染まった。


　足元に描いたマークが輝き、変電所跡が昼間になったかのような白の光に包まれる。


「ごいつ──」


〝あしまき〟が愕がく然ぜんと凍こおりつく。


　萌々の眉み間けんを突つき刺さす直前で、槍がバラリと力なく分解していた。


「いっだい、いくつの力を持って──」


　制せい御ぎよを失って無力化した爪を、萌々が空中で摑つかみ取った。


「うあああっ！」


　摑んだ爪を、力いっぱい自らのほうへと引っ張る。


　常人離ばなれした怪かい力りきに抗あらがう術すべを、〝あしまき〟は持たなかった。舌に張りつけた〝虫〟ごと、黒装束があっという間に萌々のもとへ引き寄せられる。


　飛ぶように目の前に現れた男めがけて、萌々が腕うでを伸ばした。


　大きく開けられた〝あしまき〟の口の中──舌に張りついた〝虫〟を摑む。


「っっ！」


　手の中で〝虫〟が潰つぶれる感かん触しよくが伝わった。


　男が目を見開き、ビクリと身体からだを仰のけ反らせる。そして──萌々が手を離はなすと、地面にくずおれたきり、動かなくなった。


　周囲を包んでいた白光が消え、変電所跡に静せい寂じやくが訪おとずれる。


「はあっ……はあっ……」


　萌々はしばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが、やがて足を前に踏ふみ出した。


　街に向かって、歩き出す。


　敵は倒たおした。


　これで大助のもとに向かうことができる──。


「ダイスケ……」


　おぼつかない足取りで歩く萌々の身体から、うっすらと陽かげ炎ろうのようなものが立ち上っていた。全身に浮うかんだ模様がジリジリと焦こげ、白い煙けむりが生まれていた。


　全身に力が漲みなぎり、体内を熱い衝動が駆かけ巡めぐっている。


　だが反対に心は急速に衰おとろえていき、頭がぼんやりとしていた。思考能力が麻ま痺ひし、冷静に考えることができなくなりつつある。


「熱いよ……」


　早く大助に会いに行かなければ、その前に自分が内側から爆ばく発はつしてしまいそうだった。


　身体中から白い煙を発しながら、萌々は歩いていく。


「ダイスケぇ……」


　ポツ、と水すい滴てきが萌々の頰ほおに落ちた。


　雨だ。


　黒雲に覆われた夜空から、いっせいに強い雨が降り出していた。


　視界を埋うめ尽くすほどの豪ごう雨うが──。


「っっ！」


　弾はじけて、爆発した。


　萌々はなす術もなく、勢いよく地面の上を転がっていく。


「頑がん丈じようだな……さすがは同化型といったところか」


　陰いん気きな声とともに雨の中から現れたのは、またもや黒一色の姿をした人物だった。漆しつ黒こくのボディスーツに頭からつま先まで包まれた姿は、特とく撮さつ番組に登場する敵かたき役の怪かい人じんのようだ。


「う──」


　ゆらり、と萌々は立ち上がる。


「うううううぅぅぅううぅううっっ！」


　顔を上げ、ぎらついた眼めで新たに現れた敵を睨にらみつける。奥歯を嚙みしめた口からは、獣けものの呻うめき声が漏もれた。


　もう嫌いやだ。


　なぜ自分が、こんな目に遭あわなければならない？


　なぜ誰だれも彼も、萌々を殺そうとする？


「どうしてっ！」


　涙なみだをこぼしながら、絶ぜつ叫きようする。


「あたしは何もしてない！　誰かを傷つけたことなんかないし、〝虫〟とか虫憑つきに関かかわったことだって一度もない！　ふつうに暮らしてただけなのに！　どうしてどいつもこいつも、あたしを殺そうとする！」


　変電所跡あとに、萌々の咆ほう哮こうが反はん響きようした。


「どうして、逃にげることさえ許してくれない！」


　一いつ瞬しゆん──ボディスーツの人物が、棒立ちになったように見えた。


　自分に向けられた殺気に、動どう揺ようの気配が混じる。


「た──田央……萌々……？」


　スーツの女が呆然と呟つぶやいた声には、聞き覚えがあるような気がした。


　だが今の萌々には、それを思い出す理性など残っていなかった。


「それでも邪じや魔まをするならっ……！」


　萌々が歪ゆがめた顔に浮かんだ模様が、七色の輝かがやきを放った。折れるほど強く握にぎりしめたマーカーが次々と色の異なる光を浮かべていく。


　優やさしくない自分は。


　大切にできる人間がかぎられている自分は。


　敵と判断した相手に対し、躊躇ためらいはしない。


「あたしとダイスケ以外の人間なんて、みんなまとめて殺してやる……ゼッ！」


〝マーカー使い〟、田央萌々。


　その叫さけびは、生きるための咆哮だった。


「それは……こちらの台詞せりふだ」


　金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくしていた怪人が、低い声で言った。


「同化型の虫憑きは危険だ。誰であろうと……殺す」


　恐きよう怖ふと殺意に支配された田央萌々は──その声に滲にじむ戸と惑まどいの色に、気づかなかった。




5.00　獣と獣




　強い雨が降りしきる路地を歩いていると、絵画の中に入り込んだような錯さつ覚かくをおぼえた。


　空き家だらけの空間は、雨音以外に物音一つしない。排はい水すい溝こうへ吸い込まれていく水流に埋まるようにして、黒一色の衣い装しようで身を包んだ奇き妙みような人物らが倒れていた。致ち命めい傷しようらしき大おお怪け我がを負っている者は見あたらないが、彼らが立ち上がろうとする素そ振ぶりはない。


　路地そのものには、戦せん闘とうの痕あとは一つも残っていない。倒れている者たちは皆みな、別の空間から放ほうり出されたかのようだ。


　それでもわずかに残っている殺さつ伐ばつとした空気を、激しい雨が洗い流そうとしている。


　汚よごれた路地と、浄じよう化かの雨。


　そしてもう一つ。


　地面に膝ひざをつき、神に祈いのるかのように雨空を仰あおいでいる彫ちよう像ぞうがあった。


　少し前までは、人間だったのかもしれない──そんな感想を抱いだいたのは、どす黒く変色した皮ひ膚ふがまだ一部、人間らしい色を残していたからだ。また顔を覆おおい隠かくした布の隙すき間まから見える、一ひと滴しずくの光を残した瞳ひとみのせいかもしれない。


　パーカー姿の少年が、無造作に彫像に近寄った。ポケットに両手を入れ、フードをかぶったまま像を見下ろす。


　ピキ──というひび割れる音は、彫像の口元から響ひびいた。


　天を仰ぐ象が浮うかべたのは、獣の笑えみだった。孤こ独どくに生き、居場所を見つけ、それを守るために戦い抜ぬいた微び笑しようだった。


「──やあ、薬屋大助」


　まだ声を発せられるとは、意外だった。外見に似つかない、世間話をするように軽い声だ。


　てっきり息絶えたか、すでに欠落者になっていると思っていた。


　だが少年は驚おどろかない。ニコリともせずに口を開く。


「やあ、薬屋大助」


　フードに隠れた少年の頰ほおには、一枚のバンソウコウが貼はられていた。それ以外には全く特とく徴ちようのない──容姿端たん麗れいな顔つきが垣かい間ま見える彫像とは似つかない、平へい凡ぼんな容姿である。


「今さら、だな。何をしに現れた？」


「今さら、だよ。何をしようかな」


「その服、一昨日おとといは俺が着ていたんだぜ」


「その服、三日前に俺が着ていたよ」


「きらりは、お前の面めん倒どうも見ていたんだな。本当に優しすぎるよ」


「どっちが薬屋大助か、分からないから……そう言ってた」


　沈ちん黙もくが落ちた。──彫像が笑おうとしたのに、笑い声が出なかったようだ。


　フードの少年は、じっと彫像を見下ろしたまま動かない。


　どちらが彫像なのか──どちらが死にゆく者の顔なのかさえ、曖あい昧まいだ。少年には眼前の彫像のほうが、自分よりも〝生きて〟いるように見えた。


「きらりから、ずっと話を聞いてたんだ。お前も──」


　パーカー姿の少年の口調は、まったくと言って良いほど気力を感じられなかった。


「〝虫〟の暴走に苦しんで、踏ふみつけてきた連中にみっともなく許しを乞こい叫んで、幻げん覚かくから情けなく逃げて、化け物──俺のことを怖こわがってたらしいじゃないか」


「お前こそ〝虫〟の暴走に苦しんで、みっともなく懺ざん悔げして、幻覚から逃げた上に化け物──俺のことを怖がってたんじゃないか？」


「そりゃ俺たちのどっちが薬屋大助か、分からなくもなるよな」


「当然だろ？　俺たちのどっちも薬屋大助なんだから」


　フードの少年は濁にごった瞳で、活いき活いきとした瞳をした彫像を見つめた。


「お前は──一体、誰だれだったんだ？」


「何回も言わせるなよ。薬屋大助だよ」


　彫像の声は、楽しげだった。


「ただ少し前までは……殲せん滅めつ班っていうイカレたところにいたかもな」


「……」


「中央本部がやってる実験の内容を知ってるか？」


「知らない。聞く必要もないさ。どうせ──」


「まあ、聞けよ。鏡でも見てると思っておけ。……ディオレストイの欠片かけらってものがある。どこかのコミュニティかネットワークに所属してるヤツなら、〝浸しん父ぷ〟っていう名前で呼ばれてるものの欠片ってわけだ。なぜ中央本部がそんなものを持ってるかは知らんが──」


　講義でもするかのように、彫像が早口で語り出した。口調には皮肉めいた笑みが混じっていたが、決して淀よどまない。止まらない。記録されたデータをアウトプットするかのように、次々と言葉を溢あふれ出させる。


「──とまあ、〝Ｃ〟の能力も併へい用ようすれば、ずいぶんと悪用できるわけだ。殲滅班はつまり、実験の延長でもあるわけだ。欠片で刺し激げきすれば、能力の増ぞう幅ふく効果を得られることがある。ただし様々な副作用も残るが……俺はその中でも特別で、欠片そのものを〝虫〟に定着させようとしたってわけだ。俺を含ふくめ殲滅班の大多数は力はあるものの、長生きはできない。そんな連中を統制できるのは、〝しぇら〟やハルキヨみたいな本当の怪かい物ぶつどもしかいないんだ……」


「……」


「俺が知っているのは、現時点で結果として得られた効果だけだ。能力の増幅、欠落者からの擬ぎ似じ的な蘇そ生せい──これは〝ふゆほたる〟なんていう蘇生者が現れたせいで、欠片がそんな実験にまで応用されるようになってしまったわけだが……とにかく、最終的に一体何を得ることが目的の実験だったかも探さぐれなかったわけだ」


「探るっていうのは、どういう意味だよ。殲滅班に入る前は、どこに──」


「さあ……それは、忘れたな」


「どうして、そんなことを俺に話す？」


「見りゃ分かるだろ。お前以外の誰かに話しに行けるように見えるか？」


「俺はもう……〝虫〟の力を使えない。使ったら二度と元には戻もどれない。そんな虫憑つきなんて、誰ももう必要ないだろ」


「それを決めるのは、もうお前じゃなくなってるんじゃないか？」


　彫ちよう像ぞうの視線は、これまでフードの少年が見てきたものと同じだった。


　自分が立ち止まる代わりに、背中を押す者たちの目つき。


　そこで歩みを終わらざるを得なかった者たちだ。


　多くが憎ぞう悪おや怒いかり、妬ねたみや恨うらみだった。


　だが、そこには、わずかな希望と期待、そして──胸に抱いだいていた己おのれの夢が込こめられてもいた。


　それら全すべてが、同じことを言うのだ。


　あと一歩、先へ。


　もっと前へ。


　進め。


　走れ。


「疲つかれた……」


　フードの少年はうなだれる。


　彫像が笑う。


「甘えんなよ」


「もう、いいだろ……」


「まだまだ、いけるだろ」


「無理だよ……」


「そんなこと、言うなよ」


「俺は強くなんかない……」


「知ってるよ。俺は薬屋大助だからな」


　彫像は両りよう膝ひざを汚よごれた地面につき、顔いっぱいに透とう明めいな雨を受け続けている。


　またヒビ割れる音が響ひびき、彫像が笑えみを深めた。


「だから……そんな薬屋大助は一度、ここで死んでやるよ」


　フードの少年は、目を見開いた。


「しょうがなくだぜ？　手間のかかるヤツだ」


　今にも光が消えそうな瞳ひとみで、まるで旧知の仲のように彫像が言い放つ。


　いや、知っているのだろう。


　今、向かい合っている二人はまったく同じ人間だった。


　抱かかえているものも同じで、抱いだいた苦痛も同じ。


　違ちがうのは──。


　一人が立ち止まり、もう一人はまだ地面の上に立っているということだけだ。


「そうないぜ？　一度、死ねるんだからな。その代わり──」


　彫像が言った。


「俺の秘密を、お前に持っていってもらうぜ」


「秘密……」


「こんな俺でも、好きなヤツができたんだ」


「……」


「そいつはきっと今、身体からだ中に綺き麗れいな模様を浮うかべた虫憑きで──」


　彫像から笑みが消えた。


「すごく恐こわがりで、弱っちくて……虫憑きなんて向いてない普ふ通つうのヤツなんだ」


　雨を受ける彫像の頰ほおに一いつ瞬しゆん、もっと透明な一筋の水すい滴てきがこぼれた。


　それが彼に残された生命力の、最さい期ごの一ひと滴しずくだったのか──。


　彫像のまぶたが、ゆっくりと閉ざされていく。


「なあ、薬屋大助……ここで一度死んでおけば、あと少しくらいまた歩けるだろ……」


　フードの少年は、唇くちびるを嚙かみしめた。


　バシャリ──という音は、少年が踵きびすを返した音だった。生気のない瞳でうなだれたまま、雨が降る路地を歩いていく。


「俺が……代わりに死んでやるから……だから……」
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「──待ってろよ」


　ほんのわずか。


　消えゆく炎ほのおが、別の場所に燃え移るように。


　預けていたものを返したように──。


「もう少しだけ、お前が薬屋大助でいろよ」


　頼たよりない足取りで歩く少年の瞳に、ちっぽけな光が戻っていた。


　完全には受け取らない。


　薬屋大助という名前は、まだ二人で半分ずつくらいでちょうど良い。


「ふははっ──」


　掠かすれてくぐもっていたが、それは間ま違ちがいなく笑い声だった。


「最高の……死に場所だ……俺の夢は、ここでやっと……」


「……」


「見てるぜ。世界が、お前たちの国で起きていることをな……」


　フードの少年は無表情のまま、振ふり返らない。


「でも、あと少しだけ──見み逃のがしてやる」


　顔も姿もまったく違う、獣けものと獣。


　生きるための居場所を求める者と、死に場所を求めた者。


　二人の薬屋大助は、そうして別れた。








5.01　〝マーカー使い〟vs殲せん滅めつ班〝しぇら〟Part. 2




　中央本部は、同化型の虫憑つきを危険だと考えている。


　彼らは恐おそるべき戦せん闘とう力を持ち、決して何者にも屈くつしない。


　数年前のクーデター事件を阻そ止しし、〝ふゆほたる〟という強力すぎる虫憑きの暴走を止め、レイディー・バードの成虫化した〝虫〟を倒たおしたのが〝かっこう〟だ。


　この国にいる誰だれもが諦あきらめかけた大事件を防いだ力が、支配下にあるうちは良い。


　だがもし、その力が暴走することがあれば、前代未聞の大だい惨さん事じが起きるのは明らかだ。


　強大すぎる力は、危険でしかない。


　そして今、新たな力が誕生してしまった。


　この虫憑きは一体──この国に対し、どう作用するのだろうか？


「うあああ……ひっく、うぅ……」


　豪ごう雨うが降り注ぐ変電所跡あとで、耶麻本ラウはその虫憑きと向かい合っていた。


　新たに生まれた同化型の虫憑き──田央萌々は泣きじゃくっていた。


　嗚お咽えつを漏もらす少女の全身には、七色に輝かがやく模様が浮かんでいた。服は破れ、髪かみは雨ですっかり濡ぬれていた。何度も地面に叩たたきつけられたのだろう、頰には砂じや利りがついている。


　萌々が片手に持ったマーカーのペン先が、目ま映ばゆい白光を放っていた。輝く模様が指を通じ、マーカーにまで浸しん透とうしている。


　先に新たな同化型、萌々と接せつ触しよくした〝あしまき〟らの報告では、標的には特とく殊しゆ能力がなかったはずである。だが報告の後に〝あしまき〟らが倒されたことを見ると、萌々が何らかの能力を生み出したということなのだろう。


「マーカーか……能力まで、田央萌々らしいな」


　ラウは陰いん気きな声で呟つぶやいた。漆しつ黒こくのボディスーツで顔を含ふくむ全身を覆おおい、くぐもった声しか発さない彼女のことを、萌々はラウとは気づいていない。


　田央萌々は、ラウが教師という仮面を被かぶって潜せん伏ぷくしていた高校の生徒だった。


「ううあああっ！」


　少女が拳こぶしを振り上げ、弾だん丸がんのような速度でラウに突とつ進しんした。


　田央萌々という生徒は、手のかかる問題児だった。


　だがセンスもあった。感受性に富み、常に何かを創つくり出そうとアンテナを伸のばしているような──そんな、普ふ通つうの女子高生だった。


「いや……」


　ラウは拳を握にぎりしめる。まぶたを閉じ、精神を落ち着かせる。


　相手が誰であろうと、関係ない。


　萌々と同世代の少年少女でさえ、ラウはこれまでに何人も抹まつ殺さつしてきた。今日もまた一人、彼女の手にかかって殺される人間が増えるだけだ。


「お前は──貴様はもう、ただの危険な〝マーカー使い〟だ」


　まぶたを閉じたまま、萌々の拳を横に動いてかわす。


　いかにスピードが速く圧あつ倒とう的なパワーを秘ひめているとはいえ、たかだか普通の女子高生の攻こう撃げきだ。厳しい訓練を受け、何年間も死線をくぐり抜ぬけてきたラウに当たるはずもない。


「危険は排はい除じよする。死ね」


　両目を開くと同時に、ラウは右の拳で萌々のこめかみを殴なぐり飛ばした。


　鉄球が直ちよく撃げきしたような衝しよう撃げきが、雨の飛沫しぶきとともに少女の上半身を弾はじき飛ばす。


　ぐるりと空中で一回転し、少女の身体からだが地面に叩きつけられた。地面を陥かん没ぼつさせ、バック転をするように勢いよく転がり、鉄てつ塔とうの森へと吹ふき飛ばされる。鉄製の柱が折れ、ちぎれた送電線が宙を舞まった。


「……」


　地じ響ひびきを感じながら、ラウは陰いん鬱うつなため息をもらした。


　ラウの任務は、これで完かん了りようした。


　田央萌々の死体を確かく認にんし、街を去る。


　ヴィジュアルデザイン科の生徒に振り回される鬱うつ陶とうしい日々からも、やっと解放される。


　ズルズルと足をひきずる癖くせで、萌々の遺体に近づこうとした時だった。


「……ちっ」


　ずきり、と痛みが走った。


　あまりに萌々が無防備だったため、渾こん身しんの力で振り抜いた拳を痛めてしまったようだ。


　つまらない負傷を恥はじ、拳を見下ろす。


「……」


　ラウは、眉まゆをひそめた。


　どちらの拳で萌々を殴ったのだったか、忘れてしまった。


　右？　左？　いや、そもそも拳だったろうか？


　どちらの手も、痛みは感じなかった。怪け我がをした様子もない。


　それなのに──疼うずくような痛みは、消えなかった。


　──センセって、良いいセンセだぜっ。


　ずきり。


　なぜか田央萌々の笑え顔がおが脳のう裏りをよぎり、また痛みが走った。


　痛んでいるのは身体の奥、胸の中のもっと奥のほうだった。


「……」


　スーツの裏で、陰気な顔を歪ゆがめる。


　ただの錯さつ覚かくだ。


　それとも先ほどの〝墓守〟との戦いで、自分でも気づかないうちに胸に攻撃を受けていたのかもしれない。いずれにしろ、すぐに治るだろう。


　装そう甲こう車しやでさえ一撃で粉ふん砕さいする拳で、危険な虫憑つきを抹殺した。


　任務をやり遂とげたラウは、あらためてズルズルと足をひきずろうとした。


「コアトルぅ……！」


　鉄塔の残ざん骸がいの下から、声がした。


　ラウは、顔を強こわばらせた。


「──ヘッドぉぉっ！」


　巨きよ大だいな槍やりが、ラウの眉み間けんめがけて飛来した。


「ぬおおっ！」


　戦車の砲ほう弾だんを受け止めたような錯覚をおぼえた。ギリギリで摑つかんで止めたそれは、倒とう壊かいした鉄塔の一部らしき鉄製の柱だった。ボディスーツだけでは威い力りよくを相そう殺さいしきれず、ラウの足元の地面が陥没した。一いつ瞬しゆん遅おくれて、柱が巻き起こした轟ごう風ふうが変電所跡を吹き抜ける。


　だが思わぬ反撃は、それだけに止とどまらなかった。


　受け止めた柱の一部に、青く輝くマークが描かかれていた。


〝コアトルヘッド〟──そのマークの名前を、ラウは知っている。


　マークの輝かがやきが、弾はじけた。


「っ……！」


　修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたラウだからこその直感だった。危険を感じ、とっさに青く輝く柱をはるか遠方へ投げ捨てる。


　だが完全には影えい響きようを避さけられなかった。光を受けた右みぎ腕うでを覆おおっていたスーツが霧む散さんする。


　この能力は、〝墓守〟の能力と同じ──〝虫〟を殺す力があるのか……！


　効果は同じでも、〝浸しん父ぷ〟の穢けがれた能力とは感かん触しよくが異なっていた。


　言うなれば、〝浄じよう化か〟の力。


　人間には一いつ切さい傷をつけず、〝虫〟だけを消しよう滅めつさせるベイビィブルーの輝きである。


「〝あしまき〟たちは、この能力にやられたのか……！」


「うううぅううぅっ！」


　嗚お咽えつ混じりの呻うめき声とともに、田央萌々が鉄塔の森から飛び出した。


　ラウの一撃を受けたこめかみには青いアザができ、片かた眼めはひどく充じゆう血けつしていた。だが致ち命めい傷しようにはほど遠いダメージだ。


「こ、こいつ──」


　ラウはあらためて、眼前にいるのが同化型の虫憑きであることを認識する。


　今までに戦ってきた虫憑きとは、根本的に異なっている──。


「確実に……殺す」


　ラウは目つきを変えた。


　ボディスーツに直接マーキングをしようとしたのだろう。萌々が突つき出したマーカーを楽々とかわし、腹部に強きよう烈れつなカウンターをめり込ませる。


「うぷっ」


「今度こそ、死ね」


　開いた拳こぶしの中に疑ぎ似じプラスティック爆ばく弾だんを生み出し、破は裂れつさせる。


　爆ばく炎えんが萌々を呑のみ込んだ。


　この爆弾で殺した標的は、数知れない。


　あの時やあの時、こんな人間を殺してきた──そのような記き憶おくが蘇よみがえる。


「……」


　ラウは顔を歪め、脳裏に浮うかんだ人々を頭から消す。


　萌々は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけこそしなかったものの、ボロボロになって地面に落下した。


　爆弾の直ちよく撃げきを受けて、倒たおれなかった敵はいない。〝浸父〟の教会でさえ粉砕したのだ。


　胸の奥に小さな痛みと──ほんのわずかな、安あん堵どが生まれた。


　これで間ま違ちがいなく、倒したはず──。


「コ──」


　ラウは目を見開いた。


　萌々の腕が、動いていた。震ふるえるペン先で、自らの額に何かを描く。


「〝コアトル……ヘッド〟……」


　倒れた少女の身体からだが、鮮あざやかなオレンジ色の輝きに包まれた。


　美術教師だったラウには、その色の正式な名前が分かる。


　鮮やかな赤みの黄色ヴイヴイツド・レデイツシユ・イエロ──癒いやしのマリーゴールドだ。


「こ、この能力……まさか──」


　ムクリと身を起こす少女を見て、ラウは呆ぼう然ぜんと呻いた。


　自分でも情けないほど、動どう揺ようしていることを自覚した。〝墓守〟が生きていたことを知った時も、これほどまでには驚おどろかなかった。


「わ、私の授業を聞いて……？」


　一目で分かってしまった。


　田央萌々の能力は明らかに、ラウによる授業の影響を受けていた。


　殲せん滅めつ班の部下たちとここで戦った時点では、マーカーなど使っていなかったはずだ。それなのに今、それを使うことでさらなる力を得ている。


　成長している──。


　田央萌々という新たな同化型は、戦いながら急激に進化していた。


　柔じゆう軟なんな思考によって。


　多感な発想力で。


　無限の可能性を開花しつつある。


　そしてそれを可能にしたのは、他ほかならぬ教師としての耶麻本ラウなのだった。


「噓うそつきめ……」


　自分自身の手で、危険きわまりない虫憑きを生んでしまった。


　本ほん末まつ転てん倒とうで、救いようのない失態だ。


　それなのに──。


「私の授業を、ちゃんと聞いていたんじゃないか──」


　ラウが抱いだいたのは、場違いな喜びだった。


　生徒の才能が開花する瞬しゆん間かんに今、ラウは立ち会っていた。


　それは数少ない教師だけが得られる幸福なのだろう。次世代を担になう子供たちの可能性を直じかに目で確かめられるとは、なんと至福なことか。


　あくまで暗殺者としての任務のために、教師の仮面を被かぶっていただけだ。


　手のかかる生徒たちに悩なやまされ、鬱うつ陶とうしいとしか考えていなかった。


　だが今、まさにこの手で殺そうとしている、その瞬間に──。


　問題児の筆頭だった生徒が彼女から暗殺者の仮面をひっぺがし、強ごう引いんにまた教師の仮面を被せようとしている──。


「ううぅっ！」


　地面を蹴ける萌々の怪け我がが、完治していた。最初に喰くらわせた一撃のダメージも回復しているが、かわりに疲ひ弊へいし、身体がふらついているように見えた。


　ラウは腕を突き出し、スーツを無数の針に変えて萌々めがけて伸のばす。


　この能力で殺した人間も大勢いた。


　──私の勝ちである。


　串くし刺ざしにされつつも笑った少女は、南風森愛恋という名前だった。


　愛恋が残した映像は、わずかとはいえ確かに世界に送信されてしまった。だがラウが愛恋を殺したのだから、自分の勝利のはずだった。


　それとも──愛恋が残した何かは、今もどこかで生きているのだろうか？


　自分は何も勝利できていなかったのだろうか？


　田央萌々という少女の可能性を目まの当たりにして、そんなことを考えてしまう。


　彼ら子供たちは、〝虫〟の力など足元にも及およばないような力を持っているのだろうか──。


「……くだらん」


　ラウが伸ばした針を、萌々は無様に地面に転がることで避よけた。


〝虫〟の力よりも強い力を持っているのならば、それこそ危険に他ならなかった。


　ならばラウが根絶やしにするしかない。


　成長を見届けるなど、もっての外ほかだ。


「死ね……！」


　再び針を伸ばすラウに対し、立ち上がるのが精せい一いつ杯ぱいの萌々にそれを避ける術すべはない。相手は一いつ般ぱん人じんなのだから、当然である。


「〝コアトルヘッド〟──」


　萌々が呟つぶやくと同時に、純白の輝かがやきが周囲に満ちた。


　光の中心は、萌々が転がった地面の上だった。白いインクによってマークが描かかれている。


「……！」


　転がった一いつ瞬しゆんで、描いたというのだろうか？


　ラウは己おのれの誤算を認める。


　動きは一般人でも、田央萌々はＶＤ１の生徒なのだ。毎日、いつでも何かを描いているような少女、それが田央萌々という問題児の性質だった。


　中和の白ホワイト──塗ぬりつぶすピュア・ホワイト。


　光に触ふれた途と端たん、ラウが伸ばした樹じゆ脂しの針が力を失った。萌々の額に突つき刺ささる直前で折れ曲がり、地面に落ちる。


　ラウの能力が効果を失い、ただの合成樹脂と化した針を萌々が踏ふみしめる。


「能力のキャンセルか……！」


「うああっ！」


　飛びかかった萌々が、ラウに向かってマーカーを突き出した。


　だがラウは軽く少女の腕をいなし、上段蹴りを喰らわせる。少女の細い身体が轟ごう音おんとともに地面に沈しずんだ。


　ラウは腕うでの中に爆ばく弾だんを生み出し、トドメを刺しにかかる。だが足元に青い輝きが生まれるのを見て、反射的に後方へ跳とび退ずさった。


「……！」


　倒たおれた直後に、萌々が青いマークを地面に描いていた。


　ベイビィブルーの影えい響きよう範はん囲いから退たい避ひしたものの、持っていた爆弾を取りこぼしてしまう。


　大だい爆ばく発はつが巻き起こった。


　爆風がおさまるのを待たず、萌々が煙けむりの壁かべを突き抜ぬけてラウに迫せまった。


「うああっ！」


　ラウの腕をつかもうと、少女が手を伸ばす。


　だがラウは少女の手を振ふり払はらい、蹴りを繰くり出す。


「ぎっ！」


　萌々が顔を歪ゆがめた。だが歯を食いしばり、再び腕を伸ばす。


「あぐっ！　いっ！　ぐあぅっ！　うぅっ……！」


　ラウの攻こう撃げきをまともに受けながらも、萌々は諦あきらめなかった。左手でラウの身体からだを摑つかもうとしては空を切り、マーカーを持つ右手を伸ばせばカウンターで攻撃を受ける。


「ああぁっ！」


「……！」


　ついに少女の指先が肩かたをかすめたことで、ラウの身体の奥底に寒気が生じた。


　もし萌々に捕つかまったら──この怪かい力りきを振り切ることができるのだろうか？


　がむしゃらな萌々の動きを避けることなど、造作もない。能力そのものは強力だが、超ちよう近接型の攻撃は当たらなければ意味がない。何百回攻撃されたとしても避け続ける自信があった。


　だが千回目は、避けられるだろうか？


　想像して、ぞっとした。


　最初の鉄柱による攻撃から分かるように、今の萌々には躊躇ためらいなど欠片かけらもない。


　千回目にラウを捕まえた萌々は、彼女を躊ちゆう躇ちよなく殺すだろう──。


「コアトル──」


「させん……！」


　地面に倒れた際に、マークを描こうとした萌々を蹴けり上げる。


「うぐっ！」


　上を向いた少女の顎あごめがけて、手刀を繰り出す。


　だが──。


「……！」


　ラウの攻撃が、空を切り裂さいた。


　萌々が頭を下げ、手刀を避けたのだ。


　青く輝くマーカーのペン先が、ラウの胸に触れた。押しつけられたマーカーの冷たい感かん触しよくが、豊満な胸の表面を走ろうとする。


「うおおおっ！」


　ラウの表情から、冷れい徹てつな暗殺者の仮面がはがれた。優やさしい教師でもない、敗北を怖おそれるただの虫憑つきの顔で、手の中に生み出した爆弾を破は裂れつさせる。


　巻き起こった爆発が、ラウと萌々を引き離はなした。


「ぐうっ……！」


　自らも爆発のダメージを受け、顔を歪めるラウ。


「〝コアトルヘッド〟……！」


　荒あらい息をつきながら、額に描いたマリーゴールドのマークで傷を癒いやす萌々。


　強い──。


　ラウはスーツを変形させ、全身から長い針を伸のばす。


「だが、まだ私には勝てん──」


　なにもかもがラウの予想を超こえた虫憑きだ。かつてない強敵といえる。


　だが青、白、黄という三色の効果は把は握あくした。


　まだ成長段階にある今ならば、ラウの有利は揺ゆるがないはずだった。


「うううぅうぅううっ！」


　だが唸うなる萌々のマーカーを見て、言葉を失った。


　青、白、黄──だけではなかった。


　次々とペン先の輝きが変わりつつあった。それはまるで──。


「さらなる色を、探しているのか……？」


　ラウの口から、無意識に呻うめき声がこぼれた。


　マーカーの輝かがやきが漆しつ黒こくに包まれた。


　ピュアホワイトの対極にある黒ブラツク──呑のみ込むパーフェクト・ブラック。その黒い領域に呑み込まれたらどうなるのか、想像もつかない。


　かと思うと、鮮やかな赤紫ヴイヴイツド・レデイツシユ・パープルに移り変わる。──魅み了りようのマゼンタの輝きを前に、ラウが生み出した樹じゆ脂しの針が暴れ出した。制せい御ぎよがうまく効かず、ラウの身体を傷つける。


　次に輝いた色を、萌々は選んだようだ。


　自らの額にマーキングをし、絶ぜつ叫きようする。


「〝コアトルヘッド〟ぉぉっ！」


　癒しのマリーゴールドに似た光だが、違ちがった。


　鮮やかな黄ヴイヴイツド・イエロ──活性化のダンデライオンだ。萌々の全身に浮うかび上がった模様が、さらに強力に輝いていく。


「──」


　ラウは絶句し、立ち尽つくす。


　強力な肉体能力を有し。


　型にハマらない柔じゆう軟なんな発想力によって、多才な力を生み出し。


　無む慈じ悲ひなまでに、容よう赦しやがない。


　しかもその能力全すべてが、戦うためだけに生み出されたもの。


　これほど恐おそろしい存在が、これまでに果たしていただろうか？


　虫憑きになるために生まれたような少女──田央萌々。


　今、ラウの眼前にいるのは、まさに最強の虫憑きに他ほかならなかった。


「……」


　自分に向かって突つっ込んでくる萌々を迎むかえ撃うつべく、身構える。


　だが萌々から感じる威い圧あつ感は、先ほどまでとは比べものにならなかった。己おのれの能力を高めているのだとしたら、そのパワーはすでにラウをはるかに凌りよう駕がしているだろう。


　絶望感が、じわりと足元から這はい上がっていた。


　今ここで、自分は殺される──。


　どこまでも成長していく萌々に対たい抗こうする術すべがなかった。


　私の夢は、ここで終わるのか……？


　圧あつ倒とう的な敵を前にして、奥歯を嚙かみしめた時だった。


「──」


　世界が、凍こおりついた。


　自身の手足が固まり、呼吸すらも停止していた。指一本、動かすことができない。


　動きが止まったのは、田央萌々も同じだった。


　降り注ぐ雨すらも、空中で止まっていた。


　思考さえも停止しかけたラウの視界に映ったのは、自らの腕うでにまとわりついた影かげだった。


　どす黒く滲にじむような、黒い障気。


　ディオレストイの欠片──〝墓守〟を倒たおした時の残ざん骸がいが、まだ残っていたのか……！


　ラウは愕がく然ぜんと、心中で呻く。


　穢けがれた鐘かねの音が、どこからか鳴り響ひびいた。








　気がつくと、見知らぬ場所にいた。


　否いな。


　ラウは今、自分が立っている場所を知っていた。


　荒あれ果てた床ゆかと壊こわれた椅い子す。割れたステンドグラスと錆さびた燭しよく台だい。偶ぐう像ぞうがあるべき場所にあるのは空くう虚きよだけで、ラウ以外には誰だれの姿もない。


　ラウは一人、穢れた障気の漂ただよう教会の中に佇たたずんでいた。


　どこからかヒビ割れた鐘の音が響いていた。音が聞こえるたびに周囲の空気が停てい滞たいし、淀よどみ、ラウの全身にまとわりついていく。


　ボディスーツが分解されていき、銀のメッシュが入った髪かみが露あらわになる。


「私は……なぜ、こんなところに──」


　穢れた障気に侵おかされ、思考能力が麻ま痺ひしていた。ぼんやりと教会を見回すラウの腕を、一匹ぴきの白い芋いも虫むしが這い上がった。


『お前はかつて、此こ処こで夢を抱いだいたのだ……我と近しい夢を……』


　どこからか、嗄しわがれた声が響いた。


　また、鐘の音が鳴った。


「……」


　ひび割れた耳みみ障ざわりな鐘の音が、ラウの奥底に眠ねむっていた記き憶おくを引きずり出す。


　耶麻本ラウが生まれたのは、貧しい小国だった。


　首都に行けばコンクリートの建物や自動車もあるのだが、そこに住むことができるのはごく少数である。国民の大半は漁りようや農業で生計を立てているし、そういった仕事では永遠に都会に住むことはできないのだ。


　ラウはそんな国の王族として生まれた。


　立憲君主制を敷しく国とはいえ、王女というものは存在しない。国王となるのは習わしで王子と決まっていたため、いずれは権力者のもとへ嫁とついでいくだけの身だった。


　高度な教育を受けられたのも、王族の娘むすめだからこそだ。特に知力が優すぐれていたために天童と呼ばれもしたが、そのせいで幼い頃ころには自国の置かれている状じよう況きようを理解してしまった。


　隣りん接せつする強国の都合だけで、独立を維い持じできているということ。だがその代わりに外交では不利な条約ばかりを結ばれ、財政が無限に吸い取られている状態だった。現状を打破できないかぎり、ラウの国ではゴミ拾いで生計を立てる家族や、樹にはりついた虫けらを食べて飢うえをしのぐ子供は減らない。


　この国に留学生としてやって来た時に、それは確信へと変わった。


　ラウにとってこの国の文明レベルの高さと豊かさは、異常なものでしかなかった。世界でも三本の指に入る大国であることを除いても、絶望するにはじゅうぶんすぎた。


　大国と肩かたを並べるには、この国のような力を得なければならない。


　そんな夢物語を実現する方法など、ラウには想像もつかなかった。そして叶かなわないと思い知ると、憎ぞう悪おがこみ上げた。


　貧しい国がある一方で、この国のように豊かすぎる大国が存在する。それはつまり、どちらかの国が富を奪うばっているということだ。


　いつか、奪い返してやる──。


　幼い頃のラウの中で、憎悪は膨ふくらんでいった。


　この国を乗っ取る方法を、見つけ出してみせる──。


　そう願った時、ラウは虫憑つきになった。


『汝なんじのような小国の王族ごときには、過ぎた夢よ……』


　虫憑きになったラウは、思った。


　──チャンスだ。


〝虫〟という力は、他ほかのどの国にもない力だ。


　その力を解明することができれば、自国も強国へとのし上がることができる。


『だが汝の思いは強かった……汝もまた〝王〟の資格を得ようとしている……』


　留学先を脱だつ走そうしたラウは、自国ではすでに行ゆく方え不明扱あつかいとなっている。


　そしてラウは特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局に捕つかまった。自らを不法入国者と称しようし、虫憑きとして生き続けてきた。特とつ環かんの戦せん闘とう員いんとして、誰かが〝虫〟の力を解き明かすのを待ち続けてきた。


　それまでは、この国が大国のままでいることが必要だった。


　もし何らかの危険によって国が弱まれば、それだけ他国に隙すきを見せることになる。そうすればラウよりも先に、別の国が〝虫〟の力を得てしまうかもしれない。


　大国のままで在り続けるこの国から、いつかラウが〝虫〟の力をかすめ取る。


　この国を、乗っ取る。


　それこそが王族として生まれたラウの責務だと考えていた。


『〝王〟になり、我を解放すると誓ちかうのならば、我が力を与あたえよう……』


　嗄しわがれた声が、立ち尽つくすラウに囁ささやきかける。


「そうだったな……私は自国を救うために、この国を乗っ取ろうと考えたのだ……」


　思い出す。


　あまりにも自国と違ちがう、この国の豊かさに対して抱いだいた憎悪を。


　理り不ふ尽じんなほどに違う環かん境きように対する怒いかりを。


「そのために……自国以外の国に侵されないよう、この国を守ろうとした……」


　そして多くの人々の命を奪った。


　各地に潜せん伏ぷくし、裏では暗殺者として戦いの日々を過ごした。


『卑いやしき国の王族に、我が高貴な力を与えてやろう……』


　王族として生まれ、虫憑きになった。


　虫憑きとなってからは、暗殺者として生き続けた。


　そしていつの間にか、教師という仮面が加わっていた。


「力を得て、私は……生きながら死体となるのか？　〝墓守〟のように」


　記憶が蘇よみがえると同時に、ラウは訓練によって得た力も思い出していた。精神攻こう撃げきに対する抵てい抗こうを強め、自らを浸しん食しよくしつつあった〝浸しん父ぷ〟の障気を遠ざける。


　ラウは〝墓守〟に対し、言った。


　──お前はいったい……誰だれだったのだ？


　その正体は、彼自身が語っていた。


　あの男は、この街においては〝薬屋大助〟であり──同時に、もう一人のラウだった。


　この豊かな国を乗っ取ろうと画策する、どこかの国から送り込まれた尖せん兵ぺいだったのだろう。


　ラウは奥歯を嚙かみしめた。


　ラウと〝墓守〟は同じだったとしても、自分は彼と同じ道はたどらない。


　自らの力のみで、己おのれの野望を叶かなえてみせる。


　そのために数あま多たの戦いを生き抜ぬいてきたのだ。


　そして──〝墓守〟のようなミスを犯おかしたりは、しない。


　感情を優先し、立ち止まったりはしない。


　ひたすら無感情に。


　自らの役目以外には目もくれず、己の夢を摑つかみ取ってみせる。


『汝のような辺境の王族が、我に抗あらがうか……我は──』


「控ひかえろ、クズめ」


　きっぱりと言い放ち、ラウは腕うでにまとわりついた芋いも虫むしを摑む。


「貴様によって虫憑きにされたとはいえ、貴様に屈くつするつもりなどない」


〝浸父〟に助けを乞こう理由など何一つもない。


　己の進んできた血まみれの道を、ラウはこれからも突つき進む。


　全すべて、己の選んだ道だ。


　どのような結末を迎むかえようとも、許しを乞うことだけはできない。


「せいぜい歯ぎしりしていればいい。──いずれ、私が全てを手に入れてやる」


　芋虫を握にぎりつぶす。


　鐘かねの音が、止やんだ。


　崩ほう壊かいしていく教会の中で、ラウはまっすぐに前を向いていた。


　崩くずれていく空間の向こう。


　そこに居るのは──紛まぎれもない最強の敵だった。








〝浸父〟の囁きを拒きよ絶ぜつしたラウの意識は、現実空間へ舞まい戻もどっていた。


　時間を取り戻した世界で、目前に死神が迫せまっていた。


「うあああぁああっ！」


　全身の模様を輝かがやかせた田央萌々が、ラウに向かって不細工なパンチを放った。


「──」


　ラウもまた大きな口を開き、絶ぜつ叫きようしていた。


　生まれてから今に至るまで、これほどの大声を発したことがあっただろうか？


　喉のどの奥から溢あふれ出した咆ほう哮こうは、もう何年間も発したことのなかった母国の言語だった。言葉の意味を日本語に訳すならば──何と表現すべきか、良いい言葉が思い当たらない。


「うおおっ！」


　ラウは全力で、萌々の攻撃を受け止める。


　だがダンデライオンの能力で身体能力を高めた萌々の一撃は、重すぎた。ラウの腕を弾はじき、少女の拳こぶしが脇わき腹ばらに突き刺ささる。


「……っ！」


　ボディスーツでも衝しよう撃げきを吸収することはできなかった。肋あばらが折れる音を聞きながらも、ラウは顔を下げない。本命の攻撃は、次だということは分かっていた。


　思っていた通りだった。


　萌々が次に繰くり出したのは、右手のマーカーだった。


　攻撃を予想していたラウはかろうじて、マーカーを握りしめた少女の手を受け止めた。


　だが力の差は歴然としていた。ゆっくりと輝くペン先がラウのスーツに近づく。


「うおおっ！」


　ラウが再び吼ほえた。


　少女の腕を摑んだまま、手の中で疑ぎ似じプラスティック爆ばく弾だんを爆発させる。


「ああぁあっ！」


「ぐうぅぅっ！」


　耐たい久きゆう力りよくの差だろう。二人のダメージは大きく違ちがっていた。


　萌々はマーカーを握る手に重度の火傷やけどを負い──ラウは片腕が跡あと形かたもなく吹ふき飛んでいた。


　だがそれは、ラウの思おも惑わく通りだった。


　マーカーを封ふうじることに成功し、ラウは残った腕で萌々に殴なぐりかかる。


「うううっ！」


　反射速度も活性化しているようだ。萌々が無傷の左腕で、ラウの攻撃を受け止めた。


　だが次の瞬しゆん間かん、萌々が目を見開いた。


「ぐぷっ」


　少女の口から、大量の血の塊かたまりがこぼれた。


　肩かたから先を失ったはずのラウの腕が再生し、萌々の腹に拳をめり込ませていた。


　樹じゆ脂しを操あやつる能力を使い、プラスティックで傷口を塞ふさいだのだ。さらに瞬しゆん時じに樹脂による義手を生み出し、萌々を攻こう撃げきしたのである。


「型にハマるなと教えたのは私だぞ、田央萌々……！」


　能力の扱あつかい方で、生徒に負けるわけにはいかない。


「……」


　萌々がラウを凝ぎよう視しした。


　ひどく冷たい目。


　ラウの命など虫けらのようにしか見ていない、まさに悪あく魔まの双そう眸ぼうだった。


　ぺっ、と音を立てて、少女が己おのれの血をラウに吐はきつけた。


「……？」


　せめてもの抵てい抗こうの意思表示だろうか？


　そう思い、ラウは自分の胸に付着した萌々の血を見た。


　直後、自分の胸に輝きが生まれた。


「……っ！」


　萌々が吐きつけた血が、ゆっくりと動いていた。


　生き物のように動く血液が描かいたのは、小さな赤いマーク。


　輝きの色は命の鮮やかな赤ヴイヴイツド・レツド──燃え盛るシグナルレッド＝カーマインだった。


「な……んだと──」


　凍こおりつくラウの胸を、迸ほとばしる熱気が噴ふき出した。


　樹脂は炎ほのおに弱い。灼しやく熱ねつのマークに対する防ぼう御ぎよ能力は、ほぼゼロである。


　ラウを包み込んでいたボディスーツが、胸むな元もとから溶とけていく。


　萌々が笑えみを浮うかべた。


　敵を焼き尽つくす喜びに恍こう惚こつとする──狂きよう気きの笑みだった。


「コ」


　萌々の唇くちびるがゆっくりと動く。


「ア」


　いたぶるように、少しずつラウの身体を灼熱が焦こがしていく。


「ト」


　ボディスーツを溶かしながら、ラウはその時を待った。


　自分は今ここで死ぬ。


　それは間違いない。


　だが──終わりではない。


「ル」


　愉たのしげに唱えていく萌々を、睨にらみつける。


　ラウの最さい期ごの能力を、使う。


　死の瞬間、燃もえ尽きた身体の代わりに、プラスティックで身体機能を補う。


　全身をプラスティックの身体に造り替かえるのだ。


　当然、今まで一度も使ったことのない能力だ。だが片腕は造り替えることが出来た。理論上は不可能ではないはずだ。


　つまりラウは、一度だけ死ねるということになる──。


　死んだ後、能力で造り替えたプラスティックの身体からだが、敵を攻撃する。


　もし敵が一号指定の虫憑つきだったとしても、相手を殺した後は油断するはずだ。そこへ必殺の一いち撃げきを繰くり出す。


「ヘッ」


　さあ、私を殺せ、田央萌々──。


　ラウは自らの野望によってこの国を狙ねらう刺し客かくだ。


　これまでに数知れない人々を殺してきた、冷れい徹てつな暗殺者だ。


　遠えん慮りよはいらない。


　待ち構えるラウの目に、驚きよう愕がくの表情を浮かべる萌々が映った。


「……！」


　なぜか。


　萌々が燃え盛るラウの胸へと、手を伸のばした。


　火傷を負った腕うでを、である。


「う──あああっっ！」


　腕を炎に包まれ、萌々が叫さけぶ。


「なっ──」


　ラウは呆ぼう然ぜんとするしかない。


　萌々が重傷を負った腕を懸けん命めいに動かし、マーカーで灼熱のシグナルレッド＝カーマインを塗ぬり替えていた。


「何をしている、田央萌々ぉ！」


「うあああっ！」


「そんなことをしたら──二度と筆を握にぎれなくなるぞっっ！」


　絶ぜつ叫きようし、萌々を突つき飛ばす。


「あぐっ！」


　アスファルトの上に投げ出され、萌々が涙なみだを浮かべた顔を上げた。


「耶麻本センセ……」


　ハッとして、ラウは顔を上げた。


　ボディスーツが溶け、ラウの素す顔がおが露あらわになっていた。


　さらに胸むな元もとで燃え盛っていた炎が相そう殺さいされ──代わりに真っ青なマークが輝かがやいていた。


　鮮あざやかなベイビィブルーの輝きが、ラウを包み込んだ。


「センセぇ……」


　萌々はラウの顔を見て、マークの色を塗り替えたらしい。マーカーを握りしめた腕は皮ひ膚ふがただれ、ひどい火傷やけどを負っていた。


　ラウは呆然と、胸元の青いマークを凝ぎよう視しした。


「くっ──」


　こみ上げたのは、情けない笑い声だった。


「〝二度と筆を握れなくなる〟か……敵にかける言葉ではないな……」


　いつしか癖くせになってしまった、陰いん鬱うつなため息を漏もらす。


　本当は、分かっていた。


　たとえ最期の能力を使えたとしても、それはあくまで理論上のことだ。


　それにもし使えたとしても、萌々の命を奪うばうためには使わなかっただろう。


　教師としての仮面を、捨てたはずだった。


　暗殺者としての仮面さえも、捨てたはずだった。


　ついには素顔をさらけ出してまで、眼前の〝マーカー使い〟に挑いどんだはずだった。


　それなのに──素顔に張りついていたのは、他ほかのどんな仮面よりもしつこくて、わずらわしくて、面めん倒どうな仮面。


　教師としての、耶麻本ラウだった。


　その仮面はあまりに重すぎて……いつの間にか、素顔と同化してしまっていたらしい。


　他の誰だれを殺すことはできても──。


　自分の〝生徒〟だけは、ついに殺すことができなかった──。


「すまんな、田央萌々……」


　ボディスーツを消しよう滅めつさせながら、ラウは笑った。


　笑いながら、涙がこぼれた。


「お前を助けてやれなかった……教師なのにな」


　血で描かいたシグナルレッド＝カーマインのマークを見た瞬しゆん間かん、全すべてを理解した。


　あらゆる効果を生み出していた、萌々のマーク。


　そのエネルギー源は、インクなどではない。


　同化型の虫憑きは、〝虫〟と同化することで身体が造り替かえられると言う。萌々の場合は、体内を流れるものさえ変へん貌ぼうしてしまうようだ。


　萌々が操あやつる凄すさまじいまでのエネルギー源──。


　それは、彼女の体内を流れる血液だった。


　あれほどの効果を発揮するエネルギーを、萌々自身にコントロールできるとは思えない。


「うううぅぅううっ！」


　萌々が呻うめいた。身体中に輝く模様が、白い煙けむりを立ち上らせる。


　ごく普ふ通つうの萌々には、虫憑きとしての能力を制せい御ぎよする力などなかったのだろう。


　──不思議には、思っていた。


　最初に虫憑きになった時は、萌々はまだマーカーを能力に応用することを知らなかったはずだ。それなのに、変電所跡あとには巨きよ大だいなクレーターが生まれていた。


　あれはマーキングの能力ではない。


　おそらくは──萌々が流した血だけで、地形が変化するほどの破は壊かいが行われたのだろう。


　そのことを知った何者かが、萌々に暗示をかけたのだ。


　マーキングの能力は、萌々の凄まじいまでのパワーを小出しにしているにすぎない──。


「苦しいか、田央萌々……」


　ラウはとめどなく、涙を流し続ける。


　同化型の力を操るには、萌々は弱すぎた。


　だからこそ、萌々が虫憑つきだということを隠かくしているだけではダメだったのだ。


　萌々自身に、自分が虫憑きだということを忘れさせる必要があった。


〝コアトルヘッド〟──。


　何でも叶かなえるおまじない。


　その正体は、萌々の中にいる〝虫〟を封ふう印いんするための暗示。


　必ず暴走すると分かっていた虫憑きを眠ねむらせるためだけにあったマークだった。


「こんなことが、あって良いはずがない……」


　薄うすれゆく意識の中、ラウは己おのれの無力を嘆なげくしかなかった。


　自分の国を救うどころではない。


　戦い、殺し、鍛きたえ上げてきた自らの力は、たった一人の弱い生徒を救うことすらできない。


「自滅が運命づけられている虫憑きなど、生まれて良いわけがない……」


　文字通りの自滅。


　もしかしたら、〝自じ爆ばく〟なのかもしれない。


　エネルギーを有り余らせた状態で、自爆したとしたら──どれほどの被ひ害がいが出るか。被害がこの街一つで済むかどうかすら、分からない。


　危険などというレベルではない。


　中央本部が同化型の虫憑きを怖おそれる理由が、やっと分かった気がする。


　全ての意味で。


　ありとあらゆることを含ふくめて。


　萌々は、決して生まれてはいけない虫憑きだった──。


「うああああぁぁぁぁああああっ！」


　咆ほう哮こうする萌々を、ラウは泣きながら見守ることしかできない。


　あるいは少女に全力を出させ、エネルギーを出し尽つくさせることができれば助かるかもしれない。そう思ったが、ラウには残された力がない。


　もう萌々は止まらない。


　止める者はいない。


　止められる者も、もう誰だれ一人残されていない。


「いや──貴様が居たのだったな、この街には……」


　まぶたを閉じる寸前、ラウが目にしたのは一人の少年だった。


　新たな絶望かもしれない。


　だがラウは──。


「〝かっこう〟……田央萌々を……」


　私の生徒を、救ってやってくれ──。


　紛まぎれもない希望を託たくし、くずおれた。








5.02　〝マーカー使い〟vs〝かっこう〟




　自滅が決定づけられている虫憑き。


　そう呟つぶやいて、女は倒たおれた。


　変電所にやって来た大助は、パーカーのポケットに手を入れたまま、ぼんやりとその虫憑きを見ていた。


「〝コアトルヘッド〟！」


　新たな同化型の虫憑き、田央萌々が吼ほえた。手にしたマーカーで額に描かいたマークが、癒いやしのマリーゴールドの色に輝かがやく。


　萌々の怪け我がが癒えていくのを見ながら、大助は別の方向へ向かって歩いていく。


「……」


　そばに倒れていた殲せん滅めつ班からゴーグルを外し、自ら装着する。


「〝コアトルヘッド〟！」


　萌々がまた己の額に、マークを描いた。活性化のダンデライオンだ。全身に浮うかび上がった模様が輝きを増していく。


「……」


　大助はのろのろと別の殲滅班から漆しつ黒こくのコートをはぎとり、やはり自分の身体からだに纏まとう。


　そして、両者は向かい合った。


　同化型の虫憑き、〝かっこう〟。──薬屋大助。


　同化型の虫憑き、〝マーカー使い〟。──田央萌々。


　見つめ合う二人の表情は、まったく同じだった。


　打ちのめされ、疲つかれ果て、戦うことに飽あきた虫憑き。


　今すぐにでも戦場から逃にげ出したいのに、逃げ場はない。


　戦う以外に道がなく、前に向かって走り続けるしかない。


「そういうことか……土師……」


　ポツリ、と大助は呟いた。


　気づいてしまった。


「きらりは……柊子さんやワンコたちと同じだったんだな……」


　東中央支部長代理、五郎丸柊子。


〝あさぎ〟こと獅子堂戌子と、その教え子たち。


　便利屋、五十里野きらり。


　もしかしたら、〝霞かす王おう〟や〝ねね〟、〝Ｃ〟を中央本部に帰したのもそうかもしれない。


　全て──〝かっこう〟としての大助のために、土師圭吾が用意した人々なのだ。


　いつも薄うす笑わらいを浮かべていた男は、大助がいつか逃とう亡ぼうすることさえ、見通していたのかもしれない。その上で彼をサポートするため──あるいは逃げ場所を塞ふさぐための人間たちを各地に置いていたのだ。


　土師圭吾は、どこまで先を見ていたのだろう？


　中央本部の魅車八重子と同じくらい、狡こう猾かつにして残ざん忍にんな策略家だった男。彼がここまで手の込んだ下準備をしていたのは、大助が最後まで戦い抜ぬくことができると予想したからだろうか？　最後まで彼が生き抜くことができると確信していたからだろうか？


　大助は腰こしの後ろに手を回し、隠かくし持っていた拳けん銃じゆうを引き抜いた。


「……」


　東中央支部の収容所から脱だつ出しゆつする際に、ゴーグルだけではなく拳銃も持ち出していた。それを今でも持っているのは──自分自身、また誰だれかと戦うことを悟さとっていたからかもしれない。


　逃げても、逃げられない。


　戦いたくなくても、戦わなければならない。


　そんなことは、とっくに分かっていたのだ。


「アンタ……だれ？」


　萌々が静かに大助を見み据すえた。


　少女の佇たたずまいは落ち着いているが、すでに思考能力を失っていることが分かった。濁にごった瞳ひとみは〝虫〟に夢を喰くらい尽つくされる寸前で、煌こう々こうと輝く全身の模様は暴走状態で制せい御ぎよが効いていないのだろう。


　降りしきる雨の下もと、二人の同化型は静かに見つめ合う。


「〝かっこう〟」


　その名を呼んだのは、ほとんどが敵だった。


　たまに、味方だった。


　そして一人だけ──好きになった少女もいた。


　あの少女に会いに行くためには、戦い抜くしか方法がないのだろう。


「アンタなんか、知らない」


「俺もお前なんか、知らない」


「もう、痛いのヤダ……」


「俺もだよ」


「戦いたくなんか、ないよ」


「……俺もだよ」


「でも、行かなきゃ……」


「俺もだよ」


「会いたい人がいるの」


「俺もだよ」


「そこ、どいてよ」


「断る」
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　暴走した田央萌々が街へ踏ふみ込めば、どれほどの被ひ害がいが出るか想像もつかない。


　一いつ般ぱん人じんに大勢、死者が出るだろう。特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局が対処しようとしても、一つや二つの支部が壊かい滅めつするくらいでは収まらないだろう。通常兵器が投入されれば国家規模での大おお騒そう動どうになる上に、それでも今の萌々を止められるとは思えない。


「そっか。それなら──」


　萌々が目つきを変えた。慈じ悲ひなき悪あく魔まの双そう眸ぼうで、大助を睨にらみつける。


　大助の肩かたに、緑色のかっこう虫が舞まい降りた。


　暴走寸前なのは、大助も同じだった。〝虫〟の能力を使えば、必ずまた成虫化の兆候が現れるだろう。


　この街にやって来た時も、そうだった。


　河原でマスクをかぶった刺し客かく──今、街で彫ちよう像ぞうと化している少年と戦った時も、大助は暴走した。だがその時は相あい討うちになり、重傷を負ったものの成虫化を免まぬかれることができた。


　あの時のマスクの少年と同じことを、今、大助が萌々にする。


　すなわち──萌々の暴走を力ずくで止める。


　その上で大助が、自らの暴走に耐たえなければならない。


　もし大助が暴走してしまえば、結局は同じことだ。この国が大だい惨さん事じに見み舞まわれるだろう。


　さらに言うならば、同化型の虫憑つきどうしが戦えば、どうなるかも分からない。


「容よう赦しやしない……ゼッ」


「俺もだ」


　かっこう虫が変形し、触しよく手しゆを大助の身体からだに突つき刺さしていく。染しみ込むように浸しん透とうした触手が緑色の模様となり、身体中に浮うかび上がった。


　何が起こるのか、分からないことだらけの戦い。


　戦う意味があるのかさえ、分からない。


　それでも二人の虫憑きは──ぶつかり合う他ほかに、生きる術すべを知らなかった。


「っ──」


　構えるなり、大助の頰ほおに萌々の拳こぶしがめり込んでいた。


　圧あつ倒とう的な力で地面に叩たたきつけられ、受け身をとる間もなく、萌々の脚あしに蹴けり飛ばされる。


　鉄てつ塔とうをなぎ倒たおし、コンクリートの建物に頭から突っ込む。壁かべを破は壊かいし、安置されていた制御板のほとんどを吹ふき飛ばして、ようやく勢いが止まった。


　だが立ち上がる時間さえ、〝マーカー使い〟は与あたえてくれなかった。


「うううぅぅうううっ！」


　ダンデライオンの輝かがやきを纏まとった萌々が、あっという間に大助の上に飛び乗った。馬乗りになり、大助の動きを封ふうじた上で拳を振ふり下ろす。


　がむしゃらな攻こう撃げきだったが、スピードが速すぎて避よけられなかった。顔面、胸、腹、ところかまわず萌々がひたすら大助を殴なぐりつける。


　何トンもの鉄球に殴りつけられているかのようだ。反撃もできないまま、大助の意識が急速に薄うすれていく。


「うあああぁああっ！」


　大助が沈ちん黙もくしたのを好機と見たのか、萌々がマーカーを持ち上げた。彼の額に、ベイビィブルーの輝きを放つペン先が触ふれる。


　だが大助が半ば無意識に伸のばした手が、萌々の頭を摑つかんだ。


「っんぐっっ！」


　鷲わしづかみにした萌々の頭を、真横の地面に叩きつける。すかさず今度は大助が萌々の上に乗り、少女の眉み間けんに拳を振り下ろす。


　震しん動どうが電気制御室の建物を打ち崩くずした。


「かはっ……」


　田央萌々の額に浮かんでいたダンデライオンのマークが、大助の拳によって拭ふき取られた。


　活性化の能力が消えた萌々を、大助は拳で殴りつけていく。少女の瞳が光を失いかけているのを確かく認にんし、胸むな元もとにかっこう虫と同化した拳けん銃じゆうをつきつける。


　萌々の口が、動いた。


「〝コアトルヘッド〟……！」


「！」


　殴られながらも、萌々が地面にマーキングをしていた。ピュアホワイトの輝きが大助を包み込もうとする。


　とっさに萌々から離はなれ、大助は建物の外に飛び出した。


　萌々の反撃は止まらない。


「〝コアトルヘッド〟ぉっ！」


　鮮あざやかな輝きを放つ礫つぶてが、次々と建物の中から飛来した。コンクリートの破は片へんにマークを描かいたのだろう、青や白、紫むらさきと輝く球が大助に襲おそいかかる。


　大助は拳銃を持ち上げた。


　業ごう火かを撒まき散らす弾だん丸がんが、襲い来る礫をまとめて塵ちりと化す。


「〝コアトルヘッド〟！」


　建物の中に、ダンデライオンの輝きが溢あふれ出した。──かと思った直後、すでに超ちよう高速で移動した萌々が、大助の真横に飛び込んでいた。


「おおおっ！」


　轟ごう風ふうを撒き散らしながら繰くり出された拳をかわし、萌々の額に自らの額を打ちつける。


「んぎっ！」


　顔を歪ゆがめる萌々から、ダンデライオンの輝きがかき消えた。大助の割れた額から流れた血が、萌々の額に描かれたマークを塗ぬりつぶしていた。


「こ……コアトル──」


　朦もう朧ろうとしながらも、萌々が手の中から礫を落とした。地面の上に、マークを描いたコンクリートの破片がこぼれ落ちる。


　だが大助は、全力で礫を踏ふみつぶした。衝しよう撃げきと震動で地面が割れ、礫を残らず粉々に砕くだく。


「ぐっ──」


　破片に気を取られたせいで、隙すきが生まれていた。萌々の膝ひざ蹴げりが大助の胸板に突き刺さる。


「んんっ！　うぅうっ！　あぎっ！」


「うぐっ！　ぐあ！　うっ！」


　至近距きよ離りで、二人の拳と蹴りが交こう錯さくする。必殺の弾丸とマーカーを避けることに集中するために、拳は互たがいの身体で受け止めるしかない。殴りつけるたびに両者の身体を覆おおう模様が弾はじけ、輝きの残ざん滓しが宙へ解き放たれる。


　砲ほう撃げき音おんが響ひびいた。


　弾丸がとっさに身を沈しずめた萌々をかすめ、地面に巨きよ大だいな穴を空けた。


　七色に輝くマーカーが伸びた。


　かろうじて身をのけぞらせた大助の鼻先を、エネルギーに満ち溢れた光が迸ほとばしった。


　そしてバランスを崩した両者の蹴りと拳が、互いの身体に命中する。


「ぐうっ！」


「うううっ！」


　戦せん闘とうでも何でもない、不格好な殴り合いが続いた。


　ひとたび距離を置けば、萌々に活性化のマークを描く隙を与あたえてしまう。圧あつ倒とう的な戦力差が生じてしまうダンデライオンだけは、避けねばならなかった。


　一方、萌々も離れて弾丸の的になることを怖おそれているのだろう。なんとしても殴り勝ち、大助に直接マーキング攻撃をすることを狙ねらっているようだ。


　延々と続く殴り合いのバランスが、ついに崩れた。


「う──」


　まともに喰くらった一いち撃げきで、ぐらりと身体からだを傾かたむけたのは──田央萌々だった。


　大助は容よう赦しやしない。


「あぐっ──」


　こめかみを殴り飛ばし、萌々を地面に叩たたきつける。変電所跡あとの敷しき地ち全体が跳とび上がったような震動とともに、萌々の身体が大きくバウンドした。


「──」


　腹にダメ押しの蹴りを喰らった萌々が、声もなく目を見開いた。


　さらに大助は少女の頭を摑み、大きく振りかぶる。人形のように放ほうり投げられた萌々の身体が、横回転しながら鉄てつ塔とうに叩きつけられた。


　津つ波なみが押し寄せたかのように、鉄塔の森がなぎ倒たおされる。地面をえぐり、送電線をちぎり飛ばしながら、萌々が地面を転がっていく。


「はあっ……！　はあっ……！」


　荒あらい息をつきながら大助は鉄塔の森を見た。


　そして、目を見開く。


　何事もなかったように、ムクリと身を起こす人ひと影かげを見たからだ。


　こんなヤツを……倒すことなんて、できるのか？


　同化型の虫憑つきと戦う恐きよう怖ふを、大助は身をもって思い知った。


　いや──萌々の耐たい久きゆう力りよくは、大助のそれを完全に上回っていた。今と同じような会心の攻こう撃げきを受け、立ち上がる自信は彼にはない。


　萌々が雨に打たれながら、嗚お咽えつを漏もらしていた。大助を憎にくらしげに睨にらむ少女の全身が、ダンデライオンの輝かがやきに包まれる。


「うう……〝コアトルヘッド〟ぉ……」


　しまった──。


　そう思った時には、大助の身体が宙に舞まっていた。


　まばたきをした一いつ瞬しゆんで距離を詰つめられ、避よけることができなかった。痛みさえ感じないような圧倒的な破は壊かい力りよくが、大助を殴なぐり飛ばしていた。


「ううぅううぅうっ！」


　獣けものの咆ほう哮こうを上げる萌々の蹴りが、大助の意識を刈かり取った。


「ああぁぁあっっ！」


　だがすぐに殴り飛ばされ、無理矢理に覚かく醒せいさせられる。


　次々と繰くり出される攻撃を、認にん識しきすることさえ出来なかった。どのような攻撃を受け、どこに叩きつけられ、どれほどのダメージを受けたのかすら分からない。


「うああああっ！」


　ただ、薄うすく開いた瞳ひとみに、泣きながらがむしゃらに攻撃を続ける萌々が映った。


　どれほど立て続けに攻撃を受けたのか。


　気がつくと大助は、荒あれ果てた変電所跡の中央に倒れていた。


　涙なみだを流す萌々が、自分の上に馬乗りになっている。


　そして──。


「〝コアトルヘッド〟……」


　倒れた大助の胸に、鮮あざやかなベイビィブルーのマークが描かかれていた。


　浄じよう化かの光が、大助の身体に浮うかび上がった模様を打ち消していく。


　ああ──。


　大助は自分の置かれた状じよう況きようを、理解した。


　はじめての経験だったため、気づくのが遅おくれた。


　俺は……負けたんだな──。


　自覚すると、安あん堵どに似た感覚をおぼえた。


　五感が麻ま痺ひし、意識が遠のいていく。


　そして──。


「ぐぉあああああああああっっ！」


　獣が、吠ほえた。


　田央萌々が怯おびえた表情を浮かべた。慌あわてて飛び退のく。


　その光景を、大助は遠くから見ていた。映画館でスクリーンを眺ながめるかのように、音のない静かな場所からぼんやりと眺める。


　結局、こうなるのか──。


　記き憶おくがぼやけ、自我が曖あい昧まいとしていた。心地よい浮ふ遊ゆう感に包まれながら、漠ばく然ぜんと考える。


　獣と化した大助の右みぎ腕うでが、怪かい物ぶつの顎あぎとと化していた。胸むな元もとに輝く〝コアトルヘッド〟のマークをコートごと引きちぎり、ベイビィブルーの輝きを嚙かみ砕くだく。


「う……うああ……」


　恐怖に顔を歪ゆがめる萌々の肩かたから、赤い血ち飛沫しぶきが上がった。


　獣の右腕が、業ごう火かとともに砲ほう弾だんを撃うったのだ。萌々を弾はじき飛ばした砲弾が、はるか遠方の川に着ちやく弾だんした。地じ響ひびきを巻き起こし、ビルほどの高さもある水柱を生む。


　立ち上がって逃にげようとした萌々の後頭部を、獣が殴りつける。


　アスファルトに埋うまるほどに叩たたきつけられた少女を殴る。


　殴る。


　殴る。


「う──うあ──」


　ダンデライオンの輝きに包まれた萌々でも、獣の力には敵かなわなかった。


　恐怖に歪んだ少女の動きが、だんだんと緩かん慢まんになっていく。


　獣はすでに右腕だけではなく、上半身までが〝虫〟に呑のみ込まれていた。模様が皮ひ膚ふ全体に浸しん透とうし、身体からだの各部が異様に盛り上がる。


「がああぁぁぁああぁぁあああっ！」


　血まみれになった拳こぶしを握にぎりしめ、獣が勝利の雄お叫たけびを上げた。


「あ──あ──」


　萌々が這はいずり、少しでも獣から逃げようともがく。よろめきながらも立ち上がり、ふらふらと走り出す。


　少女からはすでにダンデライオンの輝きは消え、満まん身しん創そう痍いになっていた。数々の強敵を屈くつ服ぷくさせた〝マーカー使い〟が転てん倒とうし、地面の上を情けなく這って逃げる。


「う──う──」


　獣が、逃とう走そうする少女に気がついた。目の前にたかったハエを振ふり払はらうような仕草で、怪物の顎と化した右腕を持ち上げる。


　荒れ果てた鉄てつ塔とうの森に逃げ込もうとしていた萌々が、振り向いた。


「あうう──うう──」


　恐きよう怖ふに涙を流す、〝マーカー使い〟。


　これで、何もかも終わりだ──。


　他人ひと事ごとのように、大助は心中で呟つぶやいた。何が終わるのかも理解できなかったが、とにかく全すべてが終わろうとしているのを感じていた。


　抵てい抗こうする気すら、起きなかった。すでに獣はかつてないほどに彼の心身を呑み込み、強力になっている。特とつ環かんの強者が結集したとしても、今の獣は歯し牙がにもかけないだろう。


　次の一いち撃げきで、全てが終わる。


　萌々を消し飛ばし、背後の街を破は壊かいし、そして──視界に映るもの全てを崩ほう壊かいさせる。


「うああぁぁぁああっ！」


　萌々が立ち上がった。ちぎれた鉄の柱を持ち上げ、渾こん身しんの力で砲弾めがけて投げつける。


　大助は、無意識に笑えんだ。


　最後の抵抗にしても、お粗そ末まつすぎる攻こう撃げきだ。たかが鉄の柱ごときで、獣の一撃を防ぐことができるとでも思ったのだろうか？


　怪物の顎が、巨きよ大だいな砲弾を発射した。


　これが──結末だ。


　大助が今まで行ってきたこと全てに対する、回答なのだ。


　そう思い、大助はまぶたを閉じようとした。


　だが萌もえ々の絶ぜつ叫きようが、大助の眠ねむりを妨さまたげた。


「〝コアトルヘッド〟ぉぉぉっ！」


　砲弾とぶつかり合う直前、鉄の柱が真しん紅くの輝かがやきに包まれた。


　柱の表面に一いつ瞬しゆんだけ浮うかんだマークの色は──シグナルレッド＝カーマイン。


　灼しやく熱ねつの〝コアトルヘッド〟だった。


　真っ赤な爆ばく炎えんが、視界を覆おおい尽つくした。変電所跡あとの敷しき地ち全体が、爆ばく風ふうに包まれた。


　そして──。


「〝コアトルヘッド〟……！」


　爆風が去った後に現れたのは、額にダンデライオンのマークを輝かせた萌々だった。


　大助は目を見開く。


　獣けものの砲ほう撃げきを、〝マーカー使い〟の一撃が相そう殺さいしたのだ。


　さらに田央萌々は、彼が想像もしていなかった言葉を吐はき出した。


「──かかってこい、化け物め」


　震ふるえながらも、少女が獣を睨にらむ。身の丈たけの数倍はある巨大な鉄柱を持ち上げ、肩に担かつぐ。


「……！」


　獣の肩に、鉄柱が打ち下ろされた。衝しよう撃げきで獣の脚あしが地面にめり込む。


　今の獣には、さしたるダメージにはならない。だが──。


「〝コアトルヘッド〟！」


　灼熱のシグナルレッド＝カーマイン。


　赤く輝いた鉄柱から迸ほとばしった破壊の炎ほのおが、獣を後方へ吹ふき飛ばした。


「〝コアトルヘッド〟！　〝コアトルヘッド〟！　〝コアトルヘッド〟ぉっ！」


　萌々が数メートルもある鉄柱を担ぎ上げ、次々と獣めがけて投げつける。身体中から血を流し、癒いやしのマリーゴールドを使うことも忘れ、槍やり投なげの選手のようにひたすらシグナルレッド＝カーマインに輝く鉄の柱を投げ飛ばす。


　少しずつ。


　なんでだよ──。


　大助は自我を取り戻もどしていく。


　昨日まで普ふ通つうに生きてたヤツが……そんな怪け我がをしてるのに、なんで動けるんだよ──。


　記き憶おくを取り戻すよりも、理性を取り戻すよりも先に、疑問が浮かんだ。


　戦せん闘とう員いんでもない、ただの一いつ般ぱん人じんだったクセに──。


　特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局でさえ敵かなわないであろう化け物に、なぜ立ち向かえるのか。重傷を負っている上に、想像を絶する恐怖に襲おそわれているはずだ。


　それなのに、田央萌々は逃にげ出さない。──鉄塔の森へ逃げ込んだのも、かすかな反撃の糸を求めての行動だったことは、もう明らかだった。


「ぐぉああぁああぁあああっ！」


　獣から余よ裕ゆうの色が消え去っていた。鉄柱を弾はじき飛ばし、右みぎ腕うでを構える。


　大気を震しん動どうさせ、大だい音おん響きようの砲撃音が響ひびき渡わたった。


「〝コアトルヘッド〟ぉぉっ！」


　型破りどころではない。萌々がとった行動は、とんでもなかった。


　シグナルレッド＝カーマインに輝く巨大な鉄柱を両腕で抱かかえ──まるで野球をするかのように砲ほう弾だんを打ち返したのだ。


　互たがいの攻撃が相殺され、大だい爆ばく発はつが巻き起こった。


　萌々は後方へ弾はじき飛ばされながらも、空中で鉄塔につかまり、立ち上がる。


　傷だらけになりながらも。


〝虫〟の力を制せい御ぎよできず、暴走していても。


　萌々がたった一つの願いを込こめ、傾かたむいた鉄塔の上で絶叫した。


「あたしは……ダイスケに会いに行くんだゼッッ！」


　大助は目を見開いた。


　好きな人に、会いに行く。


　ただ、それだけの理由。


　そんなちっぽけな希望を求めて、田央萌々は戦っている──。


「会いに行く……」


　萌々の慟どう哭こくとともに、変電所跡に風が吹いた。


　否いな──風ではない。


　薄うすい輝きが、流れていた。


　輝いているのは、獣が立っている地面だった。


　雨の水流に混じり、紅い何かが混じっている。


　それは──血だった。


　萌々の血が水流に乗り、勝手に動き、敷地全体へと拡がっていた。


「会いに行くんだああっ！」


　瞬しゆん間かん。


　変電所跡が、真しん紅くの光に包まれた。


　広大な敷地全体に浮かび上がったそれに気づき、大助は絶句する。


〝コアトルヘッド〟。


　変電所跡全体にわたって、桁けた外はずれに巨きよ大だいなマークが描かかれていた。


　輝きの色は──灼熱の真紅、シグナルレッド＝カーマインである。


「コぉ！」


　足元から吹き上げる光の奔ほん流りゆうが、降りしきる雨を空へと押し返す。


「アぁ！」


　萌々の叫さけびを聞きながら、獣も動いた。


「ぐぉああああぁぁぁあぁああっ！」


　吼ほえ、右腕を持ち上げる。鉄てつ塔とうの上に立つ〝マーカー使い〟を狙ねらい、力を溜ためるようにして怪かい物ぶつの顎あごを構える。


「トぉ！」


　小さなマーク一つで、獣けものの砲ほう撃げきに匹ひつ敵てきする威い力りよくを持つのだ。


　数百倍、いや数万倍の大きさのシグナルレッド＝カーマインが、どれほどの規模の爆発を引き起こすのか想像もつかない。その途と方ほうもないエネルギーが、変電所跡あと一つに影えい響きようを留とどめるとは思えなかった。おそらくは遠方の街までも吹き飛ばすに違ちがいない。


「ルぅ！」


　自じ爆ばく──。


　その単語が、大助の脳のう裏りに蘇よみがえった。


　田央萌々は暴走の果てに、己おのれの力で自じ滅めつしようとしていた。


「ぐぉあああぁあああぁあっ！」


　一方、獣の攻こう撃げきは、間違いなく萌々を殺すだろう。


　だが発動した萌々の能力までは、防ぐことはできない。


　二人の同化型の虫憑つきによる戦いが、相あい討うちに終わるのは目に見えていた。


　しかも多くの犠ぎ牲せい者しやを出すことだろう。


　その結末を前にして、大助は絶ぜつ叫きようした。


「ぐぉあああ──うあぁあああぁぁぁあああっ！」


　目を見開き、自我を呼び起こす。


　眠ねむりかけた記き憶おくを、握にぎりしめる。


　獣と自分の遠ざかった距きよ離りを──伸のばした腕でしがみつき、強ごう引いんに摑つかんで引き寄せる。


「うおぉああぁあぁぁああっ！」


　大助が摑んだのは、自分の右腕だった。


　かっこう虫の顎と一つになった腕うで。萌々に向かって伸ばした腕に、左腕でしがみつく。


「ヘッ──」


　萌々が叫ぶ。


「うぉああああぁぁぁあっ！」


　大助も叫んだ。


　同じ同化型の虫憑き。〝マーカー使い〟が教えてくれた。


　誰だれに利用されようとも構わない。


　どれだけ傷ついても、もう立ち止まらない。


　他人に託たくされた夢も、恨うらみも、期待からも、逃にげ出さない。


　ごちゃごちゃと考えるのは、やめた。


　大助がこれからも戦うのは──これ以上ないくらい単純で、純じゆん粋すいなたった一つの理由があるからだ。


「ドぉぉぉっっ！」


「うおおおあああああああっ！」


　二人の同化型の虫憑きが、同じ思いを込こめて絶叫した。


　雨雲を劈つんざく砲撃音と、シグナルレッド＝カーマインの輝かがやきが同時に変電所跡を包み込んだ。


　──詩しい歌か……。


　衝しよう撃げきと灼しやく熱ねつの波動。


　五感が吹ふき飛ぶほどの空間に投げ出されながら、大助はまぶたを閉じた。








5.03　獣と萌々　The last




　命の真紅、シグナルレッド＝カーマインの輝きが消えていく。


　ふらり、と萌々の身体からだが傾かたむいた。鉄塔から真っ逆さまに落下する。


　あの高さから落下して無事だったのは、まだ全身の模様が輝きを残していたからだろう。それに周囲が、一面の土以外の何もなかったからというのもある。


「……」


　ゆっくりと立ち上がり、萌々は周囲を見回した。


　変電所跡だったはずの場所が、一面の荒こう野やと化していた。──いつか見た映画で、水も樹もない惑わく星せいへ不時着するシーンがあった。今、萌々が立っている場所と似ている。


　残っているのは、田央萌々と彼女が立っていた鉄塔、そして地面に倒たおれた黒ずくめの人々だけだ。半裸の耶麻本ラウの姿もあった。


　また倒れた者たちの中には、先ほどまで戦っていた化け物もいた。


　名前はたしか──〝かっこう〟と言っていた。


　本当ならば、萌々は彼の放った砲ほう弾だんによって跡あと形かたもなく消し飛ばされていたはずだった。


「……」


　萌々は足元に刻まれた、巨きよ大だいな堀ほりを見下ろした。


　荒あれ地と化した変電所跡を、真っ二つに引き裂さいている。


　これのおかげで──萌々は助かったのだ。彼女が能力を発動させる直前、〝かっこう〟が銃じゆう口こうを下げたのである。砲弾は萌々ではなく、地面を引き裂き、巨大なシグナルレッド＝カーマインのマークを分断した。


　そのため、能力は完全に発動する寸前で効果を失った。〝かっこう〟や耶麻本ラウたちは生き延び、破は壊かいの範はん囲いも変電所跡だけに止とどまった。さらには萌々自身も力を使い果たすことなく、わずかな〝猶ゆう予よ〟を得うることができた。


「──行かなきゃ……」


　激しい雨に打たれながら、萌々は思い出したように顔を上げた。


　脚あしをひきずり、街に向かって歩いていく。全身に浮うかんだ七色の模様は点てん滅めつし、今にも弾はじけ飛びそうだった。


　後方で、人が起き上がる気配がした。


　振ふり向くと〝かっこう〟が、土の上で上体を起こしていた。ゴーグルは壊こわれ、どこにでもいるような平へい凡ぼんな素す顔がおが露あらわになっている。化け物じみていた身体も元に戻もどっていた。


「……」


　二人の虫憑きが、視線を交こう錯さくさせる。


　暴走状態が解けた今、萌々は〝かっこう〟が自分を救おうとしたのが分かっていた。


〝かっこう〟が微び笑しようした。


　萌々もまた、笑えんだ。


「行けよ」


「キミもだゼッ」


　たったそれだけの、短いやりとり。


　二人の同化型の虫憑きは、そうして別れた。


〝かっこう〟は萌々と同じだと言った。会いたい人が居ると言った。


　そう言ったからには、これからも前に進んでいくのだろう。そして前へ進むかぎり、二度と萌々と相見あいまみえることはないだろうということも分かっていた。


　萌々はゆっくりと、しかし確実に街がある方角へ向かって歩いていく。


　全身に刻まれた傷が、痛かった。


　疲つかれ切っていて、脚がひどく重かった。


　ナナイロタマムシに夢を喰くらい尽つくされようとしている心が、急速に霞かすんでいた。


　だが萌々の顔には、溢あふれんばかりの笑顔が浮かんでいた。


「はあ……はあ……」


　変電所跡あとの敷しき地ちから出るのに、どれくらいの時間がかかっただろう。静まりかえった細道を歩いていくのに、どれほどの疲ひ労ろうに耐たえただろう。街に入り、ボロボロの姿で歩く萌々を何人の通行人が振り返っただろう。


　だが、そんなことはちっとも気にならなかった。


　気分が踊おどっていた。


　胸がドキドキと高鳴っていた。


「はあ……はあ……」


　萌々の中からは、ほとんどのエネルギーが涸かれ果てていた。それでも残りカスのような熱い衝しよう動どうが燃え盛っていたが、それすらも忘れ去っていた。


　小学生の頃ころ、遠足の前日は興奮して眠ねむれなかった。


　中学生の頃、家族と訪おとずれた海外の美術館で感動し、デザインの道に進むきっかけとなった。


　高校生になってすぐに、傑けつ作さくをこの手で創つくった。自分は天才だと思った。


　かつておぼえた感動はどれも素晴らしかった。


　だが今の萌々を満たしている幸福には、足元にも及およばない。


「──」


　電灯が点滅する路地に入って、萌々はその姿を見つけた。


　彼は路地の中央で、天を仰あおいでいた。


　その姿ははじめて出会った時と同じように──萌々が初はつ恋こいをした時よりも綺き麗れいで、今すぐにでも模写したいくらいだった。像を創るのも良いいかもしれない。


　だが萌々はそのどれも選ばなかった。


　衝動のまま、飛びつくように抱だきしめる。


　そして唇くちびるを重ね──。


　微ほほ笑えみあう。


「ダイスケ、顔の色がおかしいゼッ」


　冗じよう談だんめいた口調で言う萌々の瞳ひとみから、涙なみだの雫しずくがこぼれた。


「……お前こそ、おかしいぞ」


〝薬屋大助〟もまた硬かたくなった口を動かし、涙を流した。


「えへへっ」


「ははっ」


　涙を流しながら、笑いあう。


　何が嬉うれしいのかは、分からない。


　何が幸福なのかは、分からない。


　今の気持ちを表す言葉がないのは、当たり前だ。


　いまだ誰だれ一人として、今の二人ほど満たされていたことがあるはずがないのだから。


　萌々の指先が、少年の額にマークを描かいた。


〝コアトルヘッド〟──二人が出会った時と同じ、幸せのおまじない。


「コアトル・コアトル・パラ・エミレ」


　二人で唱える。


　あの時に二人が抱いだいた願いは、確かに叶かなえられた。


　萌々は彼を助けられたし、彼も萌々によって救われた。


「約束、おぼえてる？　忘れてたら、承知しないゼッ」


　少年を抱きしめる萌々の模様が、音を立てて煙けむりを上げ始めていた。シグナルレッド＝カーマインの輝かがやきが、傷口から漏もれて弾はじける。


「おぼえてるさ」


　萌々を抱き返す大助の瞳が、生気を失っていく。口の動きも緩かん慢まんになりつつあった。


「二人で、逃にげよう」


「どこまで？」


「ダイスケの帰るところまで……」


「もっと遠くじゃないと、ダメだな」


「うん、じゃあどこまでも逃げようゼッ」


「ああ、どこまでも逃げよう」


「どこまでもだゼッ……」


「どこまでもだ……」


　一ミリも隙すき間まがないほどに、互たがいに強く抱きしめ合う。


　雨が上がり、東の空が白んでいく。


　朝日が差し込もうとした暗い路地が、紅い輝きに包まれた。
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5.04　The others




　朝日に照らされた路地に、慟どう哭こくの声が響ひびいていた。


　脚あしをひきずって現れた大助を出で迎むかえたのは、泣き崩くずれている五十里野きらりだった。


　きらりの横に立ち、路地の奥を見る。


　そこには燃え盛るようなシグナルレッド＝カーマインの輝きが残っていた。


　薬屋大助だった少年と、田央萌々という少女が存在していた証しよう拠このように、黒い布と一本のマーカーが重なり合うように炎ほのおに包まれていた。


「ごめん……二人とも、助けられなかった」


　大助が呟つぶやくと、きらりが泣き濡ぬれた顔を上げた。しゃくり上げる嗚お咽えつを堪こらえるのに精せい一いつ杯ぱいなのだろう。声が出せないかわりに、首を大きく左右に振ふる。


　大助は二人が燃え尽つきた痕あとを見て、唇を嚙かみしめた。


　彼らは幸せだったのだろうか？


　夢を叶えたのだろうか？


　その答えは、もういない二人にしか出せない。


「桜架市に戻もどるよ……」


　大助は言った。


　この街へと逃げてきた薬屋大助は、好きな人とともに消えた。


　ならば生き残ったほうの薬屋大助は、前へ進むしかないのだろう。


　生き続け、前に進み、大切な人に会いに行く。


　その先にあるのが、この街で消え去った薬屋大助と同じ運命なのか──それとも別の形の結末を手に入れるのかは、まだ分からない。


「全力で戦えるのも、あと一回が限度だろうけど……俺が行ける場所は、そこ以外にどこにもないから」


　きらりが、コクリと小さく頷うなずいた。


「色々とありがとう、きらり」


　言い残し、踵きびすを返そうとして──。


「──きっと、あっちの薬屋大助も同じことを言っただろうけど」


　付け足す。


　この街で薬屋大助と呼ばれていた少年も、きらりに感謝していただろう。


　優やさしい便利屋が泣く必要など、どこにもない。


　誰だれもが彼女に助けられた。


　だからこそ、残されたほうは再び前を向けるのだ。


「ねえ、大助さん──」


　五十里野きらりが言った。


「結局……どっちが本当の薬屋大助さんだったの？」


　その言葉が悲しげではなく、少しだけ笑えみが含ふくまれていたのが救いだった。


　大助も笑う。


　──俺が代わりに、死んでやる。


　そう言って笑った少年は、紛まぎれもない彼自身だった。


「この街で、救われたほうだよ」




エピローグ　restart




　クローゼットに下げてあった衣い装しようの、最後の一着が段ボールに詰つめられた。


　もともと最低限の生活必ひつ需じゆ品ひんしか置いていなかったため、片づけるのは簡単だ。寝しん室しつや他ほかの場所のものをかき集めても、数箱の段ボールにおさまってしまった。


「……」


　五十里野きらりは、窓や扉とびらを開け放った事務所内を見回した。フェレットのせぴあが彼女の脚に頭をすりつける。


　書類も片づけたし、掃そう除じも終えた。ソファやテレビは業者に処分してもらうつもりだ。


　この空っぽの事務所が、全すべてを物語っていた。


　きらりがしてきたこと、便利屋として生活してきた日々の結末がこの光景である。


　誰も救えなかった。


　薬屋大助と名乗っていた少年も、友人だった田央萌々も、いなくなってしまった。


　そしてきらりは、一人になった。


「……」


　今日で便利屋は廃はい業ぎようだ。


　最後の荷物──入り口にかけたプレートを外すため、通路を歩いていく。


　立ち退のきの期限までは数日ほど残っていたが、もうここに居る意味はない。他に行くあてなど、どこにもなかったが、ここにいると辛つらいことばかり思い出してしまう。


　ガラスの扉を開けると、入り口に長身の人物が立っていた。


「こんにちは」


　本日一人目の来客、佐藤陽子がニコリと微ほほ笑えんだ。


「──色々とありがとうございました」


　ソファに座った佐藤陽子に、段ボールから引っ張り出した紅茶を出しながら、きらりは礼を言った。フェレットに怯おびえられてショックを受けている様子だった陽子が、頭を上げる。


「う、ううんっ、そんな……お礼なんて、私も色々と参考になったし」


　長い前まえ髪がみを振り回し、首を左右に振る陽子。


　佐藤陽子が〝コアトルヘッド〟という暗示をかけてくれなければ、田央萌々は虫憑つきになった時に暴走したまま、自じ滅めつしてしまっていただろう。結末がどうあれ、友人の寿じゆ命みようを延ばしてくれたことには違ちがいない。


「それに私は──ちゃんと依い頼らいを達成してもらえればいいから」


「……」


「〝紅い蜂はち〟の虫憑きは、見つけてくれたんだよね？」


　陽子が眼め鏡がねの奥で、黒い瞳ひとみを輝かがやかせた。足元に置いたトランクケースを指先でなでる。


　確かにきらりは、それらしき虫憑きと接せつ触しよくした。


　だがそれを佐藤陽子に告げることに、逡しゆん巡じゆんをおぼえた。目の前の少女は危険人物であると、出会った瞬しゆん間かんから直感していたのだ。


「──お客さんみたいだね」


　呼び鈴りんが鳴る音に反応したのは、佐藤陽子だった。


　きらりは「失礼します」と言って席を立った。通路を歩いてガラスの扉を開けると、小こ柄がらな女の子が立っていた。


　入り口でペコリと頭を下げたのは、本日二人目の来客だった。


「あ、あの、ここが特別な虫……について相談に乗ってくれる便利屋さんですよね？」


　女の子は海老名夕と名乗った。きらりが配ったティッシュを見てやって来たようだ。


「申し訳ありません。当事務所は本日をもって──」


　謝罪して断ろうとしたきらりを制止したのは、リビングから響ひびいた声だった。


「お話だけでも、聞いてあげたらどうかな？　あっ、私のことは気にしないで。いくらでも待ってるから」


「……どうぞ、中へ」


　少し迷ったものの、せっかく訪おとずれてくれた客を門もん前ぜん払ばらいするのはやはり抵てい抗こうがあった。


　きらりに導かれるまま、海老名夕がリビングのソファに座った。


　怯えるフェレットと戯たわむれる陽子の横で、海老名夕が説明を始めた。


「あの、本当はある人に別の場所を訊たずねたほうがいいと言われたんですけど、やっぱり──」


　夕は、友人が手放してしまったネックレスを捜さがしていると言った。その経けい緯いやここに訪れるまでの道程に〝虫〟という単語は出なかったが、おそらくはどこかで関かかわっていたのだろう。うまく誤ご魔ま化かしているが、きらりにはそう感じた。


「金色のリングがついた、ネックレス……」


「はい！　この街でデザイン科の先生をしているって言ってた人とも、連れん絡らくがとれなくなっちゃって……だから私、ここに──」


　きらりは無言で立ち上がった。訝いぶかしげな顔をする夕を残し、自室に戻もどってクローゼットを開ける。何着も吊つるした衣い装しようの中に隠かくしておいたものを取り、リビングへ戻る。


　きらりが手にしているものを見て、夕が目を見開いた。


　金色のリングをぶら下げたネックレスである。


「ああーっ！　そ、それっ！」


　身を乗り出し、夕が大声を上げた。


「そそそ、それです！　ウソ、なんで？　ええっ？」


　このネックレスは、アリア・ヴァレィだった頃ころのセピアから譲ゆずり受けたものだ。


　田央萌々を助ける代わりの報ほう酬しゆうとして。


　セピアが言うには、それはとても大切なものらしい。自分が何もかも忘れた後には、それを〝宿り木〟にするとも言っていた。


　だがきらりは依頼を達成できなかった。もう一人の薬屋大助に託たくそうとしたものの、結局は押し返されてしまった。


「あ、あのっ、それ、譲っていただけませんか？　もちろん、お金は支し払はらいますから──」


　きらりは微び笑しようした。興奮する夕の首に、ネックレスをかける。


「あげる」


「……え？」


「依頼達成ですね。ご利用ありがとうございました」


　頭を下げるきらりに対し、夕は呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしたまま二の句が継つげられない。


　そして本日最後の来客を告げる呼び鈴が、鳴り響いた。


「大だい繁はん盛じようだね、便利屋さん」


　陽子がからかうように言った。とうの本人は逆ぎやく襲しゆうしたフェレットによって部屋の隅すみに追い込まれ、縮こまっている。


　さっきから通路とリビングを行ったり来たりだ。ガラスの扉とびらに手をかけると、聞き覚えのある声が聞こえた。


「ホントにここなんでしょーね、千晴？」


「えーと、たぶん？　まだ蛹さなぎのままなのかな、すんごい匂においが弱まってて、見つけるのに時間がかかっちゃったけど……」


「千晴たん、感動の再会だねん。もっと呼び鈴押しちゃえ、うりゃうりゃうりゃ」


　やかましいくらいに何度も呼び鈴が鳴り響く。


　ガタン、とリビングで音がした。


　振ふり向くと、夕がソファから立ち上がろうとして転んでしまったようだ。口をぱくぱくとさせながら、通路を覗のぞき込む。


「こ、この声……まさか……もうワケわかんない……」


「私の探してた人も、いるみたいだね」


　声を聞いただけで、分かったようだ。陽子が足元のトランクケースを開いた。中から転げ落ちたのは、大量の札束だった。


「依い頼らい達成、ご苦労様。報酬を支払います」


　目を見開くきらりに対し、陽子が不思議そうに首を傾かしげる。


「どうして驚おどろいてるの？　暗示の件は、私と利害が一いつ致ちしただけだったし……あ、それにどうして、荷物を片づけているのかな？」


　立ち尽つくすきらりの横を、待ちきれなくなった夕が駆かけ抜ぬけた。


　ガラスの扉が開く。


「初季さん！」


「おわぁっ。…………えぇと、どこかでお会いしましたっけぇ？」


「ええっ？」


「こんなちみっ子で泣き虫な子なんて知らないから、抱だきしめちゃうよん」


「それだ！　そのネックレスだよ！　アリア？　起きて、アリア！　朝ですよ！　あれ？」


「い、痛い、痛い。誰だれですか、この人？」


　誰もが興奮している中、確か茶深という名前だったはずの少女だけが、リビングで嗤わらいながら手を振っている佐藤陽子を見て「げ」と顔をしかめた。


「まさか、便利屋さんをやめたりしないよね？」


　茶深に手を振りながら、陽子が言った。


「これからもきっと、たくさんの人たちが貴女あなたを頼たよってくるはずなのに」


　きらりは拳こぶしを握にぎりしめた。


　これからもきっと──。


　その言葉を信じて、良いいのだろうか？


　またこうして、彼女の前で笑顔を見せてくれる人たちが現れるのだろうか？


「……」


　きらりは微び笑しようし、新たに訪おとずれた依頼者たちを振り返った。


　答えを見つけ出すためにできることは、たった一つしかない──。


　いつもの微笑で、新たな依頼者を出で迎むかえる。


「ようこそ、〝便利屋きらり☆〟へ」


　五十里野きらりの前では虫憑つきであることも、そうでないことも関係ない。


　誰だって等しく、きらりに助けを求める人々なのだ。


「迅じん速そく確実をモットーに、私があなたをお助けします」




あとがき




　こんにちは、岩井恭平です。





　前巻から間が空いてしまいましたが、ムシウタもこれで８巻目となります。


　雑誌「ザ・スニーカー」で連れん載さいしている別ストーリー、ムシウタｂｕｇバグの短編集４巻目を挟はさんだとはいえ、ムシウタ本編がこれだけ前巻から時間を置いたのは初めてです。お待たせしてしまい、申し訳ありませんでした。


　息を潜ひそめている間にも、本作に関して色々と変化がありました。


　その最たるところが、アニメ化企き画かくが動きだしてしまったということです。


　ムシウタが、アニメになる。


　珍めずらしく編集部に打ち合わせに行った日に、直接知らされました。最初は実感が持てず、今に至ってもドッキリではないかとビクビクしています。


　放送局や放送時期などは、未確定のようです。ただ現実に多方面の方々にご挨あい拶さつさせていただく機会が増え、少しずつ実感が湧わいてきました。なんかもう、色んな人を巻き込んでしまってゴメンナサイ。


　本作と同時期に発売される「ザ・スニーカー」でも発表があるようですが、アニメについてそちらでどこまで公表されるのか、自分自身も知らされておりません。


　今後、ムシウタがどうなるか。


　作者自身とともに、あたたかく見守っていただければ幸いです。





　本作『ムシウタ　08．夢時めく刻印』について。


　いくつか意外な展開を仕込んでみましたが、楽しんでいただけましたでしょうか。


　虫憑つきたちが演出する、今を時めくブームと、出会いによって生まれるときめき。


　突とつ然ぜんに生まれ、静かに浸しん透とうし、存在に気づくと同時に膨ふくれ上がる──。


　似たような共通点を持つ、それら二つの激動の果てを描えがいてあります。





　流行について。


　ブームというものは、定義からして非常に曖あい昧まいだと感じます。


　マイブームと称しようされる個人限定のものから、社会現象と呼ばれるほどの規模のものまであります。最近なんかは、お笑いブームですよね。僕自身がお笑いが好きだから、特に感じるだけかもしれないけど。ムシキングみたいに、商品そのものが流行することもあったり。


　始まり方も、拡散範はん囲いも、その意味も、そして──終わり方さえもが曖昧。


　それなのに、確実に存在している。


　存在し続ける。


　一度は消え去ったはずのブームでさえ、「ああ、そんなのあったな」といつまでも人の記き憶おくに残り続ける。知っている人間どうしに、不思議な連帯感を抱いだかせてくれます。


　そう考えると、人々の記憶に刻まれたブームが、本当の意味で消え去ることはないのかも。


　作中の〝コアトルヘッド〟も、未来の世界で人々の間でぽっと浮うかび上がり、一時だけ当時の胸のときめきを思い出させてくれては、また息を潜めるのでしょう。





　本作を書くにあたって、例によって色んな方々にお世話になっております。


　書く機会を与あたえていただいている編集部様や担当してくださっている女井様には、ここに至ってますますお世話をかけております。ありがとうございます。


　イラストを手がけてくださっている、るろお様。登場人物が増え続ける作者に嫌いや気けがさすどころか、ますます魅み力りよく的なイラストを生み出してくれています。今年もお世話になります。





　そしてこれを読んでいただけている読者の皆みな様さま方に、心からお礼を申し上げます。


　今年はアニメをはじめ、ムシウタの露ろ出しゆつが増えるかとは思います。……増えて欲しいです。ドッキリでなければ。


　とはいえ、自分にできることは書くことのみ。


　遅ち筆ひつの作者ですが、次回はもう少し早くお目にかかることができるよう、がんばります。


　既き刊かんを手にとっていただけた方々からいただく多くのお手紙、イラスト、年賀状といったお声を励はげみに、また新たなものを描いていこうと思います。


　どうぞ、次回もご期待くださいませ。







岩井　恭平　　





ムシウタ


08.夢ゆめ時ときめく刻こく印いん





岩いわ井い恭きよう平へい
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